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日程第12 議案第１６号 平成２５年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算（第１号）

日程第13 議案第１７号 平成２５年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計補正予算（第

２号）

日程第14 議案第１８号 平成２５年度名寄市病

院事業会計補正予算（第２号）

日程第15 議案第１９号 平成２５年度名寄市水

道事業会計補正予算（第２号）

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 名寄市青少年問題協議会

条例の一部改正について

日程第５ 議案第２号 指定管理者の指定につい

て（なよろ健康の森）

議案第３号 指定管理者の指定につい

て（名寄公園パークゴルフ場）

議案第４号 指定管理者の指定につい

て（天塩川さざなみ公園）
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て（名寄市北国雪国ふるさと交流館）

議案第６号 指定管理者の指定につい

て（名寄市営牧野）

議案第７号 指定管理者の指定につい

て（名寄市母子里地区共同牧場）

議案第８号 指定管理者の指定につい

て（名寄東病院）

日程第６ 議案第９号 市道路線の廃止について

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号
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般会計補正予算（第６号）

日程第９ 議案第１３号 平成２５年度名寄市国

民健康保険特別会計補正予算（第３

号）

日程第10 議案第１４号 平成２５年度名寄市介

護保険特別会計補正予算（第２号）

日程第11 議案第１５号 平成２５年度名寄市下

水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第12 議案第１６号 平成２５年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算（第１号）

日程第13 議案第１７号 平成２５年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計補正予算（第

２号）

日程第14 議案第１８号 平成２５年度名寄市病

院事業会計補正予算（第２号）

日程第15 議案第１９号 平成２５年度名寄市水

道事業会計補正予算（第２号）

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号

〇議長（黒井 徹議員） ただいまより平成２５

年第４回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 上 松 直 美 議員

１１番 佐々木 寿 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より１２月１３日ま

での１５日間といたしたいと思いますが、御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より１２月

１３日までの１５日間と決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ これより行

政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。本

日、平成２５年第４回定例会の開会にあたり、こ

れまでの主な行政事項について、その概要を御報

告申し上げます。

はじめに、本年度の文化賞等、各種表彰につい

て申し上げます。

１１月３日文化の日に、名寄市文化賞条例に基

づき、佐藤喜代枝さんに文化奨励賞を授与いたし

ました。

「科学部門（古典文学及び相談支援）」で受賞

された佐藤さんは、市立名寄図書館が毎年開催し

ている「古典文学講座」をはじめ市内外で古典文

学に関する講師を長年にわたって務められ、多く

の人に古典への親しみと知識を深め、後世に伝え

る取組に御尽力されました。

また、教員在職中、障がい児教育に専門的に関

わり、悩みを抱える御家族への対応を通じてカウ

ンセリングの必要性を強く実感したことから、応

用心理カウンセラーなどの資格を取得し、名寄市

教育委員会教育専門相談員及び名寄市立大学精神

保健センター相談員を務め、悩みを抱える方々の

心のケアを行ってきました。平成１９年からは北

海道教育委員会スクールカウンセラー活用事業の

委嘱を受け、上川及び宗谷管内の特別支援学校・

高等学校における児童生徒や保護者へのカウンセ

リング活動をはじめ、教員対象の研修にも取り組

まれました。

教員退職後もカウンセラーとして学校教育に積

極的に関わり、本市の教育振興に大きく貢献され

ています。

名寄市表彰条例に基づく各表彰については、自

治、保健衛生、産業経済、教育文化、住民運動実

践の各分野で市勢の発展に寄与された２３個人の

皆様に功労表彰を、多額の寄附によりお力添えを

いただいた１５個人、１８団体に善行表彰を、芸

術文化、スポーツなどの分野で輝かしい活躍をさ

れた１団体に栄誉賞をそれぞれお贈りいたしまし

た。

受賞された皆様には、今後とも本市の発展に御

尽力を賜りますとともに、より一層の御活躍と御

健勝を願っています。

次に、まちづくり懇談会について申し上げます。

名寄市町内会連合会主催によるまちづくり懇談

会は、１０月２８日の市民文化センターを皮切り

に全１０回開催され、名寄市立大学生の参加をは

じめ、各町内会から例年を上回る市民が参加され

ました。

いただいた貴重な御意見、提言などは、次年度

予算をはじめ、今後の行政運営に反映させ、協働
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のまちづくりを進めてまいります。

次に、男女共同参画社会の推進について申し上

げます。

男女共同参画社会の実現に向けては、市民への

意識啓発が重要であることから、今般、地域づく

り研修会開催支援金交付事業の採択を受け、１２

月８日、駅前交流プラザ「よろーな」において講

演会を開催することとなりました。

講師には、ＴＶなどでも活躍されている漫画家

倉田真由美先生をお招きし「くらたま流 スッキ

リ生きる方法」と題して、楽しみながら男女共同

参画について考える機会を提供してまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

ふるさと会交流事業については、東京なよろ会

総会が１１月１０日、東京都内のホテルにおいて

開催され、会員をはじめ、約８０人の出席により

スキーやゴルフツアーなどの事業計画が承認され

ました。

東京都杉並区との交流事業については、１０月

２５日、２６日に、「阿佐谷ジャズストリート２

０１３」が開催され、本市出身のミュージシャン

が交流自治体セッションに参加し、イベントを盛

り上げました。

また、１１月９日、１０日には、「すぎなみフ

ェスタ２０１３」において、杉並区職員の協力を

いただきながら、煮込みジンギスカン １００食

のほか馬鈴しょ、玉ねぎなど全量を完売しました。

国際交流における、友好都市ロシア連邦ドーリ

ンスク市との交流では、道北６市によるユジノサ

ハリンスク道北物産展が９月７日、８日に開催さ

れ、当市からは「名寄・ドーリンスク友好委員

会」が中心となり特産６品目を販売したところ、

好評を博し全品目を完売することができました。

台湾との交流では、台湾からの観光客誘致に向

けた取組として、１０月１６日から２２日まで、

アジア・太平洋地域最大の旅行見本市である「台

北国際旅行博」に職員１人を派遣し、本市の知名

度向上と観光ＰＲを図りました。

交流居住の推進における「お試し移住住宅」に

ついては、横浜市から札幌市に移住した５０歳代

と４０歳代の夫婦が８月２６日から９月１日まで

の７日間、東京都八王子市の６０歳代の夫婦と１

０歳代の長男の家族が９月２日から３０日までの

２９日間、それぞれ利用され、名寄での生活を体

験いただきました。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。

２次募集を行い選考を進めていた農業支援員に

ついては、１０月７日付で橋本誉士さん、平澤宏

幸さんの二人を委嘱しました。現在は、風連日進

地区に移住し農作業研修に励むとともに、農閑期

における地域貢献活動に向けて、準備を進めてい

ます。

なお、地域振興支援員については、残念ながら

体調不良による退任の申し出があり、先に受理さ

せていただいたところです。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１３市町村で構成する「テッシ・オ

・ペッ賑わい創出協議会」については、北海道の

地域づくり総合交付金を活用し、その地域ならで

はの魅力・価値を伝え、新たに訪れる方々に滞在

・交流を楽しんでいただくことを目的に「天塩川

住民再発見ツアー」を実施しました。１３市町村

を４つのエリアに分け、１０月２５日から２７日

は、美深町・音威子府村・中川町・中頓別町のエ

リアで、１１月１日から３日は、天塩町・豊富町

・幌延町のエリアで実施されました。なお、残り

２つのエリアについては、来年１月から２月の実

施を予定しています。

また、「すぎなみフェスタ２０１３」において、

協議会構成市町村の特産品を販売するとともに、

協議会ＰＲ用エコバッグを買いもの袋として活用

するなど、天塩川地域のさらなるＰＲに努めまし

た。

さらに、首都圏プロモーション活動の一環とし

て、１１月１６日に東京都台東区において開催さ

れた「２０１３北海道暮らしフェア」に参加し、
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「お試し移住住宅」のＰＲをはじめ、移住環境な

どについて説明を行いました。

なお、本協議会の取組については、本年度をも

って道による２カ年の支援が終了するため、来年

以降の進め方について、構成市町村と協議してい

るところです。

次に、自衛隊関係について申し上げます。

本年１２月中旬の決定が見込まれる新防衛大綱

については、現在、国において調整の最中にあり

ますが、先に防衛省が示した概要には、道内を訓

練地として重視する内容が盛り込まれたものの、

西南防衛へのシフトが鮮明との報道もあり、予断

を許さない状況にあると認識しております。

このことから、この間、北海道基地協議会や北

海道自衛隊駐屯地等連絡協議会など全道的な取組

はもとより、第二師団管轄の諸団体や上川北部市

町村での活動、さらには、市内関係団体で構成す

る陸上自衛隊名寄駐屯地増強促進期成会での取組

など、様々な機会を通じ、精力的に国への要望を

行ってきたところであり、引き続き、全力で取り

組んでまいります。

次に、なよろ健康まつりについて申し上げます。

第２６回を迎えた「なよろ健康まつり」は９月

２８日、「みんなで広げよう健康の輪」をテーマ

に、名寄市立大学など各団体との協働のもと総合

福祉センターを会場に開催しました。

内臓脂肪ＣＴ検査、体内健康測定、骨密度測定、

ストレス測定などに４００人の市民が集まり、健

康チェックを通じて生活習慣の見直しや健康への

啓発を図ってきました。

次に、病院事業について申し上げます。

本年度、４月から９月までの上半期における患

者取扱い状況は、入院患者数が延べ５万 ０７７

人で前年比 ２３４人の減少となり、外来の取扱

い患者数では、延べ１０万 ５１７人と前年比

３０２人の増加となっています。

医業収支の状況は、医業収益が３６億 ７４９

万円となり、前年比１０ ８パーセント、金額で

２億 ５９１万円の増となりました。主な内訳で

は、入院収益で１億 ６３０万円の増、外来収益

で ８９２万円の増となっています。

また、医業費用は３９億 ８０５万円と、前年

比１０ １パーセント、金額で２億 ３２４万円

の増となりました。主な内訳では、給与費は前年

比１０ ５パーセント、金額で１億 ３３４万円

の増、薬品費・診療材料費などの材料費は、前年

比１１ ７パーセント、金額で１億８０２万円の

増となっています。

この結果、上半期の医業収支は、差し引き２億

０５５万円の損失となり、医業外収支、特別収

支を含めた全体の収支では、１億 ７２８万円の

損失となりました。

今後も、医業収益の確保に努めるとともに経費

節減により収支の改善を図り、経営の健全化に向

け、より一層努力してまいります。

次に、精神科病棟改築事業について申し上げま

す。

１１月１８日現在、工事の進捗率は３ ８パー

セントで、内訳は建築主体工事が４ ５パーセン

ト、空調設備工事が２ ５パーセント、給排水衛

生設備工事が２ ０パーセント、電気設備工事が

２ ０パーセントとなっています。

次に、名寄東病院の本年度上半期の経営状況に

ついて申し上げます。

患者数は、入院で延べ１万 ９５５人、前年比

４６８人の増加となり、外来では延べ ６１５人、

前年比１４５人の増加となりました。

収支面では、事業収益が３億 ３８４万円とな

り、前年比 ２２７万円の増収となっています。

事業費用は３億 ５２６万円で、前年比 １３

９万円の増加となり、差し引き約８５８万円の医

業利益が計上されました。

次に、高齢者の福祉施策について申し上げます。

平成２５年度「長寿を祝う会」を市内の関係団

体と実行委員会を組織し、９月１４日に市民文化

センターで開催しました。
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長年にわたり本市の発展に御尽力いただいた１

０４歳の最高齢者をはじめ、白寿、米寿を迎えら

れた２００人の方々と金婚を迎えられた１００組

の御夫婦をお招きしてお祝いを申し上げ、記念品

を贈呈しました。

併せて「名寄市生きがい作品展」を９月１４日

から１６日まで開催し、１００人の方々から１４

３点の出品をいただき、市民の皆様に力作を御覧

いただいたところです。

また、７５歳以上を対象に町内会など７８団体

が開催した「敬老会」では、 ９７６人の方々が

祝福されました。

次に、廃棄物対策について申し上げます。

古着などの回収については、市内１２箇所の公

共施設に設置しているボックスで、本年４月から

繊維全般のリサイクルが可能となり、上半期にお

ける回収量は既に例年の回収実績を大きく上回っ

たところです。今後も、市民の負担軽減や埋立処

分場の延命のため、市民への周知・啓発を図って

まいります。

また、廃食用油については、市内公共施設で拠

点回収し、バイオディーゼル燃料として再利用し

ています。本年９月末には、市内に生産拠点を持

つ事業者が事業から撤退しましたが、旭川市の事

業者が引き継ぐこととなり、その輸送と管理に費

用が嵩むため回収全量を有償として取り扱うこと

で協定書を交わしたところです。

次に、新エネルギー・省エネルギーについて申

し上げます。

省エネを推進する「エコチャレンジ２０１３

夏」の表彰式を１１月１２日に行いました。本事

業には１３人の応募があり、前年比１０パーセン

トの節電目標を達成された９人に表彰状と景品を

贈呈しました。なお、達成された方々の体験はパ

ンフレットなどにとりまとめ、省エネ意識の啓発

に活用するとともに、冬季間においては「エコチ

ャレンジ２０１３ 冬」として実施してまいります。

また、旧風連中学校跡地におけるメガソーラー

発電施設については、１２月９日に竣工式が執り

行われる予定であり、民間におけるモデル的な取

組として支援を行ってまいります。

次に、消防事業について申し上げます。

１０月末現在までの災害出動状況については、

火災件数が１３件で前年比５件の増となり、火災

による負傷者は３人となっています。

救急出動件数については ０５４件で前年同期

比１７１件の増となっています。

本年度実施事業については、風連地区の消火栓

更新１２基を完了しています。また、現在、風連

消防団第４分団車の更新を実施しており、１２月

上旬の納車を予定しています。

防火対策については、「秋の全道火災予防運

動」期間中に一般家庭と独居老人宅の防火訪問、

消防車試乗会や記念撮影の実施、防火パレードや

防火グッズの配布など、火災予防のＰＲや防火対

策の啓発を実施しました。

次に、河川の防災対策について申し上げます。

風連地区の無名川水位通報装置設置工事につい

ては、今月末の完成を予定しており、減災及び防

災対策の推進に努めてまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

交通事故のない住みよいまちづくりのため、

「交通死亡事故ゼロ」を目標に、市民一丸となっ

て交通安全運動を進めてまいりました。

１１月７日に名寄市民会館で開かれた「交通安

全道警音楽隊コンサートｉｎなよろ」に、市内外

から３２０人の参加がありました。高齢者の交通

事故防止を考えるフォーラムをはじめ、道警音楽

隊による演奏やカラーガード隊のステージドリル

などが披露され、高齢者の交通事故への注意喚起

が行われました。

次に、消費生活相談事業について申し上げます。

本年４月に本市及び下川町・美深町・音威子府

村・中川町の５市町村における相談窓口となる名

寄地区広域消費生活センターを開設しました。１

０月末現在の相談総件数は１７３件で、そのうち
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下川町５件、美深町３件、音威子府村２件、中川

町２件の相談がありました。

今後とも、研修会や講習会をはじめとした情報

の提供や出前講座などをとおして、消費生活相談

の周知を図るとともに、迅速な対応、適切な相談

業務に努めてまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

北斗・新北斗団地建替事業については、昨年度

着手した北斗団地の鉄筋コンクリート造２階建て

１棟１０戸が９月末に完成、本年度建設分の鉄筋

コンクリート造２階建て１棟１２戸については９

月に着手し、１１月末現在の進捗率は約１０パー

セントとなっています。また、新北斗団地の全面

的改善工事は、コンクリートブロック造及びプレ

キャストコンクリート造平屋建て２棟８戸を７月

に着手し、１０月末に完成しています。

ノースタウンなよろ団地の長寿命化型改善工事

については、１棟３０戸を７月末に着手し、１２

月の完成を予定しています。

さらに、風舞団地の長寿命化型改善工事に伴う

実施設計については、平成２６年１月の完了を予

定しています。

次に、公園の整備について申し上げます。

都市公園の長寿命化修繕計画による公園施設整

備工事は、浅江島公園のコンビネーション遊具の

設置工事を１０月に完了しています。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、１６線道路老朽管更新工事ほか１２

路線、 ４２３メートルが１１月に完了し、現在

は国道４０号横断部、延長８０メートルを１２月

中旬の完成に向けて整備を進めています。

配水管網整備については、風連２９線配水管網

整備工事ほか４路線、延長 ４５２メートルが１

１月に完了し、現在は西町西１１条仲通ほか１路

線、延長２７０メートルを１２月中旬の完成に向

け整備を進めています。

また、簡易水道事業については、智恵文八幡地

区浄水場の増補改良工事が１０月に着工となり、

ろ過器を含む機械、電気設備の改良工事を来年１

月下旬の完成に向けて工事を進めています。

次に、下水道事業について申し上げます。

老朽化した設備の改築工事については、施工中

の名寄下水終末処理場における沈砂池機械設備外

更新工事の３月上旬の完成、併せて長寿命化更新

実施設計の業務委託を２月下旬完了、さらに雨水

管渠新設工事では、豊栄川３号幹線、延長１２９

メートルを１月上旬の完成に向けて順調に進捗し

ています。

また、個別排水処理施設整備事業については、

新たに１２基の合併浄化槽が供用開始され、現在、

６基の整備を進めています。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めてい

る昭和通、西４条仲通、東１条通の３路線につい

ては発注を終え工事を進めています。また、地域

の元気臨時交付金により採択された路線のうち、

南６丁目仲通は１２月、風連西町５丁目線は来年

１月完成に向けて現在工事を進めています。

また、徳田１８線緑丘連絡線については１２月

に工事を発注し、主に道路排水関係を先行して工

事着手する予定です。

道路の維持補修にかかる防塵処理工事について

は、１８６路線、約４０キロメートルの１１月末

完了を予定しています。

次に、地域公共交通について申し上げます。

宗谷本線活性化推進協議会による「ＪＲ北海道

宗谷北線運輸営業所に対する要望懇談会」を、本

年度は１１月２５日に前倒して開催しました。

本市をはじめ、士別市、稚内市など沿線自治体

により、本協議会の目的である宗谷本線の高速化

について要望したほか、相次ぐ事故などへの再発

防止について、強く申し入れを行ったところです。

次に、コミュニティバスについて申し上げます。

コミュニティバスについては、現在、この間の

実証運行やアンケート調査、市内３カ所で実施し
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た住民との意見交換会等において明らかとなった

課題について、対応を検討しています。

主な課題は、西回りと東回りの乗り継ぎ、土曜

日や夜の便の低利用の状況、他バス路線との接続

などであり、西回り東回りを統合した（仮称）東

西線など、新たな手法も含めて検討しており、第

一弾として１２月中の改正を目指し作業を進めて

いるところです。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の除排雪対策については、除雪総延長４

４３キロメートル、排雪総延長１４５キロメート

ルを計画しています。

本年度から、さらなる冬の道路環境向上のため、

試行として路線毎の除雪幅員を設定し、幹線道路

においては排雪回数の増と、新たに積上げ除雪を

行うことにより安全な車両すれ違い幅員の確保に

努めます。また市街地近傍に新たな雪堆積場を確

保できたことから、排雪時のダンプ運搬の効率化

により、日数の短縮を図ってまいります。

また、これら新たな除排雪の試行については広

報やホームページ、まちづくり懇談会をとおして

市民へ周知しています。

次に、農業・農村行政について申し上げます。

主要農作物の農作業及び生育状況については、

水稲の収穫作業終了が１０月５日となり、平年に

比べてもち米で３日、うるち米で２日遅くなりま

した。１０月１５日現在で公表された農林水産省

の作況指数は、全国で１０２、北海道で１０５、

上川では１０５となりました。本市の１１月１９

日現在の出荷状況については、もち米２３万 ０

０６俵、うるち米２万 ９２７俵、合計２５万

９３３俵となり、概ね９０パーセントの出荷率で、

一等米比率は９８パーセントとなり、品質・収量

ともに平年を上回る状況です。

畑作は、春先の融雪の遅れや低温により、移植

作業が遅れ、その後６月から７月の好天により回

復の兆しが見えたものの、８月からの降雨により

収穫作業が遅れました。作況については、豆類、

てんさい、スイートコーン、かぼちゃは「平年

並」、秋小麦、馬鈴しょ、玉ねぎは「やや不良」、

春小麦は「不良」となっています。

次に、米政策について申し上げます。

本年度の米の生産数量目標は、もち米が対前年

比 ４２パーセント減の１万 ０９４トン、うる

ち米は ３７パーセント減の ５２２トン、合計

で ６５パーセント減の１万 ６１６トンの配分

となっています。また、加工用米・備蓄米を含め

た水稲作付面積は対前年比 ９１パーセントの増

の ４０８ヘクタール、水稲作付耕作者は１６戸

減の３８０戸となりました。

経営所得安定制度における米の直接支払交付金

では、対象農家３７８戸、対象水田 ６４６ヘク

タールで、交付額は３億 ７００万円となってい

ます。同じく転作部分では対象面積 ７４４ヘク

タール、対象農家６５７戸で、交付金については、

麦・大豆・飼料作物など国の戦略作物を対象とす

る水田活用の所得補償事業が５億 ５１７万円、

野菜類など地域特性を活かした作物に交付される

産地資金が３億 ６７３万円となっています。こ

れに加算措置として、耕畜連携加算が２件５ヘク

タールで７２万円、緑肥輪作加算が２２件２５ヘ

クタールで２５０万円をそれぞれ見込み、交付金

合計では１４億８４０万円を予定しており、現在、

年内の支払いに向けて交付事務を進めているとこ

ろです。

また、北海道が設定する畑地産地資金について

は、７７戸３３７ヘクタールの交付対象を見込み、

年明けの交付を予定しています。

畑作物戸別所得補償交付金については、既に営

農継続払い２億 １０４万円が交付されており、

今後は、数量払い３億 ４００万円の交付を見込

んでいます。

環境保全型農業直接支援対策については、８件

１３ヘクタールで１０５万円の交付を見込んでい

ます。

農地利用集積円滑化団体を通じて農地を賃貸し

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号
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た場合に、国から補助が受けられる規模拡大加算

については、これまで５件１９ヘクタールの申請

があり、３８２万円の交付となりました。

なお、昨年創設された人・農地プランにおける

支援策である農地集積協力金は、１件７０万円の

交付が見込まれています。

次に、東京都杉並区におけるスイートコーンの

ＰＲ活動について申し上げます。

９月３日から５日まで、杉並区役所前において、

道北なよろ農業協同組合が事業主体となり、市と

連携して販売促進活動に取り組みました。

旬のスイートコーンのほか、かぼちゃ、馬鈴し

ょの販売、ＰＲ活動を行うとともに、東京都杉並

区における名寄産スイートコーンの取扱店を紹介

するなど、産地ＰＲと販売促進を図りました。

次に、「中山間地域等直接支払制度」及び「農

地・水保全管理支払交付金」について申し上げま

す。

農村部においては、農業者や関係者の協定に基

づき、集落における耕作放棄地の発生防止と農道

・水路を保全する活動が行われており、支払われ

る交付金は総額で２億 １１０万円となっていま

す。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

本年度のエゾシカ駆除については、当初の駆除

期間から２５日間の延長となる１０月２５日まで

実施し、駆除した４２２頭の残滓については焼却

処分を実施したところです。

次に、ヒグマの出没などについて申し上げます。

本年度のヒグマ報告数は、１１月８日現在で４

９件となっています。

例年であれば収穫期を終えると出没が無くなる

ところですが、１０月に曙地区、智南地区で４件、

１１月に智恵文の智北、八幡地区から２件の報告

があり、箱罠による捕獲許可期間を延長するなど、

関係機関と連携して対応しているところです。

次に、畜産振興について申し上げます。

公共牧野については、名寄市営牧野では、６月

７日から１０月２１日までの１３７日間に延べ３

万 ９２８頭を、母子里地区共同牧場では、６月

１８日から１０月２８日までの１３３日間に延べ

１万 ３５１頭を、市内酪農家２０戸から受精対

象牛を主体に受け入れ、適正な飼養管理により高

い受胎率と個体の資質向上を図ってきました。

次に、商工業について申し上げます。

北海道が公表している四半期毎の地域別経済動

向調査によると、上川北部地域における７～９月

の地域景況感は、前期の「横ばい」から見て「や

や上昇」となっています。

生産動向については、前期と同様に「横ばい」

ですが、車や住宅などは消費税増税の影響により

上昇傾向にあることから消費動向は「やや上昇」

となっています。

市の融資関係では、１０月末現在、経営資金、

設備資金ともに増加傾向で推移しており、経営資

金については、融資件数で９２件、融資額は５億

４５７万５千円となっており、前年比５件の増、

金額は １パーセントの減となっています。また、

設備資金については、融資件数で１１件、融資額

は ２５２万円となっており、前年比３件、金額

で６ ４パーセントの増となっています。

年末融資に備え商工会議所、商工会、中小企業

相談所、金融機関とも協議を行い、融資枠の確保

など対応してまいります。

中小企業振興条例による各種中小企業者助成制

度については、これまで随時見直しを行ってきた

ところですが、今後も経済情勢の変化に応じて、

中小企業者の皆様が利用しやすい制度となるよう

見直しを進めてまいります。

次に、駅前交流プラザ「よろーな」について申

し上げます。

本年４月にオープンしてから１０月末現在で、

会議室など７９３件の利用となっています。月別

の利用件数は徐々に増加傾向にあり、立地場所な

ど使い勝手の良さから、利用者の定着と拡大が進

んでいるものと考えています。
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観光案内所については、土日を含めて営業して

おり、１０月末現在、 ３１８人の御利用をいた

だいています。また、レンタサイクル、物産の販

売、ドリンクサービスの提供、キッズスペースの

開設など各種サービスの充実を進めています。

今後も、来客者の意見を参考としながらホスピ

タリティの提供を図るとともに、引き続き改善に

努めてまいります。

次に、公設地方卸売市場について申し上げます。

指定業者の破産手続開始に伴う営業停止以降、

関係者の御努力もあり市内の流通に大きな影響は

出ていませんが、市内買受人の方々から安定的な

流通を確保するため早期の市場再開について要望

をいただきましたので、緊急避難的な対応として

市場冷蔵冷凍施設を貸出し、引き続き当面の対応

をお願いしているところです。

公設市場設置者として正常な流通を確保すべく、

市内外の関係先など、引き続き市場運営に係る協

議などを進めてまいります。

なお、アスベスト除去工事後の復旧工事につい

ては、今後の施設利用の見通しが明確になってい

ないことから、外壁の修復など、必要最低限の工

事を発注し、１１月に完了しました。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における９月末の月間有

効求人倍率は ８８倍で、前年同月比 １９ポイ

ントの上昇となり、２４カ月連続して前年同月を

上回っています。

新規高等学校卒業予定者の求職、求人、就職の

状況については、就職希望者は１４１人で、前年

比１８人、１ ３ポイントの減、うち管内就職希

望者は８８人で、前年比１２人、１ ０ポイント

の減、管内求人数は１３３人で、前年同月比２７

人、２ ５ポイントの増となっています。

就職内定者数は４１人で、前年比３人、 ９ポ

イントの増、就職率も前年比 ２ポイント増の２

１パーセントとなっています。

１１月２６日には、昨年に続き、介護・福祉分

野の人材確保の取組として、名寄公共職業安定所、

上川北部地域人材開発センターなどと共催の「介

護就職デイ」を設け、市内の関係事業所と情報交

換を行い、今後の人材確保につなげる取組として

「名寄市介護・福祉人材確保推進懇談会」を開催

しました。

今後も、関係機関・団体と連携して求人要請、

求人開拓などに取り組んでまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

本市を訪れる体験型観光「アイソン彗星に会い

に行こう」のツアー企画が、ＪＴＢ北海道により

催されることとなりました。札幌圏をターゲット

に１２月１４日、１５日の一泊二日の行程で、天

体観測やカーリング体験、煮込みジンギスカンな

ど本市の魅力を堪能いただく予定です。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、９

月末までの上半期における入込客数が３２万 ７

１１人で、前年度比５万 ３１７人の増となり、

週末の観光客の入り込みを中心に増加傾向となっ

たところです。今後とも地場特産品などの販売に

より、多くのお客様に立ち寄っていただけるよう

努力してまいります。

ふうれん望湖台自然公園については、５月から

１０月までの開園期間中、施設利用人数５７８人

で、前年度比８ ４パーセントとなり、コテージ

及び風扇館で利用人数が増加となったものの、オ

ートキャンプ場及びキャンプ場で利用人数が減少

しました。

現在、地元町内会をはじめ関係団体から、ふう

れん望湖台自然公園の今後の方向性について幅広

く意見を求めており、本年度中に方向性を定める

予定です。

なよろ温泉サンピラーについては、ボイラー設

備更新に伴い、１０月１５日から１１月２５日ま

で休業しました。今後も、市民の皆様をはじめ、

より多くの皆様に快適に御利用いただけるよう一

層努めてまいります。

名寄ピヤシリスキー場については、スキーシー
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ズンを迎えるにあたり、１２月１４日のオープン

に向けリフト整備など準備を進めており、１２月

２日には安全祈願祭が行われ、シーズン中におけ

る安全と無事故を祈願する予定です。

次に、物産振興事業について申し上げます。

ご当地グルメとして、この間ＰＲに取り組んで

きた「なよろ煮込みジンギスカン」については、

９月７日、８日の日程で青森県十和田市にて開催

された「北海道・東北Ｂ―１グランプリ イン

十和田」大会に、北海道としては３番目の団体と

して出展しました。

大会当日は、３００人以上の行列ができるほど

人気が高く、道外における可能性を実感すること

ができました。

また、これまでの取組と大手民間企業との販売

方針が一致し、１０月から「なよろ煮込みジンギ

スカン パック」が販売され、市内をはじめ全道

の量販店、首都圏での北海道アンテナショップな

どの店頭に並び、購入機会が拡大され、当初の目

標であった名寄の知名度向上に繋がるものと期待

しています。

各地での物産展については、１０月２６日に札

幌市サンピアザにおいて「～もち米の里～名寄市

特産品フェア」を開催し、もちつきの実演会や地

場特産品の販売と観光ＰＲを行いました。

さらに、東京都杉並区で１０月２５日、２６日

に開催した「北海道名寄市物産展」では生産者が

主体となり、旬の馬鈴しょやかぼちゃ、トマトジ

ュースなどの販売、ＰＲを行いました。

今後も民間を主体とした地場特産品の販路確保、

拡大への支援に力を注いでまいります。

次に、学校教育について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、１

０月１６日に、豊西小学校と名寄東中学校を会場

として名寄市教育研究大会が開催され、名寄市教

育改善プロジェクト委員会が示した学習規律を踏

まえて授業を公開するとともに校内研究の取組を

発表し、授業の改善に向けて活発な研究協議が行

われました。

名寄市教育改善プロジェクト委員会では、学校

力向上に関する総合実践事業アドバイザーを招き、

名寄小学校において９月２６日と１０月９日教育

講演会を開催し、延べ１５１人の教員が授業の技

法や英語の指導方法を学び合いました。

また、１０月から教育委員会のホームページに

名寄市の学校力を高める取組を掲載し、学校力向

上に関する総合実践事業と名寄市教育改善プロジ

ェクト委員会の取組を広く発信しているところで

す。

特別支援教育の推進については、乳幼児期から

就労まで一貫して的確な教育的支援を行うため、

本年度は、専門委員会を幼稚園・保育所部会、小

・中学校部会、高校・就労部会の３部会構成とし、

１０月７日に、名寄市特別支援連携協議会専門委

員会を開催しました。

フッ化物洗口については、「北海道歯・口腔の

健康づくり８０２０推進条例」に基づき、児童の

むし歯予防と健康な歯をつくるため、本年からは

小学校８校において教職員及び保護者説明会を行

い、実施希望者は８ ４％となっています。実施

にあたりましては、希望調査及び水道水による練

習を行い、１０月から週１回各小学校で順次実施

しています。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

名寄南小学校の校舎などの改築については、実

施設計において各施設の配置や建物の仕様など、

詳細について検討を進めているところです。また、

農村地区小中学校の適正配置については、風連地

区と智恵文地区それぞれの学校において、保護者

などを対象に「学校運営と今後の課題」などにつ

いて意見交換を行っており、今後も地域との協議

を進めてまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

平成２６年３月末で任期満了となる名寄市立大

学及び名寄市立大学短期大学部の学長選挙が１１

月１３日に行われ、現職の青木紀氏が再選されま



－12－

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号

した。なお、任期は、平成２６年４月から２８年

３月までの２年間となります。

将来、食育に携わる学生を対象として農林水産

省北海道農政事務所旭川地域センターとの共催で、

１０月６日に「食と農をつなぐ農作業体験と大学

生との意見交換会」を開催しました。智恵文の山

田ファームでの馬鈴しょ収穫体験、有限会社松山

農場の柳生佳樹氏の講演や意見交換を通じて、学

生は生産と消費、付加価値づくりなど食品・農作

物の安全性や地産地消について理解を深めました。

高校生が大学の講義を体験し進路選択に活用す

ることを目的とする名寄高等学校との高大連携事

業「大学授業体験」を１０月１１日に実施し、１

年生１５２人の参加をいただきました。

短期大学部では、１１月２日、３日に「保育の

環境を考える 一人ひとりを大切にするために」

をテーマに「２０１３年度こどもセミナー」を開

催し、東京おもちゃ美術館の石井今日子氏の講演

やシンポジウム、ワークショップなどに保育士、

幼稚園教員など９６人が参加され、より良い保育

環境のあり方について理解を深めました。

今後も、地域に根ざした教育活動を展開すると

ともに、名寄市立大学の特色と専門性を生かした

地域貢献活動の取組に努めてまいります。

次に、食育の推進について申し上げます。

栄養教諭による食育の推進については、在籍校

である名寄小学校、風連中央小学校から連携校へ

派遣し、学校給食を生きた教材として活用した栄

養・給食指導・マナーなど、学校における食に関

する指導に積極的に取り組んでいます。

また、家庭に配布している献立表や給食だより

「いただきたいむ」を通じ、地場産食材の紹介や

食育の重要性を掲載し、児童生徒をはじめ保護者

を含めた食育の推進を図っています。

学校給食会では、来年４月からの消費税増税及

び円安、原油価格高騰などによる食材費の値上げ

により、給食会計は厳しい運営となっています。

このため、１０月２１日に「学校給食費適正価格

検討委員会」を立ち上げ、保護者を対象に「学校

給食費アンケート調査」を実施し、給食費の適正

な価格について検討してまいります。

次に、生涯学習の推進について申し上げます。

１０月２７日に市民文化祭と連動させた第６回

「生涯学習フェスティバル」を市民文化センター

で開催しました。切り絵、絵手紙、ニュースポー

ツなどの体験コーナーや１６団体のワークショッ

プブースのほか、「出会いの広場」では、墨絵詩

書家小林白炎氏の講演を皮切りに、金管五重奏、

フラダンスなどの発表も行われ、来場した多くの

市民の皆様に体験、鑑賞いただくことができまし

た。

１０月４日、ふうれん地域交流センターにおい

て、「瑞生大学」主管による四町高齢者交流研修

会が開催されました。剣淵町、和寒町、下川町か

ら１７０人の学生が集まり、研修や交流会をとお

して、日頃の学習活動の成果を披露し合い、交流

を深めました。

次に、市立図書館について申し上げます。

施設の老朽化による、外壁補修、閲覧室などの

内窓設置、一階トイレ及び録音室の改修工事が１

０月末に完了しました。このことにより、利用ス

ペースの環境改善が図られるとともに、今後も図

書資料を安全に保管することが可能となりました。

古典文学講座は、名寄市文化奨励賞を授賞され

た佐藤喜代枝氏を講師に、「与謝野晶子『その人

と作品』」をテーマとして全７回開催し、延べ１

５０人が受講されました。

風連分館では、１０月１７日に地域子育て支援

センター「こぐま」を会場に「秋のおはなし会」

を開催し、多くの親子や保育所児の参加をいただ

きました。

文化の日には、本館、分館で「特別開館」と

「雑誌のリサイクル」を行いました。また、本館

では「図書館まつり」として、愛読書をブッカー

で装丁するサービスや「お楽しみ会」を行い、子

どもから大人まで多くの方々の参加をいただきま
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した。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

９月１８日から２１日まで行われた「お月見観

望会」では、最終日に名寄市立大学生の協力を得

て、初めて来館者にお汁粉の提供を行いました。

１０月９日から１１日には、昨年に引き続き、

移動式天文台車ボラリスⅡを被災地支援として福

島県南相馬市に派遣しました。小学校７校での天

文授業や市民を対象にした夜間観望会の取組が地

元ラジオや新聞に大きく取り上げられ、「復興に

向けて心の支えになる」と評価をいただきました。

本年で３年目を迎えた「小学生による小惑星発

見プロジェクト」では、中名寄、智恵文、風連下

多寄の小学生３人が、１０月から２カ月間にわた

って、小惑星発見の夢を叶えるための活動に取り

組んでいます。

また、２回目となるハワイからの天文講義は、

１１月２日に名寄市、東京都杉並区の住民を対象

に三元中継で行われました。地元を含む１０４人

の児童や市民が参加して国立天文台ハワイ観測所

の林佐絵子准教授の講義を聞き、宇宙の謎を解き

明かす研究の仕組みを勉強しました。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

５６回目となる名寄市民文化祭は、１１月１日

から３日まで行われました。市民文化センターを

会場に行われた展示発表では、３０を超える団体

や個人から短歌、俳句や絵画、書道、写真のほか

児童生徒作品など １３０点が展示され、延べ

４００人に観覧いただきました。市民会館を会場

に行われた芸能発表では、名寄太鼓保存会による

オープニングで始まり、ピアノ、バレエ、舞踊、

箏、詩吟などに２５団体、２３０人が出演し、訪

れた８００人余りの市民で賑わいました。

風連文化祭は、１１月２日、３日にふうれん地

域交流センターを会場として開催され、延べ ２

００人を超える市民が文化を満喫されました。

（仮称）市民ホールについては、１１月１日か

ら掘削工事に着手したところで、来年３月初旬ま

でに建屋基礎部分を完成する予定です。また、オ

ープニング事業については、事業企画委員会を中

心に検討が進められています。

なお、オープンに向けて、国際ソロプチミスト

名寄様から、認証３０周年記念事業として、山形

県鶴岡市出身の彫刻家、加藤豊氏のブロンズ像作

品４体を、さらには、名寄市出身の著名な版画家、

故・木原康行氏の作品６５３点ほかを、夫人の千

珂様から寄贈いただきました。これらの心温まる

御厚意に応えられるよう展示を計画してまいりま

す。

次に、北国博物館について申し上げます。

１０月９日、入館者が２５万人に達しました。

平成８年２月の開館から１７年８カ月での達成で、

２５万人目の入館者となった、さいたま市在住の

御夫妻に、教育長から記念品を贈呈しました。

ＳＬ排雪列車（キマロキ）保存会が、北海道文

化財保護協会から平成２５年度北海道文化財保護

功労表彰を受賞しました。昭和５１年の設立以来

３７年間にわたり、車両の保存及び北国の鉄道の

普及啓発活動の実施、国内で唯一のキマロキ編成

車両の展示として全国に情報発信するなどの功績

が認められての受賞となりました。

１１月８日から２４日まで、企画展「懐かしの

学び舎展」を開催しました。平成２１年に開催し

た小学校編の続編として、中学、高校、大学につ

いて、廃校となった校舎や学校生活の写真、各学

校の沿革、位置、現存する校旗などを展示しまし

た。かつての学び舎をなつかしむために、多くの

市民の方々が訪れました。

次に、スポーツの振興について申し上げます。

本年度も１０月１４日体育の日に「スポーツフ

ェスティバル」を開催しました。市内体育施設を

無料開放したほか、スポーツセンター及び風連Ｂ

＆Ｇ海洋センターでは、体力測定などを実施しま

した。また、名寄・風連両地区の屋内外で様々な

催しが行われ、 ４６１人の市民がスポーツを楽
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しみました。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

旧名寄市のピヤシリ子ども会育成協議会により、

３０周年記念事業の一環として平成５年に埋設さ

れたタイムカプセルが、開封の年を迎え、１０月

２６日に開封式が行われました。新旧役員のほか、

当時中心となって活躍された方が東京と札幌から

出席され、２０年前の思い出の品々と対面しまし

た。

また、１１月２４日には、スポーツセンターに

おいて、子ども会育成連合会と共催事業の第７回

名寄市子ども会スポーツ大会「フットサル」競技

が開催され、スポーツを通じ交流を深めました。

次に、児童センターについて申し上げます。

児童センター体育室の屋根改修工事が１１月に

完了しました。これにより雨もりが解消され、子

どもたちにとってより安全安心な居場所となりま

した。

次に、青少年センターについて申し上げます。

青少年の健全育成の取組として、平成２５年度

名寄市青少年表彰式を９月３０日に開催し、活動

に顕著な功績のある４個人、１団体を表彰しまし

た。

また、小中学校及び高等学校を対象に名寄市青

少年健全育成標語を１０月から募集し、１１月２

８日に最優秀作品を表彰しました。

次に、教育相談センターについて申し上げます。

１０月に市内の全小中学校を訪問し、児童生徒

及び保護者へのハートダイヤル周知のための「安

心カード」配布を依頼するとともに、学校からは

不登校などの現状について情報をいただきました。

１１月１５日に、「教育講演会」を開催しまし

た。文部科学省いじめ問題アドバイザーを講師に

「いじめ・不登校問題の解決のために～家庭・学

校・専門機関との連携～」と題した講演をいただ

き、学校関係者、保護者など１４１人の参加があ

りました。

次に、放課後子ども教室について申し上げます。

１１月６日に、放課後子ども教室運営委員会を

開催し、前期の活動状況などについて意見交換を

行いました。主な成果として、自学自習では、子

どもたちに集中力がついてきていることや、テー

マ学習では、講師が学習内容を工夫することによ

り、子どもたちのものの見方・考え方に広がりが

見られることなどが挙げられました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５９分

再開 午前１１時１０分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第４ 議案第１号 名寄市青少年問題協議

会条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市青少

年問題協議会条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

本件は、平成２５年６月１４日に公布をされた

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推

進を図るための関係法律の整備に関する法律、い

わゆる第３次一括法により、地方青少年問題協議

会法が改正をされ、地方青少年問題協議会の会長

及び委員の要件に係る規定が廃止をされることに

伴い、本市においても関係条項の整理を行うため、

本条例の一部を改正をしようとするものでありま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号
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〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第５ 議案第２号

指定管理者の指定について（なよろ健康の森）、

議案第３号 指定管理者の指定について（名寄公

園パークゴルフ場）、議案第４号 指定管理者の

指定について（天塩川さざなみ公園）、議案第５

号 指定管理者の指定について（名寄市北国雪国

ふるさと交流館）、議案第６号 指定管理者の指

定について（名寄市営牧野）、議案第７号 指定

管理者の指定について（名寄市母子里地区共同牧

場）、議案第８号 指定管理者の指定について

（名寄東病院）、以上７件を一括議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号から議案第８

号までの指定管理者の指定について、一括して提

案の理由を申し上げます。

議案第２号から議案第５号までの４施設につい

ては、名寄市公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第２条による公募による施設で

あり、議案第６号から議案第８号までの３施設に

つきましては同条例の第５条第１項第１号による

公募によらない施設であります。

本件は、名寄市公の施設に係る指定管理者候補

者選定委員会の報告を踏まえて、指定管理者の候

補者の選定を行いましたので、指定管理者の指定

をいたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求めるものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第２号

外６件について一括質疑に入ります。御発言ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第２号外６件は、委員

会付託を省略し、直ちに採決することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りをいたします。議案第３号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りをいたします。議案第４号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りをいたします。議案第５号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。
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よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りいたします。議案第６号は原案のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りいたします。議案第７号は原案のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

お諮りいたします。議案第８号は原案のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 議案第９号

市道路線の廃止について、議案第１０号 市道

路線の認定について、以上２件を一括議題といた

します。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 市道路線の

廃止及び議案第１０号 市道路線の認定について、

一括して提案の理由を申し上げます。

初めに、議案第９号 市道路線の廃止について

申し上げます。整理番号４０７６、路線名、豊栄

しらかば４号通の終点側におきまして私有地の寄

附による道路用地の取得があり、現在道路造成中

であります。これにより路線の終点及び延長が変

更になることから、一旦廃止をするものでありま

す。

次に、議案第１０号 市道路線の認定について

申し上げます。議案第９号により廃止をする整理

番号４０７６、路線名、豊栄しらかば４号通は、

路線終点の変更により９ ６メートルの延長とな

ることから、認定し直そうとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第９号

外１件について一括質疑に入ります。御発言ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第９号外１件は、委員

会付託を省略し、直ちに採決することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号外１件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号外１件は原案のとおり可決

されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第７ 議案第１１

号 定住自立圏形成協定の変更についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 定住自立

圏形成協定の変更について、提案の理由を申し上

げます。

定住自立圏構想につきましては、平成２３年９

月３０日、都市機能を有する名寄市及び士別市が

近隣の１１町村と役割分担をし、連携、協力のも

とに総体として生活機能を確保し、定住を促進す

るために協定を締結をし、推進をしているところ

であります。今般幌加内町との間におきまして一
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部協定の変更がありましたので、名寄市議会基本

条例第１０条の規定に基づき、議会の議決を求め

るものであります。

なお、協定変更の内容につきましては総務部長

から説明をさせますので、よろしく御審議くださ

いますようお願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を扇谷総務部

長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今般の幌加内町との

変更協定につきましては、既に両中心市と上川北

部６町村との間で締結をされております内容でご

ざいまして、今回新たに士別市と幌加内町との間

におきまして、士別市が運営するこども通園セン

ターを幌加内町が利用すること及び将来的に地域

活動支援センター事業への可能性も含めて協定項

目を追加するものであります。

本市におきましては、直接的に連携する内容で

はございませんが、複眼型の中心市をなしている

ことから、幌加内町との協定の一部を変更する協

定を締結するため、名寄市議会基本条例第１０条

の規定によりまして議会の議決を得ようとするも

のでございます。

以上、御審議のほどよろしくお願いを申し上げ

ます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りをいたします。本件は、委員会付託を省

略し、直ちに採決することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり決定され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第８ 議案第１２

号 平成２５年度名寄市一般会計補正予算（第６

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 平成２５

年度名寄市一般会計補正予算について、提案の理

由を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費と事業

の確定に伴う事業費の調整を中心に補正をしよう

とするものでありまして、歳入歳出それぞれに３

億 ４８８万 ０００円を追加をし、予算総額を

２０４億 ２７１万 ０００円にしようとするも

のであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして国際交流事業費３４０万円の

追加は、この冬に台湾から教育旅行で本市を訪れ

る高校生への対応に係る経費として名寄・台湾交

流実行委員会への補助金を追加をしようとするも

のであります。

３款民生費におきまして介護基盤緊急整備等特

別対策事業交付金 ０８０万円の追加は、株式会

社ファローの計画をする認知症対応型通所介護施

設の開設事業に対し交付をしようとするものであ

りまして、同額を道支出金で見込んでおります。

同じく３款民生費におきまして緊急雇用創出推

進事業費１９９万 ０００円の追加は、北海道の

緊急雇用創出推進事業を活用し、障害者の就労を

支援をする指導者の育成事業を実施をしようとす

るものであります。

４款衛生費におきまして病院事業会計繰出金

９３５万 ０００円の追加は、名寄東病院におき

まして医師、管理栄養士及び看護師の増員に伴う

人件費の増加を主とする経費の増によるもので、

財源として同額の名寄東病院振興基金繰入金を充
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当しようとするものであります。

６款農林業費におきまして林業・木材産業構造

改革事業費１億 ０００万円の追加は、上川北部

森林組合が計画をするチップ加工施設装置の導入

事業に対し補助をしようとするものでありまして、

同額を道支出金で見込んでおります。

８款土木費におきまして市道除雪・排雪対策事

業費 ６４７万 ０００円の追加は、冬期間のよ

り快適な交通や安全の確保を目的として、重要幹

線などにおける従来の除排雪手法を変更しようと

するものであります。

１０款教育費におきまして中学校教育振興事業

費１３３万 ０００円の追加は、中学校で使用さ

れている教育用パソコンの基本ソフトの保守が来

年度の４月に期限を迎えることから、更新をしよ

うとするものでありまして、北海道市町村備荒資

金組合の譲渡事業を活用をしようとするものであ

ります。

同じく１０款教育費におきまして給食センター

の維持管理事業費５８４万 ０００円の追加は、

平成７年度に導入をした給食配送車を更新して円

滑な配食を実施をしようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。事業費の変

更に伴う特定財源の増減のほか、普通交付税で収

支を調整をいたしました。

２２款市債におきまして出資債９３０万円の減

額は、水源開発整備事業に係る負担金の減に伴い、

一般会計から水道事業会計へ出資として支出をす

る繰出金を減額し、財源である出資債も減額をし

ようとするものであります。

次に、第３表、債務負担行為補正では、名寄庁

舎環境衛生管理業務委託料ほか２６件を追加をし

ようとするものであります。

次に、第４表、地方債補正では、農道整備事業

のほか１件を変更しようとするものであります。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきまして総務部長より説明させますので、

よろしく御審議くださいますようお願いを申し上

げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を扇谷総務部

長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） それでは、一般会計

の補正予算につきまして市長より申し上げた分の

重複を避けて補足説明をさせていただきます。

まず最初に、歳出から説明をさせていただきま

す。議案第１２号の１４ページから１５ページを

お開きください。３款民生費、１項６目老人福祉

費で後期高齢者医療療養給付事業費 ４５２万

０００円の追加は、平成２４年度の療養給付費の

精算に伴い不足分を支出しようとするものであり

ます。

１６ページから１７ページをお開きください。

３款民生費、３項１目生活保護費で生活保護事業

費 ７１５万 ０００円の追加は、主に医療費扶

助の増によるものでありまして、国庫支出金で負

担分の歳入を見込んでおります。

２０ページから２１ページをお開きください。

７款商工費、１項２目観光費で観光振興一般行政

経費１７０万円の追加は、去る平成２５年６月２

日にアスパラまつりとして実施をされましたかみ

かわ「まるごと食べに」よろーなフェスタに係る

補助金及び今年度再開が予定をされております北

の天文字焼２０１４に係る補助金の支出をしよう

とするものであります。

２８ページから２９ページをお開きください。

１０款教育費、７項２目体育施設費で風連Ｂ＆Ｇ

海洋センター等管理運営事業費の備品購入費４２

万 ０００円の追加は、本施設にありますトラン

ポリンの跳躍時間計測器を購入しようとするもの

であり、施設を利用している風連トランポリンス

ポーツ少年団を中心に競技力の向上などを図ろう

とするものであります。

次に、歳入について説明をさせていただきます。

１０ページから１１ページをお開きください。１

８款寄附金で一般寄附金１０１万 ０００円の追

加は、市民の皆様よりいただきました寄附金を計
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上しようとするものでありまして、同額を地域振

興基金に積み立てしようとするものであります。

以上、補足説明とさせていただきますので、よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

佐藤靖議員。

〇９番（佐藤 靖議員） １件だけちょっと確認

をさせていただきたいのですけれども、３款１項

６目老人福祉費の介護基盤緊急整備等特別対策事

業交付金で、市長の説明では株式会社ファローと

いう発言をしたのですけれども、説明のときには

フォローという会社だというふうに受けていたの

ですけれども、それはどういうふうに。ファロー

とフォローがあるので、ちょっとわかりづらいか

もしれませんけれども、支出先が変わったのか、

それとも単純な発言のあれなのか、ちょっと教え

て。そこだけ確認をさせてください。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 発音が悪くて申しわけあ

りません。フォローでございます。失礼しました。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 議案の２２ページ、

２３ページ、８款土木費、２項道路橋梁費の道路

除雪費の補正関係ですが、先般所管の常任委員会

でも説明あったようでありますけれども、新たな

手法の概要について広報だとか、あるいはいろん

な機会を通して周知をしていくということで既に

実行されているようですけれども、議会の場で改

めて今までの除雪方法と何が変わってどのように

冬の道路環境が大きく向上、改善されていくのか

というところあたりについて少しお知らせをいた

だきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 昨年は、大雪の

中で大変市民の方に御迷惑をおかけしたところで

ありますけれども、これまでまち懇も含めてお話

をさせていただいております。昨年は大雪の中で

除雪をして、なかなか幅員がとれないということ

で市民の方に御迷惑をおかけして、ふくそう、道

路が狭くて車が１台しか通れないということで大

変な苦情で、ことしからは最初から道路の幅員を

除雪で確保して、雪の降り始めから終わりまで何

とかその体制を維持していこうということで考え

てございます。

もう一つとしては、どうしても１０センチ基準

にいかない場合は除雪は入らなくなります。そう

いった場合については、まず幹線道路につきまし

てはどうしても雪が降って除雪が入らなければ側

に雪がたまってすり鉢状態になるということで、

積み上げ除雪を検討していきたいということで、

ことしから幹線、重要幹線については積み上げ除

雪をしていきたいということともう一点は、今度

排雪に入りますと幹線、重要幹線道路がしっかり

と幅員とれていなければ生活道路の排雪もダンプ

がなかなか通りづらいということで、重要幹線、

幹線につきましては昨年の回数よりも多く、昨年

は２回から３回ということでお話をさせていただ

きました。ことしからは、６回をめどに排雪をし

ていきたい。そして、常に広い幅員を確保してい

きたいということで考えております。そうするこ

とによって生活道路の排雪も少し早目に対応が可

能かなと思ってございます。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 今おっしゃったよう

に、除雪幅員の設定については道路の幅員の状況

によってそれぞれ違いますけれども、具体的にこ

の道路は何メーターというような情報の提供はさ

れておりますかどうかです。市民に見えるように

なっているのかどうか。

それから、積み上げ除雪の関係でちょっと気に

なるのは、けさも結構降りましたけれども、出動

はなかったのですけれども、時間帯の関係もある

のでしょうが、毎日降った雪を積み上げをすると
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いうことは機械の負荷もそうかからないでしょう

けれども、恐らくは除雪したものを、固まった雪

を積み上げていくということですから、技術的に

稼働的に本当に十分な対応の効果が上がるかどう

かという懸念が一部では出ているのですけれども、

その辺の検証をされてこの方式を適用しようとし

ているのかどうかお知らせをいただきたいと思い

ます。

それから、重要幹線排雪の関係で、重要幹線を

できるだけ恒常的に排雪をすることによって生活

道路への排雪時期を早い段階から着手すると。そ

の効果を文章上では書いていますが、あくまでも

生活道路は１回なのですね。そうすると、幹線道

路をどれだけ恒常的に排雪をされて、機械の余力

を想定をされているのかもしれませんが、結局は

１回は１回で、そもそも一番困っている押してい

った雪を、ためていった雪をどうするかという根

本解決にはならないし、高齢化率がどんどん上が

っていく中での市民の一番の願いというの、除雪、

排雪の関係の願いは、もちろん交差点のカットは

当然なのですが、やっぱり重たい雪をどうしてく

れるのかと、毎日。地域町内会でもボランティア

活動だとか、門口除雪の関係ではいろいろ努力さ

れているけれども、だんだん１０年前、２０年前

ならそれができたけれども、ボランティアの確保

もなかなかできないという状況もあって、まさに

こここそ行政の出番でよりめり張りのついた対応

が今も残った大きな課題ではないかと思っており

まして、そのことが即生活道路への環境整備ある

いは門口関係の排雪につながるという状況ではな

いのではないかと思います。今回 ６４７万 ０

００円補正をされていますが、昨年の実績から見

ても大変な雪の状況から見ても決して立派な数字

ではないのではないかと思っておりまして、その

辺について特に業界さんの受け皿の問題の検証な

どについてもう少しお聞かせをいただきたいと思

うのです。机上でいろいろ何ぼ計画を立てても実

際やれる体制があるのかどうかという問題、ある

いは二千数百万円という程度の金で目に見えるよ

うな効果が期待できるのかどうかというところあ

たりはもう少しお聞かせをいただきたいと思いま

す。

堆積場の確保は非常によかったと思います。ダ

ンプの運搬関係の効率は恐らく数字でも出てくる

のかなという感じがしております。期待をしてお

りますが、その御努力には敬意を表したいと思い

ますので、以上お知らせをいただきと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 今４点にわたっ

て御質問いただきました。最初に、幅員の周知で

ありますけれども、路線によって相当、今の現況

道路の幅員がもうまちまちであります。狭いとこ

ろになりますと５メーターぐらいしかないところ

もありますし、広いところでは３６メーターにな

っております。今の名寄市、全道同じですけれど

も、全道的にかき分け除雪をやっている方式をと

っておりますので、そうしますと道路の１メータ

ー部分は雪を置いていく、そういう幅員体制にな

ってしまいますので、どうしても残り分が除雪幅

ということになります。周知というお話でありま

したけれども、まだ市民の皆さんにここは何メー

ターの幅員を除雪しますという周知は行っており

ません。これから広報あるいは「なよろの除雪」

の中でうたえればと思っております。

それと、積み上げ除雪の高さということであり

ます。この高さについては、これまでもまち懇で

お話しさせていただきましたけれども、約２メー

ターを限度としたいという考えであります。それ

以上上げると非常に危険でないかということで、

いろいろ他市の状況も見たり、それと昨年は一部

積み上げ除雪をやっております。その実績の中か

ら、限度は２メーターだということでやっていま

す。これも一応試行であります。何とかその手法

ができれば、今度来年から生活道路も検討してい

きたい。ただ、生活道路につきましては住宅が密

集しておりますので、そういうことも考慮しなが
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ら考えていかなければならないと思っていますの

で、この２メーターの積み上げについては昨年の

経験上何とかクリアできるのでないかと思ってお

りますので、御理解をいただければと思っており

ます。

それと、主要幹線の排雪につきましては、先ほ

ども言いましたけれども、ダンプルートの確保が

当然出てきますので、それで雪が完全に積もって、

それから除雪ではなくて、一定程度たまった段階

でもう幹線道路については排雪をしていこうと。

そうすることによって生活道路の排雪が早く可能

になると。これまでは、生活道路の排雪をやろう

としたときには幹線道路にも当然雪が積もってお

りますので、まず幹線と生活道路のセットを分け

なくてはいけないということで、非常に生活道路

に集中できない部分がありました。それで、一応

検討、考えたのは、一定程度幹線に雪が多くたま

る前に排雪をして、生活道路の排雪を早目にでき

るのではないかという考えから、これも試行であ

りますけれども、ことしからぜひやらさせていた

だきたいと思っております。

それと、業界との受け皿ということであります。

一番いいのはセット数がふえれば一番いいのであ

ります。これまで最大３セットということで昨年

もやらさせていただきましたけれども、どうして

もいろいろ事情がありまして、これまで政権交代

なんかによって事業量がふえないという中で、当

然ながら会社経営を存続するためには作業員の人

の削減あるいは重機なんかの削減などもございま

して、なかなか思うようなセット数がうまくいか

ないという状況もあります。そういった中では、

今回回数と、それと雪堆積場で何とかこの冬を乗

り越えていこうということで、業界のほうともこ

れまでに何回と協議を行ってまいりました。その

中では、試行でありますけれども、ことしこれで

やってみようということで考えてございます。今

の考え方としては、これでいけるのでないかとい

う考え方を持っておりますので、何とかクリアで

きるかなと思っております。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 新しいことをやらな

いよりやったほうがいいけれども、最終的には結

果が出なければ何の評価も出ないということなの

ですが、もう御存じのとおり生活道路の根本的な

排雪が数ふえない限りは大きく変わったなという

印象は残らない。ある程度の予算の限界を壁を越

えられないということも当然あるのでしょうけれ

ども、やっぱり１回から２回のところ、今回幹線、

重要幹線を最優先にしながら生活道路への効果も

御期待をしているようなのですが、例年雪の状況

によって違いますけれども、やや１カ月近くかか

りますよね、生活道路排雪始めてから終わるとこ

ろまで。地区によっては、まだ我慢できる状態だ

けれども、排雪一回来てしまったらもうこれで終

わりと。あと来ないという。そして、一番最後の

終わるところあたりはどっとたまって、それこそ

効果が大きく感じられると。さまざまな回り方に

もよるのでしょうけれども、根本的に１回から２

回といかなくてもやっぱり ５回ぐらいの生活道

路への改善に対する決意、決断がなければいけな

いのかなという感じがしておりまして、今回はと

りあえず新しいこと、一歩階段を上がってみよう

かという提案ですから、雪がそう多くないことを

願って、その効果も感じられること、結果が出れ

ばいいですけれども、ちょっと相変わらずの苦情、

批判は出てくることになるのかと思いますが、そ

れは様子を見るしかないし、排雪、除雪に何ぼで

も金かければいということも私根本的には思って

いませんが、目に見えるような効果を出すための

業界との連携ももう少し、適正な価格で積算をさ

れ、協議をされているのでしょうけれども、なか

なかその状況は容易でないというふうに伝わって

くるものですから、市役所と発注する側、受ける

側の上下関係ではなくて、文字どおり対等な関係

で快適な冬の生活ができるような基盤、基礎をぜ
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ひそこはしっかり構築をしていただくことを期待

申し上げますが、市長、この後いろいろ何か発言

があるようですけれども、非常に大きな課題であ

りますけれども、どう認識をされ、この冬を喜ば

れるような対応方にするのか、まず市長のほうに

振っておきたいと思います。

それから、もう一つ、排雪ダンプ ０００円。

一般的にダンプ１台標準 ０００円というふうに

言われていますけれども、 ０００円で来ました。

０００円に下げて、また ０００円にして、市

民の声も受けて。これは、 ０００円という声も

あって、余計金出せという発想ではなくて、いろ

いろ真意を聞くと ０００円のうち ０００円、

２分の１。これは、もともと道路の雪を家の前に

置いていくわけで、道路が自分のうちの道路だと

思えば別に市だ、私のうちだということは超えら

れるのかもしれませんが、 ０００円を補助する

ことによって逆に言えば市民の皆さんにお金を出

していただくと。逆に ０００円、そういう発想

になるのですよね。それは、ダンプの排雪の雪の

量にも逆に言えば負荷がかからないような感じに

なるわけなのですが、そのことについても真剣に

また ０００円出してくれと。市が出す。自分も

０００円出すと。それは、余計ダンプの排雪す

る量にも、また雪を排雪をする量にもつながって

くるわけで、あながち市が持ち出すという感覚で

はないのではないかというふうに思っていまして、

今回 ０００円の関係の提案はございませんけれ

ども、そういう提言、市民の真摯な提言について

どうこれから検討されていかれようとするのかお

知らせをいただきたいと。これは、小さな話では

なくて非常に大きな提言だと私は思うのです。市

が ０００円余計出せという発想で行政側は捉え

るかもしれないけれども、その分市民が市の雪を

余計投げたいと。快適にしたいという原点がある

と思いますから、改めてここら辺についてトータ

ル的な見解をお願いをしたいと思います。３回で、

これで終わらなければならないのですけれども、

この一冬終わって、来年の春にことしは随分よく

なったというような印象が持たれることを期待を

して、また冬期間はたくさんの御意見が市民から

も議員からも出るのでしょうけれども、積極的な

改善策を求めたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 昨年の１２月の中旬に例

年にない大雪が降って大変な事態になったと。そ

の中でいろんな試行錯誤もさせていただきました。

その反省と経験を踏まえて、今回業者さんとしっ

かりと協議をしてこのような体制にしているとい

うことで、ぜひそこはしっかりとやっていきたい

と。結果がということでありますけれども、その

都度、その都度いろんな状況が出てくると思いま

すので、そうした問題については適時的確にしっ

かりと対応して、市民の皆さんにできる限り満足

していただけるよう努力をしてまいりたいという

ふうに思いますので、これからも御指導と御協力

をよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第９ 議案第１３

号 平成２５年度名寄市国民健康保険特別会計補
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正予算（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 平成２５

年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして療養

給付費を中心に補正をしようとするものでありま

して、歳入歳出それぞれ ４６３万 ０００円を

追加し、予算総額を３３億 ０９５万 ０００円

に、直診勘定におきまして診療収入などの増額に

より一般会計繰入金の減額など費目間の調整を行

うものでありまして、歳入歳出それぞれ８２万

０００円を追加をし、総額１億 ３７４万 ００

０円にしようとするものであります。

補正の主なものを保険事業勘定の歳出から申し

上げます。２款保険給付費では、保険給付費の伸

びにより ４５５万円を追加をしようとするもの

であります。

次に、保険事業勘定の歳入について申し上げま

す。９款繰越金では、前年度繰越金のうち ４６

３万 ０００円を追加をしようとするものであり

ます。

次に、直診勘定の歳出について申し上げます。

１款総務費では人件費等で１７３万 ０００円を

追加をし、２款医業費では医療用衛生材料費等で

８５万 ０００円を、３款施設整備費では医療機

器等の備品購入費で５万 ０００円を減額をしよ

うとするものであります。

次に、直診勘定の歳入について申し上げます。

１款診療収入では診療報酬収入等で１２７万 ０

０００円、５款諸収入では２３６万 ０００円を

追加をし、４款一般会計繰入金で２８０万 ００

０円を減額し、調整を図ろうとするものでありま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１０ 議案第１

４号 平成２５年度名寄市介護保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 平成２５

年度名寄市介護保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ ０６８万 ０００円を追加し、予

算総額を２３億 ４１６万 ０００円にしようと

するものであり、サービス事業勘定・名寄におき

ましては歳入歳出それぞれ２７万 ０００円を追

加し、予算総額を２億 ００２万 ０００円にし

ようとするものであります。

補正の主なものを歳入から申し上げます。地域

支援事業費の増に伴い、４款国庫支出金に３２万

円、６款道支出金及び８款繰入金に各１０万 ０

００円を追加をするとともに、平成２４年度決算

の繰越額 ０１５万 ０００円を９款繰越金に追

加をしようとするものであります。

続いて、歳出について申し上げます。地域支援

事業費の増加により、３款地域支援事業費に５３
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万円、平成２４年度決算の繰越額を介護給付費準

備基金に積み立てをするために４款基金積立金に

０１５万 ０００円を追加をしようとするもの

であります。

サービス事業勘定・名寄におきましては、落雷

による火災報知機等の修繕費の支出に伴う追加で

あります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１１ 議案第１

５号 平成２５年度名寄市下水道事業特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１５号 平成２５

年度名寄市下水道事業特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、債務負担行為の追加を行うもの

でありまして、平成２６年度における風連浄水管

理センター等維持運転管理業務委託料の限度額を

６２７万 ０００円にしようとするものであり

ます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１２ 議案第１

６号 平成２５年度名寄市個別排水処理施設整備

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１６号 平成２５

年度名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計補

正予算について、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、債務負担行為の追加を行うもの

でありまして、平成２６年度における個別排水処

理施設保守点検清掃業務委託料の限度額を ４０

０万円にしようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略
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し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１３ 議案第１

７号 平成２５年度名寄市公設地方卸売市場特別

会計補正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１７号 平成２５

年度名寄市公設地方卸売市場特別会計補正予算に

ついて、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、公設地方卸売市場の営業停止に

伴う保証金並びに市場施設に係る維持経費につい

て補正をしようとするものでありまして、歳入歳

出それぞれ４３０万円を追加をして、予算総額を

４１８万 ０００円にしようとするものであり

ます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

商工費の市場管理費におきまして破産者丸鱗名寄

魚菜卸売市場株式会社破産管財人弁護士、富川泰

志氏から平成２５年１０月１日付で明け渡しを受

けました冷凍冷蔵施設について、後任の卸売業者

が選任されるまでの電気代３６０万円、名寄市公

設地方卸売市場業務規則第７条に定めている保証

金について、本市が所有している市場使用料等の

債権を相殺した残額を破産管財人に支出をするた

めに２００万円追加をしようとするものでありま

す。

次に、歳入について申し上げます。２款繰入金

では、４３０万円を追加をし、収支の調整を図ろ

うとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

日根野正敏議員。

〇１５番（日根野正敏議員） ７ページの償還金

の関係なのですけれども、２００万円出ているの

ですけれども、この内容についてもう少し詳しく

説明をお願いしたいと思うのですけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま日根野

議員のほうから御質問がございました保証金の償

還の部分についてお答えを申し上げます。

保証金につきましては、業務規則第９条に基づ

きまして市長に納付すべき金額の納付を怠ったと

きは保証金を充てることができるとされておりま

すので、市債権分として市場使用料、市税、上下

水道料等を含めて４６万 １６５円がございます

ので、それらを充当した上で残額を返還をすると

いうものでございます。どうぞよろしくお願いい

たします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） いわゆる保証料を

返すということでいいのですか、それとも……ち

ょっとよくわからなかったのですけれども、保証

料を預かっていますよね、魚の分と青果の分で２

００万円。それを返すと言っているのか、それと

も違ういろんな今までの経費の部分でかかった部

分を返すと言っているのか、その辺がちょっとわ

からないのですけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 先ほど提案理由

でも申し上げましたとおり、業務規則第７条で定

めております保証金は日根野議員おっしゃるとお

り水産部と青果の分と２００万円ということでご

ざいますので、それらから先ほど申し上げました

市債権分を差し引いてお返しをするということで
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ございます。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 先ほど常本室長が言

われたように、水産部門と青果部門でそれぞれ丸

鱗さんから１００万円ずつお預かりをしている分、

その分を管財人にお返しをするということです。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） その保証料という

部分では、一般的にはそれぞれ今まで市場が取り

扱った手数料ですとか、それに対する手数料って

市はもらいますよね、当然。８月分までの取り扱

いがあった、それだとか、そこから先の電気料だ

とか光熱費だとか、そういった部分も引いて保証

料というのは管財人に返すという部分が一般的な

考えだと思う。そのための保証料で２００万円を

預かっていたというふうに思うのですけれども、

そういう保証料という取り扱い方ではないのか、

その辺ちょっと法的な部分も含めてもう少し詳し

く説明していただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） あくまでも破産をし

た部分までの分ということで、それ以降の電気料

等については市が設置しているものですから、市

のほうで負担をするということで今回補正計上さ

せていただいておりますので、御理解をいただき

たいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１４ 議案第１

８号 平成２５年度名寄市病院事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１８号 平成２５

年度名寄市病院事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、市立病院においては医療機器整

備に係る経費及びそれに伴う企業債、補助金収入

等を補正をするとともに、精神科病棟改築事業に

係る各種業務委託について債務負担行為を設定を

し、東病院については診療交付金、指定管理料及

びそれに伴う一般会計補助金等を補正をしようと

するものであります。

補正の内容について収益的収支から申し上げま

す。１款病院事業収益では、東病院において医業

収益で入院収益の増等により ２０４万円を追加

をし、医業外収益では一般会計補助金等で医師確

保に要する経費等として ９６６万 ０００円を

追加をし、総額８９億 ４５８万 ０００円にし

ようとするものであります。

次に、２款病院事業費用では、市立病院におい

てウィンドウズＸＰのサポート終了によるパソコ

ン更新に要する経費、燃料費、院長交際費の増で

４９０万円を、東病院において業務量、職員数

の増に伴う診療交付金、指定管理料等の増で １

７０万 ０００円を追加をし、総額を９０億 ８

５８万 ０００円にしようとするものであります。

次に、資本的収支について申し上げます。３款

資本的収入では、市立病院において企業債収入で

医療機器整備事業、精神科病棟改築事業により１
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億４５０万円を追加をし、国庫補助金でＭＲＩ整

備費用に対して補助金が採択される見通しとなっ

たことから ６６８万 ０００円を追加をし、総

額を３１億 ０４８万 ０００円にしようとする

ものであります。

次に、４款資本的支出では、市立病院において

故障した医療機器の更新費用、改築後の精神科病

棟にて使用する備品の購入費用等で１億 １６９

万 ０００円を追加をするとともに、更新をする

ＭＲＩの設置箇所の見直しによる工事請負費の減

等により ９００万円を減額し、総額を３４億

６４５万 ０００円にしようとするものでありま

す。

なお、資本的収支の不足額につきましては、過

年度損益勘定留保資金で補填をするものでありま

す。

次に、各種業務委託に係る債務負担行為につい

て申し上げます。３月竣工予定の新病棟への業務

を速やかに移行すべく、医療機器等の移設、カル

テ庫の移設、無線ＬＡＮ拡張整備工事についてそ

れぞれ期間及び限度額を設定をしようとするもの

であります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１８号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１５ 議案第１

９号 平成２５年度名寄市水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１９号 平成２５

年度名寄市水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、主に緑丘浄水場に係る施設の修

繕と整備費の追加、水源開発整備事業負担金の減

額に伴い補正をしようとするものであります。

まず、収益的支出について申し上げます。２款

水道事業費用では、緑丘浄水場の施設及び機器の

修繕費用として４６６万円を、動力費として９３

万 ０００円をそれぞれ追加をし、総額を６億３

１０万 ０００円にしようとするものであります。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。３款資本的収入では企業債の増、出資

金などの減により ６３０万 ０００円を減額を

し、総額を３億 ８１６万 ０００円に、また４

款資本的支出では施設整備費の増、水源開発整備

費の減により ３９１万 ０００円を減額をし、

総額を６億 １９３万 ０００円にしようとする

ものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１９号は原案のとおり決定することに御

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号
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異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１９号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） ここで、市長より発言

を求められておりますので、これを許します。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議長からお許しをいただ

きました。議会の貴重な時間を拝借をさせていた

だきますことを感謝申し上げたいと思います。

このたび来年、２０１４年４月任期満了に伴う

名寄市長選挙に再び挑戦する意思を固めたところ

であります。２０１０年４月初当選以来、先人、

先輩の築いた多くの財産をさらに磨きつつ、また

可能性を求めてたくさんの新たな種もまいてきた

ところであります。この間行政経験のない至らな

い私が今日まで歩んでこられたのは、多くの市民

の皆様、そして市職員、何より議員各位のお支え

があったおかげでありまして、この場をおかりし

てお礼を申し上げるところであります。

与えられた残任期間を全力で走り抜くとともに、

今後市民としっかりと向き合って課題の解決に努

めながら、市民とともに多くの財産のもとに地域

の可能性をさらに育み、明るく元気なまちづくり

に邁進をしていきたいと考えております。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日１１月３０日から１２

月１０日までの１１日間を休会といたしたいと思

いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、明日１１月３０日から１２月１０日ま

での１１日間を休会とすることに決定をいたしま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ０時１１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 上 松 直 美

署名議員 佐々木 寿

平成２５年１１月２９日（金曜日）第４回１２月定例会・第１号
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開議 平成２５年１２月１１日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２０号 社会保障の安定財源の

確保等を図る税制の抜本的な改革を行

うための消費税法の一部を改正する等

の法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

日程第３ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２０号 社会保障の安定財源の

確保等を図る税制の抜本的な改革を行

うための消費税法の一部を改正する等

の法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

日程第３ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君

平成２５年１２月１１日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号



－30－

平成２５年１２月１１日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号

〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 議案第２０

号 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための消費税法の一部を改正す

る等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。議

案第２０号 社会保障の安定財源の確保等を図る

税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部

を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について、提案の理由を申し

上げます。

平成２４年８月２２日付で社会保障の安定財源

の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための

消費税法の一部を改正する等の法律が公布をされ、

平成２６年４月１日からの消費税及び地方消費税

の税率の引き上げに伴い、名寄市北国雪国ふるさ

と交流館条例ほか計５４本の条例に規定をする使

用料等について、消費税等相当額を加算するため、

所要の改正を行おうとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議案第２０号については、質疑から採決までの

議事を１２月１３日に延期したいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号については質疑から採決

までの議事を１２月１３日に延期することに決定

をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

自治体による婚活支援で少子化対策を外３件を、

高橋伸典議員。

〇１０番（高橋伸典議員） おはようございます。

議長の御指名をいただきましたので、通告順に従

いまして、順次質問をしてまいりたいというふう

に思います。

まず、大きい項目１番目、自治体による婚活支

援で少子化対策をということで、我が国ではライ

フスタイルや意識の変化などを背景に結婚年齢が

高くなる晩婚化が進行しております。あわせて母

親の平均出生時年齢も第１子、第２子、第３子と

も上昇傾向にあります。諸外国と比較して我が国

は婚外子の割合が極めて低く、晩婚化に伴い晩産

化も進行しているので、少子高齢化が急速に進展

する中、未婚率の上昇が少子化の背景にあるとか

ねてから指摘をされてきておりました。２０１３

年版厚生労働白書では、結婚、出産、子育てに関

する意識調査に基づき、白書から若者の未婚に関

する中で未婚者のうちいずれ結婚しようと考えて

いるのは９割に上っているそうです。若者の結婚

願望は、決して低いわけではないと分析されてお

ります。一方で、異性の友人も交際相手もいない

と答えた人が未婚男性の６割、未婚女性の５割に

上ることを踏まえ、結婚相手の候補となる交際相

手がいる若者は限定的になってきているそうであ

ります。本人の努力や気持ちの変化にのみ期待す

るのではなく、周囲のさまざまな支援によって結

婚に至るケースもあると言及されております。美
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深町のように、触れ合う機会のない異性に婚活活

動を行っておられます。現在名寄市として未婚者

対策や婚活等の支援等々対策について理事者の御

見解をお知らせいただきたいというふうに思いま

す。

婚活支援で少子化対策の効果的な取り組みを行

うため、内閣府では地域・少子化危機突破支援プ

ログラム推進事業が今年度、来年度計上されるよ

うになりました。地域の実情に応じ少子化対策を

進めるため、自治体が主体となり意識啓発、機運

の醸成事業、結婚相談、支援体制整備、妊娠、出

産に関する相談体制の整備等を進めるべきと考え

ますが、理事者の御見解をお願いいたします。

大きい項目２番目、雑誌スポンサー制度の導入

についてお伺いいたします。同僚議員が一度質問

をしております。私も質問させていただきたいと

いうふうに思います。国民の活字離れが進んでい

ると言われ久しい中、最近多くの人に来館しても

らおうと工夫を凝らしている図書館が少なくあり

ません。例えばコンビニエンスストアと提携し、

２４時間いつでも図書の受け渡しができる、返却

ができるサービスを実施したり、運営自体を大手

レンタル業者に委託し、年中無休でＣＤ、ＤＶＤ

のレンタルや新刊書販売のコーナーを設け、併設

されるカフェでコーヒーを飲みながら本を読むこ

とができるとするなど、独自のアイデアで図書の

魅力を増す取り組みを実施している自治体がふえ

ております。そのアイデアの一つに、近年企業、

団体または個人が図書館が所蔵する雑誌購入代金

の全部または一部を負担し、その見返りとしてス

ポンサー名の提示や広告の掲載を行う雑誌スポン

サー制度があります。導入する自治体、旭川、帯

広等と全国に広まりつつあります。具体的には、

雑誌の購入費をスポンサーに負担してもらい、か

わりに雑誌の最新号のカバー表面にそのスポンサ

ー名、裏面に広告を載せたりする仕組みでありま

すが、一般的です。図書購入費の新たな財源確保

をし、地域企業のＰＲなど市民サービスの向上に

もつながる有効な施策と考えますので、理事者の

御見解をお願い申し上げます。

続いて、カラーバリアフリー対策についてお尋

ねをいたします。カラーバリアフリーについては、

色覚障害は生まれつき男性の２０人に１人、女性

５００人に１人の割合で見られております。２人

に１人が異常に気づかぬまま進学、就職時期を迎

える。そのときに６人に１人が進路を断念などの

トラブルを経験しているそうです。小学校４年を

対象に全国的に色覚検査が行われてきましたが、

検査が社会的差別につながり、異常があって生活

に支障がないという人が多い理由から、１０年前

の２００３年に中止されました。中高生１８５人、

４５％が進学、就職のために健診、眼科受診時ま

で本人や家族が色覚異常がわからなかった。また、

１３歳から１８歳の６人に１人、１６％の４７人

が進学、就職時に指摘され、就職、進学を断念し

たという不安を抱えておられるそうです。私は、

平成１５年６月の定例会でこのカラーバリアフリ

ーを質問いたしました。あれから１０年、その当

時名寄市では小学校が６名、中学校が５名の１１

名の色覚障害がおられるということでした。対象

教室には、色覚障害専用チョークを使用しとの答

弁がありました。あれから１０年たちまして、色

覚障害の本市の小中学校の状況をお知らせいただ

きたいというふうに思います。

また、学校における色覚障害の今後の取り組み

についてお知らせをいただきたいというふうに思

います。

最後に、トムテ文化の森の移管について質問い

たします。道立の森は、隣接した各市町村の公園

によって整備をされておりますが、道の厳しい財

政状況に加え、市町村の一体となった運営が今後

この道立の森等々に効果があるということで、各

市町村に移管をされました。４年間の運営費は出

ているというものの、この経過、また今後につい

てをお知らせいただきたいというふうに思います。

以上、４点をもちまして壇上での質問を終わら
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せていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） おはようございます。

高橋議員から大項目で４点にわたり御質問をいた

だきました。大項目１の小項目１は私から、小項

目２は健康福祉部長から、大項目２、３は教育部

長から、大項目４は経済部長から答弁させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。

初めに、自治体による婚活支援で少子化対策に

おける本市の未婚状況と婚活支援の状況について

お答えいたします。名寄市の未婚者に関する統計

上の数字はありませんが、平成２２年度の国勢調

査によります５０歳時点で一度も結婚したことが

ない人の割合になります生涯未婚率は男性２ １

％、女性１ ６％で、５人に１人の男性が結婚し

ていないということになります。日本の少子化に

よる人口減の原因の一つは、未婚化、晩婚化にあ

ると言われています。平成２５年版厚生労働白書

によると、平成２４年度の第１子出産時の母親の

平均年齢が３ ３歳と高まり、２０代の出生数が

下降をたどっております。名寄市の平成２４年度

の第１子出産時の母親の平均年齢が２９歳である

ことから、全国平均より若干若いことになります

が、名寄市におきましても晩婚の傾向にあること

が推測されます。

また、本市の婚活の支援については大きな枠組

みにおいて農業後継者対策としての婚活事業があ

りますが、名寄市、名寄農業委員会、道北なよろ

農業協同組合など関係機関、団体等で構成する名

寄市農業後継者対策協議会を組織し、平成１２年

度から実施しているところです。本年は、これま

での農業体験を主とした交流から離れ、新たな手

段として下川町と合同で札幌市においてパーティ

ー式による開催を予定しています。

次に、昭和３８年に開設の名寄市結婚相談セン

ターの活動ですが、時代とともに体制も変わり、

現在はよろーなの２階、消費生活センターを拠点

に結婚推進を目的としているボランティア団体と

して、平成１４年７月から活動しております。名

寄市結婚相談センターでは、１４名の相談員が毎

週金曜日に午後１時から３時まで交代で結婚希望

者の相談を受け付けております。平成２５年４月

には、結婚希望者が３５名の登録を得ております

ので、おのおのが結婚の御縁につながるよう活動

しております。その他年１回男女各３５名の定員

７０名でカップリングパーティーを行っておりま

す。新聞広告やエフエムなよろを通じて広く参加

者を募集し、本年度は１２月６日に結婚を希望さ

れている方々６２名を対象にホテルにて開催しま

した。そこでのカップルは１４組誕生しておりま

す。昨年度では８組のカップルが誕生し、そのう

ちの２組が結婚に結びついたと聞いております。

今後も他市町村相談所との情報交換、出会いの場

に係る情報発信創出についてよりよい方策を研究

してまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 私からは、大項

目１の自治体による婚活支援で少子化対策を、小

項目２の地域・少子化危機突破支援プログラム推

進事業について申し上げます。

国では、平成１５年９月に施行された少子化社

会対策基本法により少子化社会対策を総合的に推

進するため、内閣総理大臣を会長とし、全閣僚が

委員に任命され、少子化社会対策会議を設置して

おり、去る６月７日に第１３回の会議が開催され、

少子化危機突破のための緊急対策について審議が

行われたところです。審議内容として、これまで

の少子化対策は子育て支援と働き方改革を中心に

取り組んできており、子ども・子育て関連３法の

成立や仕事と生活の調和、ワークライフバランス

検証の策定などを進めてきたが、出生率への影響

も大きいとされている結婚、妊娠、出産に係る課

題の取り組みが弱いとし、子育て支援、働き方改

革の一層の強化とともに、結婚、妊娠、出産支援

を対策の柱として打ち出し、これらを３本の矢と
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し、推進することが決定されました。

本市の少子化の状況といたしましては、、出生

数では平成２０年２７８人、平成２１年２５５人、

平成２２年２３７人、平成２３年２６７人、平成

２４年２６０人となっており、大きな減少傾向に

はなく、２５０人から２６０人で推移しておりま

す。また、平成２２年度合計特殊出生率は ５９

となり、全国平均 ３８、全道平均 ４１よりも

上回っておりますが、ことし３月に国立社会保障

・人口問題研究所が公表しました本市の将来人口

推計によりますと、１４歳以下の人口である年少

人口においては本年１１月末 ６１２人から平成

３７年には １１１人まで減少すると推計されて

おります。

国の緊急対策の１本目の矢、子育て支援に対す

る本市の取り組みとしては、平成２７年４月の子

ども・子育て支援新制度施行に向けて地域におけ

る幼児教育、保育、子育て支援の質、量の充実を

図り、地域の実情に応じ子育て支援が推進できる

よう名寄市子ども・子育て会議を設置し、子ども

・子育てに関するニーズ調査を実施しており、今

後子ども・子育て支援事業計画の策定を行ってま

いります。また、待機児童をつくらないとの考え

から、市内の公立、私立保育所においては工夫を

しながら入所、入園につなげており、私立保育所

には安心こども基金の拡充を受けて保育士等処遇

改善臨時特例交付金が支給されております。多子

世帯への支援では、幼稚園就園奨励費の補助、保

育料の多子軽減を実施しております。本市独自の

子育て支援の取り組みといたしましては、平成２

４年度から実施しております親子お出かけバスツ

アーは多くの子育て親子に参加をいただき、子育

て親子、地域、祖父母が一つになり、大きな輪、

大きな力になりつつあります。地域の方々のお力

添えをいただきながら、さらなる充実を図ってま

いりたいと考えております。

また、２本目の矢の働き方改革では、平成２２

年３月に名寄市次世代育成支援後期行動計画を策

定し、「ここで育って、ここで育ててよかったと

いえるまちをめざして」をサブテーマに取り組み

を進めているところでありますので、今後ともそ

の具現化に向けて関係機関と連携を図りながら、

計画を推進してまいりたいと考えております。

３本目の矢の結婚、妊娠、出産支援においては、

母子健康手帳、父子手帳の交付や各種教室、相談

を実施しながら、妊娠、出産に関する必要な情報

の提供に努めております。あわせて妊婦一般健康

診査費用助成を実施し、安心、安全な出産ができ

るよう支援体制の強化を図ってきております。ま

た、出産後の母子にはできるだけ早期から支援が

開始できるよう生後４カ月までの赤ちゃんがいる

全世帯を対象としたこんにちは赤ちゃん訪問を初

め電話、メール等さまざまな機会を通して関係機

関と連携しながら、子育ての情報提供や相談の充

実を図り、必要な支援につなげてきております。

今後国では、安心して子供を産み、育てやすい国

づくりを基本指針に掲げ、結婚、妊娠、出産、育

児の切れ目のない支援を早急に取り進めるため、

結婚、妊娠、出産支援の全国展開として自治体で

実施されている結婚支援事業について調査し、先

進的な取り組みについてはヒアリング調査を行い、

全国レベルでの情報共有と普及啓発を実施するこ

ととしていることから、本市におきましても今後

とも国の動向を注視しながら、地域の実情に応じ

た少子化対策の取り組みを推進してまいりたいと

考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目２と３について答弁をさせていただきます。

まず、大項目２、雑誌スポンサー制度について

お答えをいたします。昨今自治体の財政状況の厳

しさから、施設運営におきましても経費節減が求

められております。図書館におきましても図書整

備の経費削減などを目的として、雑誌スポンサー

制度を導入する図書館が増加をしております。全
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国の図書館での制度導入に関する資料はございま

せんが、道内の市立図書館でも市立旭川中央図書

館、帯広市図書館、市立釧路図書館、苫小牧市立

中央図書館、美唄市立図書館、芦別市立図書館な

どで雑誌スポンサー制度あるいは雑誌オーナー制

度という名称での本制度の運用がなされておりま

す。制度の実施に当たっては、実施要綱を定め、

その図書館で購入している雑誌の１年から３年程

度購入費を負担するスポンサーになっていただく

ものであります。雑誌を覆うビニール製のカバー

の表面にスポンサーの名称、裏面に業務内容やコ

マーシャルを提示するもので、選択された月刊誌

や週刊誌が発売されるごとにカバーを移しかえて

利用者に供するものであります。スポンサーの費

用負担は、月刊誌で月額 ０００円であれば１万

０００円程度、週刊誌であれば発行部数にもよ

りますが、１万 ０００円程度になるものであり

ます。

市立名寄図書館での雑誌の購入につきましては、

本館では１５１誌、風連分館では１７誌、年間１

５４万円ほどの購入費となっており、図書館の図

書資料購入予算額８００万円に占める割合は１９

％であります。図書館でのスポンサー制度の導入

の判断に当たっては、図書購入予算の増加が見込

まれない中、経費の節減と現行予算を有効に活用

し、図書を充実させる２つの面があろうかと考え

ております。また、その前提には制度に理解を示

されるスポンサー企業等の存在が不可欠でもあり

ます。スポンサーの方には、制度は広告的な側面

と地域企業の社会貢献の２つの面で参画をいただ

くことでの御理解と御協力をいただく必要があろ

うかと思います。ただし、名寄市では広告的な面

につきましては現状でも地域新聞であったり、フ

リーペーパー紙、さらにはコミュニティーＦＭな

ど他市に比べて広告媒体が多い実情があります。

また、地域貢献につきましては既に各企業等にお

いてさまざまな分野で行われている実績がある中

でのお願いになるかと認識をしております。この

ような状況を踏まえまして、実施しております他

市町村において実情などの調査の時間をいただき

たいと思いますので、御理解を賜りたいと思いま

す。

次に、大項目３、カラーバリアフリー対策の確

立について、小項目１、色覚障害の実態について

でございます。本市の小中学校における色覚異常

の実態や今後の取り組みと対策についてお答えを

いたします。近年色覚異常についての理解が進み

まして、色覚検査で異常と判定される児童生徒で

も大半は学校生活には支障がないという認識のも

と、学校保健法施行規則の一部改正が行われ、平

成１５年４月から学校における児童生徒等の定期

健康診断の必須科目から色覚検査が削除されまし

た。その後今日まで本市の小中学校においても一

斉による色覚検査は実施されていないため、色覚

の異常やその疑いのある児童生徒の実態把握は十

分であるとは言えませんが、今年度におきまして

は一部の学校で保護者からの相談を受けて色覚検

査を実施をし、異常はなかったという報告を受け

ております。また、保護者からの要望に応じまし

て色覚異常を有する子供が在籍する学級におきま

しては、鮮明で明るい色のチョークを使って板書

をすることや掲示物にはわかりやすい組み合わせ

の色を用いるなどの配慮をしているという事例も

ございます。

なお、御指摘いただいたように本市の小中学校

においては児童生徒の色覚異常を把握できていな

かったために指導上の適切さを欠いたという事案

はないものと認識をしております。

次に、小項目２、今後の対策でありますが、教

育委員会といたしましては就学時健診での視力検

査や保護者からの聞き取りなどを通じてさまざま

な目の病気の早期発見に努めるとともに、就学後

は各学校に対しまして学校医と相談するなどして

色覚に不安を覚える児童生徒及び保護者に対して

事前の同意を得て個別に検査、指導を行うなど、

必要に応じ適切な対応ができる体制を整えるよう
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お願いをしてまいりたいと考えております。

また、学校においては教職員が色覚異常につい

て正確な知識を持ち、常に色覚異常を有する児童

生徒がいることを意識をして、色による識別のみ

に頼った表示方法をしないなど、学習指導、生徒

指導、進路指導等において色覚異常についての配

慮を行うとともに、適切な指導を行う必要がある

と考えております。このため、例えば学習指導に

おいては、色の判別を要する表示や教材を用いる

場合には誰でも識別しやすい配色で構成をし、輪

郭線、記号、文字など色以外の情報も加えて工夫

が必要であります。また、進路指導におきまして

は、色覚異常を本人の一つの特性と考え、職業の

選択を狭めることがないよう指導することや色覚

異常がハンディになり得る職種を希望する場合に

は、正確な資料に基づいた情報を提供することな

どが大切であります。このような適切な指導のあ

り方について文部科学省から発行されております

色覚に関する指導の資料を活用して研修を深める

よう助言してまいりたいと考えております。この

ほか色覚に異常のある児童生徒が安心してよりよ

く学ぶことのできる環境づくりのため、各学校の

ニーズに応じまして色覚異常検査表などの整備や

カラーバリアフリーに配慮をした教材に関する情

報の収集、提供に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 私からは、大項目４、

トムテ文化の森の移管について申し上げます。

トムテ文化の森は、なよろ健康の森の中に名寄

市の土地１ ５ヘクタールを北海道が無償貸与を

受け建設し、平成１０年６月７日に開園した施設

となっております。施設としては、森林学習展示

施設、通称もりの学び舎とキャンプ場、森林学習

広場のほか、林業体験林などの森があり、敷地は

なよろ健康の森の北側に位置し、健康の森と一体

化した構成になっております。施設の利用として

は、キャンプ場やバーへキューハウスのレジャー

利用のほか、もりの学び舎をベースとした自然観

察会や林業体験としての森林学習と森林浴などの

憩いの場として利用され、年間１万 ０００人以

上の利用がある施設となっており、名簿などで把

握できるもりの学び舎とキャンプ場利用者のうち

７割が市外からお越しいただいております。

移管に関する経過といたしましては、平成２１

年に北海道が所有する施設を見直した知事評価に

おいて、トムテ文化の森を含む道内４施設が市町

村に移管すべき施設となり、平成２２年８月１１

日に北海道より名寄市に移管の申し出がなされま

した。移管協議は、平成２３年度及び２４年度で

４回行いましたが、具体的支援が明確にならない

ことから、廃止を含む協議を行っていた旭川市を

除く津別町、真狩村と協議し、平成２４年７月２

０日に管理費支援８年間、事務機器の整備、移管

後の修繕料の支援、森林活用プログラムなどのソ

フト事業の支援を柱とする要望書を北海道に提出

したところであります。北海道からは、平成２４

年１１月２８日に管理費支援を４年分、修繕料を

施設撤去費相当分としたい旨の回答があり、関係

する町村と協議し、同意することし、平成２５年

３月２７日付で移管に関する覚書を交わしました。

名寄市としては、本年６月の定例会にトムテ文化

の森の施設を平成２６年４月１日からなよろ健康

の森の施設に追加する条例を可決いただくととも

に、本年１２月定例会でトムテ文化の森を含むな

よろ健康の森の指定管理について承認いただいた

ところであり、今後移管に向けた契約などの事務

手続を実施してまいります。

トムテ文化の森の施設管理につきましては、な

よろ健康の森に含め一体的に管理するとともに、

森林学習など北海道で実施していた内容を継続し

てまいりたいと考えております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） では、再質問をさせ

ていただきます。
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まず、１点目の自治体による婚活支援というこ

とで、この婚活は今全国的に少子化対策等々で各

自治体が行っているところが多かったのです。そ

の部分で今回先ほど田邊部長が言われたように、

本当に子育て、働き等々をやっていったのですが、

生まれる子供をふやさないとやっぱりこれからの

日本はだめだということで、少子化対策大臣も結

婚を希望している人でできない人のために国がま

ず最初に環境整備を進めなければいけないという

ことで、この事業が採択されたそうなのです。そ

して、今内閣府で２０１１年に婚活支援の部分で

調査された結果、都道府県では３１カ所、市町村

では５５２カ所のところが婚活支援の事業を進め

ているそうです。近間では美深さんや何かがやっ

てはいたのですけれども、名寄でも先ほど中村部

長が言われたように農業後継者の対策として協議

等々でこのお見合い等々をやられていたというこ

となのですけれども、最近の実績というのはどの

ようになっているのかちょっとお知らせいただき

たいのとこれ下川町合同で、これからは札幌に行

ってパーティーに参加するという部分なのですけ

れども、これは本年からスタートした部分なのか、

もうずっとやっていてこういう実績があるから、

そちらの札幌にお任せするようにしようとしてい

るのかというのを教えていただきたいのと結婚相

談センターで平成１４年から行われていますよと。

そして、毎週金曜日１時から３時まで消費者セン

ターの方々を中心に結婚相談を１４名の方で行わ

れているというふうに言われていましたけれども、

登録されている３５人の方々というのは名寄市内

の方だと思うのですけれども、失礼かなと思うの

ですけれども、その年齢、範囲だとかというのが

わかっていれば教えていただきたいなというふう

に思います。そして、年１回カップリングパーテ

ィー、１２月６日に行われた、６２名参加して、

ことしは１４組のカップルができたというふうに

先ほど言われておりましたけれども、昨年８組の

カップルができて、結婚されたのかどうか、ちょ

っともしわかれば。２４年は８組ですよね、結ば

れたのは。お知らせいただきたいなというふうに、

まずお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） ただいま高橋議員か

ら農業委員会の関係の部分で御質問いただきまし

たので、その部分について私のほうからお知らせ

をしたいというふうに思います。

平成２４年度までは、美深町と合同で農婚塾ｉ

ｎ名寄・美深ということで実施をしてまいりまし

たけれども、本年度から先ほど言われたように札

幌のほうに舞台を移して実施する運びとなったと

ころです。ただ、参加人員が美深と合同でやって

いたときも昨年実績でいくと２０名の参加という

ことで、年々参加人員も少なくなっている部分も

ありまして、もっと出会いの場を広く求めるとい

うことでそういう対応になったと聞いています。

さらに、今までこの部分のツアーで結婚まで至っ

たケースについては１０組いると伺っております

ので、よろしくお願いをしたいというふうに思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 結婚相談所の関係で、

登録が３５名ということで、年齢構成についてと

いうことで御質問がございました。年齢構成につ

いては、２０代から５０代ということであります

が、年齢別についてはちょっと数字的に把握をし

てございません。

あと、昨年のカップリングパーティーで８組誕

生したということでありまして、そのうち２組が

結婚に結びついたというふうに昨年は聞いており

ますが、ことしについてはまだその辺は把握して

おりません。よろしいでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） 本当に先ほど言った

ように、厚生労働省がやはり結婚したいのだけれ

どもというのが９割、男性でもやっぱりおつき合

いできない人が６割の、未婚の女性でそういう特
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定のおつき合いする異性がいないというのが半分

の方がいるという調査があるということで言われ

ています。本当に今名寄市でもこのように進めら

れているのですけれども、茨城県などはいばらき

出会いサポートセンターというのをつくりまして、

婚活パーティーだとかお見合い仲介を実施して、

ことし４月には結婚に至ったカップルが ０００

組になったという部分もありますし、佐賀県の武

雄市では結婚したい男女の縁結びをするお結び課

を市役所に設置したというところもありますし、

先ほど名寄も結婚、２１年には出産が２５５人だ

とか、２３７、２３年は２６７だとか、２６０、

出生率が ５９というのはすばらしい結果かなと

いうふうに思っていますし、全国が ３８ですか

ら、道が ４１で、この ５９というのはすばら

しいのですけれども、田邊部長が言ったようにこ

こで育てて、ここで育ってよかったという子供た

ちへの施策、また親が名寄で子供を産んだら安心

だわと言われる施策、先ほどいろんな施策があり

ましたけれども、私は重要だと思いますし、その

ためにもやはり男女の結びつき、結婚がスタート

ラインかなと。それをできない男女が多いという

部分で、札幌に行くのもいいのですけれども、や

はり私たち中小企業だとか、余り時間がとれない

人というのは札幌まで行ってというのはなかなか、

先ほど高橋部長も年々参加者が減っているという

部分だとかありますけれども、テレビでよくテレ

ビ局が全国から男の子と女の人を集めて婚活をや

るテレビが何回か、２回ぐらい私も見たのですけ

れども、ああいう部分を持ってくるだとか、名寄

でああいう事業をするだとかというのも必要では

ないのかなというふうに思うのですけれども、ど

のようなものでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 婚活支援に対してさまざ

まな御提言をいただいておりましてありがとうご

ざいます。名寄市では、どちらかというと農業の

分野に対しては農業委員の皆さんだとか、あるい

は結婚相談センターも１４人の皆さんが、いわゆ

る民間活力がベースとなって一生懸命主体的に動

いていただいているということで、婚活パーティ

ーも含めて積極的に今いろんな汗をかいていただ

いておりまして、このことについて感謝を申し上

げます。

また、お話を聞いたところでは、来年の２月の

雪祭りの期間中に名寄の商工会議所青年部さんが

大々的な街コンイベントを企画しているというこ

とも聞いていまして、そうしたさまざまな機運が

盛り上がっているというふうにも聞いていまして、

このことについて情報もいただきながら、行政と

してしっかりサポートできるところはしていきた

いと思います。行政や自治体が大分踏み込んで支

援をしている事例が多いということも御指導いた

だきましたけれども、今のところは民間の皆さん

がそうした形で一生懸命やっている中で、我々が

どこまで出ていってということもあるのかもしれ

ませんけれども、一方で内閣府もそうしたことで

積極的に支援をしていく体制を見せているという

こと、それとさまざまな農業分野だとか、いろん

な分野でいろんな情報があるということを統括し

ていく部署というのも改めて必要なのかどうかと

いうところ等も今後ぜひ検討していきたいという

ふうに思っています。いずれにしても、婚活支援

というのはこの地域のまちづくりにとっても重要

な問題であるということはしっかりと認識はして

おりまして、ぜひ前向きに検討していきたいとい

うふうに思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

いたします。本当消費者センターで相談されてい

る、登録されている３５名の方に言っていただい

て、その雪祭り期間の婚活パーティーが大成功す

ることをお祈りいたします。

続きまして、雑誌スポンサー制度のことについ

てお尋ねをいたします。先ほどるる説明をいただ

きました。それで、名寄の週刊誌１５１冊、そし
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て風連が１７、週刊誌だとか月刊誌に使われてい

るという費用をお聞きしました。８００万円のう

ちの１９％という少額な金額みたいですけれども、

旭川だとか、長野、春日部市なんていうのは、こ

こは経費削減だとか、図書館コーナーの充実のた

めにスタートしたところであります。そして、日

進市、これは公共財産を活用した収入確保を目的

に進められています。そして、帯広市では自主財

源の確保を目的に進められている。そして、この

館長が言うには宣伝広告による市民の反響は大変

に大きいというふうに言われているそうです。川

越市では、先ほど月刊誌で１万 ０００円の週刊

誌で１万 ０００円と言われていましたけれども、

６万円から１２万円の図書寄附というのを活用し

て、表紙や何かにＰＲ、スポンサーをつけるので

すけれども、週刊誌ではなく普通のいい雑誌を６

万円から１２万円の寄附をいただいてスポンサー

になってもらって、その中からいい本を買ってい

るそうです。横手市では、月刊何々は株式会社何

々様から提供されましたというふうに進めたとこ

ろ、逆に学習塾だとか、事務機器会社の方がすご

くこのスポンサーになり始めているというふうに

言われています。行財政改革できっと……旭川さ

んの資料をいただきました。これは、宣伝広告の

用紙なのですけれども、始めてから４年たってい

ます。私質問するときに１００万円と言っていた

のですけれども、そんな大きくなかったのです。

２２年には７万円ぐらい、２３年は３３万円、そ

して２４年は３４万円、２５年は１０万 ０００

円ぐらいに下がった。そして、やっぱりどこの調

査をしてもスポンサーを探すのに大変苦労されて

いるみたいで、社会貢献といってもなかなかこの

制度がわかっていないと困りますし、旭川は２年

の提供期間だそうであります。この金額が６万円

であろうと、１０万円であろうと、１万円、２万

円であろうと、私は行財政改革のためにも進める

べきではないのかなというふうに思っていますし、

本当にもう３０万円の寄附をいただいたら、図書

費約１５０万円使っているうちの５分の１はその

本に使える部分になると思うのです。よく行財政

改革が……ちょっと話長いのですけれども、済み

ません。行財政改革というのは１億円経費を削減

しようと、 ０００万円経費を削減しようと、１

０万円経費を削減しようと、１万円経費を削減し

ようと行財政改革になります。１万円だからやら

ないだとかというのは行財政改革にはならないの

です。全部をやって行財政改革だと私は思ってい

ますので、本当に経費削減のために取り組む、調

査をしていくということで言われましたので、ま

だやらないというわけではないですからあれなの

ですけれども、その考えでちょっとあればお聞か

せいただきたいなというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま高橋議員の

ほうから他市の例も含めましてるる御紹介をいた

だきました。雑誌スポンサー制度につきましては、

先ほど答弁の中にもお答えさせていただきました

けれども、図書費用につきましては８００万円と

いう部分で安定した予算がついておりますが、今

後大幅な増額が見込めないという部分もございま

すので、この部分につきましてはもしスポンサー

制度を導入することによって浮いた経費につきま

して本来の図書購入予算の有効的な活用という部

分での認識を図書館のほうとしては持っておりま

す。

また、導入に当たりましても先ほど確かに名寄

市は広告媒体が多くて、企業も既にいろんなとこ

ろで広告費に予算を使われているという部分もあ

ろうかと思いますが、議員がおっしゃっていまし

た地域貢献も含めまして、特に建設とか土木分野

では除雪であるとか、除草であるとか、排雪であ

るとかという部分で比較的有効な地域貢献が新聞

等にも報告されておりますが、それぞれのお店屋

さんであるとか、それから小売店舗、サービス業

では地域貢献の分野というのはある程度限られて

いるかなと思っております。そういった意味でも
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雑誌スポンサー制度というのは、その選択肢がふ

えるという部分での効果があろうかと考えており

ます。いずれにしましても、これにつきましては

スポンサーの方の意向もございますので、それぞ

れの業界の団体でありますとか、個店の方にアン

ケートもしくは意向調査を行いまして、他市の例

でも制度そのものはすぐに導入したのですけれど

も、スポンサーが集まった例となかなか集まらな

い例がありまして、集まらない例では制度の後に

図書館員が各企業等を回るというような、対応が

後手になったようなところもありますので、名寄

市で実施する場合にはそういうことがないように

きちっと意向調査して行いたいと思っております

ので、まず来年度に向けましての調査を先行させ

ていただきたいということで御理解いただきたい

と思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） わかりました。しっ

かり調査をして取り組みをお願いいたします。先

ほど言った学習塾だとか、事務機器メーカーがス

ポンサーになった横手市は、まず経費削減で掃除

費を削減したそうなのです。そして、維持管理を

切り詰めて、図書館の生命線である本は削減はし

なかったのです。そのためにもこのスポンサー制

度はもう本当によかったというふうに館長は言わ

れておりますので、その辺調査されてしっかり取

り組みをお願いいたします。

次に移らさせていただきます。カラーバリアフ

リー、状況はわかりました。名寄は、なかなか色

覚には先生もしっかり対応されているということ

で言われましたので、安心しました。今回先月で

すか、後半に私の孫の参観日にちょっとある学校

に行かさせていただき、孫の授業と、そしてあと

全クラスをずっと一回回らせていただきました。

そして、この色覚障害に対応するために、文字だ

とかというのは教師は白と黄色を使いなさいと。

そして、赤だとか青はなるべくラインだとかを活

用するために使用するのだよという、きっと文科

省からそういう色覚対応のための文書が行ってい

ると思うのですけれども、あるクラスで色がなか

ったのかもわかりませんけれども、赤を使って文

字を書いたクラスが１クラスありました。それが

悪い、どうのこうのではなくて、そこのクラスは

きっと色覚の子供がいなかったのだろうなという

ふうに思いますけれども、色覚障害の団体がこの

ように言われているのです。やっぱり先ほど言っ

たように、１０年前にこの色覚の検査がなくなっ

て、希望者でいいから、先ほど親の同意を得てと

いうふうに言われていましたので、名寄はないと

思うのですけれども、希望者において色覚の対応

をする。もう一つが学校の教師の対応がやっぱり

今色覚という検査をしないものですから、わから

ないという教師が多くて、ある子供に何でこの色

がわからないのという先生がいたというのです。

そういういろんな対応が求められてきているのだ

というふうに言われております。先ほど教育現場

の部分でしっかりと理解、対応をしてほしいとい

う部分を言われていましたけれども、今後の対応

としてしっかり今できているのかどうかというの

を名寄は全部完璧にできているのだというのがあ

ればちょっとお知らせをいただきたいなという思

いますけれども、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 色覚障害、色覚異常

につきましては、ただいま議員御指摘のとおり、

１０年前に健診項目から削除された中で、教育委

員会としても学校現場としても検査については実

施しなくてもいいとか、実施してはいけないとい

う認識を持っていた傾向がございます。ただ、こ

の１０年間いろいろな事例の中で一つの特性、個

性ではありますけれども、きちっと対応しなけれ

ばだめだというような認識が深まってきておりま

すので、さき今年度の１０月２４日に日本眼科学

会と、それから日本眼科医会のほうから文科省に

色覚異常に関する調査、それから学校現場の認識

についての要望書も提出をされておりますので、
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そういった要望書につきましてもきちっと学校側

に知らせながら、今後お願いをしてまいりたいと

考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。

最後に、トムテ文化の森についてお尋ねをいた

します。なぜこれをやったかというと、移管だと

か予算だとかというのはわかっています、議会で

見ましたので。ある方が、この方はなぜカーリン

グ場を建てたのだという話から財政の無駄ではな

いかという話、そしてカーリング場は道で建てて

いただいたのですと。そして、トムテの森も道で

建てていただいたと。だから、経済的には大丈夫

ですと言ったのですけれども、道がやっぱりこう

いう財政状況の中で本当にこういうものを移管し

てきた。そして、カーリング場もこれから移管さ

れるのではないかという厳しい目で見ています。

財源がない中で、あんなものが来たら経費が大変

だよというお話をされてこの質問をさせていただ

いたのですけれども、今後そういう道の考え、ま

たはこれを運営していくに当たり４年間は運営費

は出たけれども、４年後は自主財源でやっていか

なければいけないという部分が出ますので、もし

考えがあればお伝えいただきたいなということを

言いまして、私の質問は終了させていただきます。

今後について。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 今道立公園の関係で

カーリング場の施設の関係を言われましたけれど

も、道立公園の中の施設の一部だということで、

議員おっしゃられたとおり道の財政大変厳しい状

況の中ですけれども、道立公園そのものを移管す

るだとか、そういう話は全く今のところ伺ってお

りませんので、今後とも道立の関係で引き続いて

管理運営されるものと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

平成２６年度予算編成にかかわって外３件を、

佐藤靖議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 議長の御指名をいただ

きましたので、通告順に従い順次御質問をさせて

いただきます。

最初に、平成２６年度予算編成についてであり

ます。御承知のとおり、来春４月は任期満了に伴

う市長選挙が執行されるため、２６年度予算は骨

格予算編成とする方針が打ち出されています。１

１月１日に発せられた市長訓令、扇谷総務部長名

による事務連絡でも同方針が打ち出されています

が、この中にあって予算編成の基本的考えとして

市長は前例を踏襲せず、ＰＤＣＡサイクルの中で

事業を捉え、見直しを図ることを打ち出していま

すが、ＰＤＣＡサイクルについては平成２４年４

月の新名寄市行財政改革推進計画後期基本計画の

中では手法を構築するとして記載されている取り

組みでありましたが、その後の検討協議により一

定の手法が定まったことから今回の指示となった

と考えますので、具体的に名寄市ではこのＰＤＣ

Ａサイクルをどのような手法として職員に求め、

前例を踏襲しない事業として捉え、見直しを図ろ

うとしているのか、改めてお知らせをいただきた

いと思います。

また、スクラップ・アンド・ビルド的視点に基

づき、全ての事業を見直すこととしています。合

併によるスケールメリットを生かすためには欠か

せない意識と思いますが、この段になって改めて

スクラップ・アンド・ビルドという言葉を盛り込

んだ背景について御説明をいただきたいと思いま

す。

一方、総務部長の事務連絡でも例年と大きな差

異はありませんが、市長訓令をより具現化するた

め、新規事業については既存事務事業の見直しに

より財源の確保を図る、合併による効率化を進め、

効果が最大限に得られるよう歳出削減に努めるこ

とと厳しい口調で求めていますが、改めて意図す

る思いをお知らせいただきたいと思います。
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先ほども述べましたように、来年度予算は骨格

予算でありますが、市長は２６年度全体の事業量

を把握する必要があるとして通年ベースの予算要

求を求めていますので、１１月２９日に締め切り

とした新年度予算の概算要求額はどの程度であっ

たのか、さらに理事者側として新年度予算額をど

の程度設定しているのか、市長選挙後の政策予算

をどの程度に設定しているのかについて、この際

明らかにしていただきたいと思います。

最後に、将来の財政展望についてお伺いします。

今回の市長訓令の中では、２４年度決算が一般会

計で３億 １０４万 ０００円の実質収支に加え、

健全化判断指標である実質赤字比率及び連結実質

赤字比率はゼロ、実質公債費比率、将来負担比率

とも一定改善されるなど、近年にない財政的数値

になっているにもかかわらず、普通交付税におけ

る合併算定がえや社会保障額の増、老朽化してい

るインフラ対応などを考慮し、必ずしも楽観視で

きる財政状況にはないと強調されておりますが、

改めて名寄市の財政展望についての見解をお伺い

します。

平成２２年５月１１日、市長就任後初めての議

会において、加藤市長は所信表明演説を行い、市

政運営の基本的考え方、そして基本施策について

述べられました。この基本施策の１点目に掲げた

のが民間会社名寄市的発想に基づく行財政運営の

推進であり、その中でも地域の特性を生かした資

源に着目し、経済における地域間競争が激化する

中、私はトップセールスマンとして名寄の観光資

源や物産を国内外に積極的に売り込み、地域の活

性化を図りますと誓いましたが、特に観光行政に

ついて市長としてこの３年８カ月の成果と評価及

び将来の見通しに対しての認識についてお知らせ

いただきたいと思います。

次に、名寄市立総合病院にかかわってお伺いし

ます。日ごろの不摂生がたたり、このほど人生で

初めて３週間ほどの入院生活を体験しました。私

は、今回の入院生活は自分の体のためにはもちろ

ん、病院の実態を知る上でも貴重な日々でありま

したし、命を助けていただき、一日も早い治癒の

ために献身的に力を尽くしていただいた全ての病

院スタッフにこの場をかり心より感謝とお礼を申

し上げたいと思います。

さて、患者となってみて改めて看護基準が１０

対１から７対１になったことに伴い、従来にも増

して手厚い看護となっていることを実感しました

が、その一方ではさまざまな患者ニーズなどに対

応するため、看護師の業務は多忙化し、改めて看

護師確保対策の重要性も実感しました。今回入院

中の時間を利用して、患者の立場で実習に来てい

た名寄市立大学の看護学科学生何人かに卒業後に

この病院で働いてくれないと声をかけてみました

が、学生からはふるさとに戻りますなどの声が多

く、その理由の中には名寄はアパート代を初め意

外に生活費がかかる、都会に出てみたい、大きな

病院でスキルアップしたいというものでありまし

た。そこで、改めて看護師確保対策の一環として、

看護師寮の必要性及び他病院との看護師人事交流

の可能性について見解をお伺いします。

また、患者同士の会話では、建築中の新病舎を

見ながら、市立病院はどんどん大きくなるが、検

査や診療場所も複雑化してわからなくなっては困

るという声もありました。さらに、病床ベッドが

かたくて痛い、窓側が寒い、運動をと言われても

場所がないなどの意見もあり、改善を含めて今後

の大きな課題と認識しましたが、見解をお伺いし

ます。

最後に、名寄市立大学にかかわってお伺いしま

す。学内では、現在図書館や児童学科の４大化な

ど小さくてもきらりと光る大学を目指した将来像

の検討が進められていますが、私は早急な対応と

して学内売店などの必要性を痛感しています。半

年間ほぼ雪に覆われている地域の大学にもかかわ

らず、学内を初め地域に学生が必要と思う学用品

を売っている店がない。学生は、シャープペンシ

ルの芯を買う際も雪や寒さの中で１キロ以上離れ
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た町中まで買いに行かなければならないのか実態

であります。

また、大学周辺地域では公営住宅の建てかえ工

事が行われているにもかかわらず、日用品を購入

できる商店などもなく、いわゆる買い物難民対策

が求められることもあり、この際学内売店あるい

は地域住民も利活用可能な商店などを呼び込む対

策を講じるべきと考えますが、市長の見解をお伺

いし、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 佐藤議員からは、大

項目３点にわたる質問をいただきました。大項目

１は私から、大項目２は営業戦略室長から、大項

目３は市立病院事務部長から、大項目４につきま

しては大学事務局長からの答弁となります。

まず、平成２６年度予算編成にかかわって、市

長訓令及び事務連絡につきまして申し上げます。

平成２６年度予算編成訓令における重要な文言の

一つとしまして、前例を踏襲せずと記載をしてお

ります。この意図するところは、平成２５年度予

算について必ず検証し、その結果を踏まえ、平成

２６年度予算に反映するということであります。

経常的な予算につきましては、決算見込みなどか

ら検証したところ、平成２５年度での予算額であ

れば執行できるという判断となり、結果として同

額の要求となる場合もあると思いますが、この場

合でも検証作業は必ず実施するということとなり

ます。ＰＤＣＡサイクルでは、計画、実行、評価、

改善というサイクルで事業を継続的に改善をする

ものであります。予算編成におきましても予算で

計画し、執行においてその予算を実行し、次年度

予算編成においては前年度までの効果などを評価、

検証した上で改善された予算、見積もりを提出す

るという流れになりますので、予算見積書の作成

においては必ずＰＤＣＡサイクルの中で事業を捉

えることとなります。このサイクルが途切れるの

は、評価がなされない場合であります。これでは

結果として前例踏襲となってしまいますので、必

ず評価をし、よりよい方法を検討した上で予算編

成することを職員に求めたところであります。

平成２６年度予算編成訓令におきましてもう一

つ重要な文言としまして、スクラップ・アンド・

ビルドがあります。先ほどの前例踏襲をしない、

つまりはきちんと事業の検証をするということと

対になったものとして予算編成訓令を構成してお

ります。新規事業の要求におきましては、当然な

がらその新規事業の検証も必要ですが、既存の事

業においても例えば同様の効果を持ったものはな

いか、また類似する事業があり、事業を追加する

ことで政策意図が不明確にならないかなど、既存

事業をも同時に検証し、もし新規事業を実施する

ならば必ず既存事業を削減することを視野に入れ

ることでより効果的な組み立てを求めているもの

であります。この手法によりまして真に必要な事

業を絞り込み、効率化を図ろうとするものであり

ます。名寄市におきましては、事業別予算を組ん

でおります。それぞれの事業目的がわかりやすい

というメリットもありますが、事業の肥大化を招

きやすいという側面もあるため、この点につき改

めて職員にこういった課題があるという意識を持

たせるものであります。

市長訓令におきましては、スクラップ・アンド

・ビルドという文言を用いておりますが、総務部

長事務連絡では新規事業の要求では効果の検証と

ともに既存事業の見直しにより財源にも必ず目を

向けるように求めているものであります。また、

合併市であります本市のメリットを活用し、効率

的な歳出削減を求めています。背景には、合併市

である名寄市特有の財政課題であります合併算定

がえによる交付税の検証があります。合併後１０

年間はそのまま交付税を確保するという制度であ

りますが、見方を変えればその１０年間の間に合

併による効率的な行財政運営を確立するという必

要があるということであります。当然ながら予算

編成におきましてもその意識を持ち、予算要求を

するように求めております。名寄市の財政は、将
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来の人口減やそれに伴う市税、交付税の減少など

を想定すると楽観視できるものではありませんの

で、予算編成時におきましてもこの厳しい将来像

を見据えて予算要求をするように求めております。

続きまして、概算要求と予算規模の見通しにつ

いてであります。平成２６年度予算につきまして

は、１１月２９日に各課からの要求を締め切りま

した。１２月２日より財政課長査定作業に入って

いるところであります。１１月２９日締め切り日

での要求額を積み上げた結果、一般会計におきま

しては歳入２１４億 ０００万円、歳出２２３億

０００万円となり、収支差額は９億 ０００万

円となっています。お尋ねの想定される予算規模

は、今後予算査定の中で精査し、総額を固める作

業となるほか、国の経済対策による補正予算など

を考慮する必要がありますので、明確には申し上

げられませんけれども、現段階での予算総額は従

前の通年ベースでは２１７億円程度と想定をして

おります。

続きまして、市長選後の政策予算の見通しにつ

いてであります。全ての予算査定を終えた段階で

骨格予算と肉づけ予算である政策予算に回るもの

が明確になりますので、現段階では金額の設定は

困難であります。ただし、継続中の事業は骨格予

算である平成２６年度の当初予算に計上する必要

があります。例えば市民ホール整備事業や南小学

校改築事業等の大型事業は継続中でありますので、

当初予算に計上する必要があるため、比較的骨格

予算でも予算規模としては大きなものとなるので

はと想定をしております。政策予算に計上するも

のとしましては、ソフト事業や普通建設事業の中

でも大規模改修や備品購入費などを中心に組み立

てていくことになると考えております。

続きまして、財政展望についてでありますが、

市長訓令で述べさせていただきましたとおり、平

成２４年度決算では一般会計で約３億 ０００万

円の実質収支となりました。また、基金残高も約

７億 ０００万円の増加となりました。しかしな

がら、将来におきましては合併算定がえ終了によ

る普通交付税の減少という必ず到来する財政課題

があります。また、繰り返しになりますけれども、

人口の減やこれに伴う市税減少など歳入面への影

響もございます。また、歳出面で危惧される課題

として、老朽施設の改修や社会保障費の増があり

ますし、さらに人口減と相まって事業における費

用対効果の減少などさまざまな課題を想定する必

要があります。こういった中でも必要とされる行

政サービスはしっかりと確保していく必要もあり

ます。今後の財政運営では、歳入の減少は避けら

れないものと見ております。この厳しい条件の中

でいかに市民の皆さんのニーズに合った事業を展

開できる仕組みを整えるかを念頭に、今のうちか

ら新年度予算編成の中でもしっかりと議論をしな

がら進めてまいります。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目２、改めて観光行政のあり方を問うについて、

小項目１、成果と評価についてお答えいたします。

この３年８カ月の観光行政についてであります

が、平成２４年３月に新名寄市総合計画後期計画

の観光部門の具体的なアクションプランとして、

その後の観光を初めとする交流人口の増加策の指

針として、名寄市観光振興計画を策定しました。

これは、「自然の恵みが人と地域を育み市民みん

なで創る心豊かな北のまち・名寄」の実現を目指

すまちづくりの中核を担う施策の一つであります。

そして、平成２４年４月にその推進組織として官

民連携の名寄市観光交流振興協議会を設立し、具

体的な事業を実施、検討するために４つの作業部

会を設置して、これまでさまざまな取り組みを進

めているところです。この間、計画策定前に当市

がロケ地となった映画「星守る犬」の撮影、上映

を通してひまわり観光をより一層推進することと

なり、ライトアップひまわりを目当てとした旅行

商品が開発されたほか、昨年の夏には当市ゆかり
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で道外在住の２組のカップルがひまわり結婚式を

挙げるに至ったことは記憶に新しいところです。

また、映画の出演者や関係者等著名な方を名寄観

光大使に、ひまわりをテーマにしたランニングイ

ベント、ひまわりリレーランを通して、有森裕子

さんを名寄ひまわりまちづくり大使にそれぞれ委

嘱するなど名寄市を全国へＰＲする取り組みも進

めております。

計画登載事業、ご当地グルメ開発・ＰＲ事業と

しましては、昔から多くの市民に食されてきたジ

ンギスカンをその食べ方に注目して全国にＰＲし、

名寄市の知名度向上、地域おこしを図るため、な

よろ煮込みジンギスカンと命名して民間主体の推

進団体、第７４６なよろ煮込みジンギス艦隊によ

るさまざまな取り組みを進めています。市内はも

とより道内外のイベントに出展して名寄市のＰＲ

に努めるほか、本年５月にはロゴマークが特許庁

に商標登録されました。また、本年９月に開催さ

れた２０１３北海道・東北Ｂ―１グランプリｉｎ

十和田に市内出店業者の方にも御参加をいただい

て初めて出展し、残念ながら入賞は逃しましたが、

２日間で１８万人を超える来場者の中、長い列が

絶えることなく約 ０００食を完売し、好評を博

したところでございます。さらに、市内に事業所

を有するニチロ畜産株式会社からなよろ煮込みジ

ンギスカンが商品化され、１０月から商標を活用

したパッケージで全道の大手スーパーのみならず、

北海道どさんこプラザといった首都圏等のアンテ

ナショップでも販売されており、名寄市のさらな

る知名度向上に寄与しております。

今年度からは、東京都杉並区の御縁で台湾との

交流を始めたところであり、高校の教育旅行を誘

致、台北国際旅行博出展、少年野球交流の３つの

取り組みを進めています。台湾からの観光客の名

寄市への訪問という直接的な経済効果のみならず、

中学生同士の野球交流では子供たちの国際感覚豊

かな人間形成に資するものであり、またこの冬に

も台湾の高校生が名寄市を訪問する可能性が見込

まれていることなど、既に成果が見られていると

ころです。当市における観光交流人口増加の中心

的エリアである日進地区につきましては、市民に

愛されている一方、さまざまな問題も抱えており、

このたび当地区の再整備基本構想に着手し、今年

度中の構想策定を予定しているところです。

続いて、小項目２、将来の見通しについてお答

えいたします。観光行政の将来の見通しについて

でありますが、名寄市観光振興計画はその計画期

間である１０年間を進めるに当たり平成２４から

２５年度を事業整備期間、２６から２８年度を事

業展開期間、２９から３３年度を事業拡大期間と

定めています。より具体的にひまわりに例えて命

名されたとおり、まさに２４年度は播種期、２５

年度は育成期としての取り組みだったと思ってお

ります。その意味では、どの取り組みも道半ばと

いうより緒についたばかりであり、これから５年、

１０年と時間をかけ、市民理解を深めながら進め

ていきたいと考えております。

ひまわり観光につきましては、連作障害がある

と言われるひまわりをどのように育成していくべ

きか、道立サンピラーパークでのひまわり畑や市

民ボランティアによる整備を始めて２年目となる

ひまわりロードなど、農業振興センターの技術協

力を得るなど常に新たな視点を取り入れ、そして

市民の皆様の御理解、御協力を得ながら進めてま

いります。

なよろ煮込みジンギスカンについては、今後も

艦隊としてさまざまなイベントに出展して、さら

なる名寄市の知名度向上を図るほか、かねてより

佐藤議員からも御指摘がございましたとおり、市

民理解がまだ十分ではないという点は承知してい

るところであります。市民の皆様には、ふだん多

くの市民が食しているジンギスカンによる地域お

こしであることを理解していただくために、本年

作成した煮込みジンギスカン用の大型の鍋を広く

市民に貸し出すなど、周知普及に努めてまいりま

す。将来的には、ジンギスカンの食べ方のスタン
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ダードの一つとして、煮込んで食べる名寄流が認

知されるものと信じており、本年のテレビやラジ

オでの取材、報道や特色ある雑誌での取材掲載な

ど地道にではありますが、認知度向上が図られて

くるものと確信しております。

台湾との交流につきましては、高校の教育旅行

の受け入れがこの冬から実現すれば、学校交流に

より間違いなく名寄の高校生の国際感覚豊かな人

格形成に寄与するものであり、今後継続的に受け

入れることで国際感覚にすぐれた数多くの人材育

成に資するところです。また、海外からの教育旅

行の意義として、生徒本人が大きくなってから再

来訪するケースや家族と再来訪するケースなど将

来的なリピーターとなることが期待されるところ

であり、その効果は決して一過性のものではござ

いません。本年１０月には、道内各地の台湾親善

組織９団体を束ねた北海道日台親善協会連合会が

発足し、さらに先日富良野地方５市町村の関係者

により富良野地域日台親善協会が設立されたとこ

ろであり、当市としても名寄市と台湾のさらなる

交流発展のために親善組織の発足が期待されると

ころです。

日進地区の再整備構想についてもさまざまな要

因により今年度内の策定予定となっておりますが、

今後市民の皆様の御意見も伺いながら、まずは市

民の皆様が愛する地区となることが最優先であり、

まさに今国、観光庁が推進している住んでよし、

訪れてよしの観光地域づくりを実現することで、

道内外からの交流人口の増加に資するよう取り組

んでまいります。このように観光行政を進めるに

当たり、常に市民が主役であることを忘れずに名

寄市観光振興計画の推進組織である名寄市観光交

流振興協議会において官民連携した取り組みを進

めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） 私か

らは、大きな項目３点目の名寄市立総合病院にか

かわってについてお答えをいたします。

関連がありますので、（１）の看護師寮の必要

性と（２）の看護師人事交流の可能性について一

括して答弁をさせていただきます。看護師の確保

対策につきましては、これまでも１つとして学資

金制度の拡充、２つとして認定看護師を目指す看

護師への受講料などの支援並びに取得後の認定看

護師手当の創設、３つとして募集案内パンフレッ

トの作成、４つとして採用後の研修体系の確立、

５つとして院内保育所の整備、６つとして結婚、

育児などで離職した看護師への復職支援、７つと

して中学生、高校生などへの看護体験実習などの

実施とともに、現在勤めている看護師の離職防止

策として看護補助者の採用などによる負担軽減、

アンケート調査による新人看護師の意向把握、他

部署との連携、協力などさまざまな取り組みを実

施してまいりました。７対１の看護基準を導入し

たこともあり、看護師の安定確保は病院の最優先

課題でありますが、現状ではこれらの取り組みを

実施してきているものの、必ずしも十分とは言え

ません。こうした状況から、本年２月に市立大学

と市立病院の双方による看護師確保対策に係る合

同検討会を立ち上げ、これまで７回にわたって具

体的な議論をしてまいりました。去る１１月３０

日には、看護師・看護学生交流会、ナースカフェ

を開催し、市立病院の認定看護師や新人看護師が

キャリア形成や仕事の内容などについて説明し、

看護学生に対して市立病院への理解を深めてもら

いました。御指摘のありました看護師寮につきま

しては、検討会議の中でも出されており、また院

内におきましても必要との意見がありますので、

現在建設に向けて場所や建設方法、これは直営で

やるのか、民活方式を利用するのかなど、これら

を検討しておりますので、御理解をいただきたい

と思います。

次に、看護師の人事交流については、技術の習

得、看護観の広がりなど看護師個々のスキルアッ

プが期待でき、必要なことであると認識をしてお
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りますが、限られた人員の中で業務を行っている

ことから、現状では実施できておりません。検討

会議の中でも大学教員と病院看護師の交流、病院

看護師の臨床教員としての採用などが議論されて

おりますので、今後は実施に向けて努力してまい

りたいと考えております。

次に、小項目（３）の院内案内対策の現状と課

題、（４）の病床ベッド対策と入院患者の健康保

持向上対策などについて一括して答弁をさせてい

ただきます。市立病院は、平成４年度の全面改築

以降、これまで平成１０年度の人工透析棟及び２

階西病棟の設置、平成２０年度のＩＣＵ病棟及び

救急外来の整備、そして今回の精神科病棟改築工

事と大規模な増改築を３回実施しております。こ

の間各種検査機能の充実と医療機器の整備などに

より、採血室や検査室などを移動しましたので、

患者さんに対し職員がわかりやすく説明すること

と案内板設置などの院内表示の充実に努めてまい

りました。しかしながら、面積が広くなったこと

や外来から検査室などへ移動する距離か長くなっ

たために、一部わかりづらくなったことについて

は御指摘のとおりでございます。現在看護部職員

を中心とするＴＱＭ、トータル・クオリティー・

マネジメント、全体で医療の質を高める取り組み、

このような活動の中で患者さんが検査などで移動

する際にはわかりやすい説明と院内表示のあり方

などについても議論をしております。今後こうし

た活動結果を院内全体に広めるとともに、新精神

科病棟完成後は眼科、麻酔科、精神科の各外来が

移転し、またそれに伴う外来の一部再編もありま

すので、改めて院内のわかりやすい表示に努めて

まいりますので、御理解をお願いいたします。

次に、病室ベッドを含めた院内の環境改善につ

いて申し上げます。ベッドは、その上にマットを

敷き、患者さんが安心して休めるよう個々の患者

さんの状態に応じて標準のマットから１０種類の

ものを用意しております。かたくて痛いとの御指

摘のマットにつきましては、標準用と思われます

が、やわ過ぎると腰などに負担がかかりますので、

適正な水準のものであると理解をしております。

また、窓際が寒いとの御指摘には毛布の追加など

を職員に申し出ていただくことをお願いするとと

もに、ボイラーの稼働時間について機械設備の面

と当直者の業務内容などを勘案しながら検討して

まいりたいとも考えております。

次に、院内での適度な運動スペースについては、

歩行が可能な患者さんは廊下などを歩いていただ

くことが望ましいと思っておりまして、休日など

は職員も限られておりますので、場所も限定され

ますことを御理解いただきたいと思います。改築

後２０年を超え、施設の老朽化と狭隘化が進んで

おりますが、敷地面積と財源にも限りがあること

を考え、改善できる部分から対応してまいりたい

と考えておりますので、御理解をお願いする次第

であります。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 鹿野大学事務局長。

〇市立大学事務局長（鹿野裕二君） 私からは、

大きな項目４の名寄市立大学にかかわってについ

て申し上げます。

まず、小項目１の学内売店の必要性についてお

答え申し上げます。学内売店の必要性につきまし

ては、十分に認識いたしているところでございま

すが、これまでの学内売店に関する取り組みにつ

いて申し上げますと、開学後採算性の問題もあり、

開設を希望する業者がいない中で、精神障害者の

社会復帰を支援する方々が設立しました市内の事

業者が売店の開設を希望され、恵陵館にございま

す旧高校の売店スペースを活用して、平成１８年

１０月から食料品等の販売を中心に営業をいたし

てまいりました。しかしながら、この事業者が解

散となり、本年３月をもって撤退され、現在売店

は閉鎖となっております。その後学内において今

後の対策について検討を継続しているところでご

ざいます。昨年度学生を対象に実施いたしました

学生生活実態調査では、コンビニや書店、大学生
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協を設置してほしい、売店の営業時間を延長して

ほしい、売店を充実してほしいなどの要望が寄せ

られております。学生の利便性向上と福利厚生の

充実を図る上においても、学内売店の再開は即時

的な課題でありますので、十分な対応を図ってま

いります。

次に、小項目２の地域も利用可能な商店等の必

要性についてお答え申し上げます。大学周辺には、

コンビニエンスストアが２店舗ございますが、い

ずれも大学から５００メートル程度離れておりま

す。他に小売店はございません。北斗団地、新北

斗団地の公営住宅や大学周辺地区にお住まいの方

々の買い物は、市街地中心部や徳田地区のショッ

ピングセンター等の利用が中心となっているもの

と思われます。また、なよろコミュニティバスや

徳田線の運行により冬期間であっても買い物の足

が確保されているものとも思います。さまざまな

方法や手段により都市機能を高め、市民の利便性

向上を図らなければなりませんが、大学施設の全

体を見直し、充実を図っていく上で大学周辺の都

市環境の将来的な構想の中で市民の皆さんが利用

できる施設の一つとして商業施設のあり方につい

ても今後研究をしてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたので、以降再質問していきたいと思い

ますけれども、順序が逆になるかもしれません。

大学の関係は、いずれにしても必要性は十分認

識をされているということでありますので、図書

館の建設に合わせるか、できれば早いうちに対応

をとっていただければというふうに思います。な

かなか名寄の冬の状況からいって、東北を含めて

沖縄からも学生が来ているという、子供たちが物

を買いに行くときにまた１時間もバスに乗ったり、

歩いていくというのもちょっとあれでしょうし、

４年制の公立大学としてやっぱり売店もないとい

うのもなんだと思いますので、この辺は十分鹿野

局長も認識されているというふうに思いますので、

頑張って、退職と言うとまた怒られますので、先

は長くも余り……頑張って、期待をしております

ので、ぜひ道筋をつけていただきたいと思います。

病院のほうもいずれにしても現状はそうであり

ますけれども、もう一つこの時期でありますので、

ちょっと松島部長の見解を聞きたいのですけれど

も、今病院は改築中でありますので、この冬も今

の状況が続くというふうに思います。ただ、今の

救急のほうから入る病院入り口のほうから行くと、

１つは朝の段階で特に体の弱いお年寄りあるいは

障害を持っている方々があの近くまで車で行って

おりないと、なかなかおり切れないと。ところが、

あそこにいる警備の皆さんは、満車ですからあっ

ちへ行ってくださいというふうに言われると。そ

れを無視して行くと、もう何をしているのだとい

う感じで追いかけてくるという状況があります。

その辺の対応、あるいはあそこは凍結の路面にな

りやすい状況があります。特に診療が終わって歩

いて駐車場まで行かれる方がまたあそこで転んで

けがをするということにもちょっと心配をされま

すので、十分な対応が必要と思いますけれども、

部長はどういうふうにお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） 今御

指摘のございました救急外来の入り口の西側から

の部分でございますけれども、工事に入るころか

ら委託会社にお願いをしまして、管理人といいま

すか、案内員を配置している状況でございます。

どうしても午前中は駐車台数が限られているとい

いますか、不足しているのが実態でございまして、

入れない人については東側ですとか南側の駐車場

を案内しているのが状況でございます。いわゆる

車をとめて回っていただくという位置につきまし

ては、定期的に会社の人と管理人と打ち合わせは

しているのですけれども、その場所を含めてどこ

でやったらより一番安全だといいますか、その辺

も踏まえて今後も定期的に打ち合わせをして、指
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示をしていきたいなと思っております。

あわせまして、特に冬期間つるつる路面につき

ましては、私も時々といいますか、あそこよく通

るのですけれども、今現在施設管理のほうで一定

のビリ砂をまいてはおります。この間も現場確認

しまして、その量がちょっと少ないのかなという

ことで、もう少し定期的に歩行者が通る道などを

重点的にまくようにお話をしたと同時に、委託会

社の案内人につきましても滑る場合、特に冬期間

はありますので、注意してくださいねというよう

な声かけを会社のほうにお願いするとともに、そ

ういうような対策を図っていきたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 今松島部長からお答え

をいただきました。御承知のとおり、あそこは軽

い坂になっておりますし、最近は機能がよくなっ

たのか、靴でもスパイク靴というのもなかなか売

っていなくて、凍結路面ではつるつる滑るという

のが現状でありますので、ぜひ事故がないように

万全の対策をとっていただきたい。これは、強く

求めておきたいと思います。

次に、財政の関係、新年度予算の関係でありま

すけれども、部長、私が聞いたのはＰＤＣＡサイ

クル、これの名寄市の手法を構築されたのかどう

なのか。行財政改革の中では、名寄市として構築

すると。それに基づいてできたから、職員の皆さ

んに周知をして、来年度予算はそれでつくってみ

ましょうと。ところが、その意識がもしきちっと

アピールされていれば、歳入が２１４億 ０００

万円、歳出で２２３億円、差し引き９億 ０００

万円、この差額が出るというのは非常に、周知が

されているのかいないのかというとされていない

と。今回のこの市長訓令あるいは総務部長が出し

た事務連絡の内容を見て、私は財政当局の非常に

厳しい姿勢が言葉の端々から読み取れるというふ

うに思って、その典型がこのＰＤＣＡサイクルと

スクラップ・アンド・ビルドという言葉だという

ふうに思いますけれども、その根幹をなすＰＤＣ

Ａサイクルについて名寄手法というのが導入され

たのかされないのか、まずお答えをいただきたい。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今回の予算の策定に

当たりまして、特徴的な言葉を使わせていただき

ました。前例を踏襲せずと。そして、ＰＤＣＡサ

イクル、そしてスクラップ・アンド・ビルドとい

うことであります。これが職員にしっかり周知を

されたかということであります。特にＰＤＣＡサ

イクルにつきましては、これ予算の策定時ばかり

ではなくて、全体的な行政を進める上での１つ、

鍵になるものと考えておりまして、行財政改革の

中でも使わせていただいたと思っております。基

本は、しっかり効果を検証すると。そして、その

検証をもって次の段に進むということが基本にな

ります。これ手法としては、それぞれの業務につ

きましてもこれまでやってきたことをしっかり検

証評価をして次に進むのだということで、その基

本的な考え方を示しているということでありまし

て、特に具体的なものにつきましては、予算査定

に当たりましてはやはり今までやってきて、予算

をつけて、実行されて、その効果がどうだったの

かと。そして、今後どう進めるべきなのかと。そ

して、次年度に向けて改めて予算をどういう形で

つけるのかと。そこら辺をしっかり石橋をたたき

ながらやっていただきたいという思いも含めて今

回使わせていただいたということであります。

結果としまして、９億円を超える額の収支の差

が出てきたということになります。これお答えで

も申し上げましたとおり、私ども事業別予算を組

んでおります。非常に事業別予算ですから、わか

りやすいのですが、基本は縦に分かれておりまし

て、そこから縦割りの中からある意味積み上がっ

てきますので、どうしてもやはり膨らんでくると

いうところは、これは否めないかなというふうに

正直考えております。しかしながら、予算訓令が

出て、ちょうど１１月５日になりますけれども、
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予算の編成会議を名寄庁舎、風連庁舎で行ってお

ります。それで、この中で今申し上げたような考

え方をしっかり職員の皆さんには説明をさせてい

ただいております。しかしながら、一つの財布を

今の事業別予算の中でそれぞれ原課が押さえてい

くというのが非常に難しいかなというふうにも実

は思っております。１つ、財政課では一つの財布

をしっかり押さえながら事業の精査をしていくと

いう、そんな仕組みになっておりますけれども、

原課でそこまで突っ込んで全体、役所の財布を心

配しながらそれぞれの事業別の予算を立てていく

という仕組みにまではなかなかやっぱり至ってい

ないということであります。しかしながら、今の

財政状況を含めて、特に将来における財政的な課

題につきましては、これまでも財政学習会等を含

めて職員の皆さんにしっかり周知をさせていただ

いているという経過がございますから、問題は今

後いわゆる予算査定の段階で、どういう経過で例

えば予算が削られていったのか、そして逆に言え

ば積み上がっていったのか、そういった予算査定

情報の共有をしっかりやっていくということがこ

れからにつながっていくのだというふうに思って

おりまして、予算査定は今回ばかりではありませ

んで、これから先も続くわけですから、今回のさ

まざまな課題も見せながら、できるだけしっかり

職員と情報の共有、特に財政の課題についての情

報の共有をしながら次に向かっていけるような、

そんな成果をぜひ残してまいりたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 今総務部長から御答弁

いただきましたけれども、だから私はこのＰＤＣ

Ａサイクルというのは必要だと思うのです。そし

て、このＰＤＣＡサイクルというのは、要するに

今言われているのは業務だけではなくて人事も、

例えば議会でいえば決算委員会なんかも含めて、

このサイクルで物事を考える。いわゆる計画、実

行、評価、改善、この意識が名寄市民、あるいは

議会も、あるいは職員も理事者もそうであります

けれども、当然であります。みんなが共有して物

事を進めていくことが今大切だと言われておりま

す。旭川市が今第７次総合計画をやっております

けれども、この総合計画をつくるときに旭川独自

でのＰＤＣＡサイクルというのを約２０ページの

スライド説明資料として職員に周知をして、ある

いは検討委員会に周知をして、今の第７次総合計

画をつくり上げたそうであります。これがきちっ

と定着していれば、本当に財政当局が心配してい

るこれからの財政事情の中でしっかりとした評価

まで、議会側もしっかりとした評価でお互いに同

じようなテーブルの上で議論ができるということ

になると思いますから、これがちゃんとできたの

ですか、できていないのですかというのをお聞き

したい。やり方はみんなわかっていると思うので

す。もうインターネットを見たってやり方という

のはこういうことですよというのは書いてありま

すので、頭ではわかっていると思う。名寄の実情

として、それをしっかりとつくり上げることが行

財政改革の中でうたっている手法を構築するとい

う言葉になっているというふうに思いますけれど

も、それをされたのか、されないのか、今後もっ

ときちっとされるのか、されないのか、改めて御

答弁をいただきたい。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 結果としましては、

なかなか成果としては出てきていない部分がやっ

ぱり多いだろうというふうに判断をしています。

今旭川市の事例につきましても御示唆をいただき

ました。今後私どももいろんな業務を含めて、や

はりしっかり計画、実行、評価、改善というこの

仕組みをつくりたいというふうに思っております

ので、ことし初めて出た話ではありませんから、

これらの課題を積み上げながら、次に向けてしっ

かり対応してまいりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） この認識というのは、
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これからの時代も含めぜひ必要なことだと思いま

すので、全職員の皆さん、あるいは議会を含めて

多くの人たちが認識をできるようなこのＰＤＣＡ

サイクルというのを構築していただきたい。改め

てこれはお願いをしておきたいと思います。

最後に、時間もなくなりました。観光でありま

すけれども、常本室長がお答えになっていること

は誰もがわかっている。私それ聞いているのでは

ないのです。観光行政というのは何ですかという

ことなのです。市長が就任してやってこられたこ

とは、これは今までのような動きをつくる、市長

が言っているとおりだと思う。活性化をする、に

ぎわいをつくる、資源を生かす、全国に売り出す、

それは成果としてやってきたけれども、観光行政

として成り立っているのですかということなので

す。観光として活性化を図られます。観光行政と

しては何が必要かというと、私は認識だと思う。

それは、全職員が市長の思いを認識されているの

か、多くの市民の皆さんがそれを認識されている

のか、同じ目標に向かっていっているのか、それ

をどう評価しているのですかということなのです。

どういう認識をお持ちですか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいまの佐藤

議員からの質問についてでありますけれども、観

光行政についてどう認識をされているのかという

ことでありますけれども、私どもといたしまして

は先ほど申し上げましたとおり観光振興計画とい

うものをこの間策定をいたしまして、これをもと

に名寄市の観光行政というものを進めていくとい

うことで取り組みを進めているわけであります。

市役所庁内についても一定の議論をさせていただ

きまして、この計画もつくり上げてまいりました。

ただ、議員も言われましたとおり、市民の皆さん

の理解がどこまでいただけているのかという部分

でいけば、なかなか我々のＰＲも含めて不足して

いるという部分も当然あるというふうに思ってお

りますし、先ほど申し上げましたとおり長い目で

見るといいますか、取り組みが始まったばかりで

ございまして、５年、１０年かけて今後そういっ

た部分の成果というものがあらわれてくるという

ふうに思っておりますので、今後も市役所内部、

さらには対市民に対しましてそういった部分のＰ

Ｒも含めて理解をいただけるような取り組みを進

めてまいりたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 壇上での常本室長の答

弁の中に観光行政についてちゃんと語っているで

はないですか。市民が主役であることが基本であ

ると。だから、市民の皆さんがそのことが基本で

あることを忘れずに観光行政やっていくのだと室

長、答えているではない。それが一方では、５年、

１０年と時間をかけて市民理解を深めると。それ

は矛盾していないのですか。だから、そこをしっ

かりしないとだめだということなのです。そのた

めには、私は市長のやってきていることは悪いと

は言いません。本当に名寄市にこの３年何カ月動

きをつくっていただきました。それは動きをつく

ったけれども、観光行政の基本ということではな

かなか成り立っていないと。市長がやってきたこ

とがどうやって市民の理解をふやしてその基盤に

なるのか。多分室長も相当気にしていたと思いま

すけれども、日進の開発についても何回か御答弁

の中でも触れられておりましたけれども、こうい

う基盤をしっかりつくり上げると。市民も、ある

いは観光でいらっしゃった方も、これからでいっ

たら台湾の方もあそこで市民と台湾の方が触れ合

うというのなら、大きな成果が出てくる。一過性

で何回も台湾の方がいらっしゃってくると、市民

の皆さんは何でよという話が必ずいずれ起きてく

る。同じように楽しもう、同じように触れ合おう

という意識が出てこないと、なかなかそうはなら

ないというふうに思います。そのためには市長、

私はまずは職員の皆さんと多くやっぱり語り合う

ことが大切だというふうに思います。以前誰とは
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言いませんけれども、市長は若い職員と昼食をと

もにするというのを取り組んでおりました。その

中の一人に田邊部長もいらっしゃいました。田邊

部長は、まだ３０代前だったと思います。市長室

で御飯を食べたとき、初めて市長室に入りました

と終わった後非常に感激していました。そういう

ふうに本当に職員の皆さんと膝詰め合って、いろ

んなことで市長の理解が深まって、それが成果に

なって観光行政になって、市民の方も巻き込んで

やっていくということが必要だというふうに思い

ますけれども、市長の見解をお伺いします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 行政あるいは市民の皆さ

んに私のそうした思いがなかなか伝わっていない

のではないかというところは真摯に承らさせてい

ただき、事あるごとにいろんな場面でそうした発

信をしているつもりでありますけれども、さらに

地域の資源がすばらしいものがあって、これを生

かしていくことでまだまだこの地域がよくなると、

こういったことをみんなで一緒にやっていこうと。

さらにいろんなところで発信をしていかなければ

ならぬなということ、改めて頑張ります。

また、職員との対話ということで、これまでも

いろんな場面で飲み会をやったりですとか、飲み

会と言ったらあれでしょうけれども、係長との検

証をやったりだとかという場面はあるのですけれ

ども、もっともっとそういう機会をふやさなけれ

ばならない。さらにみんなが同じ気持ちになって、

この名寄市を何とかしていこうということ、共通

理解のもとに進んでいくということは非常に重要

なことだというふうに、私もそのとおりだと思い

ます。さらにそうした機会をしっかりとふやして

いって、いいことはいい、悪いことは悪い。そし

て、そんな中でしっかりと前に進んでいけるよう

な雰囲気づくりにさらに腐心していきたいという

ふうに思います。貴重な御提言ありがとうござい

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 市長は、今回の定例会

初日に次期も戦うという表明をされました。１期

目の４年間というのは、ある意味ではここにも書

いてありますとおりトップセールスマンで成果を

導いてきましたけれども、この段になっていつま

でもトップセールスマンでなくて、トップマネジ

メントをしないと名寄市としてはやっぱりなって

いかないと。これから人口減少、あるいはまた高

齢化、少子化、その中にあって名寄市が生き残っ

ていくためには、やはりトップマネジメントとい

うのはしっかりやっていただきたいというふうに

思います。そのことについても御認識を持ってい

ただきたいというふうに思いますし、もう一点、

１つだけお聞きしたいのは、常本室長、この前地

産地消フェアがありました。地産地消フェアの中

で煮込みジンギスカンのテントがことしもできま

した。あそこの煮込みジンギスカンのスタッフは、

全員営戦の職員で、時間外で処理されていますか、

していませんか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 基本的には、時

間外処理ということでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 民間会社的名寄の発想

でいけば、いつまでも職員の皆さんがあちこちへ

行ってジンギスカンをつくるということが本当に

いいのか。この前の地産地消フェアもいろんなブ

ースがあり、いろんなところがありました。あの

煮込みジンギスカンのところだけ市の一つのセク

ションの職員が全員そこに携わっている。それは

悪いことではないのですけれども、市民の皆さん

はあの人ら皆時間外もらってああやってやってい

るのと。やっぱりその認識なのです。やっぱりそ

れを一つでも民間の方に委ねて、民間の方が一生

懸命煮込みジンギスカンをつくっていくのなら私

はいいのです。職員の皆さん、きょうは例えば文

化祭と。あしたはどこどこ、あさってはこちら、

そういうことをしていくと、いつまでも続くので
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すかと。旅費を使って、時間外を使って、今そこ

をカットして財政をしっかりしなければいけない

というのが財政当局が一生懸命言っていることで

すよね。それが片方ではどんどん、どんどんそう

やって増長していく。いつまでもそれが続くとい

うのは、私はいかがなものかというふうに思いま

す。早く民間の人たちがつくり上げられるように、

市民の皆さん方に理解を深められるような取り組

みが必要と思いますけれども、見解をお願いした

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま御指摘

いただきました件につきましても、私どもとして

も十分それについては思っておりまして、特に道

外や道内の各イベント等については、基本的には

民間の艦隊の方々に多数行っていただいていると

いう状況であります。ただ、段取りのために何人

かの職員は当然ついていくということはございま

すけれども。そして、市内のイベントにつきまし

てはそういった民間の方々が一緒にそのイベント

に参加をして出展をするといったこともございま

して、なかなか手が回らないこともあって、そう

いった職員が多いといった場面もこの間に多々あ

ったというふうに思っております。そういう意味

では、なるべく職員、当然事務局の部分はあるの

ですけれども、民間の方のお手伝いもいただいて、

基本的には民間主体の煮込みジンギスカンの出展

ということで今後は対応していけるよう努力して

まいりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） 時間もなくなってきま

した。いずれにしても、市長がおっしゃるとおり

名寄は多くの財産を持っているのは衆人一致する

ところだと思う。それをどう生かすのかは、職員

の皆さんのアイデアと力と市民の皆さんの協力と

理解だというふうに思いますので、その点を最重

視しながら、今後の行政を進めていただくことを

お願いして、私の質問を終わらせていただきたい

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐藤靖議員の質

問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ０時０３分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄市の将来を見据えた加藤市政の展望は外２

件を、東千春議員。

〇１９番（東 千春議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に質問をさせていただ

きます。

本定例会初日に次期市長選挙への出馬表明をさ

れたことに多くの市民は期待感を持って受けとめ

ていたのではないかと思います。加藤市長は、久

しぶりの民間出身、そして道内では最も若い市長

として誕生いたしました。民間的な発想での組織

機構の改革や実に多くの人脈の構築は、フットワ

ークのよさと民間的な発想からの大きな成果では

ないかと思います。一方で、総合計画の着実な実

行とともに財政の健全化を進めましたが、これま

での加藤市政への評価についてお知らせをいただ

きたいと思います。

２点目、加藤市長は先人が築いた財産を生かす

とともに磨きをかけるとのことを心がけてこられ

ましたが、この間にみずからがまいた種の芽が出

て花が咲こうとしているものもあるのではないか

と思います。先人からの財産とこの間に培った財

産を次に生かすことが期待をされますが、次の４

年間で目指すものと長期的な展望に立った名寄像

についてお伺いをいたします。

大きな項目の２点目でございます。（仮称）市

民ホールで予定をされるソフト事業について、佐

藤アドバイザーからの指導も含めて基本的な考え

をお知らせいただきたいと思います。

また、ソフト事業に対する予算及び基金の活用
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方法、また利用を促進するための補助制度につい

て考えをお知らせいただきたいと思います。

２点目、オープンの年に行う自主事業について、

（仮称）市民ホール事業企画委員会で事業計画を

検討していただいていると思いますが、その議論

経過と現段階での方向性について、また委員会の

位置づけと今後のあり方について考えをお知らせ

いただきたいと思います。

３点目、ホール運営を活性化するためには、市

民参加が重要で、利用する市民団体の育成とホー

ルに対するボランティアやサポーターの育成、公

演等を案内する友の会をつくることも必要ではな

いかと思いますが、考えをお知らせいただきたい

と思います。

４点目、ホールの管理運営の人的な配置や役割

とその予算について考えをお伺いいたします。

５点目、市民ホールと改築が予定をされている

小ホールの音響、照明設備のクオリティーとＬＥ

Ｄを使った照明機材やデジタルミキサーなどの技

術革新の途中にある機材導入に対する考え方につ

いてお伺いをいたします。

６点目、多目的ホールの改築期間は市民活動に

も影響が出るのではないかと思います。また、市

民ホール完成時の事業に向けた利用の際に市民会

館の弾力的な運用も検討されてはいかがかと思い

ますが、考えをお知らせいただきたいと思います。

大項目の３点目、上川北学区における高校配置

計画で、数年後にはさらなる間口削減の方針が出

されることが予想される中、名寄産業高校の酪農

科学科、建築システム科は残念ながら入学者定員

を割っている状況にあります。名寄産業高校は、

どの学科も地域の産業に直接結びつくもので、卒

業生は農業はもちろん建築、土木やさまざまな分

野で地元へ就職し、地域産業に貢献しているので

はないかと思います。中学卒業人口の減少に伴い、

将来どこかの高校の間口削減が予想されますが、

仮に今ある学科がなくなることがあれば地元産業

への影響は大きいのではないかと思いますが、そ

の影響と産業高校が担う地域経済への評価につい

てお知らせいただきたいと思います。

２点目、名寄農業高校からの流れで酪農科学科

は資格取得に際して団体を通した補助制度を持っ

ておりますが、その評価と農業分野以外の地域産

業に与える影響から、他の学科に支援の幅を広げ

ることに対する考えをお知らせいただきたいと思

います。

３点目、特に小規模の高校を持つ自治体では、

団体等を通して厚遇の支援を行う例があります。

名寄では、それらと同様の支援は難しいかとは思

いますが、地元産業への人材輩出の観点からの支

援として、他の地域からの入学も視野に入れて寮

費助成等の支援を検討するべきではないかと思い

ますが、考えをお知らせいただきたいと思います。

以上でこの場からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 東議員から大項目で３点

にわたって質問をいただきました。大項目１点目

を私から、大項目２、大項目３、教育部長からの

答弁とさせていただきます。

まず、大項目１の名寄市の将来を見据えた加藤

市政の展望についてでございます。この間の市政

運営の実績と評価ということでございますが、平

成２２年４月に市長に就任して以来、多くの方々

に御協力をいただきながら現在に至っておりまし

て、まずは深く感謝を申し上げたいと思います。

私は、常々本市には自然が育み先人たちが残した

有形、無形の財産がたくさんあり、高いポテンシ

ャルを有するまちであると考えております。この

間総合計画を市政運営の中心に据えながら、民間

出身としての視点、発想、人脈、そして行動力を

生かしたトップセールスと市民との協働によりこ

れらの財産を磨き、市内外への情報発信に努める

とともに、市民の満足度の向上に向けて邁進をし

てまいりました。具体的には、医療、福祉におい

ては市立総合病院の精神科病棟の改築、風連国保

診療所医師２名体制、福祉灯油支援、親子お出か
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けバスツアー、誕生餅事業など市民が安心して暮

らせるまちづくりを進めてまいりました。教育に

おいては、市民の念願でありました市民ホールの

着工や市立大学、図書館、名寄南小学校の改築な

ど教育環境の整備を図るとともに、学校力向上実

践事業、放課後子ども教室など心豊かな人と文化

を育むまちづくりを進めてまいりました。住環境

の整備においては、橋梁あるいは公園の長寿命化

計画の策定や消防機器、車両の整備、コミュニテ

ィバスの試験運行事業など快適で安全なまちづく

りを進めてまいりました。産業、経済においては、

第１次産業など地域特性を生かした農業振興策と

して、食肉センターの改修や農協施設整備への支

援などを進めるとともに、もっともち米プロジェ

クトを初めとした地場産品のブランド化、薬用作

物振興事業などを進めてまいりました。また、商

工業、観光の振興として駅前交流プラザよろーな

の整備、オール名寄で取り組む観光振興計画の策

定、ひまわり観光、煮込みジンギスカンなど地域

の新たな魅力発信とともに、台湾との交流など創

造力と活力にあふれたまちづくりにも取り組んで

まいりました。また、職員の人材育成として東京

都杉並区や移住・交流推進機構への職員の派遣、

また行財政改革にも取り組み、職員の適正化や有

利な財源の確保等により財政の健全化に努めると

ともに、合併算定がえ終了後への対応など基金を

積み増すことにより将来の財政運営についても一

定の備えを進めてきたところであります。

次に、名寄市の将来像と次期４年間で目指すも

のという御質問がございましたが、まず市政運営

は先ほども申し上げましたとおり市民総意でつく

り上げた総合計画の着実な推進が基本であると考

えております。それに沿った形で次期４年間で目

指すものは今後具体的にお示ししていくというこ

とになりますが、私が考える目指す大きな方向性

は３つありまして、まず１つが何といっても活力

あるまちづくりであります。先ほど来申しました

四季折々の自然、豊かな地域資源、また名寄なら

ではの多くの財産を有効活用した産業振興、食、

観光、人が集まるそうした活力のあるまちづくり

であります。２つ目には、安心、安全なまちづく

りであります。名寄市立総合病院を核としながら、

そのさらなる高度専門充実はもちろんであります

が、民間の活力も活用した病院、福祉施設の充実、

さらには町内会やボランティア、社会福祉協議会、

行政あるいは大学など連携を強化した安心な名寄

ならではの地域の医療、福祉体制の確立でありま

す。安心、安全なまちづくりでいえば、加えて名

寄駐屯地の堅持も大事な問題になるというふうに

思っています。３つ目には、何といってもまちづ

くりをつかさどるのは人であり、人が活性化する

まちづくりであります。お年寄りから子供まで活

力あふれるまちづくり、先ほどお話しした市民ホ

ールの整備でさらに心豊かな文化と心の醸成が図

られること、あるいは地域の宝である子供たちが

さらに元気に、教育、子育て支援を充実させてい

くこと、また大学の振興を通じ、地域に欠かせな

いマンパワーの育成、さらには職員のさらなるス

キルアップの向上等、人が活性化するまちづくり、

以上３つ申し上げましたが、これらを通じて地域

のさらなる活性化、市民がこのまちに誇りを持っ

ていつまでも住み続けたい、そんなまちづくりに

しっかりと責任を果たすべく、これからも全力で

頑張っていく所存であります。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目２及び３につきまして答弁させていただきま

す。

まず、大項目２、市民に親しまれるホールづく

りにつきまして、小項目１、ソフト事業に対する

基本的な考え方と予算についてでありますが、

（仮称）市民ホールのソフト事業につきましては、

開館以来一定の予算措置を行い、新ホールの目的

でもある市民の皆様にすぐれた舞台芸術を鑑賞、

体験する機会を提供するための自主的事業を定期
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的に開催をし、継続することで文化振興の一つの

柱にしていきたいと考えております。自主事業の

内容につきましては、開館後の３年ほどがホール

の格付や評価を決めるとのアドバイスもいただい

ておりますので、音楽や演劇の分野である程度質

の高い企画を盛り込んだ構成としていきたいと考

えております。また、公募型の事業等も取り込み

ながら、市民や市内の各団体の自主的な企画につ

いての公演も検討してまいります。これらの事業

の予算の財源につきましては、文化ホール建設基

金を活用しながら、国、道及び民間などのさまざ

まな助成金を併用し、大切な財源を上手に運用し、

継続して事業が実施できるよう計画的にとり行っ

てまいります。

小項目２の主催事業の計画と事業企画委員会に

ついてでございますが、（仮称）市民ホール事業

企画委員会につきましては本年７月に設置以降、

準備会も含め４回開催をしてきております。委員

会では、主に開館年度の事業内容について協議を

いただいており、委員構成につきましては男性４

人、女性６人、世代も２０代から７０代で、興味

のあるジャンルについてもそれぞれであることか

ら、さまざまな意見が出されてきております。開

館年度の事業は、市民参加型と鑑賞型で構成する

ことで委員会の中での合意についてはとれてきて

おりますが、内容につきましては来春までをめど

に具体化していきたいと考えております。また、

開館後の事業企画委員会につきましては、継続す

ることを前提に目的や役割については今後に予定

する設置条例等の中に位置づけるようにして協議

をしてまいります。

小項目３、市民との積極的なかかわりについて

ですが、ホールの運営を継続的、安定的に活性化

するためには、現在ございます市民の各種団体や

新たな団体の育成が大きな鍵になると考えており

ます。そのためには、利用しやすい料金や減免な

どの拡充はもとより、参加しやすい仕組みづくり

を基本に関係者との協議を進めてまいります。ま

た、自主事業の開催に当たりましては、公演の準

備、実施の際に音響、照明、舞台、また誘導、警

備など一定のスタッフが必要になると認識をして

おります。大都市におきましては委託できる専門

業者もございますが、当市近郊では適当な受託者

が見込めない部門もあるため、有償、無償につい

ては今後の検討となりますけれども、市民による

そうしたサポート組織の設置は必要と考えており

ます。また、友の会のようなホールの応援団的な

会員制組織の立ち上げについても、今後一部業務

委託を予定する業者との協議を進めてまいりたい

と考えております。

次に、小項目４点目、管理運営のあり方につい

てでありますが、ホールの維持管理については既

存の市民文化センターとの一体的なものとして直

営を基本に考えておりますが、運営に関しては以

前からお示しをいたしておりますとおり、一部業

務の委託を考えております。委託する業務内容に

つきましては、広く各種媒体を用いた情報の発信

や音響、照明、舞台などの専門的知識と技術を必

要とする管理業務の一部、自主企画的なものを含

めます文化振興事業の一部を想定をしております。

利用受け付けやホームページの管理などでは、既

存の市民文化センターと共通した業務も想定をさ

れるため、円滑な運用を目指して十分に協議をし

てまいります。ホールの運営業務に係る人員数と

予算額につきましては、ホール稼働後の施設維持

と事業量の状況を想定をしながら精査をして決定

をしてまいります。

小項目５点目、ホールと小ホールの音響、照明

設備のクオリティーについてでございます。新し

いホールの音響、照明につきましては、実施設計

とあわせ現在名寄市文化芸術アドバイザーである

佐藤信氏にも助言をいただきながら、決定をして

きた経過がございます。その中では、もちろん操

作盤などのアナログとデジタルの方式、また照明

器具の白熱球とＬＥＤの選択についての協議、議

論も行っております。技術革新は日進月歩であり、
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どの段階でどの機種を導入するかは専門的な知識

が必要な部分でもあり、意見が分かれるところも

ございますが、公共施設としては安定して使用で

きることが重要と考え、これまでの実績をもとに

機器の選定等を行ってきております。市民ホール

につきましては、今後の機器の更新も見据えた設

備設計をしておりますので、御理解を願いたいと

思います。

また、既存の市民文化センターの多目的ホール

の改修については、構造上照明の増設等や音響効

果の大幅な改善については難しい状況がございま

す。改修内容につきましては、ステージの拡張、

防音、弱冷房工事が主なものとなっております。

小項目６点目の市民会館の弾力的な運用につい

てお答えをいたします。市民会館の利用につきま

しては、耐震と老朽化の問題から、代替施設とし

て本年４月に駅前交流プラザよろーながオープン

をしたことに伴い、大ホールを除いた会議室全般

につきましては３月３１日をもって一般貸し出し

を行っておりません。市民文化センターは、来年

４月２３日から６月末まで改修工事のため利用者

の安全と利便性などを考慮をして貸し館業務につ

きましては休止を予定をしてございます。通常の

利用団体等来年度利用を予定している市民向けに

１１月１５日に説明会を実施をいたしました。既

に他施設へ一時的に活動の場を移していただいて

いる団体もありますし、説明会でも市内の公共の

貸し館施設の紹介などもしてきておりますけれど

も、市民会館については代替施設としては紹介を

しておりません。市内には、市民の活動の場とし

て比較的大人数でも利用が可能な施設がよろーな、

福祉センター、学校開放など複数あることから、

これらの施設を有効的に活用して利用をお願いを

したいと考えております。

次に、大項目３、名寄産業高校と地域の産業に

ついて、小項目１、農業や建設業などの地域産業

とのかかわりについてお答えをいたします。名寄

産業高校におきましては、電子機械科、建築シス

テム科、生活文化科、酪農科学科の４学科で構成

をされ、職業学科集合型の専門学校として将来の

道北地域、さらには本市の産業を支える人材の育

成を担う教育活動を展開していると認識している

ところであります。地域の産業とのかかわりにつ

いてでありますが、名寄産業高校においては市内

の多くの企業に支援をいただき、２学年時に全生

徒がインターンシップを実施をしたり、全学科全

学年で各種資格の取得に力を入れるなど、将来の

進路実現に向けて役立てております。

また、卒業生の就職、進学の動向を平成２０年

度から５年間の実績で見ますと、就職者が全体の

約４５％となっており、そのうち市内に就職され

た方の比率は約３８％となっております。学科別

の傾向では、酪農科学においては進学や就職をし

た後に就農をする傾向にありますが、昨年度電子

機械科や建築システム科では４人から５人、生活

文化科では８人程度の生徒が市内に就職をされて

おります。また、建築システム科では平成２３年

度の市内の就職者が１人に対し、平成２４年度が

１０人になるなど、雇用につきましては地域の景

気状況を敏感に反映される状況でもございます。

いずれにしましても、若者が地元に残り、仕事以

外でもさまざまな活動を行うことで地域が活性化

していくことは確かであり、名寄産業高校が担う

地域経済への貢献は大きいものがあると認識をし

ております。今後も道北の職業高校の拠点校とし

て、優秀で安定した人材の育成、輩出が期待され

ているところであります。

次に、小項目２、生徒の資格取得にかかわる支

援の考え方についてであります。名寄産業高校に

ついては、平成２１年４月に名寄農業高校と名寄

光凌高校が合併をし、光凌キャンパスと名農キャ

ンパスとして専門教育を展開し、現在に至ってお

ります。名農キャンパスの酪農科学科においては、

前身の旧名寄農業高校以来在校生の出身市町村並

びにＪＡの御理解をいただき、道北農業担い手育

成対策協議会を昭和４２年１１月に立ち上げ、確
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かな農業に対する知識と技術を兼ね備えた農業担

い手の確保を目的に学校の統合後も酪農科学科へ

の入学者を対象として支援活動を実施をしている

ところであります。活動内容といたしましては、

学校説明会、一日体験入学の事業、また農業クラ

ブの活動、研修会、資格取得への支援等を行って

おります。これらについては、一定の成果が上が

っているものと認識をしております。

一方、名寄産業高校の光凌キャンパスの各学科

の資格取得の支援につきましては、該当する生徒

の範囲は上川北学区におきまして北は中川町から

南は和寒町までとなっており、また学科について

も３学科があり、技能審査の種類は３学科で共通

資格を含め４１でございます。実態として多種多

様な資格があることやどのような支援をしていく

かなど課題も多くあることから、市といたしまし

ては他市町村の事例を調査するなどして研究をさ

せていただきたいと考えておりますので、御理解

をいただきたいと思います。

小項目の３、地域の人材確保のための間口維持

に向けた支援策でありますけれども、全道的にも

地域に１校しかない小規模高校の所在自治体など

におきましては、通学費や下宿費の助成など地域

の実情に合わせた支援を行っているようでありま

す。本市においても合併以前から風連高等学校の

間口維持のために、風連高等学校教育振興協議会

を設置をし、通学費や教育活動助成事業の支援に

取り組んできたところであります。名寄産業高校

の間口維持の支援策につきまして、寮費等の助成

という具体例をお示しいただきましたが、名寄名

農キャンパスの創俊寮につきましては、酪農科学

科の１年生については１年間全員入寮となり、他

の学科におきましては遠隔寮生として入寮できる

制度となっております。ただし、本市から酪農科

学科に入学する生徒につきましては年間３人から

４人という現状から見ると、名寄産業高校の間口

維持という面では有効な対策であるかもしれませ

んが、名寄市として考えますと効果は薄いと思わ

れます。しかしながら、さきの定例会の一般質問

でも答弁をさせていただいたとおり、平成２５年

度の名寄産業高校への入学者においては定員１６

０人に対し入学者が１００人となっており、特に

酪農科学科と建築システム学科につきましては議

員御指摘のとおり入学者が低い状況であります。

今後の入学者の推移によっては、４０人以上の欠

員が生じた場合は学科の見直しや定員調整などに

ついて検討が必要との北海道教育委員会の見解を

考慮いたしますと、間口維持に向けた取り組みに

つきましては生徒の資格取得に係る支援を含めま

して、市としても検討の余地もあるものと考えて

おります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） それぞれ答弁をいた

きましたので、再質問をさせていただきたいと思

います。

まず、加藤市長から直接答弁をいただきまして、

こうやって聞いてみてもこのおおむね４年間の間

でよく多くの仕事をやってきていただいたなとい

うふうな感を持っております。これは、市民から

も高い評価を得られる結果だったのではないかな

というふうに思っております。

そこで、１点ちょっとお伺いをしたい。先ほど

の同僚議員の質問にもありましたけれども、来年

度の予算の考え方についてなのですけれども、確

かに骨格予算にはなろうかなというふうには思い

ますけれども、その中でやっぱり当初予算の中か

ら必要な部分のソフト事業であるとか、新たな事

業あるいは人員の配置であるとか、そういったこ

とは少し積極的にやってもいいのではないかなと

いうふうに思っております。後で市民ホール等々

については別にお伺いをしますけれども、そうい

った準備というのは改選後に行うというよりも、

これは必要なことだと思いますので、当初予算の

中からもうしっかりと織り込んで、そのことだけ

ではないかもしれませんけれども、そういう姿勢
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があってもいいのではないかなというふうに思っ

ておりますけれども、そういった考えについてど

のように考えておられるのかお伺いをしたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 次年度の予算についての

考え方でありますけれども、既に実施をされてい

る継続的なハード事業でありますとか、おっしゃ

るとおり円滑な事業執行に支障が出ないように骨

格から計上するということですし、また毎年度必

ず必要な義務的な経費もあると。そして、年度当

初から執行しなければ支障を来すという予算も当

然年度当初から必要な経費ということで骨格予算

に計上するということであります。しかしながら、

こういったもの以外の政策的な予算については、

次期市長の判断によるということになります。肉

づけ予算ということになりますけれども、どこま

で来年度に当初から執行しなければ支障を来すの

かということは、よくこれは議論しながら、また

予算委員会あるいは次の議会の中でもお示しをし

ていきたいというふうに思いますので、またその

際に御議論をお願いしたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） この項につきまして

は最後とさせていただきますけれども、今までや

ってこられた仕事の数々は私自身も評価をする一

人でありますので、ぜひ次も頑張っていただいて、

戻ってこられることを望んでおきたいと思います。

次、市民会館、（仮称）市民ホールについてお

伺いをいたしたいと思います。それぞれ御答弁を

いただいた中で、事業企画運営委員会の位置づけ

についても御説明をいただきました。明確な部分

については条例を制定する中で明らかにしていか

れるということでありましたけれども、この委員

会が例えばイベントを組むときに多分決定機関に

はならないのかなというふうに思うのです。これ

は、例えば諮問を受けて、これを答申をして提案

をするという程度の組織になるのかなというふう

に思います。ですから、この事業を決定をすると

いうのは多分市役所の職員のどなたかがやらなく

てはいけないのかなというふうに思っております。

そういった中で、誰が責任を持って決定をするの

かというのは、これはやはりころころと人事異動

の中でかわっていくというのはよくないことだと

思いますし、今申し上げましたけれども、新年度

になってから人事が配置をされたのでは私は遅い

と思っております。やはり来年度の当初から人員

を配置をするべきではないのかなというふうに思

っております。これは、名寄の職員の方の中を見

るとそんなにたけている方というのは余りお見受

けしないわけでありまして、それはそれで私はい

いと思います。そういうことに関心があって、こ

ういうことというのはやっぱり人とのつき合い、

市民との接遇だとか、水平の接遇、あるいは国だ

とか道だとかの接遇、人との関係性をちゃんとつ

くっていける方、そういう方であれば私若くても

いいと思うのです。決して管理職ではなくてもい

いと。まず、来年からもう育てると。その人を長

い目で見て育ててあげるというふうなことをまず

来年から始めていただきたいなというふうに思い

ますけれども、見解をお知らせいただきたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） まず、現在の私の立

場では来年の人事配置についての明言につきまし

てはなかなか言うことはできない部分でございま

すが、現在東議員のほうから御質問のございまし

た市民ホールを運営するに当たって企画管理を担

当する部分につきまして、市の職員で配置をすべ

きという基本的なお考え方については一定程度理

解をするところではございますが、今御指摘もあ

ったように市の職員の中からお若い方も含めて、

今後の伸び代を含めて育成をするのか、またその

配置、時期の時間的な問題、それから市民ホール

につきましては現在のところ音楽に一定程度の重

心を置いた多目的ホールというホールの性格づけ
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を考えておりますけれども、その中でどういった

分野の方を配置をするのかという部分につきまし

ては、身分保障も含めまして大変課題はあるかな

と考えております。佐藤アドバイザーのほうから

は、今後の部分につきましては将来的には芸術監

督という担い方をできる方を配置をしたらいいの

ではないかという提言もいただいておりますので、

それが市の職員が育っていく形でそういった形に

なるのか、また今後一部業務委託しております委

託の部分での中で人材を育成していくかにつきま

しては、まだ庁内の中で十分な議論、合意形成が

できていないということを申し上げたいと思って

おります。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 最終的な事業の決定

というのは、やはり市でやらなくてはいけないの

ではないかなというふうに思うのです。これ予算

が絡んでくるものであるということが１つと、あ

とは相手があるわけですよね。いろんな企画があ

ったら、そういった企画会社を通して契約をする

なりなんなりをするということは必要で、そうい

ったときにやはり窓口となるような市役所の職員

が必要になってくるのではないのかなというふう

に思っております。まだ方向性については決まっ

てはいないというのですけれども、これはもうそ

ろそろ決めるべきだというふうに思っております。

それと、やはり行政側としての責任を持ってとい

うか、事業を選択する際に判断をするような、最

終的には今おっしゃったような芸術監督的な担当

を担う職員を育てるということが必要だろうとい

うふうに私は思っております。だから、これは多

分１年、２年で任命をしたからすぐできる職員と

いうのは私はいないと思います。ですから、来年

からもう育ててほしいというふうに申し上げてい

るのでありまして、部長も定年だとかの関係もあ

りますでしょうから、いろいろお答えできない立

場であろうかと思いますけれども、これは全体の

人事としてどなたかお答えをいただけるのだった

ら、お答えをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 煮え切らない答弁で

大変申しわけございませんが、今名寄市の市民ホ

ールの部分につきましては担当ということで考え

ておりますが、段階を追って最終的には文化振興

室という立場に格上げをしていきたいと思ってお

ります。その中間に準備室を挟む形になろうかと

思いますけれども、平成２６年度以降そういった

形での対応をしていきたいと思います。ただ、こ

この部分についての人事配置については、まだ不

明確な部分がございますので、いずれにしまして

も市民ホールがオープン前後には一定程度の決定

権を持ったような組織づくりをしていくというこ

とについては基本的には認識をしているというこ

とで御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 最終的には、文化振

興室をつくっていただく。そして、その前の段階

としては準備室をつくっていただくというような

答弁をいただきましたけれども、ということは来

年には多分準備室が必要になってくるかなという

ふうに思います。そうであるならば、やはりそこ

に誰かちゃんとした人を配置してほしいと。これ

以上申し上げてもだめかもしれませんので、これ

は切に要望しておきたいと思います。求めておき

たいというふうに思います。

次に移らさせていただきたいと思いますけれど

も、１点目で基本的な運営の考え方についてお伺

いをしました。私は、今までも文化振興条例につ

いても質問をしてきたことがあるのですけれども、

これからでもつくっていただけるという予定にな

っているというふうには伺っておりますけれども、

この中身について劇場法の法律をよく読んでみる

と、これに書かれている特に前文なんかはいい文

章を書かれているなというふうに思うのです。こ

れから名寄市として文化振興条例をつくっていく

のであれば、やはりそこに寄り添ったような形で
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条例をつくっていくことを目指すべきではないの

かなというふうに考えております。今まで私が提

案してきたのは、こういったホールをつくるだと

か、そういったことは名寄市の文化はどういうも

のなのだということを事前に話し合っておいたほ

うがいいですよということで提案をさせていただ

いていましたけれども、もう今となってはちょっ

と私は視点を変えて、特にホールを中心にする文

化振興からどのようなまちをつくっていくのか、

どのような社会をつくっていくのかということを

目指すのだと。そういうことをこの中に織り込ん

でいくと。そういった条例づくりが望ましいので

はないかなというふうに思うようになりましたけ

れども、見解をお伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 市民ホールのハード

の整備にあわせまして、条例、規範の整備という

のは当然必要になっていくものでございます。既

に東議員からは、過去の議会においても名寄市文

化振興条例を事前につくって、その中でホールも

きちっと位置づけた運用をしてほしいという御提

案をいただいております。既に担当のほうでは、

文化振興条例につきまして年度内には文案をつく

り上げるべく検討を進めてございます。

文化振興条例の性格についてでございますが、

今議員のほうからお話のあったことも含めまして

ですが、文化振興条例は国の法律でいえば平成１

３年に国が文化芸術振興基本法というのをつくっ

てございます。道内の各自治体は、この国の法律

ができた後にそれぞれの市でこれに基づいた文化

振興条例をつくっていきました。名寄市において

は、その段階ではつくっていなくて、現在準備を

しているところでございます。文化振興条例につ

きましては、名寄市の文化芸術全般を大きくくく

る形での基本条例、大きな規範を示すようなもの、

市でいえば市民憲章のようなものに性格づけがあ

るのではないかなと考えてございます。もう一つ、

地域の文化振興という視点からいえば、先ほど議

員おっしゃいました平成２４年に劇場、音楽堂等

の活性化に関する法律、これはいわゆる劇場法と

言われているものです。この法律は、まさに劇場

であるとか、音楽堂を使ったそれぞれの地域の特

色ある文化を振興するようにということで国が設

けたものでありますので、名寄市にあっては大き

な規範である文化振興条例の後に市民ホールの設

置条例の中にこの部分の精神を生かしていきたい

と考えております。これにつきましては、佐藤信

アドバイザーのほうからも育てるという視点とか、

見せるという視点、また文化を継承するという視

点、また創造するという視点でつくっていったら

いいのではないかというアドバイスを受けており

ます。時間的には、文化振興条例が先行して、そ

の後設置条例ということになろうかと思いますが、

現在既存施設である市民文化センターにつきまし

ても文化センターの設置条例、またもう一つ多目

的研修センターの条例が併用されておりますので、

こういった部分との整理を検討しながらつくり上

げていくということを基本に考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 佐藤アドバイザーか

らもそのような助言をいただいたということです

ので、ぜひそういったことに沿っていい条例をつ

くっていただきたいなというふうに思っておりま

す。

ソフト事業に対する準備とでもいいましょうか、

ということもやっぱり必要だよということをずっ

と言ってきたわけでありますけれども、特に来年

度、開設の前年度に対するソフト事業に対する考

え方、あるいは予算づけについてどのようにお考

えなのかお伺いをしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ホールの開館につき

ましては、入札等がおくれた部分もございまして、

平成２７年の年度にずれ込みましたけれども、今

おっしゃいましたソフト事業につきましては年度

をまたぐことも含めまして前年度にきちっとした
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予算的な処置をしなければだめだということは基

本的に認識をしてございます。けさの新聞等にも

載ってございましたけれども、市内の自主企画も

しくは自分たちで企画を実施するいろいろな団体

のほうから前年度にきちっとした準備をしてくだ

さいという御要望もいただいておりますので、そ

の部分につきましては早急に対応していきたいと

考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 要望を出された皆さ

んというのは、日ごろそのような活動を一生懸命

されている方なのだろうなというふうに思います

ので、それは切実な願いなのかなというふうにも

思いますので、ぜひ対応をしっかりとされるよう

に求めておきたいなというふうに思います。

答弁をいただいた中で、現在の多目的ホールの

改修が音響、照明的には余り立派なものにならな

いぞというふうな答弁をいただいたのですけれど

も、これも以前から申し上げてきましたけれども、

小さいホールというのは市民活動にとって非常に

使い勝手がよくて、新しい草の根的な文化が生ま

れるというのはいきなり大ホールで活動するとい

うよりも、こういうところから少しずつ育ってい

くというのがある姿なのかなというふうに私は思

っております。そういったことを目指しまして、

よろーなの建設予定のときにはそこである程度の

ことができるようなものにやってくれないかとい

うふうなお話をさせていただきましたけれども、

そういったものは新しい市民ホールのほうで担う

のだというふうなことで今のよろーなができてい

ると私は理解をしているというふうに思います。

ですから、新しい市民ホールに対してのそういっ

た小さいホールには期待を寄せていたわけであり

ます。そういった中でこういった答弁が出てくる

というのは非常に残念なわけなのですけれども、

これは予算的なものがこういうふうにさせたのか、

あるいは小さいものを余り拾い上げようとする意

識がないのか、そこら辺どちらなのかお伺いをし

たいなと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 新しいホールの議論

の過程の中で、予算とかスペースが許せば新しい

施設の中で大ホールと、もしくは中ホール的な２

つのホールがあるのが理想的だという議論もござ

いました。ただ、残念ながらスペースの関係で音

響、照明の設備を備えたホールについては現在予

定しています大ホール、それで既存施設との一体

利用の中で、現在の多目的ホールを小ホール的な

役割を担う部分にするという当初の議論があった

につきましては、私のほうも認識をしてございま

す。ただ、具体的な基本設計、実施設計の中で、

既存施設の改修につきましても今議員がおっしゃ

ったとおり一定程度の予算の枠がございまして、

その中で今この時点でやらなければだめな部分、

例えば配管であるとか、外壁であるとかいう部分

について予算を積み上げた結果、多目的ホールの

改修につきましては一部、議員の期待に沿わない

ような内容になってしまったのではないかと考え

てございます。その点について御理解をいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 行政というのは、箱

物に対して際限なくお金をかけたらいいよという

話をしようとしているわけではないのです。同じ

ものをつくるのであれば、たとえ予算が５％削ら

れたから、だから立派だという話ではないと思う

のです。５％もし多くかかったとしても、市民が

本当に納得して使い勝手がいいなというふうなも

のができるのであれば、私は行政としてそちらの

ほうが立派だなというふうに思うのです。そうい

う姿が見えないなというふうに私は思います。何

が大切なのかというと、これから育てようとして

いる芸術文化を草の根から育てていくということ

が必要でありまして、そのためにはやっぱり小さ

いホールを大切に考えてほしかったなというふう

に思います。最初からあそこがそういうふうに使
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えないのであれば、もうちょっとよろーなのとき

頑張りましたよ。こちらでやるというから、期待

をしながら、そちらはでは両方同じようなものは

無理ですねということで下がりまして、両方だめ

だということに、だめではないのかもしれません

けれども、それはちょっといかがなものかなとい

うふうに思いますけれども、どの程度まで使える

ものになるのか、ちょっと再度お知らせをいただ

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 一番の問題になる部

分は、多分照明設備等と思います。音響につきま

しては、天井と床につきましては防音の部分での

一定程度の配慮がなされるものだと思っておりま

すが、舞台は拡張がされます。また、答弁でも答

えたように弱冷房装置等につきましても完備がさ

れますが、客席側からの照明の部分ではなかなか

弱い部分が出てくると。つまりつり上げ方式によ

る照明設備ではなくて、多分持ち込んだ機材によ

るスタンド式の照明灯にならざるを得ないという

部分かなと私のほうでは理解をしております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 今お伺いをする範囲

であれば、それは小ホールとは言えないなという

ふうに思います。このことについて本当に今そこ

に中途半端なお金をかけるのがいいのか、あるい

は１年、２年待ってでもいいから、しっかりと予

算をつけて、もうちょっと使えるものにしたほう

がいいのか、できれば内部で検討していただけれ

ばありがたいなというふうに思います。

それと、特に大ホールなのですけれども、技術

革新の途中にある機材の選定というのは非常に難

しいのだろうなというふうに思っております。私

も多分２年ぐらい前のＬＥＤ照明であれば、ちょ

っと難しいのかなというふうに思いました。それ

は、直接光を当てられたときにすごく嫌な感じが

するのです。今がどういう状況にあるのか、それ

は設計変更になってしまうのかもしれませんけれ

ども、今は使える状況にあるのであれば、少し先

ほど申し上げましたようにお金を足してでもいい

からやるべきではないかなというふうに思います。

これは、電源のほうの設計にも大きく変わってく

る問題があるのです。だから、工事費がまたひょ

っとしたら変わるかもしれません。だけれども、

これが本当にできるのであれば、電源容量は少な

くて済むことになりますので、それから先の毎年

の維持費が安く済むことになりますので、そこら

辺の計算をよくしていただいて、検討していただ

きたいなというふうに思います。

それと、最後、市民会館について使うことは認

められないというふうな答弁だったかなというふ

うに思いますけれども、特に開設の前の年あたり

はラッシュになるのではないのかなというふうに

思います。第九の皆さんもどこかでは練習しなく

てはいけないし、市民劇の皆さんもどこかでは練

習しなくてはいけない。だけれども、今常時使っ

ているのはあそこはよさこいの皆さんが使ってい

ると。ほかのところは、ではどこでやりましょう

かといってもなかなかできない。こういった場合

には、やはり私は弾力的に考えるべきだと思うの

です。管理人さんの問題があるから、きっと難し

いということなのでしょうけれども、そこら辺は

乗り越えて少し再度検討していただきたいと思い

ますけれども、答弁を求めたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 特に来年年度がかわ

る４月から６月という時期は、今おっしゃいまし

たようにその次の平成２７年度に新しいホールで

いろいろな事業を予定しております団体の方々の

練習、それからちょうど時期的にはよさこいの直

前練習にぶつかります。多目的ホールは、今よさ

こいの方がその時期集中的に練習されているとい

う部分もございますが、これにつきましては大学

の体育館等の部分を有効的に活用していただくと

いうことでお願いをしていきたいと考えておりま

す。また、こちらで聞いていますには、道北合唱
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祭のようなものも来年予定しているということも

聞いておりますので、これにつきましては内部で

もう一度営業戦略室とも協議をさせていただきた

いと考えております。御理解いただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） ぜひよろしくお願い

したいと思います。

最後、産業高校についてお伺いをしたいと思い

ます。一定程度資格取得も含めて今後検討してい

ただくという若干前向きの答弁をいただきまして、

感謝したいなというふうに思います。これ近隣の

自治体でも、これは何を目的としてそういう制度

をつくっているかというと、よそのまちから我が

まちに生徒を引っ張ってくるためにつくっている

なというふうに私は見えるのです。そこに同じこ

とで対抗はできないかもしれませんけれども、や

はり特に農業の分野であれば他の地域から寄せて、

寮を使って学んでいただくということもできるで

しょうし、同じ学校の位置づけですから、例えば

建築の部分でも本当にそこに泊まることができな

いのかどうなのか、そこら辺もしっかりと検証し

ていただいて、有効な手段があれば今からやらな

いと間に合わないと思います。次の判断が出るの

がやっぱり３年なり４年後に出ると思いますので、

すぐ手を打たなければ、名寄市として守ろうとい

う意思を示さなければ、本当に数字が出たら数字

のとおりにやられるという可能性がありますので、

ぜひそこら辺は力強くお願いを申し上げたいと思

いますけれども、再度考えをお知らせいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 名寄産業高校につき

ましては、さきの議会でも御質問をいただきまし

て、教育委員会として北海道教育委員会への情報

提供であるとか、情報交換等の連携についてのお

答えをさせていただきました。今般の質問は、名

寄市全体としての対応を含めての御質問をいただ

いたかと考えておりますが、地域の特に産業高校

につきましては大きくは入り口の部分と出口の部

分でのきちっとした対応が必要かと考えておりま

す。入り口の部分につきましては、教育委員会が

所轄をしますが、中学生の進路選択の一つの場面

としての方向、また卒業に当たりましては地域の

人材育成あるとか、それから地域の振興等にかか

わる部分でございます。これについては、名寄市

全体での対応が必要になってくるかと思っており

ます。今後につきましては、今議員から御指摘の

あったように、一定程度の数字が出た段階での対

応は遅いのではないかということでありますので、

地区選出の道会議員の方、また道教委、それから

それぞれの分野の方々との横の連携をつなぐよう

な形で早目の対応をしていきたいと考えておりま

すので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で東千春議員の質

問を終わります。

農業振興施策について外１件を、植松正一議員。

〇７番（植松正一議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、大きな項

目２点について質問させていただきます。

近年の農畜産物価格の低迷や農業生産に伴う資

材の高騰、担い手問題、労働力確保、どれをとっ

ても所得向上に対しての努力に報われない農業施

策と思っております。ことしも雪解けのおくれや

低温、また日照不足と天候不順が続きまして、地

球温暖化含め毎年の気象災害、道北、名寄の基幹

産業農業が心配でなりません。今回の行政報告で

は、水稲では農林水産省での作況指数は上川で１

０５となり、また１等米比率は９８％で、品質、

収量とも平年を上回っているとのことです。しか

し、心配している畑作物は、カボチャ、豆類等は

平年並み、バレイショはやや不良、春小麦不良と

のこと。今後の対策を考えるべきと思っておりま

す。そこで１つ目に、本市の基幹産業である農業

の本年の状況については、基幹作物の状況と智恵

文地区の局地的降雨等による河川、道路への対策
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の現状についてお知らせください。

また、３年数カ月ぶりの政権のもとに心配して

いるＴＰＰ参加交渉の問題、中東情勢による原油

高騰、消費税増税、特に農業問題では４３年間続

いた農政の根幹ともなしてきた減反政策で今回米

価格維持を目的とした生産調整を５年後に減反廃

止を決定しました。また、変動補助金の来年度に

向けても廃止とのこと。今回生産者の意見を十分

に聞くこともなく、１カ月の議論で結論を出し、

今後農業所得を主とする農家の思い、地域ほど影

響は深刻になっております。今後見直しはあると

思いますけれども、心配な状況であります。そこ

で２つ目に、新年度の予算編成での重点施策につ

いてお知らせください。

次に、２５年１１月に設立した名寄魚菜卸売市

場、その後３８年に名寄市が開設した公設地方卸

売市場の卸売業者として指定を受け、５９年３月

期に年内売上高約４１億円を計上したものと報告

を受けた次第でございます。ことしの８月３１日

付で人口減、景気低迷等で負債総額約３億円で自

己破産し、その後所管の常任委員会での説明では

公設市場としての機能維持で空白時間を短くした

中での対応をしたいとのことでございました。そ

こで３つ目に、名寄魚菜卸売市場での自己破産に

よる現段階での状況と今後の対応、対策について

お知らせください。

次に、大きな２点目、林業振興施策について質

問いたします。近年地球温暖化が深刻な環境問題

となっている中、二酸化炭素吸収源、固定する森

林木材に対し大きな関心を持たなければならない

状況だと思います。現在化石燃料への依存度が高

まっており、森林や木材の果たす役割はこれまで

以上に重要となってくるのは間違いないところで

ございます。今後水源涵養の機能保全など低下が

懸念されている状況を頭に置き、１つ目に今後の

市有林管理の施策で市有林の管理に関し公益的機

能の維持を含め、どのような施策で行うのかお知

らせください。

次に、森林所有者の山づくりは民有林含め木材

価格の低迷で収益が見込めない、森林施業が困難

な箇所での森林整備など維持管理が大きく求めら

れていると思っております。そこで２つ目に、名

寄市の新たな森林経営計画の内容で、アとして森

林整備の推進について、名寄市の民有林の整備は

どのように図ろうとしているのかお知らせくださ

い。

イとして、木材利用での公共建築物での木材利

用の考え方をお知らせください。

ウとして、森林所有者への利益還元についてど

のような考え方をしているのかお知らせください。

次に、以前に一般質問させていただきました木

質バイオエネルギーの利用検討について、質問い

たしましたが、再度申し上げます。そこで３つ目

に、木材バイオマスエネルギーでの庁内委員会で

公共施設や産業施設への利活用方策と進捗状況に

ついてですが、木質バイオマスの利活用に係る地

域協議会並びに庁内委員会が編成され、検討が行

われていると聞いております。現在までの進捗状

況と利活用施設についてお知らせください。

以上でこの場からの質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 植松議員からは、大

項目で２点にわたり御質問いただきました。いず

れも私からの答弁となりますので、よろしくお願

いを申し上げます。

大項目１、農業振興施策について、小項目１、

本市の基幹産業である農業への本年度の状況につ

いて申し上げます。本年産の作物の状況は、行政

報告で作物ごとの状況をお知らせいたしましたが、

道北なよろ農協の１０月末での取り扱い見込みで

は、米を含む主要農産物では４０億 ７５２万

０００円、計画対比１０ ３％、青果物では２４

億 １００万円、計画対比９ １％、畜産物では

１５億 ６２７万 ０００円、計画対比９ １％

となっており、全体では８０億 ４８０万 ００

０円、計画対比９ ０％となっております。畑作
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地帯では、８月中旬からの降雨によりバレイショ、

レタス、キャベツ、白菜などにおいて収穫量に影

響を受けたものの、販売価格で助けられた品目も

ありました。また、８月２０日に智恵文地区での

降ひょうと集中豪雨における冠水被害にかかわり、

報徳川国道横断管の改修要望について、その後も

北海道開発局に対し要望並びに打ち合わせを建設

水道部で行っておりますので、御理解をお願いい

たします。

小項目２、新年度の予算編成での重点施策につ

いて申し上げます。平成２６年度は、農政の大き

な変革の年となります。主なものについて申し上

げます。米の直接支払交付金は、２６年産米から

交付単価を大幅に削減した上で５年後に廃止され

ることとなりました。平成２２年度から導入され

た戸別所得補償制度が平成２５年度からは経営所

得安定対策事業と制度が変わってきておりますが、

早目の情報収集を行いながら、今後の経緯を見き

わめ、ＪＡ等関係機関、団体と連携し、対応して

まいりたいと考えております。

国の主要な施策においては、市が策定する人・

農地プランでの位置づけが重要となっていること

から、プランの充実を図ってまいります。担い手

対策では、地域おこし協力隊、農業支援員事業に

より平成２６年度においても引き続き２名を公募

してまいりたいと考えております。また、後継者

のいない農業経営者を対象とした農業経営継承事

業の実施に向けて検討をしてまいります。さらに、

後継者を対象としての青年チャレンジ事業の一部

見直しを図るとともに、研修活動の充実を行って

まいります。高齢化、担い手不足の中で耕作放棄

地や遊休農地の発生が増加し、今後においても農

地面積の減少が見込まれており、優良農地の確保

と耕作放棄地の解消も必要不可欠となっており、

本年度においてアンケート調査を行いましたが、

その結果をもとに現状の把握と今後の有効な保全

方法について検討してまいります。名寄産のモチ

米のブランド化などを目的として、本年度国の補

助金の採択を受けました食のモデル事業について

は、計画期間が平成２５年度から５年間となって

いることから、市民に対する啓蒙活動や消費拡大

に向けて取り組んでまいります。有害鳥獣対策で

は、国の緊急補助金も継続されており、生産者の

皆さんの生産意欲をそがないため、猟友会の皆さ

んの御理解、御協力をいただき、駆除活動を進め

ます。

以上、主な施策について報告させていただきま

したが、名寄市の基幹産業は農業であり、農業の

活性化が重要だと考えております。農家戸数も減

少の傾向となっており、現在の農家戸数が１０年

先には５００戸程度になるとの予想もあり、でき

る取り組みは迅速に対応するとともに、情報収集

を図り、市内の農業者の御意見をいただきながら、

関係機関、団体とも十分連携し、取り組んでまい

りたいと思いますので、御理解をお願いいたしま

す。

小項目３、名寄魚菜卸売市場の自己破産による

現段階での状況と今後の対応、対策について申し

上げます。公設卸売市場につきましては、指定業

者の破産手続開始に伴う８月３１日の営業停止以

降、買い受け人の方々を初め関係者の皆様の御努

力もあり、市内の流通に大きな影響は出ておりま

せん。改めて関係者の皆様にお礼を申し上げます

とともに、生産者や取引先を初め今回の事態によ

り損害を受け、さらには影響が及んだ皆様の心中

をお察し申し上げるところであります。

公設市場設置者として、これまで市場が果たし

てきた役割は大きいものと考えておりますし、本

市を初めこの地方にとって引き続き必要な流通機

能であるという視点に立ち、営業停止以降、その

機能維持に向けた対応をしてまいりました。この

間今後の市場運営を担っていただける業者という

ことで、北海道市場協会会員である複数の業者と

交渉を進めてまいりましたが、流通の多元化、商

圏の拡大、市場間競争の激化による卸売業経営の

悪化など、近年の市場を取り巻く環境が非常に厳

平成２５年１２月１１日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号



－66－

しい状況にあることなどにより、残念ながら市場

運営を担うことは困難であるとの回答をいただい

ております。一方で、先ほども申し上げましたと

おり関係者の方々の御努力もあり、市内の流通に

大きな影響は出ておりませんが、市内買い受け人

の方々から安定的な流通を確保するため早期の市

場再開についての要望をいただき、緊急避難的な

対応として市場冷蔵冷凍庫施設をお貸しし、引き

続き当面の対応をしていただいているところであ

ります。このように厳しい状況でありますが、正

常な流通を確保すべく、市内外の関係先など引き

続き市場運営に係る協議などを進めてまいりたい

と考えており、先ほど申し上げました早期の市場

再開に関する御要望をいただいた買い受け人の皆

様とも意見交換もさせていただいております。現

状の報告や今後に向けての御意見などをいただき、

消費者の皆さんへの流通はもちろんですが、生産

者が安心して出荷できる流通環境の確保に向け、

お互い知恵を出し合いながら協議を進めていくこ

とを確認するとともに、具体的にこの地域の流通

機能をどのように維持していくことができるのか

についても御意見をいただいているところであり

ます。いずれにいたしましても、生産者の方々の

来年の作付などにも影響してまいりますので、早

期に正常な流通が確保されるよう対応してまいり

たいと考えております。

次に、大項目２、林業振興施策についての小項

目１について申し上げます。名寄市では、民有林

の森林整備の指針となる名寄市森林整備計画を定

めており、市有林もこの計画に基づき経営計画を

定め、管理をしております。公益機能の維持とい

たしましては、名寄市森林整備計画に水源涵養機

能、山地災害防止機能、生活環境保全機能、保健、

文化機能、木材等生産機能の５機能を定め、さら

に森林はこうした多面的機能の波及を通じて国民

生活に豊かさを享受しており、地球温暖化の原因

の一つである二酸化炭素の吸収や多様な野生生物

の生育、育成など地球規模の環境保全に重要な役

割を果たしております。森林整備計画には、森林

整備の基本方針、施業の方法についても定めてお

りますので、本計画に基づいた施業を行い、今後

とも森林の持つ公益的機能の保全に努めてまいり

ます。

次に、小項目２について申し上げます。平成２

１年度国の森林・林業再生プランは国内木材自給

率５０％を掲げ、低コスト化林業の実現を目指し、

諸制度の改定が進められてまいりました。名寄市

では、平成２３年の森林法改定を受けて平成２４

年４月１日に名寄市森林整備計画の改定を行いま

した。さらに、平成２５年４月１日より従前まで

の施業計画から経営計画に変わることから、森林

組合より新たに経営計画の申請があり、本年度の

森林施業に支障が及ぶことなく、名寄市における

認証作業が進められており、森林整備計画による

低コスト化林業に向けた取り組みが行われている

ところであります。

名寄市では、名寄市地域木材利用推進方針を定

め、その推進を図っておりますが、公共建築物の

木造化には消防法や建築基準法の定めによる制限

や木の耐用年数、価格が高騰になるなど経済性の

課題があり、方針の適用外となっているところで

ありますが、これまでも非木造であっても公共施

設の内装材など可能な木材について使用してきて

おりますので、今後とも推進するよう関係部局に

働きかけてまいりたいと考えております。

森林所有者への収益向上につきましては、森林

整備計画による低コスト化林業を推進し、名寄市

の林業をより活性化することが重要と考えており

ます。しかしながら、活性化の重要な要素となり

ます木材価格に関しましては、今年度景気の上昇

があり、製材用のカラマツ材が値上がりを示して

いるものの、紙パルプのパルプ材ではまだ低迷し

ているところであり、厳しい状況下にあると認識

しております。今後江別市、紋別市に大手企業に

よる木質バイオマス発電所建設が公表されており、

さらに下川町でも計画されていることから、北海
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道内の木材需要に大きな影響が出るものと考えて

おり、好影響を期待しているところであります。

次に、小項目３について申し上げます。名寄市

木質バイオマス利活用調査事業に伴い御意見をい

ただくため、名寄市木質バイオマス利活用検討地

域協議会並びに庁内委員会を立ち上げ、検討を進

めております。現在までに１回の会議と美幌町、

津別町、足寄町、南富良野町での現地研修を終え、

今後庁内委員会、地域協議会を開催し、１２月下

旬までにコンサルタントで試算する木質バイオマ

スの賦存量と利用可能量を検討するとともに、現

在の名寄市公共施設の化石燃料消費量と比較検討

などを行い、名寄市での可能性を検討する予定で

す。賦存量と利用可能量の算定がおくれておりま

すのは、現在新エネルギー・産業新技術総合開発

機構、通称ＮＥＤＯと北海道林産試験場がそれぞ

れ計算式を公表しておりますが、ＮＥＤＯの方式

は本州の林業体系での算出であり、北海道林産試

験場の方式も製材用の出材を想定し、パルプ材の

多い名寄地方の状況と違いがあるため、名寄市の

現状に近づけるため森林組合などに聞き取りをし、

再計算しているためでありますので、御理解くだ

さいますようお願い申し上げます。

具体的施設につきましては、今回の調査は名寄

市新エネルギー・省エネルギー構想に基づき、名

寄市における木質バイオマスの利活用が可能かど

うかを調査するもので、個別施設を特定している

ものではありません。今後につきましては、構想

に基づき名寄市の公共施設の新設、改修にあわせ

て検討してまいりますので、よろしくお願いを申

し上げます。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） それでは、今答弁いた

だきましたので、質問させていただきたいと思い

ます。

農業振興施策の中、農業の本年度の状況の関係

で答弁をいただきました。８月の智恵文の事故を

含め、局地的な大雨、また強風だとかひょうなど

もありまして、かなりの農作物の被害などもござ

いました。そこで、以前、起こったときに被害面

積だとか被害額の状況、それから河川を含む対応、

対策なども積算を含めてまだ報告受けていないの

ですけれども、その辺はどういう状況になってい

るのか、初めにお聞きしたいなと思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） ８月２０日の智恵文

地区における局地的な大雨と降ひょうによる農業

被害の面積については、スイートコーンで１ ２

ヘクタール、カボチャ２ ９ヘクタール、キャベ

ツ３ヘクタール、白菜 １ヘクタール、てん菜で

１ヘクタール、レタスで ３ヘクタールの合わ

せて４ ６ヘクタールとなっております。被害農

家の戸数は１６戸でありまして、被害の状況はキ

ャベツ、白菜、レタスは降ひょうによる傷により

出荷ができない。カボチャは傷や冠水による品質

の劣化、スイートコーンについては倒伏による生

育不良等の状況であります。現在被害金額につい

ては、農協の組勘整理の時期と重なっております

から、それにあわせて現在行っているということ

で御理解をいただきたいというふうに思います。

河川の部分については、建設水道部の長内部長

のほうから答弁となりますので、よろしくお願い

します。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） ８月２０日の智

恵文地区を襲った集中豪雨につきましては、非常

に農作物が被害を受けたということでございます。

また、局地的な集中豪雨によりまして河川と道路

排水が一時的にあふれましたけれども、議員御承

知のとおりこれらの施設につきましてはゲリラ豪

雨に対応した施設にはなってございません。その

対策を講じたものでもございません。河川、排水

とも御承知のとおりそれぞれ勾配を持って、その

流域によって断面が決まることになってございま

す。今回の被害のありました智恵文地区の報徳川
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につきましては、智恵文地区の道営の土地改良事

業で事業を行った事業でございまして、事業完成

後、農道、明渠排水などにつきましては市道及び

普通河川として認定をさせていただいた施設でご

ざいます。この報徳川につきましては、流末が天

塩川本流となってございますから、排水の高さや

調整などの対応が非常に難しい状況になってござ

います。河川断面を大きくするかなどの手法しか

ないのかなと、こう思っておりますけれども、こ

れについては多額な工事財源と用地買収など地域

の協力が必要不可欠なことになります。現在これ

らの手法について検討を行っているところでござ

います。また、報徳川の課題の一つであります国

道横断部分につきましては、北海道開発局と協議

を開始してございます。どれぐらいの断面が必要

なのか、市の計画に合わせてどのような断面にす

るのかなど対応を考えてございます。これには非

常に時間がかかるものと考えておりまして、現在

地先と開発と、それから市とで協議を始めている

ところでありますので、御理解をお願いしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） この被害関係、今回一

部被害が多かった方の西側ですか、あそこに大和

川というのがあるのですけれども、私も経済部に

常任委員会行ったときにもあそこが氾濫して、そ

して大きな、あのときカボチャを植えていたと思

うのですけれども、被害が多くて、何とか開発を

含めて河川のほうと連絡調整してやってくれと、

そういう話をさせていただきました。ところが、

この被害があってから見に行ったら、護岸やって

いるところを含めて、あと切れているところに土

砂や何かみんなたまったり、柳や何かがありまし

て、そこからまた今回も水があふれ出て被害にな

っているというところでございまして、またこれ

もここばかりではなくて弥生ですとかいろいろな

ところもこのとき見させてもらいましたけれども、

何かやっている状況がいつも中途半端な作業工程

の中で行われている状況なものですから、この機

会にもう一度この被害箇所、今まで地域から上が

ってきた部分を再度点検しながら、予算の関係、

順位もあるかもしれませんけれども、その辺はや

っぱりしっかりと地域の方たちに確認含めて対応、

対策をしていかなければならないと思っています

ので、その辺はよろしくお願いを申し上げたいと

思いますけれども、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 今議員言われた

とおりでありまして、河川につきましては名寄市

が持っている河川、７４河川あります。これを今

言われましたとおり、柳ですとか雑木含めて伐採

などの要望もございます。当然普通河川ですので、

国の補助は一切ない河川でありますので、計画的

に今やっている最中でありまして、ですが毎年の

ように要望も上がってきております。それで、現

地を確認しながら、一番ひどいところから進めさ

せていただいておりますので、御理解をお願いし

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 今回の被害農家の関係

は、今農協の組勘整理含めて、被害の関係も含め

て支援をされるのだろうと思うのですけれども、

再度その辺は支援関係はどうなっていますか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） ８月２０日の降ひょ

うだけでなくて、それ以降も結構長雨の状態あり

ましたので、道北なよろ農協からは支援の要請が

口頭であったところなのですけれども、先ほど申

し上げましたように今組勘の整理中の段階で、貸

付実行額がどのぐらいになるのかというのが確定

されておりませんので、その部分がはっきりした

時点で前向きに検討させていただきたいなという

ふうに考えておりますので、御理解をいただきた

いというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） そのように早急に支援
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策を含めてよろしくお願い申し上げたいと思いま

す。

そこで、今回冒頭壇上でも申し上げましたけれ

ども、政府の５年後に減反の廃止、それからまた

利益の関係を含めての、あと変動補助金ですか、

これは来年度で廃止するということで、一方では

飼料用米の転作を促して支援を手厚くし、農地の

維持管理、整備に充てるとのことでございまして、

何かわからないような日本型直接支払いを創設す

る方針というようなことで新聞等などでにぎわせ

ておりますけれども、今回の減反政策で、国、道

含めて文書だとか会議関係なんかされているのか、

まずお知らせ願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 今再質問あった今回

の大きな転換の部分では、農水省のホームページ

だとかも含めて、概算要求以降の部分で農水省の

ホームページに掲載をされているところだという

ふうに思います。本市といたしましても現在のと

ころ情報収集を図ってきているところですけれど

も、減反政策等の見直し等については北海道など

の各種会議でも情報提供をいただいておりますけ

れども、詳細についてはまだまだ入ってきていな

い状況にあります。概要の部分でいくと把握はし

ているのですけれども、今後開催する名寄市の農

業振興対策協議会で次年度の国の施策において北

海道の農政事務所から担当者に来ていただいて、

情報提供をいただく予定となっています。今後具

体的な要綱、要領が随時出されてくると思います

けれども、道北なよろ等関係機関と十分協力しな

がら、情報収集及び情報伝達に努めてまいりたい

というふうに考えております。会議的には、まだ

きちんとしたものは開催をされていません。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 今回の政策の中で、担

い手育成だとか規模拡大なども政策も目的も効果

も今のところ不明確な情報ということで報道され

ておりまして、私どもも基幹産業農業の名寄市と

しても本当に不明確な補助金の組みかえといいま

すか、こうなってくると、名寄市はどんなになっ

ていくのかなと。そして、市として今のうちから

内容を含めて協議、これから農水省を含めて、農

水省ですか、そちらのほうから来るとはいえ、本

当に大変な、今のうちから確認を含めて、やっぱ

り政策を含めてやっていかなければならないのか

なと、こう思っておりまして、これを求めておき

たいのですけれども、市長にちょっとお聞きした

いのですけれども、今回開会の冒頭、２期目の挑

戦をするということでございました。私もこの一

般質問に関しては農業政策の中では基幹産業農業

だと。名寄市の農業の発展なくしてはということ

でいつも申し上げておりまして、今回こういう状

況の中で、やはり２期目に対しての市長の思いも

含めてあろうかと思っておりまして、今後の名寄

市の農業情勢踏まえて将来像について考え方があ

ればお知らせ願いたいと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） まさに今農業施策が大転

換するのではないかという報道に接しまして、ち

ょっと見えない部分があるので、一概にこうだと

いうことを申し上げることはなかなかできません

が、しかし国のそうした政策をアンテナ張って見

きわめながら、その上でそれにつけ加えるもの、

あるいはそれで足りないものをしっかりと行政が

補っていかなければならないということは感じて

おります。名寄市の基幹産業は１次産業で、この

１次産業の発展をなくして地域の発展はないとい

うこと、私も常々申し上げてまいりましたし、こ

の思いは変わりません。加えて国の状況を嘆いて

ばかりもいられないわけで、我々としてはやれる

ことをしっかりとやっていくということだと思い

ます。人・農地プランという話がありましたけれ

ども、まさに人、そして農地、これが大事である

と。さらには、先ほどもお話ししたとおり、何と

いってもこの地域の産品のブランド化だと思いま

す。この地域のつくったものがしっかりと指名で
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選ばれて、皆さんに喜んで買っていただけると。

そのためには、生産者の皆さんの不断の努力も必

要でありますけれども、そうしたことをしっかり

とバックアップできる体制を我々もつくっていき

たいというふうに思っていますので、議員にも引

き続き御指導をよろしくお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 私もそう思っておりま

して、やはり何といっても産業と、それから観光

です。この辺を一体として進めるのであればしっ

かりとした市長の思いも含めて、そしてあと職員

もそれについて議論をして、名寄市の発展のため

に尽力いただくと、こういうような方向でこれか

らやっぱり大変な大転換になっていくわけですか

ら、この辺はしっかりと受けとめていただきたい

なと思っております。

次に、市場の自己破産による現段階での状況と

いうことでございますけれども、初めに生産者の

意向を即伺った中で、内容を何人かの方にお聞き

しまして、皆さん方は個人で市場利用されている

方、また系統を通して商品を納品をしていると。

そして、今回こうなった場合に何か支払い関係が

遅くて、電話をしようとしたやさきにこういうよ

うな、やさきというの、自己破産ということで、

本当にこれから今までの支払いの関係、それから

生活関係を含めてどういう形になっていくのか。

当然担い手の方々もいまして、親として含めて大

変危惧をしているわけでございまして、そして今

後それでもまたこういう状況ですから、見守りた

いということの話もございました。それで、今回

私は破産の状況ではなくて、早急にやっぱり市場

を開設していただくと、生産者の思いを皆さん方

の今までの議論等などをしていただくということ

で質問を何点かさせていただきたいと思っており

ます。

そこで、今回の答弁で公設市場設置者として今

後の運営で北海道市場協会の会員含めて業者との

交渉を進めてきたけれども、実際的には市場内競

争だとか経営の悪化で困難との回答ということで

ございました。そして、一方で市内の買い受け人

の方に安定的な早期再開の要望をいただいたと。

そして、再開に向けての意見交換会だと私は受け

とめておりまして、流通確保に前向きに協議され

ているのか、今の現段階の動向をお願いを申し上

げたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま植松議

員のほうから再質問いただきました。先ほども高

橋部長からも申し上げましたとおり、市場運営を

担っていただきたいということで、北海道の市場

協会の会員の業者さんとこの間交渉を進めてまい

りましたけれども、状況としては厳しいというこ

とを踏まえた中で、今回市内の買い受け人の方々

との間において流通機能をどう維持確保できるか

について御意見をいただいたというものでござい

ます。具体的な内容につきましては、現時点にお

きましては報告できる内容はございませんけれど

も、繰り返しとなりますけれども、市内の流通確

保、そして生産者の皆さんが安心して出荷できる

機能を確保するための議論をさせていただいてい

るということでございます。当然前向きな議論を

させていただいておりまして、生産者の方々の来

年の作付に影響しない時期に早期に一定の結論を

出していけるよう今後も対応してまいりたいと思

いますので、御理解をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 対応、対策、今常本室

長のほうからありました。今回被害に遭われた方、

大きな面積もつくっている方が多いのかもしれな

いですけれども、今回私が歩いたところでは休耕

関係の水田関係でつくられている方ですとか、や

っぱり大きな面積ではないですけれども、余り大

きな農地を持って栽培している方ばかりでもない

みたいで、そこでハウス栽培含めて、その中でま

た露地栽培も含めてやられている方、本当にまた

先ほど言いました担い手の関係も今後どういう形
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でいくのか。以前は旭川のほうまで行ったり、大

分前ですよ。そういうふうに車に載せていったり

なんかしているけれども、今燃料の高騰ですから、

野菜の変動もあってそういうこともできないとい

うことで、やっぱり何とかしてくれということで

ございまして、そこで久保副市長、当てのない中

での開催に対して一生懸命ここに置きたいという

強い思いがあったと思いますので、まず久保副市

長から再開の見通し含めてお聞きしたいなと思っ

ています。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 植松議員から市場再開

の関係での熱い思いということで、さきの議会で

も日根野議員の質問にも答えさせていただきまし

た。市場再開を基本に置いて努力させていただき

たいということでございます。そのために必要な

条件整備をこれまでさせていただいてきておりま

して、というのは一番早い道が先ほど営業戦略室

長がお話し申し上げましたとおり、北海道市場協

会に加盟している卸売業者さんに指定業者として

なっていただくのが一番早い道だというふうに思

ったのでありますけれども、先ほど室長のほうか

らお答え申し上げましたとおり、こちらのほうに

来て開設できる状況にはないという判断をいただ

いたということで、目下買い受け人の皆さん方と

今相談をしておりまして、これまで植松議員がお

っしゃっておりました大きく経営されている方、

あるいは小さく作付をされている方も含めて丸鱗

さんがそれぞれ流通の役割を果たしてきたという

ことを十分に承知しておりますので、そこを前提

に今買い受けの方々と協議をしているところとい

うことでお答え申し上げましたが、協議のほうも

速さでいきますと初めに着いたわけではなくて、

終盤に近づいてきているというふうに御判断をい

ただきたいというふうに思います。その時点、一

定の判断ができましたら、また所管の委員会等々

で報告をさせていただきたいと思いますので、こ

の点については前向きに協議をしているというこ

とで御理解をいただきたいと思います。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 前向きにということで、

ありがとうございます。実はもう２月に入ります

と、当然雪解け含めて苗づくり含めて始まるわけ

ですから、それと今回の市場を利用するかしない

かによってやっぱりつくるものも全然変わってき

ますので、ですからその辺を含めて早急にお願い

を申し上げます。

次に、林業の関係でございますけれども、この

辺は５つの機能の整備計画ということで経済部長

からお話ありました。この公益機能、いろいろ水

源ですとか、生活環境、保健ですとか、この機能

というのもすごく多くて、どれをとっても、自然

環境含めて、本当に地球温暖化含めてこういうも

のが一番大事な計画の中でありまして、市の整備

計画の中でも市独自の計画、これはやっぱり当然

名寄市の発展のためには必要だということでござ

いまして、市独自の計画などありましたら、お願

い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 市有林の管理におき

ましては、先ほども申し上げましたけれども、名

寄市森林整備計画に沿って５年間の経営計画を策

定して市有林の整備を進めております。各年の整

備につきましては、補助金制度を活用した森林整

備とすべく、経営計画により整備を進めるべき山

林と、それから山林を決定して北海道とも協議し

て現在整備を進めております。実施する年度にお

ける国の制度状況や道の予算状況の変動、整備す

べき山林の状況に対応したものとなっていると考

えておりますので、御理解をいただきたいという

ふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 今市独自の計画という

ことでございましたけれども、まだ何かすっきり

しないような考え方持ってますけれども、いずれ
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にしても周辺の下川さんという、こういう森林の

町ですから、それはわかるのですけれども、名寄

市も経済含めて何かあったときには、資源として

は、財源としてはやっぱり山に求める方法しかな

いと思うのです。市民に求めるものでもないと、

そう私は常日ごろから思っていまして、この辺の

計画というのは長期計画でありまして、この辺を

しっかりと受けとめてやっていただきたいなと思

っております。求めておきたいと思っております。

そこで、この森林計画の中で１点だけちょっと

お願いというか、取り入れていただきたいことが

あるのですけれども、木材利用の公共建築物の関

係です。これで今現在市町村みずから整備する公

共の木材利用の関係で、これはもう進んでおりま

して、２２年に公共建築物の木材法ができまして、

今回近郊では下川の住民センターですとか、美深

町では農業研修センターですとか、美瑛町では図

書館の本棚などもこの道産材を利用して、また内

装を含めてやられているわけでございまして、そ

こで時間的なこともございますからあれですけれ

ども、鹿野事務局長でよろしいかなと思うのです

けれども、今大学の関係で図書館の図書の整備計

画、これから始まろうとしているのか、だと思う

のですけれども、この中で位置づけをどこに置く

かということで今やられると思うのですけれども、

この辺は道産材含めて中の内装、本棚だとか、そ

ういう関係というのは、学生さんもそうですけれ

ども、一般市民が行ったときにも木のにおいとい

うのはやっぱりいいものですから、その辺の考え

方があるかどうか、まずお聞きしたいなと思って

います。

〇議長（黒井 徹議員） 鹿野大学事務局長。

〇市立大学事務局長（鹿野裕二君） 昨年２４年

度に大学図書館にかかわります基本構想と基本計

画を策定しまして、これは議員の皆さん方にもお

知らせしているところでございますが、その中で

大学図書館はどうあるべきかと。それから、大学

図書館の基本的な建設、施設整備に係るプランと

いう物の考え方、それをお示ししているところで

ございまして、今年度につきましてはそれに基づ

きまして、基本設計の作業に着手をしているとこ

ろでございまして、現在建設位置の問題、それか

ら全体の学内施設の中での動線計画の策定、それ

と基本構想、基本計画に基づきました各諸室のゾ

ーニング、そういうものの議論も含めながら、学

内で検討と、それから具体的な基本設計の作業に

着手しているところでございます。今後いわゆる

内装の基本的な考え方ですとか、そういったもの

が議論されてくることと思います。具体的には、

次年度以降に予定されております実施設計の中で、

もっと詳細な設計なり計画というふうに踏み込ん

でいくということになろうかと思いますが、今年

度の基本設計の中では具体的なゾーニングの中で

学生はもちろんでございますけれども、市民利用

も含めまして快適な図書館環境をどういうふうに

実現していくのか、そのためにはどういう手法が

必要なのか、どんなような内装材ですとか、バリ

アフリーも含めて現在詳細な検討をしているとこ

ろでございますので、まとまりましたらまた御報

告をさせていただきたいというふうに考えており

ますので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 鹿野さんの事務局のほ

うに振りましたけれども、今こういう道産材の利

活用の関係で、近郊含めてやはり取り入れている。

ですから、鉄骨関係ですとか、鉄骨、コンクリ、

またそれに木材関係の積算ですとか、そういうの

はまだ私は全然まだしたこともございませんし、

聞いてもいませんので、その辺は動向をどうのこ

うのというわけでもないですけれども、こういう

ことも頭に入れてしていって、先ほど言ったよう

に木のぬくもりというのはやはり市民が自然に触

れる。今の子供あたりも手で触れるとか、そうい

うことも考える必要もあるのでないのかなと、こ

う思っておりますので、この辺は本当に建設業者、

また雇用環境を含めてやっぱりこれからの作業、
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こういう建設業者や何か、少なくてもこういう何

らかの形でできるわけですから、その辺も念頭に

置いてやっていただければいいのかなと思ってい

ますので、これを求めておきます。

続きまして、木質のバイオの関係なのですけれ

ども、この関係は私は何回か質問させていただい

ておりまして、今回の調査で庁舎内で利活用を含

めて可能かどうなのか、また検討して現在の公共

施設の化石燃料と消費量を比較検討を行い、可能

性に向けて検討している。木材導入で失敗、木材

導入の関係で失敗は許されないと思っているのか、

全体的な計画書はいつごろになるのか、また今回

庁内検討委員会の長として、経済部長が長になっ

ていますので、今後の流れと私は遅いような気も

しますけれども、端的にちょっとこの辺の長とし

ての見解を含めてお願いしたいと思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 木質バイオマスにつ

いては、津別町だとか隣町の下川町の部分でいく

と成功事例に例えられているところもありますけ

れども、一方コスト高に苦しんでいる事例も散見

されているところでありますので、多くの導入事

例を今後研究をさせていただいて、慎重を期して

いきたいというふうに考えているところです。全

体計画については、先ほども回答させていただき

ましたけれども、今回の調査後に検討をさせてい

ただきたいというふうに考えております。木質バ

イオマスの部分、ボイラーでいくと多額の費用投

資につながるものですから、やっぱりこの部分で

いくと失敗は許されないのではないかというふう

に考えておりますので、慎重に判断をしてまいり

たいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 慎重にせざるを得ない

ということなのだろうと思いますけれども、ここ

で全体に何点かあるのですけれども、この利用可

能の調査関係に向けては名寄市の箇所の選定をし

て、化石燃料から木質バイオに利用可能な調査を

しているのか、いわゆるどこかの場所を設定して、

そしてこういう調査を行っているのか、ちょっと

お答えいただきたい。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 例えばの話になりま

すけれども、なよろ温泉サンピラーのボイラー、

重油使っていますけれども、その量と金額、それ

と木質バイオマスのボイラーを入れた場合の金額、

どのぐらいの差額というか、差異になるのかも含

めて、例えばスポーツセンター等も含めてなので

すけれども、何カ所か施設を比較検討するために

ピックアップをして検討しているということでご

ざいますので、よろしくお願いをしたいというふ

うに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 植松議員。

〇７番（植松正一議員） 私も２２年度は下川さ

んで進めている推進室の内容も含めて質問させて

いただきましたし、２３年３月には、今の久保副

市長さんを初め社長さんがいらっしゃいますけれ

ども、これは絡みは何もないのですけれども、前

からの質問ですからあえて申し上げますけれども、

このときに２３年３月の定例会だと思うのですけ

れども、やはりその前の部長あたりは一定の方向

性は可能性を含めて理解をしていると。それで、

総合計画の中で前期、後期かで議論、検討すると。

そして、要望するという話も最初いただきました。

ところが、今回またこういう中で今サンピラーで

温泉の利活用でいわゆる調査研究はしているとい

うことでございましたけれども、今回の木質燃料

が進む中、周辺の町と比べて燃料コストが大にな

ったと。そして、経営の圧迫の要因は燃料高だと、

こう言っているわけですよね。そして、重油ボイ

ラー壊れたということで、また今回も重油ボイラ

ーの使用をするということでございまして、非常

に２３年からこういう総合計画という中で、前期、

後期の中で議論して、今回はこれもう導入されて

いるというか、そういう話も私も思っていました。

この辺のやっぱりもうちょっと早急な対応をしな
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ければならないと、こう思っております。

そしてまた、今回の１２月には音威子府、そし

て美深町も来年から温泉施設に木質の利用して、

重油から木質燃料に転換をしていくと。そして、

両方とも年間５００万円ぐらいのコスト削減をす

るのだと。これには、やはり調査研究、あちこち

のメーカーのボイラーの関係、いろいろと調査を

しているわけです。そして、やっぱり今の財源含

めてそれではやろうかということで今回の１２月

と、それから来年に向けてやるというわけです。

それを今可能かどうなのか検討している。これは、

やっぱり名寄市としてはマイナスなのです。もう

当然やっている、町村の前に本当は行政としては

やるべきなのです。それを高いとか、これを利用

度を木くずだとか、それから家を壊したときのあ

れや何か会社で今潰しているだけでしょう。それ

と、移動チップもやっている業者もいろいろいる

わけです。ですから、果たしてこれが遅くなれば

遅くなるほど、美深、下川さんもそうです。美深

さんとか音威子府さんでもみんな原料は、名寄市

はやらないのだったら、調査研究、可能かやって

いるのだったら、それなら原料供給しますよと。

そうしたら、一回そちらに行ってしまうとなかな

か名寄だって、そんなに原料を一回決まったもの

を取り返すということできないのです。その辺ど

うなのですか。もう一回聞いて、最後にしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 木質バイオマスのボイ

ラー導入ということ、限定して今御質問いただい

たというふうに理解しているのですが、よろしい

でしょうか。今回のサンピラー温泉のボイラーは、

更新ということで押さえさせていただきました。

さらに、温泉施設については前にもお話し申し上

げましたが、抜本的に市民の御意見をいただくと。

さらには、今、日進の将来構想の中で温泉の位置

づけしっかりしていくと。そういう観点でいきま

すと、一定の規模に基づいた考察もしなければい

けないということもありまして、それのときに木

質ボイラーを検討するという、そういう考え方に

ついてはまだ明言はしておりませんけれども、そ

このところは当然着手しなければいけないという

ふうに思ってございます。対応としては、もっと

早くに木質ボイラーの研究をすべきではないか、

あるいは木質バイオマス活用についても考えるべ

きではなかったかということについては真摯に受

けとめたいと思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で植松正一議員の

質問を終わります。

ここで１０分間休憩をいたします。

休憩 午後 ３時０４分

再開 午後 ３時１５分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄市の農業振興施策について外２件を、山田

典幸議員。

〇５番（山田典幸議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、これより通告に従い順次質問を

してまいります。

初めに、名寄市の農業振興施策について、１点

目、米政策転換に伴う影響についてお伺いいたし

ます。政府は、先般農林水産業・地域の活力創造

本部において国が米の生産数量目標を都道府県に

配分する生産調整、いわゆる減反を５年後の２０

１８年度に廃止する方針を正式に決定いたしまし

た。また、減反廃止に伴う補助金の見直しにより、

減反に協力する農家への定額補助金は来年度から

段階的に減額し、２０１８年度に廃止、米の販売

価格が基準を下回った場合に交付する変動補助金

も来年度から廃止となるなど、水稲経営が主体で

ある当市においても農家経済に大きな影響を及ぼ

すことが予想されます。また、先般農水省が示し

た２０１４年産米の生産数量目標において、全国

の生産目標が過去最大の２６万トン削減され、道
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内においても１３年産米に比べ１万 ８００トン

が削減される見通しとなっております。そこで、

生産調整廃止とそれに伴う補助金の見直し、また

２０１４年産米の生産数量目標の大幅削減が当地

域に与える影響についてお知らせをいただきたい

と思います。

２点目、当市としての今後の農業振興策につい

て伺います。前段申し上げた４０年以上続いてき

た減反政策の廃止という農政の大きな転換が図ら

れ、またＴＰＰ交渉も先行きが依然不透明な状況

の中、国としての具体的な農業支援策はいまだ明

確に示されず、多くの生産者はこの先の生産活動

の継続に不安を抱えている状況であります。国の

農業政策の動向を注視した上で、地域の農業施策

をつくり上げていくことはもちろん重要でありま

すが、このような状況の今こそ、国の農業政策に

左右されない持続可能な地域農業の方向性、将来

の地域農業のあるべき姿をいま一度真剣に考え、

地域独自の農業振興策を打ち出していくべきでは

ないでしょうか。お考えをお聞かせください。

次に、大項目２点目、名寄市の教育行政につい

て伺います。全国学力・学習状況調査、いわゆる

全国学力テストでありますが、小学６年生と中学

３年生を対象に国語、算数、数学あるいは学習習

慣、生活習慣について、子供たちの学力水準や傾

向などを把握し、教育指導の充実、学習状況の改

善に役立てることを目的に平成１９年度から実施

されているところであります。そこで、本年度の

結果から、名寄市の子供たちの現状はどのように

なっているのか、またそれを踏まえての今後の課

題と改善策についてお知らせを願いたいと思いま

す。

最後に、３点目、ピヤシリスキー場の運営につ

いて伺います。ことしもいよいよ本格的なスキー

シーズンを迎え、雪質日本一の看板を掲げる名寄

市の貴重な財産であるピヤシリスキー場もオープ

ンを間近に控え体制を整えているところでありま

すが、今シーズンの入り込み客確保のためにどの

ような対策を講じてきたのか、あわせて営業期間

中どのような企画が予定されているのか、具体的

な集客対策についてお伺いいたします。

また、合宿や大会の誘致、イベント等を開催す

る上では各関係団体との連携が非常に重要になり

ますが、具体的な取り組みについてお伺いをいた

しまして、この場からの質問といたします。よろ

しくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 山田議員からは、大

項目で３点にわたり御質問いただきました。大項

目１は私から、大項目２は教育部長から、大項目

３は営業戦略室長からの答弁となりますので、よ

ろしくお願いをいたします。

大項目１、名寄市の農業振興施策について、小

項目１、米政策転換に伴う影響について申し上げ

ます。現行制度では、米の直接支払交付金として

主食米に対し１０アール当たり１万 ０００円の

交付金が支給されており、市内では平成２５年度

において３７８戸に３億 ７００万円となってお

り、１戸平均１０５万２６９円の交付となってお

ります。この交付金が次年度半額の１０アール当

たり ５００円となりますと、交付金も半額の１

億 ８５０万円となり、約２億円近い減少となり、

さらに制度が廃止されることになれば、米の作付

農家にとっては大きな打撃となります。加工用米

については、主食米並みの水準とすべく、平成２

５年度は同枠支援を含め産地資金制度の対象とな

っております。現在加工用米及び備蓄米ともに１

０アール当たり１万 ５００円、平成２５年度の

交付額は１億 １５８万５０円となっております。

また、水田活用の直接支払交付金では、１０アー

ル当たり２万円、平成２５年度の交付額は１億

３７８万円となっております。来年度の取り扱い

については、まだ情報はありませんが、これまで

同様の配分が想定されており、水張り確保に向け

ては北海道及びＪＡ中央会として水張り面積を減

らさないように国からの数量配分目標が減る部分
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においては、加工用米、備蓄米の作付を奨励し、

水張り面積の維持を図っており、名寄市としても

主食米、加工用米、備蓄米と水張り全体の維持を

図っていく必要があると考えております。

平成２６年産米の生産数量目標は、全国需要は

７６５万トンで、前年度対比２６万トンの減とな

り、減少率は ３％となっております。北海道で

は、５５万 １４０トンで、前年対比１万 ８０

０トンの減となっており、面積では１０万 ５８

０ヘクタールで、全体比 ５１０ヘクタールの減

となり、減少率は ２８％であり、今月中に市町

村に配分がされる予定となっております。

減反政策については、国は強い農業経営体を育

成する目的で自由化を図る意向ですが、４０年以

上続いた政策であり、米の価格、土地の価格、水

の供給などについて心配されているところであり

ます。今後詳しい情報が入り次第、生産者はもと

よりＪＡを初め関係機関、団体と十分連携し、取

り組んでまいりたいと考えております。

次に、小項目２、当市としての今後の農業振興

策について申し上げます。減反政策の見直しにつ

きましては、国の農業政策の大転換として受けと

めております。いまだ詳細な情報がない中では、

生産者の皆様も不安な状況であると理解しており

ますので、早期の情報収集を行いながら、関係機

関、団体で構成しております名寄市農業振興対策

協議会で十分に御検討いただき、生産者の皆様と

ともに取り組んでまいりたいと考えております。

名寄市においては、新農業・農村振興計画後期

実施計画の２年目になっているところですが、計

画の確実な推進に向けて取り組んでいくことが重

要であると考えているところであります。さきの

植松議員からの質問の中でもお答えいたしました

が、平成２６年度においては人・農地プランの充

実、担い手対策として経営継承事業の着手など、

耕作放棄地や遊休農地への対策、モチ米のブラン

ド化に向けての取り組みなどを推進してまいりた

いと考えておりますが、新農業・農村振興計画で

も想定をしていない減反政策の見直しが打ち出さ

れたこともあり、山田議員から御指摘をいただき

ました今後の地域農業のあるべき姿については関

係機関、団体を初め生産者の皆様の御意見はもと

より、特に若い生産者の皆様との話し合いを持ち

ながら検討してまいりたいと考えておりますので、

御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目２、名寄市の教育行政について答弁をさせて

いただきます。

小項目１、全国学力・学習状況調査の結果から、

当市の現状及び今後の課題と改善策についてお答

えをいたします。平成２５年度の全国学力・学習

状況調査は、本年４月２４日に実施をされ、当市

では小学６年生２２５人と中学３年生２３８人が

調査を受けております。教科に関する調査は、国

語と算数、数学の２教科で行われ、各教科は基礎

的、基本的な知識、技能が身についているかどう

かを見るＡ問題と基礎的、基本的な知識、技能を

活用することができるかどうかを見るＢ問題で構

成をされております。また、児童生徒に対し学習

意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面などに

関する質問紙調査も行われております。調査の結

果につきましては、児童生徒が身につけるべき学

力の一部分であることなどに留意をして分析を進

め、当市の児童生徒の学力や学習状況、生活状況

の傾向をまとめ、市のホームページに掲載をいた

しました。

学力の面では、各教科の一部で基礎的、基本的

な知識、技能の定着に徐々に改善の兆しが見られ

ております。また、平成２４年度の調査結果と比

べ、さらに全国平均正答率との差が縮まっている

科目もございます。しかし、基礎学力を初め根拠

を明らかにして考えるであるとか、物事を関連づ

けて考える、また考えたことを条件に応じてまと

め、あらわすといった力を身につけさせることが
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継続的な課題となっております。また、学習や生

活の状況では、児童生徒に共通した傾向として、

学校の授業時間以外に１日当たり２時間以上勉強

するという回答の割合が低いことや１日当たり２

時間以上テレビゲームをするという回答の割合が

高いことなどが明らかになっており、家庭での学

習習慣の確立を図ることも継続的な課題となって

おります。

今後の課題と改善策についてでありますけれど

も、教育委員会では授業改善と望ましい生活のリ

ズムの定着を車の両輪と位置づけ、名寄市教育改

善プロジェクト委員会を中心として市内の小中学

校が一体となった総合的な学力向上の取り組みを

推進しているところであります。取り組みでの重

点の１点目は、学習内容を確実に身につけさせる

ため、繰り返し指導、学習内容の習熟の程度に応

じた指導などを工夫改善し、個に応じた指導の充

実を図ることであります。２点目は、思考力、判

断力、表現力などを育むために言語に対する関心

や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上

で必要な言語環境を整え、言語活動の充実を図る

ことであります。３点目は、授業を効果的に進め、

児童生徒のみずから学ぶ態度を養うため、全ての

小中学校で一貫した学習規律の確立を図ることで

あります。４点目は、望ましい生活のリズムの定

着を図り、学習習慣を確立するために早寝早起き

朝御飯運動を継続するとともに、学習の内容と関

連づけた宿題、習熟の程度に応じた宿題などの工

夫を図ることであります。教育委員会といたしま

しては、各学校がこの４つの重点的な取り組みを

家庭や地域の皆様の御理解と御協力をいただきな

がら着実に実施をし、さらに児童生徒の学力の向

上を図るようお願いをしてまいりたいと考えてお

ります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目３、ピヤシリスキー場の運営について、小項目

１、今シーズンの集客対策についてお答えいたし

ます。

ピヤシリスキー場の指定管理者である株式会社

名寄振興公社によるさまざまな取り組みについて

お答えいたします。まず、シーズン前の７月に札

幌市及び旭川市を営業訪問し、高校、大学のスキ

ー部を対象とした合宿誘致や旅行会社へのＰＲを

行いました。また、シーズン開始前の１１月には

首都圏における全日本スキー連盟へのジュニアオ

リンピック開催要請や大学等への合宿誘致のほか、

道北地域や札幌市内の１８０を超える大学、高校、

企業、旅行会社等への営業訪問を実施いたしまし

た。スキーシーズン開幕に向けた具体的な対策と

しては、今シーズンも引き続き幼児のリフト無料

化及びスキーこどもの日を開催するほか、スキー

場イベントガイドにスキー場一日券の割引券とス

キーレンタル無料券をつけ、スキー場に来てもら

うためのきっかけづくりをするなど、スキー人口

の裾野拡大に努めております。また、昨年の４０

周年記念で企画した基礎スキーの大会が好評で、

集客につながったことから、今シーズンも２月１

１日に開催するほか、今シーズンの新たな集客対

策として毎週水曜日をレディースデー、毎週金曜

日をシニアデーとしてリフト券と温泉などをセッ

トに利用しやすい料金を設定し、利用促進を図る

ほか、スキー場一日券を複数枚購入した利用者に

特典を設けるなどの集客対策を講じております。

さらに、新たな企画として名寄振興公社スタッフ

である江畠ＳＡＪナショナルデモンストレーター

を講師として中級者から上級者向けのレベルアッ

プレッスンや第３ゲレンデマスター講習を合計３

回実施する予定です。近年新雪を求めるスキーヤ

ーやボーダーが増加傾向にあることから、コース

圧雪もめり張りをつけて整備し、未圧雪バーンを

確保するなど新たなニーズに対応し、利用増加に

一層努めます。

続いて、小項目２、各関係団体との連携につい

てお答えいたします。名寄地方スキー連盟とは、
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下部組織である名寄スキー学校と連携し、従前の

講習会に加え、すぐれた人材を活用してレベルア

ップレッスンを開催するなどさらなる集客に努め

てまいります。また、スキー合宿等の誘致につき

ましては、近年スキー離れや低迷する経済情勢の

影響もあり、減少傾向が続いていることから、名

寄振興公社を初めとする官民連携した推進体制の

整備を見据え、本年８月に総務、教育、経済各部

による庁内検討会議を組織したところであり、今

後さまざまな調査を初め具体的な検討を進めてま

いりたいと考えておりますので、よろしくお願い

します。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） それぞれ御答弁をいた

だきましてありがとうございます。順番に再質問

させていただきたいと思います。

まず、農業振興施策についてということで、先

ほどの植松議員の質問とも重複する部分あります

ので、一部は割愛させていただきたいと思います

が、今回減反政策が見直されるということになっ

たわけですけれども、減反については需給調整に

よる価格の維持という側面は認めながらも、この

ことが日本の農業を弱くしてしまったのではない

かと、これまでも政策の是非については議論とい

うのはたびたびあったわけで、いずれにしても改

革は必要ではなかったのかなと認識はしておりま

すけれども、４０年以上続いてきた政策がたった

１カ月で結論が出てしまうことに関しては、やは

り生産者サイドとしてはちょっと唐突感が否めな

いなという気はしています。来年度の予算編成も

これからということですから、政策の中身は部長

の答弁にもあったように見えない部分もあります

ので、どのぐらいの影響があるかというのはまだ

これから精査していかなければならない部分もあ

るのでしょうけれども、いずれにしても現実とし

ては農家補助金なども含めての営農計画でありま

すので、やはり今の状況の中で混乱を来さないよ

う、来年の営農計画がまずしっかりと立てられる

ように引き続き御答弁にあったように情報の収集、

また必要であれば適切な情報提供を改めてここは

お願いをしておきたいと思います。

本当に猫の目のように農政が変わるというのは

今始まったことではなくて、ここのところの政策

どうするという国全体の議論の中でもやはりどう

しても現場の声が置き去りになっている感が私は

否めない。現場不在で何事も決まっていっている

ような気がしてなりません。先般若い農業者の方

とお話をする機会をいただきまして、いろいろと

こういった減反政策が廃止されることも含めてお

話をさせていただきました。ある若い農業者の方

のお話を御紹介したいと思いますけれども、自分

も補助金をもらっている立場ではあるけれども、

こうも国の政策が目まぐるしく変わっていったの

では、やはり自分たちの将来の展望も描けず不安

になると。地域の農業を本気で守っていこうとす

るのであれば、今この状況だからこそ、国の政策

に一々左右されないような名寄市としてのしっか

りとした農業の柱をつくる努力を真剣にしなけれ

ばならないのではないかと。これは、若い農業者

の方の声です。先ほど部長の御答弁にもありまし

た人・農地プランの充実、また担い手に対しての

手厚い施策ということで、これからいろいろと検

討をしていっていただけるのかなということで答

弁を聞かせていただきましたけれども、改めまし

てまず人・農地プランの充実ということで次年度

予定をされているかと思いますが、今現段階での

具体的な進捗状況、また次年度どのように具体的

に若い担い手の方々の意見を集約して政策立案に

生かしていくのか、お考えをお聞かせいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 今山田議員から再質

問ありました人・農地プランについては、平成２

４年度の国の重要施策ということで、新規導入さ

れた部分であります。この部分については、これ
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からの農業再生に向けた重要な取り組みの一つだ

ということで、名寄市においてもプランを策定を

して、中心となるべく経営体に農地の集積を図っ

ていきたいというふうには考えているところです。

ただ、土地利用型農業においては、今後５年間の

間に結構離農される方も予想されていますから、

その点についてはスムーズに農地の集積ができる

よう、地域での話し合いを含めて、農業振興対策

協議会の中にも人・農地プランの検討部会も設け

ておりますので、そこの部分の中でも検討いただ

いて、人・農地プランを確実に実行できるよう取

り組みを進めてまいりたいというふうに思います

し、地域の中に入っていって、若い農業の方、行

っている方の意見も十分伺いながら進めていきた

いというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 今部長がおっしゃって

いただいた一番重要なことは、やはり地域の中に

入ってこれからの若い担い手の農業者の方の意見

を聞いていただきたいということです。強くそこ

は求めておきたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。

１点加藤市長に対して御質問したいと思います。

今こういった状況の中で、若い人がなかなか将来

の自分の農業に対して夢を描けない状況であると。

そういった声も私自身もたくさん聞きますし、市

長自身も若い農業者の方とのかかわりの中でいろ

いろな声を今まで３年８カ月活動する中で聞いて

きたかと思います。市長自身が考えられる今の名

寄農業の現状、また将来的にはどうあるべきなの

か、ここは市長自身のお考えを今後の決意も含め

て、市長の思いをお聞かせいただきたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほど植松議員からも御

質問がありました。一貫して私は、名寄市にとっ

て農業あるいは１次産業こそが地域の基幹産業で

あって、基幹産業農業が、あるいはそこに従事す

る皆さんたちが元気でなくてはこの地域の発展は

あり得ないということで話をしてきたところであ

ります。その中で本当に政策が猫の目のように変

わると。その中でどう安定した長期を見据えた経

営をしていけるのかということは、本当に大きな

課題だというふうに思っています。しかし、国の

そうした状況をしっかりとやっぱりつかまえて、

そこの上に乗っていくこと、あるいはそこを足り

ない部分をしっかりと補っていくということなの

だろうというふうに思っています。その中で先ほ

ども申し上げましたけれども、大事なことはいか

なる状況にあっても名寄の農作物を選んでいただ

けるということが最終的にはやはり安定した経営

につながっていくし、それが地域の元気につなが

るし、また安定した農地の維持にもつながってい

くということなのだろうというふうに思っていま

す。先ほどモチ米のブランド化の話ありましたけ

れども、当然今回の減反廃止の中で一番影響を受

けるかもしれないお米、これが需給のバランスが

崩れてということになると、当然これは米だけで

なくて畑作にも全部波及してくる問題であって、

非常にどうなるのかという危機感を持っています。

しかし、このモチが例えば名寄のお餅だからとい

うふうに全国的に知名度を上げて受けとめていた

だけるということが何よりも大事だと思うし、こ

れは農協も進めていますけれども、一生懸命これ

行政も一緒になってやっていると。今回農水省の

事業でモチ米のプロジェクトの事業が実は全国の

６５の一つに選ばれたと。 ０００万円という補

助金も大きいのですけれども、それ以上にこれは

農水省に選んでいただいて全国にＰＲができたと

いうことは非常に大きな効果だと私は思っていま

す。これは、職員が一生懸命頑張ってかち取って

きた事業でありまして、これを契機にさらに名寄

のモチ米というのがしっかりと日本全国に発信で

きて、それと呼応するようにやはりブランド化と

いうのはそれに裏づけられた品質がしっかりと伴

っているということが大事であるというふうに思
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います。発信とそうした品質の保持というのは、

やはり生産者の、農協の皆さんの覚悟も必要だと

いうふうに思っています。よくそこはしっかりと

相談をしながらやっていきたいというふうに思い

ます。その他モチ米だけでない、アスパラだとか、

カボチャ、スイートコーン、さまざまな農産品ご

ざいます。これのブランド化ももちろんでありま

すし、名寄市独自のひまわりでありますとか、あ

るいは薬用植物だとか、こうしたことも名寄の大

きな特徴として補完しながら、将来に向けて名寄

で農業をすれば明るい未来が開けるということを、

若い人たちの努力が報われる、そうした農業をし

っかりと確立すべく、行政も一生懸命汗をかいて

いきたいというふうに思っています。ぜひ議員の

また不断の御指導、御鞭撻もよろしくお願い申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） ありがとうございまし

た。

本当に名寄独自のモチ米を中心にしっかりとし

た柱をつくっていくことがやはり重要ではないの

かなと。市長がおっしゃったとおりだと思います

ので、ＪＡ等も含めてしっかりと連携して、今後

も取り組みをしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

続いて、全国学力・学習状況調査の結果からと

いうことで再質問させていただきたいと思います。

それぞれ本年度の現状と課題について御答弁をい

ただきました。ホームページにも結果がお知らせ

ということで概要が載っていますけれども、２４

年度の結果と２５年度の結果を比較した場合に、

先ほど御答弁の中でもあった課題の一つの中に新

たに加えられた項目がありまして、授業を効率的

に進め、児童生徒のみずから学ぶ態度を養うため、

全ての小中学校で一貫した学習規律の確立を図る

ということが２４年度から新たに２５年度加えら

れております。このあたりはどういうような傾向

が見られて、どのように小中学校で一貫した学習

規律の確立を図っていこうとしているのか、具体

的に御答弁を願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうから再質問

についてお答えをさせていただきます。

全小中学校で一貫した学習規律の確立について

の具体的な取り組みについてお答えをさせていた

だきたいと思います。道内の小中学校では、発表

の仕方であるとかノートの指導につきまして、そ

れぞれの先生が独自の違った方法で行っている部

分があります。その都度指導をするため、子供た

ちに十分に身につかないという状況が見られてい

るということであります。このため学習の準備で

あるとか挨拶、それから姿勢、発表の仕方や話の

聞き方など学習規律を徹底させるということは、

授業を効率的に進めるために必要であると考えら

れております。これまで名寄市の小中学校におき

ましても学校ごとには学習規律を定めまして指導

をしておりますけれども、学年間や学校間での取

り組みには若干差があるなど徹底されていない状

況もございました。この状況を改善いたしまして、

全ての学校で授業を効果的に進めたり、また学力

向上を図るためには、どの小学校、どの中学校で

もこれだけは共通して一貫して取り組むという、

そういう学習規律を定め、徹底することが必要に

なると考えまして、名寄市教育委員会の教育改善

プロジェクト委員会のほうで名寄市学習規律とい

うものを作成をいたしました。具体的には、チャ

イムが鳴ったら素早く席に着くであるとか、学習

の初めの挨拶をきちんとするとか、正しい姿勢で

座るとか、はっきり返事をし、みんなに聞こえる

声で話すなど１０項目の基本的な学習規律を設定

をし、これを基本に今後全小中学校で徹底を図っ

ていこうとする取り組みでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） わかりました。このこ

とをすることによって、具体的にノートのとり方

とか学校間で差があったものをある程度統一して
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いくという考えでよろしいですね。わかりました。

あと、それぞれ課題がある中で、家庭、地域と

の協力という御答弁もありましたけれども、特に

ことしの結果の中でもありましたけれども、テレ

ビゲームを１日当たり２時間以上するという割合

が高く、逆に学校以外で勉強を２時間以上すると

いう割合が低いというような、家庭での学習習慣

というのがやはりまだ身についていない。しっか

りと確立していかなければならないということで、

これは本当に家庭との連携というのが大変重要に

なってくる部分だと思います。授業改善と反面望

ましい生活習慣の定着ということで、それを車の

両輪と位置づけて行っていくということですけれ

ども、具体的に家庭との連携、どのような形でこ

ういった結果の周知も含めてとっていこうとされ

ているか、お考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 再質問の２つ目の点

でございます。学習習慣の部分につきましては、

まさに議員がおっしゃるとおり名寄市の子供たち

の生活状況を調査する中で、特に問題なのは中学

生において寝る時間が非常に早いということであ

ります。寝る時間が早い、就寝の時間が早いとい

うのは決して悪いことではないのですけれども、

その分一定程度テレビとかゲームをしている時間

にとられているところを見ますと、一番の問題は

家庭で学習をしている時間が決定的に少ないとい

うことでございます。この部分につきましては、

小学校においては多少の改善が見られますが、特

に中学生におきましては日常の学習習慣の確立と

いうものが大変重要なものになってくると思いま

すので、家庭には家庭でやるべき学習習慣の部分

について学校を通じていろいろな情報提供をして、

確立を図るようにしていきたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 家庭の協力を得るとい

う中で重要なのは、地域、家庭と、あと学校がや

はり情報をしっかりと共有すること。現状をしっ

かりと把握して、共通認識に立つということがま

ず重要ではないのかなと思います。こういった学

力テストの結果について、ホームページでは公開

していますけれども、こういった今名寄の子供た

ちがどういった課題を持っているのか、改善すべ

き点は何なのかというのは、もう少し家庭の保護

者、また地域に対して発信をしていかなければな

らないのではないかと思いますし、それはやはり

教育施策の成果についての説明責任という側面も

あるのかなと思います。先般うちの娘が学校から

もらってきた、これ道教委から配付されたもので

しょうけれども、例えばこういったものもどのよ

うに活用されているのかなというか、家庭に持ち

帰ってこれをどれだけの親御さんが活用しようと

しているのかというのもわかりませんし、学校で

はどういう指導をしているのか、ただ渡されたと

いうだけでしょうし、そういった部分では保護者

に対しての情報発信というのが重要になってくる

と思います。

来年度から自治体ごとの教育委員会による、学

校別がいいかどうか、ここは今別としまして、学

校別の結果の公表が可能になりました。先般岩見

沢市が学校別の公表に踏み切ると報道もされてい

ましたけれども、さまざまな議論がある中で、ま

ず名寄市としての公表に関する考え方についてお

伺いしておきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今後の全国学力・学習

状況調査の結果の公表の仕方についてということ

でございましたけれども、既に御承知のことと思

いますが、去る１１月２９日でございますが、文

部科学省は平成２６年度全国学力・学習状況調査

に関する実施要領、これを公表したところでござ

います。この実施要領では、来年度から市町村教

育委員会の判断で学校ごとの調査結果を公表でき

るということになりました。また、調査結果の公
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表に関しましては、教育委員会や学校が保護者や

地域住民に対して説明責任を果たすことが重要で

あると。一方、序列化や過度な競争が生じないよ

うにするなどの教育上の効果や影響等に十分配慮

をすることが重要であると、こう示されていると

ころでございます。この配慮事項を踏まえまして

名寄市教育委員会といたしましては、調査結果の

うち学校ごとの平均正答率を公表することについ

ては、学校の序列化、学校の過度な競争を招くお

それや小規模校においては児童生徒の個人が特定

される懸念があるということから、一層慎重に対

応する必要があると考えまして、学校ごとの平均

正答率の公表は行わない予定であります。この調

査の目的は、各市町村や各学校が平均正答率を競

い合うことではありません。あくまでも教育施策

の成果と課題を検証して、その改善を図るという

ことと学校における子供たちへの教育指導の充実

でありますとか、学習状況の改善に役立てること

にあります。したがいまして、名寄市教育委員会

ではこれまでどおり全小学校、全中学校の調査結

果を分析して、各教科の領域や設問ごとの成果と

課題及び改善策を示していきたいと、そのように

考えているところでございます。

また、子供たち一人一人の学力の向上と学習、

生活状況の改善を図るということが最も大事なこ

とであります。各学校には、保護者の方に子供た

ちの学力と学習、生活状況の傾向について、これ

まで以上に丁寧かつ十分に説明するとともに、子

供の学習状況に応じた具体的な改善の手だてを示

すことなどを通して、学校と家庭が連携を一層強

化していただくようお願いしてまいりたいと、こ

のように考えております。よろしくお願いいたし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） わかりました。私も点

数や数値だけが子供たちの学力ではないという考

えでもありますし、学力調査で順位を比較するこ

とに必ずしも意味があることとは思っていません。

そういう意味では、今の御答弁で学校ごとの平均

正答率の公表は行わないという姿勢で、名寄市は

それで進んでいくということではそれで私は理解

しますけれども、ただ、今ホームページで公開し

ている内容、やはりもう一歩踏み込んだ形で、例

えば先ほどこのようなものも、これは道教委の資

料ですけれども、具体的に家庭での学習習慣を確

立してくださいという、それが課題なのだという

ことがあっても、保護者の方、では何をしていい

かわからないという現状もありますし、特にホー

ムページで結果を公表していること自体を知らな

い保護者の方もいらっしゃるというのが現実です。

ですから、一部やはりそういった学校別がいいか

悪いかは別として、しっかりと公表したらどうな

のだと。全国的にいろんな議論になっていますか

ら、そういった御意見もお伺いすることもあるの

ですけれども、やはりもう少し踏み込んだ内容で、

では家庭として子供たちに家庭学習の習慣を定着

づけるためにどのような指導をしていったらいい

のか。中身、私は中拝見させていただいて、中身

自体はよくできているなと思って見ていたのです

けれども、よくできているものでも活用されない

と意味ありませんし、こういうようなものの例え

ば名寄市版みたいなものをつくって保護者の方そ

れぞれに配付する。配付するだけではなくて、学

校からの説明、今名寄市の状況はこういうことに

なっているという、やはり共通認識に立つという

ことからまず始まる部分もあるのかなと思います

けれども、そのあたりのお考え、公表する内容で

すとか方法という観点で改めて検討するお考えは

ございませんでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今後半のほうで少し述

べさせていただいたのですが、調査結果の公表に

ついては数字による公表については競争をあおっ

たり、そういう状況にありますので、そういう方

法でない、より詳しい子供たちの実態に応じた状

況を保護者の皆さんにお知らせするということに
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ついては丁寧に行っていきたいと思います。学力

というのは何かというと、子供たち一人一人につ

くものですから、先ほどお話ししましたように子

供たち一人一人の学力の向上と学習、生活の状況

の改善を図っていくために、今回のテストではお

子さんはこういうことですよという状況を詳しく

個別に説明すると。そういう対応もしっかりとっ

てまいりたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 今教育長おっしゃって

いただいたように、個々やはりきめ細かい対応と

いうのが重要になってくるのだと思います。ぜひ

そのような対応をお願いして、教育長もおっしゃ

いましたけれども、学力自体を向上させることが

やはりこれはこれが目的になってしまってはいけ

ないのだと思います。やはり将来の地域を担う人

材を育てるという目的のために子供たちの学力を

向上させると。やはりこういう地域も家庭も学校

も市民みんながそういうような共通意識になるよ

うな、また教育行政を進めていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

最後に、ピヤシリスキー場の運営に関して再質

問させていただきたいと思います。それぞれ夏の

間から大学、高校へ伺って、合宿の誘致活動等営

業活動も積極的に行っていただいているというこ

とだと思います。新たな企画ということで、レデ

ィースデー、シニアデーの新設ということであり

ましたけれども、やはりレディースデーが毎週水

曜日のシニアデーが毎週金曜日ということで、せ

っかく新しく考えられてつくり出した企画ですか

ら、やはりこれはそれぞれ女性の方、また御年配

の方に使っていただかなければ意味がないことだ

と思います。ピヤシリスキー場のイベントカレン

ダーにも記載されていましたけれども、これ以外

に例えば新しい企画をこのシーズン中どのような

形で発信していくか、それによってこれを利用し

てもらうことにつながるのだと思いますが、その

あたりのお考えはどのように思っていらっしゃい

ますでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま御質問

をいただきました点につきましては、基本的に振

興公社のほうで対応していただいておりますけれ

ども、私どものホームページ等も利用しながら、

さらには市のホームページからリンクもされてお

りますので、そういった部分では当然ＰＲもされ

ているものだというふうに思っておりますし、私

ども交流関係も担当しておりまして、特に東京な

よろ会ですとか杉並区、そういった部分にもこう

いった部分についてはＰＲをしていくというよう

なことも含めて公社のほうと相談をしながら、連

携をしながら対応していきたいというふうに思っ

ております。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 特にレディースデーと

いうことであれば、冬休み中の、冬休みに入れば

平日もそうですけれども、社長もいらっしゃいま

すからあれですけれども、ロッジの中、特に冬休

み中、土曜、日曜、お母さん方がたくさんいらっ

しゃいますので、そういう新たな層といいますか、

一昔前はやっていたのだけれども、しばらくスキ

ーから離れているというような、まさに眺めてい

てもったいないなと思いますので、そういう方に

もスキー用具も一式レンタルですから、改めて滑

っていただけるような、それはもう各団体、振興

公社を含めて仕掛けなのでしょうけれども、そう

いったいろんな工夫もしてもらいなから、新しい

企画、たくさんの方に利用していただけるように

努力をしていっていただきたいと思います。

各団体との連携体制についてということで、関

連する内容ですので、お伺いしておきますけれど

も、今シーズンのイベントカレンダー、１２月か

ら３月までのイベント記載されていますけれども、

１点市民スキーの日の日程が記載されていなかっ

たのが気になったのですけれども、市民スキーの

日の日程、内容については今の段階でどのような
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状況にあるのかお知らせをいただきたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 市民スキーの日につ

きましては、昨年につきましては少し雪の状態が

悪い３月に実施をしたわけでございますが、こと

しに関してはできれば２月下旬をめどに考えてお

ります。また、前年度は内容的に若干趣向を凝ら

しまして、講習的な内容、競技的内容、またレク

リエーション的な内容を織りまぜたような形で、

関係の団体とも現在協力も含めまして協議をして

いるというところでございますので、御理解いた

だきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 正式に日程がまだ決ま

っていないということですね。もう１２月の中、

中旬ですので、決まっていなくて載っていないの

かどうか確認の意味でお伺いさせていただいたの

ですけれども、ああいう形で２３年度スキー大会

が廃止された経緯を受けて、昨年は市民スキーの

日ということで開催をされたのだと思いますけれ

ども、私はもっと早い段階でそれこそ各関係機関

との協議が調って、シーズンが始まった段階では

どういう内容にしていくか詳細を詰めるですとか、

やはりそういう段階に入っていなければならない

のではないかなと。これは、私も以前質問の中で

もさせていただきましたし、６月定例会の中で東

議員の質問にも部長の御答弁だったと思いますけ

れども、早い段階での関係者の協議、または市民

周知を図ってたくさんの方に参加していただける

イベントにしていくように努力していきたいとい

うような答弁があったわけですけれども、ちょっ

とやはり時期的にこういう状況ではまた市民周知

もおくれるわけですし、やはりせっかくこういう

ものを出す段階では日にちが決まっていて、ある

程度の内容も決まっているというのが本来の姿で

はないのかなと思いますけれども、改めてそのあ

たりのことについてお答えをいただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 御指摘いただいた部

分については、まさにそのとおりでございます。

多分シーズンが１２月中旬に始まると思いますの

で、それまでには日程等、内容等について明示を

できるようにさせていただきたいと思いますので、

御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 今後早急に内容等も協

議して、せっかくやることですから、やはりたく

さんの市民の方に参加していただけるイベントで

ないとならないのかなと思いますので、強く求め

ておきたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。

最後１点、ピヤシリスキー場の運営に関して、

せっかく社長もいらっしゃいますので、リフト運

行とリフト料金の関係について市民の方から以前

からちょっと意見をいただいているので、考え方

を１点聞かせていただきたいと思います。今シー

ズンも積雪の関係でオープンがちょっとずれ込み

そうな感じかなとは私も捉えておりますけれども、

今スキーの楽しみ方のスタイルというのは非常に

多様になってきまして、ゲレンデスキーばかりで

はなくてやはり新雪を求めてあえて誰も滑ってい

ないところを滑りたいというスキーの楽しみ方を

する方がふえてきております。ピヤシリスキー場

でいえば第３ゲレンデあたり、また特に急斜面で

もありますし、雪が降った次の日の朝一番はリフ

トに人が並ぶぐらい、どこからこんなに人来たの

だろうなというぐらい、地方からも来られている

ようですので、そういったある意味スポットでも

あるわけです。当然地元のスキーヤーの方もいる

のですけれども、一般ゲレンデ、第１、第２ゲレ

ンデに比べてやはり第３ゲレンデというのは当然

雪の関係等もありまして、オープンがゲレンデの

開放が遅くなります。逆に雪はまだ第１ゲレンデ、

第２ゲレンデよりもいい状況なのに、これは運営
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上人員の関係等もあるのでしょうけれども、第３

リフトはもうクローズしてしまうと。その期間が

数年前、本当にオープンしてからコースの閉鎖ま

で１カ月ちょっとぐらいだったという時期もあっ

たわけです。これがリフト料金の話になぜいくか

というと、結構やはりシーズン券を買われて、も

う毎日第３ゲレンデを滑ったり、ほかのゲレンデ

も当然滑りますけれども、シーズン券の価格が適

正かどうかというのは今別としておいても、例え

ば新たな発想で２カ月券ですとか、１カ月券とい

うのはどうなのかわかりませんけれども、天候の

状況によっては今後そういうことも考えられると

いうことで、余りにシーズン券が、大人にしてみ

たら長いオープンからクローズまで通しで使える

券というのは、一々買ったりしないで使える券と

いうのはシーズン券の３万 ９００円しかないと

いうことなので、もう少し柔軟にやはりリフト料

金も運用してはどうかなという意見も聞いたので、

最後そこ１点考えをお伺いして、終わりたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 最終的には、リフト料

金も含めた柔軟な対応ということでの御提言だっ

たというふうに受けとめていますけれども、でき

ればシーズンできるだけ長く営業したいという考

え方に立っております。特に第３ゲレンデについ

ては、管理面で安全、岩場もあったりして、そこ

のところをしっかり事故ないような形で運営した

いということもあって、利用者の方には迷惑かけ

る部分もあろうかなとふうに思っているところで

あります。ただいま御示唆いただきました２カ月

券も含めて検討させていただきたいと思います。

ただし、今シーズンについてはもう既に皆さんに

周知している関係で、ここはちょっと柔軟にはで

きませんけれども、御理解をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ４時１７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 熊 谷 吉 正

署名議員 山 口 祐 司
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平成２５年第４回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年１２月１２日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

行財政運営について外３件を、佐々木寿議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） おはようございま

す。ただいま議長より御指名と発言のお許しを得

ましたので、通告に従い質問いたします。

第１点目は、行財政運営について伺います。事

業者内部からの通報を契機として、国民生活の安

心や安全を損なうような企業の不祥事が相次いで

明らかになり、これがため法令違反行為を労働者

が通報した場合に解雇等の不利益な取り扱いから

保護し、事業者のコンプライアンス、法令遵守経

営を強化するため、平成１８年４月に公益通報者

保護法が施行されました。本市においても公平、

公正でクリーンな市政運営を確保し、市民の信頼

に応えるためにも内部職員からの通報を処理する

仕組みを整えるべきと考えます。そこで、公益目

的通報並びに不当要求の対応の見解について伺い

ます。

まず、公益目的通報について伺います。市の事

業等において万が一法令違反行為や人の生命、身

体、財産などに重大な影響を与える行為があった

場合、これらを知った職員等が通報できるような

根拠を持っておくべきと考えます。これは、不適

正な行政運営を未然に防止し、このような事態が

発生した場合にはできるだけ早く、かつ適切に対

応し、再発防止を図ることが期待できると考えま

す。このことによって、真に市民に信頼される市

政を確立し、市民の公共的な利益を保護すること

になると考えますが、見解を伺います。

次に、不当要求の対応についてでありますが、

職員の公正な職務の執行を妨げる行為、いわゆる

正当な理由がなく特定の者を有利または不利に扱

うよう求める行為や特定の者に義務のないことを

行わせたり、権利の行使を妨げようとする行為、

あるいは執行すべき職務を行わないことや定めら

れた期限までに行わないことを求める行為をした

り、職務上知り得た秘密を漏らすことを求める行

為をしたり、職員の人事の公正を害する行為をし

たり、法令に違反することまたは職員の職務に係

る倫理に反することを求める行為をしたり、暴力

や乱暴な言動、その他社会常識を逸脱した手段に

より要求の実現を図る行為等に対して適切な処置

に対応する根拠を整えるべきと考えますが、見解

を伺います。

２点目に、雇用広報活動について伺います。Ｕ

ターン情報の発信についてでありますが、進学な

どで市内を離れた若者に対して市の情報、市発行

の広報紙や市内企業への就職面接会の予定、企業

の求人情報、市内のイベント案内などを定期的に

郵送する等、地元の情報を提供してＵターンある

いは友達などとともに地元に帰ってくるＩターン

のきっかけを積極的に推進して、人口減少や高齢

化に歯どめをかけ、市の活性化の一助になると考

えますが、見解を伺います。

３点目は、防災、消防について、イベント屋台

の安全管理について伺います。京都府福知山市の

花火大会会場で８月にあった爆発死傷事故を受け、

総務省消防庁は野外イベントで火気を使用する露

天商や主催者に消火器の配備などを義務づける条

例制定を求めております。当市は、さまざまな野

外イベントが行われておりますが、福知山の事故

を教訓とし、野外イベント会場等での火災はもと
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より、安全管理を確立しておくべきと考えます。

どのように対応されるのか伺います。

次に、防災共同訓練の成果について伺います。

９月に河川氾濫による災害時、名寄川に隣接する

旭栄区町内会は水害被害が予想されるが、一方で

高台に位置する高見地区では緊急時に避難者の受

け入れ側となることが予想されることから、相互

の町内会の共同防災訓練が行われました。有意義

な訓練と成果があったことと推察するわけであり

ますが、主な成果について伺います。

４点目は、介護福祉について、介護職の人材育

成について伺います。近年の急速な高齢化の進行

に伴い、医療ニーズの高い高齢者や重度の要介護

者の増加、単身高齢者のみ世帯の増加への対応、

介護人材の確保などが喫緊の課題となっておりま

す。特にこれらに対応するため、より多くの介護

人材の育成は今後ますます重要になってまいりま

した。しかしながら、全国的には一定の職場に定

着している職員は比較的少ない傾向が見られ、人

材の定着が困難になっている状況にあります。介

護人材の定着状況は３人に１人で、勤務年数１年

未満の新人職員においてやめる方が多いという統

計がありますが、当市の介護人材の環境はどのよ

うになっているのか、また行政として介護人材育

成にどのようにかかわっていくのか伺います。

以上でこの場からの質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） おはようございます。

佐々木議員から大項目４点にわたり質問をいただ

きました。大項目１と３を私から、大項目２は営

業戦略室長から、大項目の４は健康福祉部長から

の答弁となります。

まず、行財政運営についての公益目的通報につ

いてでありますが、本市におきましても新名寄市

行財政改革推進計画の中で簡素で効率的な行政運

営を目指して取り組んできており、市民満足度を

高めるために一層の公正の確保と透明性の向上を

図り、開かれた市政運営を心がける必要があるこ

とから、行財政の効率化、組織のスリム化による

量を中心とした改革だけではなく、組織強化、人

材の育成、市民サービスの向上を図るという質を

重視した改革の推進につきましても具体的な取り

組みを進めているところであります。現在公益目

的通報につきましては、平成１８年に施行された

公益通報者保護法に基づき、職員の職務に係る法

令遵守の保持を適切に処理し、公益通報者の保護

及び職員の倫理観の高揚を図り、行政運営におけ

る公正の確保と透明性の向上を目的として、名寄

市公益通報に関する規則、仮称でありますが、こ

れの制定に向けて準備を進めており、平成２６年

４月からの運用を目指しております。

次に、不当要求の対応についてでありますが、

近年におきましては行政機関をターゲットに暴力

行為等の社会的相当性を逸脱した手法による違法

または不当な要求行為や暴力や脅迫に至らないま

でも社会常識を欠いた無理な難題や理不尽な苦情、

要求を執拗に繰り返し、職員が対応に苦慮するケ

ースが発生をしております。これらの不当要求行

為等に対しましては、毅然とした態度で臨み、い

かなる場合にもこれを受忍あるいは容認してはな

らないことは言うまでもありません。しかし、相

手方に対する恐れや長時間の対応による精神的、

肉体的疲労、通常業務に支障が生じることから、

ともすると不適正な対応をしてしまい、結果とし

て大きな問題に発展する危険性をはらんでいるこ

とから、不当要求、クレーム対応マニュアルを作

成をしました。対処方法や未然防止のためのポイ

ントの整理を行い、職員一人一人が問題を抱え込

むことが決してないように、組織として毅然と冷

静に対応し、適正、公正な事務事業の執行を確保

し、市民の信頼に応えてまいりたいと考えており

ます。

次に、大項目３、イベント屋台の安全管理につ

いてでありますが、現在屋内イベントで火気を使

用する場合は消防法や上川北部消防事務組合火災

予防条例で届け出が義務化されておりますが、屋
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外イベントでの火気使用は花火大会などの一部の

火気使用を除き、対象外となっておりまして、京

都府福知山市の花火大会会場で本年８月におきま

した爆発事故を受け、総務省消防庁は野外イベン

トの露店等に消火器を備えるなどの防火対策の義

務化を検討中であります。消防法、上川北部消防

事務組合火災予防条例の所管は上川北部消防事務

組合でありますけれども、名寄市としての取り組

み内容をお答えをいたします。市が主催し、毎年

開催されます産業まつりなどにつきましては、事

前に名寄消防署と連携をし、火気の取り扱いにつ

いて注意喚起を行っているところでありますが、

本年は名寄消防署が会場内において立入検査も実

施したところであります。名寄消防署としまして

は、行事の把握をした際は事前に関係機関と連携

をとり、主催者側に注意喚起のパンフレット配布

を依頼するとともに、期間中におきましては出店

責任者に対し、火災予防の指導を関係機関ととも

に行う旨名寄市に対しましても通知を行っており

ます。名寄市といたしましてもこの通知を受け、

イベント等に係る情報を名寄消防署に提供し、情

報の共有を図りながら事故防止に係る啓発を行っ

てまいりたいと考えます。事故後の京都府福知山

市では、消防署への情報の提供や情報の共有を実

施することとあわせて、火災予防上の注意喚起に

つきまして、ホームページ掲載、資料配付、消防

団員に対しての火災予防指導の実施を依頼。広報

による注意喚起を行っており、本市におきまして

もこれらを参考に対応を進めてまいります。

次に、防災共同訓練の成果についてであります

が、本年９月１８日、東地区連絡協議会による防

災共同訓練が実施をされました。名寄川の氾濫に

よる水害を想定して、旭栄区町内会の住民が高見

区町内会館に避難、高見区町内会が受け入れる形

で実施をされ、複数町内会主催による初の実働訓

練には両町内会から合わせて４２人が参加をいた

しました。防災共同訓練の成果につきましては、

参加者の感想の中に実際に訓練をすることで勉強

になったので、よかった、準備もまだまだ足りな

いものがあったとありますように、共同訓練を通

じての防災意識の高まりや実働訓練による課題の

把握と対策の検討など大きな成果があったものと

認識をしております。また、東地区連絡協議会で

は次年度も継続して取り組むとともに、他町内会

へも呼びかけての実施を予定しているなど、今後

の広がりも期待されるところであります。市とし

ては、この取り組みに対し今後とも地域連絡協議

会等推進交付金によります支援を継続するととも

に、本年度から開催をしております地域連絡協議

会代表者会議等における情報交換等を通じ、他の

地域連絡協議会への情報提供拡大も目指してまい

りたいと考えております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目２、雇用広報活動について、小項目１、Ｕター

ン情報の発信についてお答えいたします。

Ｕターン並びにＩターンについては、北海道が

平成２４年４月からＵ・Ｉターンサポートデスク

として主にホームページによるＵターン、Ｉター

ンに係る求人情報の閲覧、電話やメールによる相

談窓口を開設しています。公共職業安定所では、

全国地方都市のハローワークからのＵターン、Ｉ

ターンに特化した求人情報を集約し、東京都並び

に大阪府にて地方就職支援コーナーとして全国の

地方都市へのＵターン、Ｉターンの求人情報の提

供、職業相談業務を行っています。また、北海道

労働局と北海道が連携して今年１１月９日には東

京都にて北海道Ｕ・Ｉターンフェアを開催し、道

内企業４０社が参加して合同企業説明会を実施し

たところです。本市の現状としては、ハローワー

クなよろでもＵターン、Ｉターンに係る求人情報

の集約は行っておりますが、Ｕターンに特化した

求人を希望する企業がないことから、Ｕターン等

に係る具体的な取り組みはしておりませんが、実

際に本市に移り住んで就職することについては、
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と方向性は同じであると考えております。

佐々木議員から御指摘のございました本市を離

れて他の地域で暮らすことになった方々につきま

しては、各ふるさと会を通じて年間３回市の広報

紙のダイジェスト版を送付をしておりますが、本

市の各種情報提供につきましてはふるさと会会員

限定となっておりますので、コストや作業効率な

どを考慮し、フェイスブックやメールマガジンな

ど電子媒体を利用した情報発信とこれらを利用し

てもらうための方策などについて今後検討してま

いりたいと考えております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 私からは、大項

目４の介護福祉について、小項目１の介護職の人

材育成について申し上げます。

市内に介護職員が配置されている介護保険等の

サービス施設や事業所は２２カ所、介護職員の総

数は３１９人で、うち常勤職員が７ ２％、非常

勤職員が２ ８％となっております。厚生労働省

が調査した平成２３年１０月１日現在の全国状況

では、介護職員の総数が１３９万 ０００人で、

うち常勤職員が６ ８％、非常勤職員が３ ２％

であり、全国と比較しますと市内事業所の常勤職

員の割合が１ ４％多くなっております。厚労省

の推計では、平成１２年の介護保険制度施行後、

介護職員数は１０年間で倍以上となっており、平

成３７年には現在よりさらに ５倍以上必要と考

えられております。また、３月に国立社会保障・

人口問題研究所が公表した本市の将来人口推計に

よると、６５歳以上の高齢者人口のピークは７年

後の平成３２年で ９５３人、７５歳以上の後期

高齢者人口では平成３７年で ３７１人となり、

それぞれ現在より高齢者数で４３０人、後期高齢

者数では８７３人の増加となっております。本年

３月末の７５歳以上の人口に対する介護認定者数

の割合は２ ９４％、 ２６０人であり、この割

合で推計いたしますと平成３２年には ３７３人、

現在より１１３人、平成３７年には ５００人、

現在より２４０人増加するものと見込んでおりま

す。一方、１５歳から６４歳までのいわゆる生産

年齢人口では、現在は約１万 ４００人ですが、

平成３２年には１万 ０００人、平成３７年では

１万 ３００人に減少する推計となっており、こ

のことから平成３７年には現在より １００人程

度減少となることから、介護を支える生産年齢人

口の落ち込みが大きく、本市はもとより全国的な

課題となっております。本件につきましては、全

国、全道的な課題でもありますことから、今後と

も国や北海道など関係機関と連携しながら、マン

パワーの確保に努めてまいります。

次に、介護職の人材育成につきましては、上川

北部地域人材開発センターにおいて介護職員初任

者研修が行われており、平成１４年度から現在ま

で２１回の養成研修を実施し、４５５人の方々が

受講終了しております。本研修には、名寄市立大

学、市立総合病院、市健康福祉部の教職員１２人

を講師として派遣しているところです。また、市

内の介護福祉事業者の人材確保を推進するため、

商工会議所、上川北部地域人材開発センター、名

寄公共職業安定所と市内の介護福祉事業所で組織

する名寄市介護・福祉人材確保推進懇談会を昨年

度に組織し、本市が事務局となり、今年度は１１

月２６日に名寄公共職業安定所から状況説明や関

係機関相互の情報交換を行ったところです。今後

も講師の派遣や関係機関との情報交換等により、

人材育成支援に取り組んでまいります。

また、中高生に対する介護の紹介も特別養護老

人ホーム清峰園やしらかばハイツにおいてインタ

ーンシップなどにより介護現場を実体験する機会

を設けさせていただいているところです。

職員の定着率については、市内全体は把握でき

ておりませんが、市の介護サービス事業を指定管

理者として運営している名寄市社会福祉事業団で

は１年未満の経験年数の職員は１２９人中５名と

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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なっておりますが、職員の定着はケアの継続や安

定にもつながると考えていることから、今後も職

員の安定確保に努めるよう指定管理者を指導して

まいりたいと考えております。

また、市内の介護保険事業所には介護保険地域

支援事業の任意事業として介護給付等費用適正化

事業において介護支援専門員だけでなく、介護職

員等の介護サービスを担うスタッフ全体に対して

専門機関への委託により多くの実績を持つ社会福

祉士や理学療法士などによる相談、助言の機会を

平成２１年から実施しており、今後も事業を継続

してまいりたいと考えております。

最後に、介護ボランティア等の育成につきまし

ては、地域包括支援センターが設置された平成１

９年度から介護予防サポーター養成講座を開催し

て、現在まで４８人が受講、また平成２０年度か

ら開催した認知症サポーター養成講座では、４２

６人が受講し、それぞれ地域において町内会の元

気会活動や声かけ、見守り等により認知症の初期

の対応を行っていただいているところです。今後

もこれらサポーターの養成講座を実施しながら、

介護ボランティアの育成と安心して暮らすことの

できる地域づくりに努めてまいります。

以上、私の答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） それぞれ御答弁を

いただきました。ありがとうございます。何点か

について再質問または確認をさせていただきたい

と思います。

まず最初に、行財政運営からの公益通報、それ

から特定要求行為等の報告についてでありますけ

れども、実は先般私どもの市政クラブで福岡県の

筑後市に視察研修をしてまいりました。そのとき

に先ほどの１項めで質問した公益通報、それから

特定要求行為等の報告、これについて研修したわ

けでありますけれども、筑後市ではこの法令を条

例で一応示しておりまして、この条例はいわゆる

筑後市の第５次筑後市行政改革大綱実施計画の中

に基づいて制定したものでありまして、市民に信

頼される市政を確立して、市民の公共的な利益を

保護することなどを目的とした条例であります。

その条例がまず職員が果たすべき基本的な倫理原

則を明確化しています。そして、職員などが市の

事案に関して法令違反などを発見した場合、これ

らを通報する、いわゆる内部告発の手続、あるい

は先ほど言いました暴力や乱暴な言動などによる

市の不当要求行為に対して組織的に対応するため

の仕組みを定めている。これが条例として定めて

おります。本市は、今取りかかっているというの

は規則ということでございましたけれども、効力

のある内容としては筑後市法令遵守の推進等に関

する条例というふうな名称になっておりまして、

これは先ほど言いました、御答弁にもありました

ように、本当にみずからの所属する組織の不正を

通報するというのは非常に勇気が要ることであり

ます。その通報によって不利益を恐れてなかなか

通報できないという状況を解消するためにも、確

かに条例という部分では効果があるのだろうと私

は考えて今回質問に立ったわけであります。その

中でちょっと確認しておきたいのですが、来年の

４月以降ということなのですけれども、この筑後

市の条例で市民からの通報も対象になっているの

ですが、そういう中身のことも今回の制度には入

っておられるのですか。ちょっとその辺確認した

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今答弁させていただ

きましたとおり、私どもも来年の４月からぜひ実

施をしたいということで、既に公益通報に関する

規則を煮詰めている最中でございます。確かに筑

後市の例もございましたので、私どもちょっと研

究させていただいておりますけれども、筑後市で

はコンプライアンスという形で全て包括した形で

条例制定をなさっていると。そして、私どもはこ

れまでも名寄市職員倫理規程を持っておりまして、

倫理規程とあわせて別に規則として公益通報に係
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る部分も策定をしたいというふうに考えておりま

して、そういう意味では少し分かれた対応になっ

ている。当面はならざるを得ないような形になっ

ているという認識を持っておりまして、それで公

益通報に係る部分で市民からの通報ということも

入っているということでありましたけれども、今

私どもが考えておりますのはあくまで内部におけ

る、１つ規範を示したいということもちょっとあ

りまして、庁内における公益通報に係る部分を中

心に実は精査をさせていただいているということ

であります。まだ若干時間がございまして、もう

少し中身を詰めて、今御指摘のあったような部分

を含めてどういった織り込みが可能か、この辺に

つきましてもぜひちょっと検討させていただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 今質問いたしまし

たのは、やはり通報できる人、あるいは通報され

る人、それはどのような対象になるかということ

だと思うのです。それで、例えば市の関係する事

業等において、これについてはやっぱりそういう

市民からの通報も必要なのではないのかなという

ふうに考えるわけです。その範囲というのが例え

ば内部というのはどういうふうな部分か、今の段

階でちょっとわかりませんが、後で説明をいただ

きたいと思いますが、内部というのは筑後市の場

合はあらゆる職員はもちろんのこと、それから第

三セクターのもの、市にかかわる、行政にかかわ

る業務をやっているところ、全部含まれています。

それは、あらゆるところからの場面で、そういう

いろんな問題あるいは事案等が出てくるのだと思

いますので、その辺を通報できる人、あるいは通

報の対象とするものは何かということを明らかに

しておくべきだと思います。その辺は、範囲とい

うのは今の段階では、先ほど内部と言いましたが、

内部というのはどの辺までのことを……。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 内部といいましても、

あくまで市の業務に係る部分全てを網羅するとい

うことでありまして、当然さまざまな委託をされ

ている業務の部分でありますとか、それから指定

管理の部分もございますので、基本的にはそれら

を全て網羅した形で対応してまいりたいと思って

おります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 私は、職員、それ

から臨時職員、嘱託職員あるいは受託契約にある

名寄市の業務に従事している従業員あるいは指定

管理者、それから市の施設の管理運営で管理して

いる従事者、こういう人たちも全部関係してやっ

たほうがいいのではないのかなというふうに考え

ております。これでもちろんこういう制度をつく

ったら、いろいろと通報をやった場合に問題が起

きないように、例えば調査とか審査をする機関が

必要なのだと思いますけれども、その辺の設置と

かということも考えておられるのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 当然そういった事案

を受けて厳格に審査する組織が必要だというふう

には考えております。これが庁内組織だけでいい

のか、もしくは第三者も含めての組織体系がいい

のか、それはまさに詰めさせていただいていると

ころであります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） いずれにしまして

も、こういう条例は、あるいはこういう制度は結

構各所でやっぱりつくって制定しております。そ

れで、やっぱりこれからも本当に市も前向きに検

討して、早い段階でつくり上げるということでご

ざいますので、まだ期間がありますので、しっか

り他のつくっているところを参考にしていただい

て、一番いい名寄市に合った制度をやっていただ

きたいと思います。筑後市では、旭川市の条例が

一番合っていたなということで、それぞれの市の

つくり方ではそれぞれの状況が違いますので、市

に合ったことをやったほうがいいのではないかと
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いうことを私ども研修してまいりましたので、こ

れからどうぞ前向きに、真剣にその辺の問題のな

いように、後からつくって足りない部分があった

とかないように進めていただきたいと、こういう

ふうに要望しておきます。

次に、Ｕターン情報なのですけれども、これに

ついては今後の若者がだんだん当市も少なくなっ

て、私のところの一番最後に質問する戦後ベビー

ブームの一員となっているわけですけれども、そ

ういう方ばかりになってきて、若者が少なくなっ

てきている状況にあるわけでありますけれども、

これは少しでもやっぱり若者を、名寄のいいとこ

ろをしっかりとまだわからない方もいるかもしれ

ませんし、友達も一緒に帰ってきてもらいたいな

と、こういうふうなイメージで、予算づけはちょ

っとかかるというふうなことでありましたけれど

も、ぜひ進めていただきたいと。

これは、広島の三次市ではＵターンの制度をヤ

ングライフおたより発信事業というふうに名前を

つけて、申し込みの登録制をとっているのです。

それで、登録した人に先ほどの言った情報を送る

と。それで、ここではやっぱりほかにも当市もそ

うですけれども、人口が５万 ０００ぐらいある

のですけれども、大体５年間で ０００人ぐらい

少なくなったということで、こういうことを考え

たということでございますので、ぜひ前向きに進

めていただきたいなと思います。何か御意見あり

ますか。頼みます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま御提言

いただきました他市の状況もお聞きさせていただ

きましたので、そういった部分を参考に今後研究

してまいりたいと思いますし、今ふるさと会の加

入会員の方々にもそういった情報をお送りしてお

りまして、これは東京と札幌と旭川に限定されて

おりますので、そういった部分でもふるさと会の

会員の加入拡大もそういった効果もあるのではな

いかというふうに考えておりますので、そこら辺

も含めて今後研究させていただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） それでは、防災、

消防についてのまずイベント屋台の安全管理なの

ですけれども、先ほど御答弁では火災関係のこと

を主に御答弁されていたように受けたのですけれ

ども、消防法では野外のものは定められていない

ということでありましたけれども、私は火災だけ

ではなくてイベントをやるときにはやはりいろん

な面の安全面というのが物すごく大事だと思うの

です。やはりイベントをやって、本当に安全、安

心のイベントというのは最大のおもてなしなので

す、これは。安全、安心のイベント、これはしっ

かりと安全管理の面に関しては火災だけではなく

てやはり点検をする。例えば安全管理のイベント

のマニュアルをつくっておくとか、あるいはチェ

ックリストをつくっておくとか、そういうことを

現場に行ってちゃんとチェックをして、そしてや

らなかったら、これは火災だけではない事故が起

きた場合にどうなさるのか、今までなかったから

いいということにはならないと思うのです。これ

は、やはりしっかりとしたそういうところをやっ

て初めてイベントが盛り上がってくるもので、何

かあった場合には絶対行政何やっているのですか

ということになるのではないかと思うのです。そ

のためには、しっかりとした、先ほど御答弁にも

ありましたけれども、設定の段階の事前協議のと

きから安全管理のパンフレット等で示していると

はいえ、その現場の当日になったときに現場に行

って点検をして、チェックリストに基づいて、安

全マニュアルに基づいてやっているのかどうかと

いうことをしっかりとやらないと、これはそうい

うミスが大きな事故につながると私は考えていま

す。今安全マニュアルとか、そういうチェックリ

ストというものはつくってあるのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今御指摘のようない

ろんな事業における安全に係るマニュアル並びに
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ないのだろうと思いますが、ただこの間市が主催

をしました、例えば先ほど申し上げましたけれど

も、産業まつりなんかにつきましては、事前に火

気の取り扱いに係る部分ですとか、それぞれ安全

管理に係る部分につきましては一応事前の打ち合

わせの段階ですり合わせはさせていただいている

というふうに伺っておりますし、この間福知山の

事故を受けまして名寄消防署が改めて現地視察を

行うということもやって、特にガソリン等の火気

に係る安全管理につきましてはちゃんと紙で通知

をさせていただいてお示しをしながら、改めて説

明をさせていただいているというようなことの取

り組みもなされるようになりました。しかしなが

ら、火気の取り扱いばかりではなくて、やはりそ

の催し物における危険回避というところでいくと、

御指摘のとおりそれだけでは十分ではないだろう

というふうに思います。事業の実施に係っては、

さまざまな想定をしながら準備を行っております

ので、そういった係る課題等につきましてはしっ

かり引き継ぎ等を行いながら、次の行事に当たる

というような取り組みがなされているとは思いま

すが、今後安全管理につきましてどういった取り

組みが必要なのかというのをちょっと改めて精査

をさせていただきまして、対応を進めるものがあ

ればしっかりそれは対応させていただきたいなと

いうふうに考えております。そして、あわせて名

寄消防署のほうでも市が主催するものについては

随時情報が流れていきますから、消防のほうも情

報をつかむことはある意味容易でありますけれど

も、市が主催するもの以外のものにつきましての

さまざまな事業、イベントもございますので、そ

ういったものにつきましても市がアンテナを張り

ながら、またそういった情報収集を進めながら、

消防署としっかり情報の共有を図って、安全に関

する啓蒙をぜひ図ってまいりたいというふうに考

えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 火災とか何かはそ

ういうような法律が決まっておりまして、例えば

ガソリンとか何かは、それはやり方とかマニュア

ルというのはもう大体できているのです。ガスと

か何かもボンベが転んだりなんかしたら、これは

本当に危ないのです。そういう例えばチェックリ

ストというのを先ほど言いましたけれども、つく

っておくべきだと。それから、安全マニュアルと

いうのは、やはりそういう事故を予定する、ある

いはなったときに例えば事故を受けた人をどうい

うふうに運ぶのとか、あるいはこういう人の流れ

でどういうふうになっていくのかということも踏

まえたマニュアル、一括したマニュアルでないと

ぐあいが悪いと思うのです。だから、それにつけ

加えてやはり今後考えるのであれば本当に安全、

安心なマニュアルをつくって、それに基づいてチ

ェックリストをしっかりとつくって、それでイベ

ントを楽しいものにしていただきたいと、こうい

うふうに考えています。今後マニュアルとかチェ

ックリストをつくることはやろうと思っています

か。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今御指摘いただきま

したので、事業の安全な実施に向けての対応の一

環として検討してまいりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） それでは、いいイ

ベントになるように、安全、安心な体制をしっか

りとつくっていただきたい、こういうふうに思い

ます。

それから、２つ目の共同訓練なのですけれども、

大分成果が上がったと思いますが、名寄川あるい

は天塩川の上流関係の町内会、これは本当に非常

に災害としては予想される。このごろは、予想し

ない水害あるいは自然災害が多いわけであります

けれども、これはまず最初に自分で助ける。それ

から、お互いに今回みたいに共同訓練で共助でや

る。その後に公助でやるというふうなシステムと

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号



－96－

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

いうのは、これは変わりないと思うのです。これ

から、今までの防災に関して本当に最高いい訓練

だったと私は考えています。その中でやはりその

ためには、勧告するとか通報の段階とか、あるい

は避難の行動はどうするのか、あるいは受け入れ

方はどうするのかというものを実際にやったとい

うことでありますので、これはほかの町内会、あ

るいは関係する町内会との関係はそういうような

訓練というのは予定されているのですが、今後ど

ういうふうに考えているのか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） これまで防災訓練に

かかわっては、市が毎年主催をしながらやらせて

いただいているという状況が１つございました。

これもそれぞれ地域、地域で毎年課題を設けなが

ら対応させていただいているということで、ある

種なかなか地域住民が主体的にやる訓練とはなり

得ていなかったという反省も実はございまして、

今回こうした地域連絡協議会という一つの住民の

皆さんの主体的な枠の中でこういった訓練が実施

されたというのは、大変私どもとしては大きな成

果が、意義があったものというふうに考えており

まして、ぜひこういった活動をやっぱり市内全域

に広めていただきたいという思いはございます。

今回私どもの職員もこの訓練にかかわっておりま

すので、しっかりした課題整理等も一応できてい

るというふうに判断をしておりますので、こうい

った取り組みもぜひ各町内会含めて地域連絡協議

会とも情報共有させていただきながら、全体的な

取り組みとして進めてまいりたいというふうに考

えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） その中で大体訓練

をやるというと、備品とか何かの災害の備品とい

うのが、ことしの防災訓練でもやっぱり備品が足

りないとか、あるいは保管する場所がないとか、

そういうような部分というのがあったわけなので

すけれども、今後備品とか、あるいはそういう保

管する場所の指定というのはどういうふうに考え

ておられるのでしょうか、現段階で。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） これまでもそれぞれ

の町内会が自主的に防災組織をつくるという場合

につきましては、一定程度市で助成制度を設けま

して、防災に係る資機材の協力をさせていただい

ているというところがございまして、なかなかこ

ういった制度がありましても全ての町内会が自主

防災組織をつくるまでにはまだ至っていないとい

うことで、少しいまだ限定的な対応になっている

というのは否めない事実でございます。こういっ

た活動をぜひそれぞれの町内会にも情報提供させ

ていただきながら、そういった取り組みに結びつ

けていきたいというふうに考えておりますし、仮

に今後今補助する金額も一定程度限度を設けなが

らの話で、これが町内会単位ではなくてこのよう

にやはりいろんな町内会がまとまった少し大きな

くくりの中で１つ防災というものを考えていただ

けるということになりますと、当然そこに必要に

なる防災の資機材の枠も多分広がってくるだろう

というような想定もございますので、一応次年度

以降こういった活動をやっていただきながら、ぜ

ひそういった備品の必要性についてもちょっとお

話を伺って、今後の課題にしていきたいと。そう

すると、いわゆる今御指摘がありましたそういっ

た防災の資機材をどこに置いてどういった形で運

用していくのかというような、そんな取り組みも

あわせて考えていかなければいけない課題にはな

ると思いますので、ぜひ今後の活動含めて検証さ

せていただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） ぜひその辺は非常

に重要な部分だと思いますので、しっかりと検討

を進めていただきたいと、こういうふうに思いま

す。

それと関連して、こういう名寄川の上流の合流

点に公共施設があるのですけれども、あるいはこ
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ちらの炭化センターとか処理場とか結構あるので

すけれども、こういうところの防災の訓練とかマ

ニュアルとか、そういうような状況というのはど

ういうふうなことになっているのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 斎藤上下水道室長。

〇上下水道室長（斎藤一彦君） 再質問をいただ

きました。終末処理場につきましては、私どもの

ほうで管理させていただいておりますので、私の

ほうから危機管理体制についてお答えしたいと思

います。

名寄終末処理場の危機管理体制につきましては、

集中豪雨時運転操作マニュアル及び手順書、職員

に対する教育訓練、管理図面及び災害予防情報の

整備、緊急連絡体制の確立など活動マニュアルに

基づき実践しております。また、豪雨時対策とし

ましては、排水能力毎分２００トンの雨水ポンプ

を５台及び滞水池 １００トンの施設を備えてお

ります。

なお、昨今の気象傾向においては、ゲリラ豪雨

などにも見舞われております。一時的に心配され

る市民も多いと推察していますけれども、当施設

としましては先ほど申し上げました手順に基づき

まして雨水ポンプによる対処など適宜対応してい

るところでございます。今後とも市民生活に影響

を及ぼすことのないように、日ごろの施設点検、

訓練などに努めてまいりたいと考えております。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 御丁寧にありがと

うございます。ほかにもいろいろと公共施設があ

るわけですけれども、やっぱりそれもしっかりと

一緒に考えて、マニュアルみたいなものがあれば

そういうものもしっかりと。北斗団地もあります

し、あの辺にいっぱい公共あるいは流通団地もあ

ります。その辺も含めて検討していただければな

と思います。

最後に、介護福祉の関係で、私も３回の定例会

のときに社会保障制度改革国民会議のことについ

て質問いたしました。それで、そのときには要支

援の１、２、それから要介護の１、２、これが大

分変わってくるということで、細部については後

ほどあすあたり川村議員が質問するのだと思いま

すが、私はその中の人材育成について質問したい

と思いますが、御答弁のあったようにそういうと

ころが医療から介護、それから病院から地域とい

うことになりますと、どうしてもやはり人材が必

要になってくるという観点から質問させていただ

きました。それで、この中でやっぱり介護現場と

いうのは重労働であるし、低賃金だというイメー

ジのダウンがあるわけなのですけれども、この介

護現場のイメージアップを図らないとなかなかう

まくいかないのではないのかなというふうに考え

ているのですが、その辺はこれからどういうふう

に広報活動をやっていくのか。やっぱりこれを打

破しないと、介護職をやれといってもなかなか出

てこないのではないのかはというふうに懸念を持

っているのですけれども、その辺何か考えがあれ

ばお話をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 介護現場につき

ましては、いわゆる３Ｋと言われますが、汚いで

すか、それからきつい、そして給料が安いという

ような、そのようなマイナスのイメージがありま

すけれども、平成１２年に介護保険制度を導入を

したのを一つのきっかけといたしまして、介護サ

ービスは広く国民の中に浸透しているような状況

でありますので、高齢者を支えるための社会的な

仕組みとして今や欠かせないものだというもので

あります。特に介護職は、専門的な知識や技術を

用いながら要支援者や要介護者、そして御家族の

方の御支援をさせていただいているというような

仕事であります。そういうような意味におきまし

ても、介護職のイメージアップを図るためにも清

峰園ですとか、あとしらかばハイツにおいては智

恵文中学校、それから風連中学校、それから名寄

産業高校など中高生のインターンシップの受け入
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れですとか、あと上川教育局主催の介護現場の見

学の機会を設けさせていただいておりますが、昨

年より１１月１１日に介護の日のイベントとして、

全道の福祉施設協議会が窓口となりまして介護施

設の見学会を開催しておりますので、今後当市に

おきましても市内の介護保険事業所に周知を図り

まして、そのようなことを取り組みながらイメー

ジアップを図ってまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 私の考えていると

ころは、本当にイメージがダウンしているのです

けれども、でもやらなければいけないということ

は、やはり給料の問題とかこれからあるのだと思

いますけれども、ボランティア活動だけでいける

のかという部分はあります。やはりこれからも私

も元気であればぜひそういうところにも携わって

みたいなという気持ちはありますけれども、なか

なか行けませんが、機会があればと思っています。

老老介護もそうですけれども、これからが本当に

私どもが、私も先ほども言いましたけれども、戦

後ベビーブームの一人として、これは非常に社会

保障に関しては熱意を持っていつも質問している。

自分にどういうふうに係ってくるのかなというこ

とが具体的にわかりやすいので、質問させていた

だいておりますので、今後ともぜひ大変なところ

でございますけれども、これからもよろしくお願

いしたいと思います。

以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐々木寿議員の

質問を終わります。

安全で快適な市民生活のために外１件を、駒津

喜一議員。

〇１２番（駒津喜一議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、さきの通告どおりに質問を順

次させていただきます。

快適な市民生活を促進するためにも環境は大切

です。特に家電製品は、フロンガスを初め環境に

害をなすものがあり、従来より一般家庭や事業所

などから排出された家電製品、エアコン、テレビ、

冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機から再利用できる部分や

材料をリサイクルし、廃棄物を減量するとともに、

資源の有効活用を推進する家電リサイクル法、特

定家庭用機器再商品化法により市内家電販売店を

通じてリサイクルされております。当市では、こ

のように指定されている家電製品以外の特に携帯

電話等の小型家電はいまだに埋め立てごみ処理さ

れているのが現状です。小型、中型家電の一部に

は鉛、亜鉛等が含まれているものもあり、有害の

可能性も含まれております。また、リサイクルセ

ンターでの処理についても一部鉄、アルミ等は回

収されておりますが、電化製品に含まれている資

源は未回収になっております。小型、中型家電の

携帯電話、電子レンジ、デジタルカメラなどは金

や銅、貴重なレアメタルなどの再利用できる金属

が含まれております。このために平成２５年４月

１日から使用済み小型家電の回収リサイクルを推

進するため、小型家電リサイクル法の設置により

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する

法律がスタートいたしました。小型家電リサイク

ル法は、テレビなどの大型家電を対象とする家電

リサイクル法とは異なり、製造、販売事業者、さ

らに消費者に負担義務を課する制度ではなく、関

係行政が自主的に連携したリサイクルを推進する

ものです。環境の保全と資源の少ない国内事情を

あわせて小型家電リサイクル法が全国的に注目さ

れ、これに従い、道内各市町村では順次市役所、

役場の出入り口に回収ボックスを設置して住民へ

のリサイクル意識として貴重な資源回収を促進す

るとともに、ごみの減量化と従来有料で処理に困

っていた市民への市民サービスを実践しておりま

す。当名寄市での計画と取り組みについてお聞き

したいと思います。

次に、最近の新聞報道では、旭川市を含む道北

経済、特に建設業、小売業とも回復、上昇と報じ

られておりますが、名寄市内全体での回復は見ら

れず、建設業、大型小売店を除く生産業、小売サ
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ービス業での中小零細企業においては円安の影響

による燃料などの経費、仕入れ資材の高騰により

低迷が続いております。地域経済の活性化は、名

寄市内の商工業者の活性化が必要です。市内商工

業者への支援として、中小企業振興条例による中

小零細企業並びに新規開業者への支援のために再

度の見直しが必要な時期だと思います。中でも名

寄市のまちの顔とも言える駅前を含む市内中心街

への支援策の一つである空き地空き店舗活用事業

は、近年実績も少なく、最近では補助期間の１年

だけの店舗展開で撤退する事例もあります。この

支援事項を有効に活用されるためにも支援期間の

延長や家主への家賃の軽減を協力いただくために、

家主への支援あるいは空き店舗改修にかかわる設

備に対する支援も必要と考えられますが、御見解

をお伺いいたします。

２点目に、振興条例にかかわる支援策と空き店

舗対策にもかかわる支援策として市で設置してい

る中心市街地を外れる郊外商業施設は、減少傾向

に推移しております。住宅街の市民にとっては、

身近に食料品、日配品店がないことは高齢者の方

々にとっても生活に不便な状態です。今支援され

ている振興条例の施策は、中心市街地に限定され

たものが主体となっております。中心市街地の支

援も大切な支援ですが、この対象地域以外の支援

も強化も必要と考えますが、御見解をお伺いいた

します。

次に、道北の景気動向がやや上昇しているとい

うことで、公的事業による建設業の受注増加が考

えられますが、全道的にも技術者の不足が問題に

なっております。仕事があっても労働力が不足す

るという事態を解消するためにも市内労働力の定

着が必要です。若い技術者が他市へ就職する傾向

に歯どめをして市内での就職を促進するためにも、

また人口の減少傾向を解消するためにも名寄市内

で働く支援策の必要があります。以上のことから、

以前の名寄で働こう助成金を形を変えてでも復活

することが急務だと考えますが、御見解をお伺い

いたします。

最後に、企業誘致の取り組みについてお聞きい

たします。北海道以外の企業が東日本の教訓によ

り災害被害リスクの対策として、さらに円安、こ

れから想定される法人税の軽減策、こういうこと

が出されている現状の中で、業界の情報誌によれ

ば大手企業では海外工場の国内への移設、安全で

土地価格が安い道内に移設する計画の検討がされ

ております。現実にトヨタ自動車関連の大手部品

工場が室蘭市に進出される計画が報道されて実現

していますが、他の大手企業でも北海道への進出

計画が進められております。また、北見市ではデ

ータセンター誘致も進んでおります。当名寄市で

も積極的に企業誘致を進めるべきですが、平成２

３年度に取り組まれました名寄市、美深町、下川

町、３市町で連携した企業誘致を進める産業活性

化協議会が発足されましたが、この協議会の成果

または取り組みの内容等名寄独自の企業誘致につ

いてもあわせてお聞きしまして、この場での質問

を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 駒津議員から大項目

で２点にわたり御質問いただきました。大項目１

は私から、大項目２は営業戦略室長から答弁させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、安全で快適な市民生活のた

めに、小項目、小型、中型家電のごみ処理につい

てお答えいたします。平成１３年に施行された家

電リサイクル法により廃家電４品目、家庭用エア

コン、テレビ、電気冷蔵庫、冷凍庫、電気洗濯機、

衣類乾燥機について、小売業者による引き取りと

製造業者等による再商品化等が義務づけられてお

ります。消費者が家電４品目を廃棄する際は、収

集運搬料金とリサイクル料金を支払うことが定め

られてきました。これに対し御質問のあった使用

済み小型電子機器等は、その相当部分が廃棄物と

して排出され、有用な資源についても埋め立て処

分されています。この状況を鑑み、廃棄物の適正
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な処理及び資源の有効な利用の確保の観点から、

廃棄物処理業の許可を不必要とし、使用済み小型

電子機器等の再資源化を促進する使用済小型電子

機器等の再資源化の促進に関する法律、いわゆる

小型家電リサイクル法が平成２４年８月に公布さ

れ、本年４月１日から施行されたところです。小

型家電リサイクル法は、家電リサイクル法対象４

品目以外の全ての電子機器を小型電子機器と捉え、

リサイクルの義務を課すのではなく、関係者が協

力して自発的に取り組み、資源の有効活用のため

回収、リサイクルを促すことを主な目的の一つと

したものであります。

本年１０月に道が調査した小型家電リサイクル

法に基づく使用済み小型家電の取り組み状況は、

道内１７９市町村中、実施中が４４％の７９市町

村、実施に向け検討中が４０％の７２市町村とな

っており、全体で約８４％以上の自治体で実施に

前向きに取り組んでいる状況となっております。

本年４月１日以降、小型家電リサイクル法に基づ

き回収体制の整備ができた市町村から順次使用済

み小型家電の回収が進んでいます。近隣市町村で

は、下川町が本年１１月から回収を始めました。

名寄市においても平成２３年度に行った内淵最終

処分場の残余容量調査の結果、現在の埋め立て処

分量を維持すると平成２７年７月に埋め立て完了

になることから、最終処分場のかさ上げ計画によ

る延命対策とあわせて埋め立て処分量を減らすた

めにも使用済み小型家電の回収取り組みを早期に

行うべく検討を進めているところであります。

また、回収を行う品目ですが、名寄市としては

国の資源性と分別のしやすさから、特にリサイク

ルすべき品目として指定している特定対象品目を

回収品目の目安とする予定です。特定対象品目は

２８品目とこれらの附属品を含むもので、例えば

携帯電話機、デジタルカメラ、電動ミシン、扇風

機等が、さらにこれらの附属品とはＡＣアダプタ

ー、ケーブル、充電器、リモコン等が該当となり

ます。実際に回収する品目は、認定事業者との契

約によって自治体ごとに決めることになっており

ますので、契約する事業者とできるだけ多くの品

目を回収、リサイクルできるように検討を進めて

いきたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目２、地域経済の活性化について、小項目１、中

小企業振興条例の施策についてお答えいたします。

商店街空き地空き店舗活用事業については、都

市計画地域の商業地域内の空き店舗等で新規に賃

貸契約を結び、商業を営む場合の賃借料に係る支

援であり、実績としては平成２３年度３件、２４

年度４件、２５年度の利用はなく、空き店舗の状

況を見ると必ずしも十分に活用されている状況と

は考えてございません。また、商業地域以外での

店舗に係る新築並びに増改築に係る支援も行って

いますが、平成２３年度２件、２４年度４件、２

５年度の利用はございませんでした。中小企業振

興条例では、市全域の商業振興を図るための施策

を定めていますが、主に区域を都市計画の商業地

域、それ以外の地域の２つに区分し、特に商業地

域へは店舗集積を図り、中心市街地としての機能

の維持、発展を図るため、手厚く支援を行ってい

るところでございます。これらの施策は、幾度と

なく利用者にとって活用しやすい、また現況の問

題点を解決するためということで制度改正を行っ

てまいりました。駒津議員から御指摘のとおり、

中心市街地での空き店舗対策、中心市街地以外で

の店舗不足による買い物弱者等解消していかなけ

ればならない課題に対処するとともに、厳しい財

政状況の中で中心市街地の振興、それ以外の地域

との支援バランスを考慮しながら関係機関並びに

中小企業振興審議会において検討してまいりたい

と考えております。

また、市内各事業所における人材確保、人材育

成につきましては、建設業界を初め各関係機関か

ら切実なる問題として要望を受けております。過
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去には、雇用対策の観点から、新学卒者勤務奨励

補助並びに名寄で働こう奨励補助などの支援制度

がありましたが、その時代の解決すべき課題の優

先度を考慮していく中で平成１９年度末に終了し、

他の制度に変わっていった経過がございます。先

ほども申し上げましたが、中小企業振興条例の制

度の基本はその時々における数ある課題について

的確な優先順位を定め、その解決に向けて制度改

正をしていくことが使命でございますので、現在

関係機関と協議を進めているところでございます。

続きまして、小項目２、企業誘致の取り組みに

ついてお答えいたします。平成１９年６月、地域

による主体的かつ計画的な産業集積形成等の取り

組みに対し、国等が総合的な支援を行うため、企

業立地促進法が施行されました。これを受け名寄、

下川、美深地域におきましても産業集積及びその

活性化に向けた一層の取り組みを推進するため、

平成２３年７月に名寄・下川・美深地域産業活性

化協議会を設立いたしました。同協議会は、３市

町の自治体、商工会議所、商工会及び上川総合振

興局で構成され、健康関連産業、環境、新エネル

ギー関連産業及び地域資源関連産業の集積を目指

した基本計画を策定し、昨年１０月には基本計画

について企業立地促進法に基づき国の同意を得た

ところでございます。３市町の特性を生かした基

本計画の計画期間は、平成２８年度末日までとな

っており、同意を受けた本地域に立地する企業は

国の低利融資や税制優遇等の支援策を受けること

ができます。既に報道で御存じのとおり、美深町

で本年度中に予定されておりました基本計画に定

めた業種の工場建設が一旦白紙となったこともあ

り、現在のところ基本計画に定めた業種の企業立

地の実績はございません。

次に、本市独自の企業誘致についてであります

が、昨年策定した移住に関する総合的なパンフレ

ットの中で、本市の企業立地促進支援制度のペー

ジを設けました。パンフレットは、交流自治体で

ある杉並区の庁舎に設置するほか、北海道暮らし

フェア等の首都圏でのイベントで約 ０００部配

布し、本市に企業立地する際の助成内容等につい

て周知に努めたところでございます。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） それぞれ御答弁いた

だきましてありがとうございます。最初に、デジ

タルカメラなどを含む小型家電リサイクル法につ

いて再質問をさせていただきます。

なお、壇上で私のほうで小型家電、中型家電と

いう言い方をさせていただきましたけれども、こ

れは各行政の置いてある回収ボックスの投入口に

入るのを小型家電、入らないのを中型家電と区別

している行政もありますし、大きさで区別してい

る行政もあるので、まちまちで基準はないという

ことで、このリサイクル法によればこれらを全部

あわせて小型家電という形で称しておりますので、

その辺のことをつけ加えさせていただきたいとい

うふうに思います。

答弁によれば、各市町村とも８割以上こういっ

たリサイクル法に取り組むということで進められ

ているということであります。名寄市も前向きに

検討して、早い時期に埋め立ての限界が来る前に

このリサイクル法を取り入れて、そういった回収

をするという予定でいるということでございます

けれども、やはりこれは先ほども言いましたよう

に消費者というか、負担がないのです、事業者、

そして市民に。今までは、有料でこういった家電

製品を処理していたわけですけれども、これは大

変な市民サービスにつながることでもありますし、

またリサイクルという意識を高める。そして、貴

重な、今外交にも利用されているレアメタルの回

収もできるということで、非常に市民への有効な

リサイクル意識を高めるためにもぜひ取り組むべ

きことで、下川さんが先にやられるということで

ありますけれども、これはやはり名寄市が先にや

らなければいけない事業ではなかったのではない

かなというふうに思います。
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そこで、これを取り組むに当たり消費者に負担

がかからないということは、これを実行する行政

がこういった分別の費用を負担しなければいけな

いという部分もございます。どれぐらいかかるか

というのは、各実施されている市町村のデータが

余りないのですけれども、数多く回収しなければ

売却益はなかなか逆転しないという、赤字で推移

していく報告も受けております。しかしながら、

道内の各地、特に滝川市などは名寄と同等とは言

いませんけれども、似たような人口規模でこれを

実施しているわけですけれども、こういったとこ

ろも札幌市内の業者が回収に来て、そして有料で

買っていくという、そういった形をとっています

ので、業者が名寄市内にはないとはいえ、そうい

った業者が今大変ふえてきております。そういっ

た意味で札幌、東京周辺にそういった業者を利用

しながら、経費を負担するという部分で、そうい

った経費面での計画というのはお考えにあるのか

どうかお伺いしたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 今経費にかかわって

の御質問がございましたが、先ほど駒津議員が言

われたように、実は近郊では下川が先んじて実施

をしたということで、大変昨日もありましたけれ

ども、名寄が全体的には取り組みが遅いのではな

いかというふうに言われるかもしれませんけれど

も、先ほど申し上げましたように早期にこれにつ

いては実施をしていきたいという考え方でありま

すので、ぜひ御理解をいただきたいと思います。

それで、経費の関係についてなのですが、今議

員のほうからもお話ありましたけれども、回収に

かかわる業者については小型家電リサイクル法で

定める規定の中で環境大臣あるいは経済産業大臣

が認可をした業者ということに実はなっています。

これらの業者が市町村に一定の小型家電がたまっ

た段階、集積がされた段階でとりに来るという中

身になってございまして、実は道内ではまだ認定

業者が２者しか認定になっていない状況にござい

ます。業者２者ということでございますけれども、

私早々に協議をして取り組みを進めたいというこ

とで考えていまして、いずれにしても本市の小型

家電については現状燃やせないごみということで

排出をしていますから、今現状最終処分場の埋め

立てにということになっていますので、何とかこ

れを減量化をするという意味でも重要なことだと

いうふうに考えてございますし、レアメタルです

とか金属類が資源として回収をされるということ

で、資源循環が図られるという意味合いにおいて

も早期の取り組み、回収体制に向けた整備を進め

ていきたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） 認定されている業者

が２業者しかないというお話でありますけれども、

その認定業者に提携している回収業者もいますの

で、その枝分かれも何点か調べてはいませんけれ

ども、あるようには聞いております。また、いず

れにしましても下川町さん含めて足並みそろえて

こういったリサイクル法に取り組むということで

すので、これは一定の量が確保できるわけですか

ら、その２者においても月に１回あるいは二月に

１回という割合で回収可能だという部分があると

いうふうに思いますので、経費の面もこれから検

討していただいて、早急にこのリサイクル法にあ

わせた小型、中型家電の回収ボックスをぜひ市役

所の玄関口あるいは公的な施設の見やすいところ

において回収をするように設置を進めていただく

よう求めておきたいと思います。

今回なぜこの質問をしたかといいますと、私も

これは昨年までは余り気がついてはいなかったの

ですけれども、ことし所属する委員会の視察並び

に会派の行政視察で各市役所を回りまして、途中

で気がついたのですけれども、気がついた時点か

ら滝川、岩見沢、千歳、全部回収ボックスが玄関

口にあるのです。それで、市民の方がラジカセみ

たいな大きい家電を持ってきて、これ入らないの

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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ですかということで、隣に隣接しているプレハブ

へ持っていってくださいと市職員が親切に指導し

ておりましたけれども、こういった取り組みがか

なり進んでいるということで、それを認識してい

ただいて、ぜひ市民サービスとリサイクルの意識

向上のためにも取り組んでいただきたいのだとい

うふうに求めておきたいと思います。

次に、空き店舗対策として答弁をいただきまし

た。なかなか事業実績というのは進まないわけな

のですけれども、これもやはり質問の中にあった

ように出店する側に立った考え方でいろいろと形

を変えていく必要があるというふうに思います。

私も調べて道内の各市町村の空き店舗対策を見ま

しても同じような制度で、似たような制度で各市

町村とも悩んでいるところでもあります。ここは、

やっぱり形を変えてでもこういった名寄独自の空

き店舗対策というのも必要だと思います。

さらに、窓口というか、当然これ市役所の窓口

にも相談される方はいらっしゃると思います。し

かしながら、商工会議所とあわせて、または金融

機関あるいは建設業者に相談する方もいらっしゃ

ると思います。先ほど壇上で言ったように、１年

でやめてしまったというのはその出店された方が

悪いのではなくて、やはり経営知識にすぐれた人

の指導を受けていなかったというのが大きな原因

だと思います。市職員の場合、業務が兼務で専業

化できないということで、確実な経営指導を行え

る経営指導員みたいな知識を持った方というのは

なかなかできないというふうに思いますので、こ

れは空き店舗対策については広域に進める。例え

ば名寄市以外のまちで名寄で出店したいのだけれ

どもという希望される方は市役所には行かないの

です。地元の商工会議所に行って、名寄市ではこ

ういった空き店舗ないかいという相談されるのが

普通なのです。これは、商売やっている方、これ

から始めようとする方も市役所にはなかなか行か

ないと思います。業者、そういった金融機関には

当然そういった情報もないわけですから、こうい

った空き店舗を広域的に広めていくというか、Ｐ

Ｒを進めるためにも商工会議所と相談の上、窓口

の統一化というか、専門化というか、そういった

ことも必要ではないかと思うのですけれども、そ

の辺について御見解をお伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま御質問

いただいた点についてでありますけれども、商店

街空き地空き店舗活用事業につきましては、道内

各市町村でもさまざまな支援を行っております。

旭川市を除いた道北市長会８市の状況を見まして

も、全ての市町村で支援を行っております。この

８市の中で都市計画区域の商業地域とそれ以外の

地域に区分して支援を行っているのは本市のみで

ございます。他の市では、商業地域のみの場合、

市内全域で同一支援を行っているところと分かれ

ておりまして、名寄市としては独自の支援策であ

るというふうには考えてございます。

中小企業振興条例におきます各支援制度の規制

の緩和の部分についてでございますけれども、本

市におきましては商業地域での補助につきまして

は比較的厚い支援となっている一方で、対象業種

が限られておりまして、他市での補助対象業種等

については比較的広く薄く支援をしている状況が

ございますので、今後これらの対象業種等も含め

て他市の支援状況の参考にしながら、関係機関並

びに中小企業振興審議会において検討してまいり

たいというふうに考えております。

次に、各種助成、融資制度についての関係であ

りますけれども、この関係については私ども営業

戦略室が所管をしておりますが、これらの制度を

活用する中小企業者の方には単に助成の制度の相

談だけではなく、経営指導も含めて総合的なアド

バイスを提供できる窓口が必要だというふうに考

えております。しかしながら、この制度を申請す

る事務的な流れといいますのは、直接私ども営業

戦略室のほうに相談をするような形になっており

まして、先ほど議員からも言われましたとおり、
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行政に商工振興に係る専門的なプロパーを配置す

るというのはなかなか今の段階では難しいという

状況でございますので、市といたしましては中小

企業振興条例の中での商工会並びに商工会議所に

対して商工業の総合的な支援を図るための事業及

び中小企業に対する指導体制を強化するための経

費の一部を補助しているところでございます。こ

れらの制度を有効活用するためにも商工会、商工

会議所で国や道などの制度を含めた各種制度、そ

して経営に関する相談などワンストップ的な形で

の総合相談窓口として確立できるように今後検討

してまいりたいというふうに思いますし、当然商

工会並びに商工会議所を経由をしてそういった事

務的な流れをつくっていくというようなことを検

討してまいりたいというふうに思っております。

したがいまして、今まで以上に商工会、商工会議

所との連携を図っていくということを念頭に今後

も対応してまいりたいと思っております。

それと、広域的な部分ということでありますけ

れども、原則市町村が実施をしております中小企

業振興条例に係る支援策といいますのは、地元の

業者さんを対象としている事業でございますので、

そういった広域的な部分の相談というのは今現在

行っておりません。しかしながら、国並びに北海

道、北海道中小企業総合支援センターの事業は道

内の各市町村同一の相談業務を行っておりますの

で、御質問のございました広域窓口の可能性につ

いて関係機関と今後検討してまいりたいというふ

うに考えております。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） この件に関しまして

は、実際答弁にありますとおり関係団体の協力を

得ながらという事業ですので、これは早急にはで

きないと思います。こういった業務的なことを随

時協議しながら、関係機関とよりよい支援策の方

向性を定めるということで進めていただきたいと

いうふうに思います。

中でも質問しましたけれども、商店支援事業で

す。先ほど中心市街地の商業地区に該当する補助

金と格差があるということで、実際これ増改築費

用の２０％ということで、それで限度額が１００

万円なのです。これは、中心市街地の商業地区に、

指定地区に該当すれば ０００万円なのです。こ

れ土地の値段は、土地は価格は入っていないので、

線をまたがって１つ違えば片やこちらは ０００

万円で、こちらが１００万円の補助という、そう

いう格差が生まれているわけなのです。島市長時

代からコンパクトなシティーづくりというのがあ

りますけれども、ただこんなに商業施設が減って

くると、郊外の本当の市民の不便さが目立ってき

ております。そういった意味でもこの１００万円

と ０００万円の格差というのは、建設する費用

は同じなのです。市街で ０００万円かかれば住

宅街でも ０００万円かかるのです、これ。先日

大学周辺の商業施設という質問が同僚議員のほう

からされましたけれども、なぜこれ出店する方が

いらっしゃらないかというと、採算がとれないの

です。採算性というのはどういうことかというこ

と、 ０００万円なり例えば設備投資した。設備

投資が回収できないからです。だから、出店が難

しいのです。こういった面を市街地の ０００万

円とは言いませんけれども、５００万円なりそう

いった増額の必要があると思うのですけれども、

その辺の御見解をちょっとお伺いしたいと思うの

ですが。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 先ほども答弁の

中で申し上げましたけれども、道北８市の状況を

見ましてもうちがそういった格差があるというよ

うなことであります。先ほども申しましたとおり、

ほかではほかの支援制度も含めて広く薄くといっ

たような制度内容になっているところが多いとい

うようなこともありまして、今後議員からもそう

いった御提言がございましたので、関係機関含め

て協議をしてまいりたいというふうに思っており
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ますので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） ぜひ出店する希望者

の不公平感がないような形をとっていただきたい

と思います。特に今回進められています（仮称）

市民文化ホールの建設に当たっても、あそこは商

業地区ではありません。そういった面で商業施設

が出やすい、そして特に北区、大学周辺の小売店、

商業施設、こういったものにも出店をしやすくす

るためにはこういった支援策というのは必要であ

りますので、必要な要因の一つでもありますので、

審議会を通して御検討いただいて、ぜひ格差のな

いような形をとっていただきますよう求めておき

たいというふうに思います。いずれにしましても、

ことしも８号通の商業施設が１店閉店になってい

ます。この近年かなりの郊外の商店が閉鎖、閉店

になっているのが現状であります。このまま進め

ばもっともっと減っていきます。そういったこと

で高齢者のいる住宅街では、本当にコミュニティ

バスの配慮などをされておりますけれども、やは

り歩いて通える、そういった日配品が、商業施設

があるとないとではかなり違うことでありますの

で、消費者のサービス、市民サービスを含めて利

便性を考えて、そういった意味合いからも進めて

いただきたいなというふうに思います。

次に、雇用促進対策なのですけれども、名寄で

働こう事業ということで、以前は事業主と雇用者、

雇用される方、新卒者ですか、両方に支援がされ

たということで記憶はあるのですけれども、途中

で変更になりまして、就業される方のみの支給と

いうことで変更されたわけですけれども、この５

年間ですか、何年間かやられたわけですけれども、

先ほど壇上でお聞きしましたのはこの制度の復活

をということで、私は聞き漏らしたのかもしれま

せんけれども、その可能性について再度お聞きし

たいというふうに思うのですけれども、お願いし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 先ほど申し上げ

ましたのは、中小企業振興条例のいろいろな施策

を検討していく中で、優先順位を定めてやってい

くということが使命だということでお答えいたし

ましたけれども、そういった中でこの部分につい

ても検討させていただきたいということでござい

ますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） 失礼いたしました。

先ほども答弁いただきましたけれども、今回の

市民文化ホールの入札でもうかがえるのですけれ

ども、市外、市内の大手スーパーの建設会社の主

な仕事が東日本の震災とか、本州のほうにとられ

ているというのが現状でして、しかもその大手が

やっていた仕事が道内の企業に回ってきていると。

その企業の仕事の一環が名寄市内の土建業にも回

ってきていると。ところが、これは豊作貧乏では

ないのですけれども、仕事はあっても人手がいな

いので、仕事が受けられないという現状も出てき

ております。こういった意味で若い方の名寄市で

の就業、これを進める施策として、この名寄で働

こう支援金をぜひ復活していただいて、人口の減

少の歯どめにもなりますので、推進していただき

たいなというふうに求めておきます。

次に最後に、企業誘致に関してでありますけれ

ども、企業誘致につきましてはわかりました。協

議会の内容というのは、成果というのか、推移の

内容につきましては答弁いただいて理解いたしま

したけれども、また名寄市での取り組みもお聞き

しております。また、企業誘致は地域経済の活性

化、雇用対策、自主財源の確保など、かつ多面に

わたって大きな効果が期待される事業なのです。

こういった既存の今ある誘致企業含めて強化をし

なければいけない時期に来ているわけですけれど

も、この基本計画の策定後の企業立地の実績はな

いということですけれども、地域経済の活性化を

図るためにも進めなければならない事業としてこ

れからの計画といいますか、先ほどお聞きしまし
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たのは経過でしたので、これからの企業誘致に関

する計画があればお伺いしたいというふうに思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 企業誘致の取り

組みについてということで再質問をいただきまし

た。地域と産業が育ち、地域の特性を生かした元

気なまちづくりを推進するということは、市政の

重要な課題だというふうに考えております。今後

本市への企業誘致を期待できる業種、企業立地す

る際の助成内容等についても検討を進めてまいり

たいというふうに考えておりますし、名寄市企業

立地促進条例の整備も視野に産業の振興、雇用の

拡大が図られるような取り組みを進めていきたい

というふうに考えております。地域経済活性化の

ためにも企業誘致、地場産業育成、起業家支援と

いった事業を効果的に組み合わせて、定住人口、

交流人口の拡大に取り組んでまいりたいというふ

うに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） ちょっとよくわから

ないのですけれども、これから積極的に取り組む

という意思だけは伝わってきましたけれども、具

体的に進めていただきたいというふうに思うので

すけれども、私のほうでちょっと考えているのは、

市長がみずからトップセールスとなって、こうい

った事業を含めて宣伝マンとして、営業マンとし

て活動したいという、そういったお言葉を聞いて

おります。私は、市長はトップのセールスだと思

うのです。一般企業で優秀な営業マンというのは、

これは自分のところの、自社のよいところ、そし

てＰＲするところ、こういった材料を相手側の企

業、提携する企業に持っていくわけですけれども、

これ以外に相手の社長の人格とか、いろいろな交

遊関係、そういった下調べの上で持っていくわけ

です。そういった人的な要素というものを誘致す

るよい条件のプラスアルファとして、人材的とい

うか、人間と人間との交渉でございますので、そ

ういったものも大きく作用するというのが民間企

業の営業としては当たり前のことなのです。これ

を市長に全部のデータを集めて、市長がそれを探

るということは、これは大変なことでありますの

で、当然何を言いたいのかというのは、企業誘致

課としての職員の配置をお願いしたいと。企業誘

致課で専業の職員がいれば、下調べ、アポイント

を含めた、そういった段取りができる。こういっ

たことをやらないと、なかなか企業誘致は進まな

いと思います。

数年前に当市政クラブで石狩の市役所へ行きま

して、そこでさくらインターネットのデータセン

ターの誘致に成功したということで、担当者にお

会いいたしました。担当者からは、うちの市長は

トップセールスで飛び込み同然で行きましたと言

ったのですけれども、よくよく聞きましたら、こ

の担当者は民間企業の役員で行って、民活の登用

で市の職員として採用されて、その民間で磨いて

いた手腕をこのさくらインターネットのデータセ

ンター誘致に発揮したということで、他の職員の

方からこそっとお聞きしたわけでございますけれ

ども、やはりこれは……

（何事か呼ぶ者あり）

〇１２番（駒津喜一議員） 別に秘密にしている

わけではないのですけれども、裏をただせばそう

いうことで、市長を立てたということです。石狩

の例に例えれば、やはり名寄市においても市職員

がどうしても兼任なのです、これ。兼任にしてこ

の大事業を進めるというのは大変なことなのです。

したがいまして、これは専属の企業誘致を担当す

る職員を一人でも配置して、当然名寄市内では遠

戚関係、親類関係でびっくりするような企業と親

戚関係あるいは同級生とか、そういったつながり

というのは数多く埋もれているのです。そういっ

た発掘の情報を整理するにも、こういった担当職

員配置というのが必要ではないかというふうに思

います。そういった意味で、こうした取り組みに

ついて御見解あれば、市長でも結構だと思います
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けれども、御見解をお聞きしたいというふうに思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 貴重な御提言をいただき

ましてありがとうございます。企業誘致というの

は、地域の振興にとっても非常に大事な事案だと

いうふうに考えておりますし、またこれまでも営

業戦略室を中心に、私も意を払いながら進めてき

たところでありますけれども、なかなかやはりお

話しのとおり具体的な取り組みに至っていないの

かもしれません。こういった立地があったりだと

か、こうした業種を絞ったりだとかということが

なかなか絞り切れていないのかもしれません。そ

うしたことをしっかりと整理をして、これから人

事配置の話もいただきましたけれども、より具体

的な戦略として取り組めるように再度検討してま

いりたいというふうに思いますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 駒津議員。

〇１２番（駒津喜一議員） 専任の職員というの

は、なかなか内部的には難しいことかもしれませ

んけれども、とにかく企業誘致による経済効果と

いうのははかり知れないものがあるわけです。こ

れから名寄市も人口がどんどん、どんどん減って

いくという傾向にあります。これに歯どめをかけ

るためにも、そして毎年といいますか、各年置き

に小学校が減っていく状況にもあります。こうい

った危機感が非常に市民の間でもあります。どう

か企業誘致という明るい話題に取り組むためにも、

ぜひ実現ができるような体制づくりを整えていた

だきたいなというふうに思っております。市長は、

トップセールスとして今までも一生懸命やってお

られたのは、それはそれで評価はいたしますけれ

ども、また違った形で職員と一体となった取り組

みも今後必要だというふうに思いますので、企業

誘致に関しましては職員の方と一体となった、そ

ういった可能性を広げていただきたいなというふ

うに思いますので、ぜひそういう取り組みを求め

ておきたいと思います。

以上をもちまして、１０分余っていますけれど

も、私の質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で駒津喜一議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時４９分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

快適で安全な環境づくりについて外１件を、竹

中憲之議員。

〇８番（竹中憲之議員） 議長より指名をいただ

きましたので、さきの通告順に従って質問させて

いただきます。

大項目の１点目は、快適で安全な環境づくりに

ついてであります。快適で安全な環境づくりのた

めに、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭な

ど広範囲な分野があり、生活に悪影響を出さない

ための調査及び検査があると考えています。地球

温暖化抑制のため、それぞれの検査や調査がされ

ているというふうに思います。毎年公害の現状と

対策の報告書が発行されておりますが、１点目は

水、大気にかかわる安全問題についてであります。

水は、生物が生きていく上で欠かせないものの一

つであります。名寄市における飲料水は、名寄地

区がおおむね名寄川からの取水と風連地区は地下

水での給水となっており、安全な水が供給をされ

ていると思っております。名寄市は、２つの川が

あり、５町村を経て日本海に流れ出ておりますが、

一度河川等での汚染が起きれば河川内の問題にと

どまらず、海の恵みである魚介類等にも大きな影

響が出ます。汚染が拡大しないための対策は十分

されていると思いますが、毎年水質検査をされて

おります水質調査の箇所と検査結果についてお知

らせを願いたいというふうに思います。

また、大気汚染にかかわる検査も行われている



－108－

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

と思いますが、同時に調査の箇所等検査結果につ

いてお知らせを願います。

２点目は、旧焼却施設と炭化センターについて

であります。旧焼却施設は、名寄と風連地区の２

カ所にあり、炭化センターの竣工により平成１４

年に閉鎖となり、現在に至っています。新名寄市

総合計画では、適切な処分が必要としております

が、今日までの処分にかかわる庁内議論がされた

のか、議論がされたとしたらどのような議論があ

って、結果としてどのようにしようとしているの

かお知らせを願いたいというふうに思います。

また、炭化センターは建設がされて１０年が経

過し、設備の納入会社は既に存在をしておりませ

ん。この間名寄地区衛生施設事務組合が管理し、

機械の補修、修理を維持しています。行政として

炭化センターの使用についてどのような分析をさ

れているのか、また今後についての議論はされて

いるのか、議論がされているとしたら経過につい

てお知らせを願いたいというふうに思います。

３点目は、リサイクルの推進と最終処分場につ

いてであります。名寄市における最終処分場は、

市民の理解と行政の一定の努力により延命がされ

ておりますが、今後は広域での最終処分場の建設

が確認され、新たな処分場の建設に向け進むこと

となりますが、今後の処分場のあり方についてで

あります。現在の可燃物処理をしている炭化セン

ター問題とあわせてリサイクルの取り組みを考え

るべきと思いますが、現段階での考え方があれば

お知らせください。

リサイクルの推進についてでありますが、１１

月の広報、平成２４年度の決算に基づく有価物の

売り払い状況が掲載をされました。有価物の収集

以外に係る経費については掲載をされておりませ

んでしたが、各品目別の経費についてわかる範囲

でお知らせを願いたいというふうに思います。

次に、大項目の２点目、名寄市立総合病院の現

状と課題について質問いたします。名寄市立総合

病院を外観から見ると、現在改築が進んでいる精

神科病棟の進捗率約４０％に目が行きますが、一

方で病院の経営問題についても気がかりな問題が

起きています。経営にかかわって市長の行政報告

では、市立総合病院の上半期の経営について、入

院患者数は減少しているが、外来患者数は増加、

医業収支は２億 ０００万円の損失で、医業外収

支、特別収支で１億 ７００万円の損失と報告が

ありました。１億 ７００万円の損失についての

分析がされていると思いますので、分析の内容に

ついてお知らせください。

また、新年度に向けた経営健全化に向けて、医

業収益等の確保と院内の経費節減等についてどの

ように考えているのかお知らせを願いたいという

ふうに思います。

次に、病棟における看護体制が７対１の変更に

伴う患者への対応はどのように変わったのか、ま

た看護師の労働条件は改善されているのかについ

てお知らせを願いたいというふうに思います。

名寄市立総合病院では、病院間の災害時等にお

ける相互支援が市長の承認を得なくても医師、看

護師等の派遣ができる体制が昨年道内４市の公立

病院で締結されました。この協定は、拡大をして

考えれば災害被災者の受け入れも可能ではないか

と考えますが、院内における体制はできていると

確信をしておりますが、院内全体のものになって

いるのか、また災害時における院内の医療機器等

の体制は整っているのかについてお知らせをくだ

さい。

直接災害等にかかわりませんが、本年４月に利

尻島の患者を防災へリでドクター同乗のもと名寄

まで搬送し、手術に成功されました。ドクターだ

けでなく、多くの医療スタッフの連携により一命

を取りとめたのではないかと思いますが、かかわ

った方々の労をねぎらうものです。近年救急搬送

者が増加をしておりますので、救命救急センター

設置の見通しについてお知らせを願いたいという

ふうに思います。

以上、この場からの質問を終わらせていただき
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ます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 竹中議員から大項目

で２点にわたり御質問いただきました。大項目１

は私から、大項目２は病院事務部長から答弁させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、小項目１、水、大気にかか

わる安全問題についてお答えいたします。水に関

する水質調査につきましては、名寄市の「公害の

現状と対策」で報告のとおり、毎年天塩川調査で

は名寄南大橋から天塩大橋までの１０地点を年２

回、６月と１０月に実施しております。名寄川調

査では、名寄川及び名寄川に流入する３河川を含

めた８地点を年７回、５月から１１月に実施して

おります。今年度の調査結果は、天塩川のデータ

については環境基準を全て満たしており、名寄川

のデータについては７月から９月に大腸菌群が環

境基準を超過していた以外は基準を満たしており

ます。名寄川の大腸菌群が環境基準を超過したこ

とについては、大腸菌群の多くは流域土壌、河床

堆積物など自然界由来によるものと思われ、天候

の影響により数値が上昇したものと考えられます。

また、嫌気性芽胞菌が毎月検出されており、今後

も注視していく必要性がありますが、今年度水道

事業において実施した調査によると、名寄川水道

原水におけるクリプトスポリジウム、ジアルジア

などの微生物は検出されておりません。

続きまして、大気に関する調査ですが、当市で

は独自の調査を実施しておりませんが、公害防止

協定を締結をしている企業１社から定期報告を受

けており、臭気について規制基準を満たしており

ます。また、大気汚染の一因となっております微

小粒子状物質ＰＭ ５については、道内の１４カ

所で常時測定が行われており、当市の近隣では旭

川市に測定地点があります。測定値は、道内のホ

ームページにおいて公表しており、昨年の傾向を

見ますと１２月から２月の冬期間に高い値となっ

ており、環境基準３５マイクロメートルを超過し

た日が数日ありましたが、環境省の注意喚起が必

要な暫定的な指針である７０マイクロメートルを

超過した日はないということであります。

次に、小項目の２の焼却施設と炭化センターに

ついてでありますが、旧焼却炉については平成１

４年度に旧名寄市と旧風連町がそれぞれ閉鎖し、

１１年が経過しました。名寄市が単独で解体する

ためには多額の費用がかかること、国庫補助の活

用については跡地利用が条件であり、利用の具体

的な計画がないことから、現在に至っております。

今後炭化センターの施設整備やリサイクル関連施

設を含め将来の効率的なごみ処理計画を立てる中

で整理されるものと考えております。炭化センタ

ーの施設使用については、平成１５年には供用開

始され、起債償還が１５年であることから、平成

３０年以降も使用し、さらに継続運転を想定して

おります。

一方、製造プラントメーカーの事業からの撤退

や原油の高騰など施設を長く使用することが必ず

しも効率的な施設運営につながらない要因と考え

ております。現在新たに音威子府村を加えた４市

町村の構成による名寄地区衛生施設事務組合で広

域最終処分場を平成３０年４月、供用開始目標に

進めているところであり、その幹事会で次期ごみ

中間処理施設の処理方法と建設時期等についての

検討が必要であるとしています。名寄市としては、

広域処理を中心に次期ごみ中間処理施設がどうあ

るべきかを検討していくための調査が必要である

と考えており、関係市町村と協議を進めてまいり

たいと考えております。

次に、小項目３、リサイクルの推進と最終処分

場についてお答えします。平成２４年度のリサイ

クル売払収入について、広報１１月号に掲載して

おり、総重量６９１トン、収入として １２９万

０００円と報告しています。リサイクル品は、

有価物だけでなく、資源化にするため手数料がか

かるものもあります。瓶、プラスチック容器、包

装類、廃蛍光灯、有価にならない紙容器等約６８
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０トン処理しており、リサイクル量全体としては

約 ３７１トンとなります。品目別経費は、アル

ミ、スチール缶で処理委託料は約４３０万円、プ

ラスチック容器、包装類は約４７０万円、ペット

ボトルは約１８０万円で、収集以外の全体経費は

８００万円ほどかかっております。しかし、最

終処分場の延命化から見たとき、埋め立て重量で

１ ５％が減量できたことになり、処分場経費も

０００万円以上の削減効果があったことになり

ます。最終処分場の延命化ということでは、小型

家電リサイクル法、使用済小型電子機器等の再資

源化の促進に関する法律が平成２５年４月１日施

行され、４月より小型家電の取引業者の認定業者

の受け付けが開始されました。名寄市としても認

定業者と協議をしているところであり、最終処分

場の延命策でもありますので、早期に取り組める

よう検討していきたいと思います。また、次期ご

み中間処理施設の対象物と建設時期が処分場の延

命に大きくかかわりますので、構成市町村の協議

の場で方向性を確認していきたいと考えています。

リサイクルの推進については、市民の御協力をい

ただき、できるだけ経費をかけず、効率的な循環

社会の構築を目指してまいりたいと思いますので、

御理解をいただきたいと思います。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） 私か

らは、大きな項目２点目の名寄市立総合病院の現

状と課題について申し上げます。

初めに、経営の現状と課題について、本年度上

半期の収支の分析からお答えをいたします。まず、

収益についてでありますが、入院収益では対前年

度比で患者数の減少があったものの、７対１看護

基準の取得、在院日数の短縮などにより１人当た

りの平均単価が上昇いたしました。一般科では４

万 １５９円が５万 ２３５円、１ ７％アップ

をしております。これらにより１億 ６３０万円

の増収となりました。外来につきましては、患者

数の増加、平均単価の上昇、外来の一般科では

６６３円が ８９３円、 ４％アップをいたしま

した。などによりまして、 ８９２万円の増収と

なりました。稼働額の伸び率が大きい診療科は、

入院では循環器内科、呼吸器内科、小児科など、

また外来では消化器内科、眼科などが大きくなっ

ております。一方、費用につきましては、医業収

益の増加に伴う材料費、職員数の増加などによる

給与費、施設設備の増加などによる減価償却費な

どがそれぞれ伸びたことなどから、２億 ３２４

万円の増加となりました。

次に、特別収支につきましては、企業会計では

発生主義の方法をとっていることから、出納閉鎖

期間が存在せず、年度がかわって新年度に入った

後にレセプトの査定減などが発生した場合には、

過年度損益修正損として特別損失に計上すること

になっておりますが、今年度は電子カルテシステ

ムの一部ふぐあいなどがありまして、例年より多

額の特別損失が発生することとなり、収支全体で

は１億 ７２８万円の損失となったところであり

ます。

次に、新年度に向けた医業収益の確保と院内に

おける経費節減などの考え方について申し上げま

す。市立病院では、本年度から院長、副院長、統

括診療部長、各部長１１名で構成する病院経営会

議を設置いたしまして、市立病院が目指す方向性

や病院経営について議論をしております。１１月

の会議の中では、精神科病棟の改築終了後も１つ

として現精神科病棟の解体と外構、駐車場工事、

２つとして院内保育所の整備、３つとしてＣＴ、

ハイブリッド手術室など大型医療機器の更新整備、

４つとして眼科、麻酔科、精神科外来が新棟へ移

行した後の外来再編工事など今後も大型の事業が

続くこと、また２年ごとに改定される診療報酬、

ベッド数に応じて措置される地方交付税の伸びな

どが期待できないことから、収益の確保と経費の

削減などについて改めて協議をし、次週の院内の

各科代表などで構成する管理運営委員会で職員に
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対し周知徹底を図ったところでございます。

主な内容は、収益確保では１つとして医師、看

護師等の人材の確保、２つとしてＤＰＣの適正な

コーディングや医学管理料ナビなどのソフトを活

用しての請求漏れ対策の徹底、３つとして看護基

準７対１の安定した運営、４つとして精神科病棟

移行後に精神科の看護基準は今１５対１なのです

けれども、それを１３対１への取得を目指すこと

などを、また経費の削減では業務の見直しによる

時間外の削減、経営コンサルを活用しての診療材

料、薬剤などの抑制、臨時職員の適正配置などに

ついて改めて確認をしたところでございます。

次に、（２）の看護体制の変更後の病棟の変化

についてと看護体制変更に伴う看護師の労働条件

の変化につきましては関連がございますので、一

括して答弁をさせていただきます。看護師の配置

につきましては、近年の１日平均入院患者数の推

移から算出した７対１の看護基準に必要な看護職

員数に一定のめどがついたことから、ことし７月

に北海道厚生局へ変更届を提出し、８月１日から

実施しているところであります。７対１の導入に

よりまして入院患者への対応や看護師の労働条件

が直ちに改善されるものではありませんが、看護

助手、看護補助、病棟事務クラークなどの採用に

より看護助手などを含めた看護職員数は３年前に

比べて５５名ふえておりまして、総体的には看護

師がベッドサイドに行く時間や説明などの応対時

間に使える時間が多くとれるようになってきたも

のと理解をしております。看護師の労働環境の改

善は、安全、安心な医療の提供と医療サービスの

向上に欠かせないものであると認識をしておりま

すので、今後もよりよい職場環境づくりに取り組

んでまいりたいと考えております。

次に、（４）の災害時における院内の体制につ

いて申し上げます。一昨年の東日本大震災の経験

を踏まえ、当院においても災害時の医療体制の充

実強化に向けた取り組みを進めており、平成２４

年８月３１日に災害医療の確保と医療機能の充実

を図ることなどを目的として、災害時における病

院間の相互支援に関する協定を当院と函館、釧路、

砂川の各市立病院と締結いたしました。協定の支

援内容としては、医薬品、医療材料、食料、その

ほか応急物資の調達、医療スタッフの派遣、重症

患者の移送等でありまして、被災病院における医

療支援活動が円滑に遂行できるよう必要な事項に

ついて取り決めを行っております。道内各地域の

地域災害拠点病院と災害時における優先的医療相

互支援体制を構築することにより、それぞれの地

域の災害医療確保に大きく寄与するものと考えて

おります。

院内における災害時の患者の受け入れ態勢とし

ましては、現在建設中の新精神科病棟の１階カフ

ェコーナーと３階の体育館、研修室、会議室など

を災害時の緊急トリアージや患者収容スペースと

して利用ができるよう医療ガスユニットと非常電

源設備を整備し、患者受け入れ時に混乱を招かな

いよう整備を進めているところであります。

災害発生時の患者の受け入れ訓練は、去る１１

月８日に全国自治体病院協議会北海道支部主催に

よる災害が発生したと仮定した連絡訓練を会員病

院統一で行いました。院内全体での訓練は、平成

２１年度に実施以降行っておりませんので、新病

棟完成後の対応を含めたマニュアルの整備を行う

とともに、訓練の定期的な実施を検討してまいり

たいと考えております。

次に、災害時における医療機器などの整備に当

たっては、最も重要となるのは電源の確保である

と認識しております。現在非常用発電機からの電

源は、生命維持装置やＣＴ、血管造影などの大型

医療機器への供給をメーンとした配線設備となっ

ておりますが、年１回の電気設備保安点検作業時

には大型医療機器などへの電源供給ができなくな

ってしまう状況であります。そうした場合でも大

型医療機器を常時使用できるように整備するには、

高圧線配線設備などの改修工事が必要となり、Ｃ

Ｔのみの工事でも相当の改修費用が発生すること
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から、ほかの施設設備の優先順位との兼ね合いも

含め、救命救急センターの設置にあわせて検討し

てまいりたいと考えております。今後も引き続き

災害時においても医療行為が継続できる体制の整

備に努めてまいりたいと考えておりますので、御

理解をいただきますようお願いいたします。

次に、救命救急センターの設置の見通しについ

て申し上げます。救命救急センターにつきまして

は、平成２４年１２月に北海道が中心となって策

定しました自治体病院等広域化・連携構想上川北

部地域行動計画において計画期間の平成２９年度

までに名寄市立病院がするべきこととして、指定

に向けた整備をするということが明記をされまし

た。指定に関しての手続は、事前調査から運用開

始までに１２カ月から１４カ月程度必要で、最終

的には道からの設置要請を承諾して指定を受ける

ことになります。課題としては、１０床以上２０

床未満のベッドの設置場所など基準に沿った施設

の設備改修、さらには救急専任医師の配置、４対

１看護基準を満たす専任看護師の配置などが挙げ

られます。中でも医師と看護師の確保が大きな課

題となります。医師につきましては、当院の救急

専門医のほか、旭川医科大学救急医学講座と連携

を図りながら、医師確保に努めてまいりたいと考

えており、また看護師については看護基準７対１

の安定した運営を図るためにもより一層の看護師

確保対策を進めてまいります。さらなる地域完結

型の医療提供体制化構築のため、できるだけ早急

に救命救急センターの指定が受けられるよう課題

解決に向け引き続き努力してまいりますので、御

理解をいただきますようお願いいたします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） それでは、それぞれ答

弁をいただきましたから、再質問をしたいという

ふうに思います。若干前後するかもしれませんが、

御理解をいただきたいというふうに思います。

まず、１点目の環境づくりの問題でありますが、

先ほど答弁の中で水質検査にかかわって名寄川で

の大腸菌の検出がされたというふうに報告がござ

いました。それでも中身的には土壌による自然界

からの大腸菌ということでありましたが、名寄川

の場合は特に名寄地区における上水道の取水とい

う状況にあるわけでありまして、これは市民部と

いうよりも建設水道部にかかわってくる問題であ

りますが、このことにかかわっての市民への影響

あるいは対処方がどのようにされたか、まず１点

目お聞かせを願いたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 斎藤上下水道室長。

〇上下水道室長（斎藤一彦君） 上水道にかかわ

る再質問をいただきました。御存じのとおり、今

議員から御指摘のとおり名寄川から水道水を引い

ているということで、たまたまその時期は高温が

続いて、一時大腸菌が検出されたということでご

ざいます。ただ、上水道におきましては平成１６

年４月に水質検査の基準法が改正が行われまして、

水質検査項目につきましては５０項目ということ

で、原水あるいは配水する段階において検査をし

ております。検査につきましては、毎日１回以上

する項目、これらはｐＨあるいは味だとか、臭気

だとか、色度だとか、そういったものでございま

す。また、月１回以上実施する項目、あるいは年

４回以上実施する項目、そして発生時に実施する

項目、今御指摘あったような大腸菌の問題である

とか、そういった部分等については適時検査をし

て、それなりの薬品等を入れまして市民生活、飲

用に至って影響のないような水質にして市民の皆

さんに提供していると、そういう状況にあります。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 今答弁がありまして、

安全なものにして市民に供給をしているというこ

とでありますけれども、中身的には非常に水とい

うのは重要なものでして、そういう意味からいく

と名寄川の検査については通常の扱いでいくと年

８回というふうに言われましたけれども、今答弁
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いただいた中身でいくと水道の扱いについてはそ

れぞれその日、その日の検査をということであり

ますから、安全な水が供給されているというふう

に思って構わないというふうに確信をさせていた

だきますが、ただちょっと方向を変えてと言った

ら言葉に語弊がありますが、実は名寄は水がいい

ということで、地下水、井戸水を活用している家

庭がかなり多いというふうに思っています。天塩

川水系と名寄川水系に近いところはかなり水がい

いのでありますが、近年舗装率が高まって雨水が

地下水に浸透しなくなってきて、結果的にはそれ

が汚染の原因につながっているということが実は

数年前から指摘をされているのです。私の地区で

も数年前に検査をした結果、大腸菌が出て、中身

的には上水道に切りかえたという状況があります

けれども、名寄市内における地下水、井戸水の利

用をされている戸数というのはどのぐらいあるの

か、わかっている範囲で結構ですが、ちょっとお

知らせ願えればといいますか。

〇議長（黒井 徹議員） 斎藤上下水道室長。

〇上下水道室長（斎藤一彦君） 大変申しわけご

ざいません。今手持ちに資料を持ち合わせており

ません。後ほど御報告させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 持ち合わせていないと

いうことでは、それはそれでいいのでありますが、

行政で年に１回市民からの水道水以外の水の検査

というのをやられていると思うのですが、実は井

戸水がどのぐらい使われているか、戸数が使われ

ているかによって検査率がどうなのかというのを

聞きたかったのでありますが、そこは聞いても仕

方がないので、また別なときに聞きたいというふ

うに思いますが、ただ私も数年に１回検査をさせ

ていただいているのですが、問題ないということ

で飲んでいますが、検査をして大腸菌等々が出た

場合の取り扱いとして、結果的には上水道を使用

しなければならないということになるわけです。

私の地区の先ほど話した方は、結果的には市にお

願いをして上水道を引っ張ってもらって、引いて

つけたという状況になっていますから、そういっ

た意味でいくと今後そのようなことがあれば即配

管ができるのかどうか、その辺についてはどのよ

うな考えでおられるのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 斎藤上下水道室長。

〇上下水道室長（斎藤一彦君） 水質検査等につ

きましては、地下水の利用されている方につきま

しては水道週間も含めて広報等で周知をしていた

だいて、それで検査していただきたいという申し

出がございましたら、私どもは水をとりに行って、

その都度検査をして、御報告をして、もしこれが

この水は飲料的に不適ですよというような形にな

りますと、当然給水エリアである地域においては

給水管を新たな管網を引いて水を使っていただく

と、そういうようなことで、そういう市民からの

問い合わせに対しては常時整備を図っている状況

にあります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 理解をいたしました。

それでは、もとへ戻って市民部に聞きたいこと

があるのですが、先ほど天塩川、名寄川の水質検

査を１０回と８回ですか、やっているということ

でありますけれども、大河川外、いわば小河川あ

るいは河川外でのこの半年間鉱物というか、油系

あるいは劇薬系の流出の事故があったのかどうな

のか。あったとしたら、その件数と対応について

ちょっとお聞かせを願いたいというふうに思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 河川への鉱物系、劇

薬等の流出事故の発生状況ということでございま

すけれども、名寄市においては現在発生について

はございません。ただ、市内において油の流出事

故が発生をしておりまして、平成２３年度、２４

年度ではそれぞれ１０件、今年度は既に１０件発
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生をしているということで、増加している状況に

なっています。今年度の油の流出事故の内訳であ

りますけれども、土壌汚染が８件、河川への流出

が２件であります。被害の拡大防止措置というこ

とで、土壌汚染については土壌の掘削による浸出

の防止、河川への流出においてはオイル吸着マッ

トの使用ですとか、オイルフェンスの設置などの

指導をしております。また、浸透による地下水汚

染のおそれがある場合には、近隣の地下水使用者

への影響など状況把握を行っております。先ほど

も申しましたけれども、近年大変油の流出事故が

多いということで、特にホームタンクの劣化によ

る漏えい事故が発生をしているということから、

市の広報あるいはホームページにおいて現在注意

喚起を行っているところであります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） わかりました。河川と

いうよりも土壌への汚染ということでありますか

ら、これも地下に流入ということでありますので、

それは対処方間違いのないような方法でお願いを

したいというふうに思います。

次に、同じ水質検査の関係で、実はもう既に対

応しなくてもいいのかもしれませんが、旧日進地

区に最終処分場があったわけですが、そこでの検

査、いわば汚水とは言いませんが、水が若干流れ

て出ているところもあるわけですが、その検査等

の扱いがされているのかどうか、されていないと

したらなぜされないのか、あるいは年数がたって

いるから必要ないということなのかどうなのか、

その辺についてわかればお知らせを願いたい。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 旧日進の処分場につ

いては、環境省の廃止に係る基準省令によって閉

鎖の措置がなされて、廃止届が済んでおります。

この廃止届によって、処分場が生活環境保全のた

めに必要とされる水処理など日常的な維持管理を

行わなくてもよいとされておりまして、現在は廃

棄物処理法の規制下にないということから、浸出

水の検査については行っておりません。ただ、過

去においては１７年、１８年……議員のほうから

も御質問をいただいた、たしか決算委員会がござ

いまして、１９年、２０年に検査はさせていただ

いておりますけれども、それ以降については今申

し上げた状況で、検査についてはしておりません。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 旧日進地区の最終処分

場の扱いについては、検査した当時は出なかった

ということで、また国の指定外ということになっ

たということで、それは理解をしますが、結果的

には処分場でありますから、昔の処分場、何が入

っているかわからないという、そういう状況であ

りますから、何年かに１遍は検査をしてはどうな

のかなというふうに思いますが、その辺の扱いに

ついては検討を求めておきたいというふうに思い

ます。

あと、リサイクルの関係で、市長の行政報告の

中で繊維全般にかかわって昨年度より取り扱い量

がふえたという状況にありますが、報告がありま

したけれども、中身的に繊維の問題だけでなくて

有価物の取り扱いも行政としてもう少し市民にア

ピールをする必要があるのではないかと私は思っ

ております。昨年と違って、ことしの４月からの

扱いで繊維類全般的に扱えるということでありま

すから、まだまだ恐らく集まるのだろうと。市民

への周知徹底も含めて、私は足りないのではない

かというふうに思っていますし、もう一つ、先ほ

ど各有価物の状況について報告がありましたけれ

ども、非常にアルミ缶だとか、スチールもそうで

すけれども、トン当たりの単価が高いものが家庭

から、誰とは言いませんけれども、軒先から持ち

去られるという、そういうことがいまだに続いて

いるのだけれども、結果的に行政が金をかけて市

へ出すということが一方で一市民が持っていって

しまうということであれば、費用何ぼかけてもだ
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めだということでありますから、その辺の対策、

１階に有価物持ち去りストップ、禁止のものも置

いてありますから、そういうのも前回も話したと

思いますが、もう少し市民にアピールをして、そ

ういうものをつけて出すことが重要だというふう

に私は思っていますが、市民へのＰＲも含めた考

え方についてお聞かせを願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 有価物にかかわって

衣類、古着の関係とかについてもお話がございま

したけれども、ことしから綿５０％以下でも回収

ができるというふうになりまして、１０月現在で

見ますと既に ３０８キロ古着に関して集約をし

ておりまして、去年の実績では１年間で ５７２

キロでございまして、もう既に３倍以上実は回収

をしているという状況になっています。これにつ

いては、大変周知不足ということについてはござ

いまして、広報に１度、全戸に回るチラシを配布

をさせていただきました。あと、町内会の役員さ

んの懇談会において市からの案内ということでさ

せていただいたのですが、まだまだ不十分な点に

ついては否めないというふうに考えてございます

ので、先ほど言われましたせっかく市民の皆さん

が玄関先に出した有価物について持ち去りがされ

るという状況についても十分対策についてはされ

ていない面もたしかにあろうかなというふうに思

ってございまして、議員先ほどお話にありました、

市としては独自のステッカーといいますか、持ち

去るなと、これは市に出したものですというステ

ッカーなどを無料で配布をしながらやっていると

ころでありますけれども、その辺のＰＲもあわせ

てもう一度周知徹底を図らさせていただきたいと

いうふうに考えていますので、御理解をいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 繊維類の扱いもなぜも

う少し市民にアピールをと言ったのかというと、

結果的に名寄は焼却ではなくて炭化なものですか

ら、衣類は炭化にならない。結果的には、最終処

分場に行くわけです、出さなかったら。そういう

ことも考えると、最終処分場をつくるのに膨大な

金がかかるわけでして、そういうところでの再利

用も含めて市民にＰＲをするということも私は重

要だというふうに考えていまして、そのことで今

回の問題について質問させていただいたわけで、

理解をいただいて、もう少し市民へのＰＲ、広く

やっていただければというふうに思います。

もう一点、大気汚染の扱いでありますが、市と

してはやっていないと。やっているところとした

ら、王子板紙さんと炭化センターでしょうか。問

題は、市内で実はまだ野焼きというか、野焼きと

は言わないのかどうか、ダイオキシンを発生をさ

せている業者がまだいるのであれば、ちょっとこ

の秋口は見ていませんが、そういう業者がまだい

るのであります。ここは、法に照らしてというふ

うにならないのかどうか。ここ何年か前にも私質

問をして話をしたというふうに記憶をしておりま

すが、非常に大きな問題になるのではないかとい

うふうに思っていますが、やっている本人は一向

にやめる気配ないという状況でありますから、そ

の辺の考え方について個人名は伏せますが、ちょ

っともし考え方あればお願いをしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 野焼きにつきまして

は、本来犯罪ということでございまして、５年以

下の懲役なり罰金も科せられるという状況になっ

てございます。本年についても３件野焼きについ

ての情報提供がございました。担当としては、現

地を確認をさせていただいて、注意、指導も行っ

ておりますけれども、今議員がお話しになってい

る件についても既に担当のほうで指導には行って

ございますけれども、なかなか私どもの指導では

納得してもらえないような状況もございまして、

警察とも連携をしながらやりたいということで考

えてございます。いずれにしても、現地でそのよ

うな野焼きをやっているという現認確認も含めて、
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警察の対応もいろいろ出てくるだろうというふう

にちょっと思っていまして、連携をしながらやっ

ていきたいというふうに思っていますので、ぜひ

御理解をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 野焼きといってもいろ

いろありまして、農家の野焼きとまた違った問題

が大きなダイオキシンが出る、発生するものを焼

いているわけでありまして、焼いているというよ

り燃やしているというふうに言ったほうがいいの

ですか、そういう状況でありますから、毎日行け

とは言いませんが、ある程度巡回もされているよ

うでありますから、市民部長が言われたように犯

罪でありますから、その辺はもう少しきちっと対

応、対処方求めておきたいというふうに思います。

あと、実は総合計画の中でストックヤードの整

備というふうにうたわれていまして、現状紙等々

の扱いについては今個人の企業さんの倉庫を借り

て、そこでというふうになっているというふうに

思いますが、この間ストックヤードの整備につい

て行政としてどのような議論がされているのか、

あるいは今後も民間の倉庫を借りての集約になっ

ていくのかどうか、その辺についてお聞かせを願

いたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） ストックヤードにつ

いては、総合計画の中でもうたってございますが、

今後３０年に向けての最終処分場の関係でありま

すとか、総体的な名寄あるいは広域でのごみ処分

も含めた中でのリサイクルの方法について協議を

していく必要があるというふうに思ってございま

して、午前中御質問がありました小型家電の関係

についても量によってはやはりストックヤードが

必要になることもあるかもしれません。その辺も

名寄だけではなくて、今後広域というような議論

もされるかというふうに思ってございまして、今

はっきりどうこうということの説明にはなりませ

んけれども、いろいろと研究をしながら計画をし

ていきたいというふうに思っていますので、御理

解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） ストックヤードの扱い

については、今後新たな計画の中でやるのかどう

かわかりませんが、ただかかわりを持ってくるの

は、先ほど炭化センター平成３０年以降も使いた

いという話が答弁されました。恐らく今後炭化セ

ンターのかわりになるものは焼却施設だろうとい

うふうに思っています。道内でも単独、広域にか

かわらず焼却施設が多いわけですが、そのことに

よってのいろんなペットボトルも燃やせる。ペッ

トボトルと言ったら怒られるね。プラスチックも

燃やせるでしょうし、そういうことも含めてでき

るとしたら、やれるとしたら、一つのヤードがそ

こにはまるということも結果的には考えられるわ

けで、今後の扱いとしては焼却施設の扱いと同時

的な建設の問題も含めて考えるべきだというふう

に思いますけれども、御見解あればお聞かせを願

います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 今議員が言われたと

おりでございまして、ストックヤードの関係につ

いても、あるいは炭化センターの関係についても

先ほどもちょっと言いましたけれども、具体的な

ものについては私今持ってございませんけれども、

名寄市はもとより広域の中で検討される課題だと

いうふうに思っているところであります。それと、

焼却の関係とかについては、まだ具体的に今方向

性について出せるというふうには思ってございま

せんで、これから広域の中でまた話をしていかな

ければならないと。課題であるという認識でござ

います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） それでは、もう時間が

ありませんから、市立病院にかかわって何点かお

聞かせを願いたいというふうに思います。
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市立総合病院地域指定を受けて非常に重要な役

割を担ってきておりますけれども、そういった意

味でいきますと現状、先ほどの中身、答弁ありま

した上期の赤字の問題もかなり大きな行政として

のウエートだろうというふうに思っています。佐

藤靖議員がどう黒字にするかという一つの方策と

しての問題として、薬品の共同購入だったり、ジ

ェネリックの取り扱いだったりという、その辺の

中身がありましたけれども、もう一方でことし会

派で三重の松阪市民病院に視察をさせていただき

まして、市立総合病院でも松島事務部長さんも行

かれたというふうに聞いていますが、名寄との地

域条件あるいは医療環境が違うということもある

のでありますけれども、そこで聞いたのは経営の

ビジョンあるいは成果、今後の展望というものを

はっきり出して、スタッフと一体となって赤字か

ら黒字に転換をさせたという、そういう中身を実

は報告を受けました。松阪方式と言ってしまえば

いいのかどうかは別にして、名寄も一部取り入れ

ているという状況でありますけれども、院内にお

ける松阪方式についての議論が大分されているの

かどうか、今後の展望も含めてということであり

ますが、その辺ちょっとあればお聞かせを願いた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） 今竹

中議員から御指摘ありましたように、私も２年前、

東京の研修の後にちょっと寄ってきまして、すば

らしい取り組みをしているなと思ったところでご

ざいます。あそこまでできているのはそんなにな

いのですけれども、１つとしては経営企画に関す

るポジションを明確にあそこは置かれております。

うちも経営企画室のようなものを考えてはいるの

ですけれども、いかんせん限られたスタッフであ

るということと、そこの責任者は医師がついてお

ります。ですから、そこの部分の責任者をどの先

生にやっていただけるかですとか、総合的な私ど

も事務の職員が兼務、兼務では余り意味がござい

ませんので、そこの部分は課題として、これから

どう解決して経営企画室をつくっていくのかとい

うのが大きな課題なのかなと。その前段として、

実は今年度から先ほどの答弁でも申し上げました

ように経営会議というのをつくりまして、病院の

姿ですとか、取り組む方向性、あるいはどんな事

業をやってくのだというのを月に１回定期的に開

催をして、そこで話し合ったものを翌週の管理運

営委員会等で周囲の各課の代表を通しまして職員

に通知をしているというような、そういう取り組

みは、将来の企画室に向けてその第一歩としてそ

の取り組みを行いました。あとは、あそこの責任

者、世古口先生といって伊勢市民病院の事業管理

者が今経営企画室に、責任者でやっているのです

けれども、特に収入対策、あの先生は落ち葉拾い

ということで、小さな請求漏れもなくしていこう

と、そういうようなことを常々言っておりまして、

特にそこの部分ではＤＰＣの適正なコーディング

ですとか、先ほど申しました医学管理料ナビ等の

ソフトを入れたこと、あと委託業者との定期的な

会合などを少しずつではありますけれども、参考

にして取り入れて努力しているところでございま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） それでは、最後になる

のか、もう時間がありませんが、ちょっと２点ほ

どお聞きをしたいのですが、市立病院として看護

師の資格認定制度を取り入れて、特定分野にかか

わって看護師がそこで技術を上げるというか、そ

ういうことをやっているわけでありますが、名寄

における認定看護師の現状についてともう一点、

特定医療ができる特定看護師制度というのがこの

１０月に実は一定の方向性が出されて、聞くとこ

ろによると来年度の通常国会で保健師助産師看護

師法が提出され、通過されれば中身的に審議会等

々を設置をされて、そこで議論がされるというこ

とのようでありますけれども、この制度について

病院として大病院、大きな病院、総合病院では余
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りメリットないのかもしれませんが、しかし民間

だとか、介護施設だとか、医師の少ないところで

はかなりメリットあるというふうに言われていま

す。そういった中身について病院内での議論がも

しあるとしたら、その中身についてお知らせを願

いたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） まず、

認定看護師制度のほうからなのですけれども、現

在当院では認定看護師５名おりまして、平成２４

年度からは認定看護師を目指す職員に対しまして

受講料の２分の１プラス交通費の支援を１００万

円を上限にそういう助成制度をつくりました。ま

た、認定看護師の資格を取った後に認定看護師手

当として特殊勤務手当条例の改正をいただき、月

に ０００円ではありますけれども、そのような

手当を支給しております。その制度ができてから

３名、去年からことしにかけてその制度を利用し

てふえました。当初は３名いた人が１名やめて２

名になって、また３名取って、今現在５名が要は

スキルアップ、それを目指して、またその後に続

いてくる者も出てくるものとして期待をしており

ます。また、さきの看護学科との交流生、ナース

カフェでも認定看護師は皆さん参加をしていただ

いて、いわゆる入ってからモチベーションを高め

て認定看護師はこういうことをやっているのだよ

というのを学生に伝えていただくなど、将来看護

師を目指す学生に対してもそういうような役割を

担っていただいております。

また、特定看護師の制度につきましては、議員

がお話ししたとおり、ずっと何年か前からこのお

話はあるのですけれども、医師会等のいろいろな

課題もありまして、なかなか進んでいないのが現

状でございまして、当院は医師も今５７名おりま

して、この制度はお話がありましたように基本的

には小さな診療所ですとか、特養ですとか、そち

らのほうがいわゆる医師の指導のもと特定の医療

ができるということですので、市立病院としては

本格的にまだこの制度の議論はしておりませんで、

今後の推移を見守りたいと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 斎藤上下水道室長。

〇上下水道室長（斎藤一彦君） 先ほどの地下水

の利用戸数についてお答えしたいと思います。

地下水の使用につきましては、下水道に接続し

ている戸数につきましてうちのほうで把握してお

ります。その戸数につきましては、５１０戸とい

う押さえ方をしております。よろしくお願いした

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で竹中憲之議員の

質問を終わります。

観光の振興について外２件を、川口京二議員。

〇６番（川口京二議員） 議長の御指名をいただ

きましたので、通告順に従いまして、大きな項目

で３点質問をさせていただきます。

最初に、観光の振興から３項目について質問を

させていただきます。まず、ひまわり観光につい

て伺います。市は、平成２０年度からサンピラー

パークのひまわり畑をメーンにひまわり観光を展

開してまいりました。平成２３年度公開の映画

「星守る犬」のロケ地になったこともあり、名寄

のひまわりに対する認知度も高まり、さらに観光

に力を入れているところであります。努力のかい

もあり、夏の風物詩として市民や観光客から親し

まれるようになってきたところだと思いますが、

現状と課題について伺います。また、今後の取り

組みについて伺います。

次に、ご当地グルメ開発・ＰＲ事業について伺

います。名寄市は、ご当地グルメとして煮込みジ

ンギスカンを道内や道外のイベントなどに出展し、

名寄市のＰＲに努めているところですが、その成

果と課題について伺います。また、今後の方向性

について伺います。

次に、マスコットキャラクターについて伺いま

す。名寄市のマスコットキャラクターなよろうが

誕生して１年以上が経過し、市民の皆様からも愛

され、貸し出し回数も大変ふえていると聞いてい

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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ますが、貸し出し実績はどうなのでしょうか、伺

います。

大項目２点目は、路上駐車について伺います。

市内を回っていてよく感じるのは、名寄市は大変

路上駐車が多いことを感じます。駐車禁止区間や

歩道にもとめている車をよく見かけます。車は、

駐車場にとめるのが原則です。道路は、公共場所

なので、路上駐車は他の人に迷惑がかかるばかり

か交通事故の誘発にもなりかねません。また、こ

れから冬に入り、除雪等の妨げにもなります。さ

らに、観光を目指すのであれば景観にもよくあり

ません。市は、路上駐車の現状をどのように認識

されているのか伺います。

また、路上駐車を減らすには、警察や交通安全

協会等との連携も必要かと思いますが、現在どの

ような対策をされているのか伺います。

大項目３点目は、市立図書館について伺います。

市立図書館は、築４３年と古く、施設の老朽化の

ため今年度外壁補修やトイレや録音室等の改修工

事を行い、１０月末に完了したところです。しか

し、駐車場には凹凸があり、また図書館北側の通

路は砂利道のため、さらに凹凸がひどい状態です。

市民の多くの方の利用もあり、安全のためにも整

備の必要を感じますが、今後整備をする予定はな

いのか伺います。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 川口議員からは、

大きな項目で３点にわたり御質問をいただきまし

た。大項目１は私から、大項目２は市民部長から、

大項目３は総務部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いをいたします。

まず、大項目１、観光の振興について、１つ目

のひまわり観光についてお答えいたします。当市

のひまわり観光については、平成１９年度の智恵

文におけるひまわり畑が中止されて以来、道立サ

ンピラーパークを中心に展開し、平成２３年６月

公開の映画「星守る犬」を経て現在に至っており

ますが、サンピラーパークにおけるひまわり観光

の入り込み客数としては平成２１年度が１万 ０

００人、２２年度は映画ロケのために実施をして

おりません。２３年度が２万 １９０人、２４年

度が２万 ０２４人、そして２５年度が１万 １

３１人となっております。映画による名寄のひま

わり観光としての知名度が向上し、映画公開翌年

度の２３年度は最も多く、２１年度比８１％と増

加しましたが、その後２４年度は前年度比１５％

の減、２５年度はロケセットが解体されたことも

あり、２１％の減となりました。また、６年間の

連作によりサンピラーパークのひまわり畑の地力

が弱まっていることに加え、特に今年度において

は雑草等に管理が行き届かない状態となってしま

い、非常に厳しい状態となってしまいました。今

後は、名寄市観光交流振興協議会ひまわり部会事

業として道からサンピラーパークの指定管理を受

けている名寄振興公社と協議しながら、作付や地

力維持に関しては農業振興センターの技術指導も

受け、市民はもとより多くの観光客の方々に楽し

んでもらえるひまわり畑観光を実施してまいりま

す。

続いて、２点目のご当地グルメ開発・ＰＲ事業

についてお答えいたします。昨日の佐藤靖議員の

答弁と重複する部分もございますが、お許しをい

ただきたいというふうに思います。名寄市観光振

興計画に登載している本事業につきましては、昔

から多くの市民に食されてきたジンギスカンをそ

の食べ方に注目して全国にＰＲし、名寄市の知名

度向上、地域おこしを図るため、なよろ煮込みジ

ンギスカンと命名し、第７４６煮込みジンギス艦

隊によるさまざまな取り組みを進めています。市

内はもとより道内外のイベントに出展して名寄市

のＰＲに努めるほか、ロゴマークも商標登録いた

しました。また、本年９月に開催された２０１３

北海道・東北Ｂ―１グランプリｉｎ十和田にも初

めて出展し、残念ながら入賞は逃しましたが、約

０００食を完売し、好評を博したところでござ
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います。さらに、ニチロ畜産株式会社からなよろ

煮込みジンギスカンが商品化され、１０月から商

標を活用したパッケージで全道の大手スーパーの

ほか、どさんこプラザといった首都圏等のアンテ

ナショップでも販売されており、名寄市のさらな

る知名度向上に寄与しております。

さらに、ＮＰＯ法人北海道遺産協議会では、北

海道遺産構想として新しい魅力を持った北海道を

創造していく運動に取り組んでおり、北海道遺産

であり、次の世代に引き継ぎたい北海道の大切な

宝物の一つであるジンギスカンのさらなる普及の

ため、地域ならではの活動に取り組んでいるなよ

ろ煮込みジンギスカンを新たな担い手として北海

道遺産に選定したい旨のお話をいただきましたの

で、このほど北海道遺産への選定申請を行ったと

ころであります。今後もさまざまなイベントに出

展して、さらなる名寄市の知名度向上を図るほか、

市民理解もまだまだ十分とは言えませんので、市

民の皆様にはふだん多く市民が食しているジンギ

スカンによる地域おこしであることを理解してい

ただくために、本年作成した煮込みジンギスカン

用の大型の鍋を広く市民に貸し出すなど、周知普

及に努めてまいります。将来的には、ジンギスカ

ンの食べ方のスタンダードの一つとして煮込んで

食べる名寄流が認知されるものと信じており、テ

レビやラジオでの取材、報道、雑誌での取材、掲

載など地道にではありますが、認知度向上が図ら

れてくるものと考えております。いずれにいたし

ましても、ひまわり畑観光もなよろ煮込みジンギ

スカンにつきましても本市を広くＰＲしていく一

つの手段として、今後も展開してまいりたいと考

えておりますので、御理解をいただきますようお

願いいたします。

続いて、３点目のマスコットキャラクターにつ

いてお答えいたします。名寄市観光キャラクター

なよろうは、昨年８月にお披露目し、着ぐるみに

ついては翌９月から多くの皆様に親しんでいただ

くために、市内外のイベント等に広く貸し出して

おります。その実績ですが、平成２４年度は利用

を開始した９月以降になりますが、５８回、うち

市内イベントが５１回、平成２５年度は１１月末

時点で５８回、うち市内イベントが５４回となっ

ております。市民の皆さんへより親しんでもらい

たいという考えから、市内と市外のイベントが重

なった場合には市内での貸し出しを優先している

こともあり、ほとんどが市内での利用となってお

ります。

また、デザインの使用につきましては、営業行

為にかかわるものについては許可申請、その他の

場合は届け出となっておりますが、平成２４年度

は許可申請が８件、届け出が２５件、平成２５年

度は許可申請が１６件、届け出が２６件となって

おります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 私からは、大項目２、

路上駐車についてお答えいたします。

小項目１、２について関連がありますので、一

括して答弁させていただきます。名寄市内の路上

駐車については、議員が御指摘のように、特に西

３条と西４条の仲通、４丁目から５丁目、デパー

ト前など繁華街の駐車禁止の場所に長時間駐車を

している車両を見ることがあります。また、それ

以外の市街地においても路上を車庫がわりにして

日常的に駐車をしている車両が見受けられます。

駐車禁止場所における放置駐車違反については、

御承知のとおり道路交通法により反則金が科せら

れます。また、道路上に自動車を日中８時間以上、

夜間は１２時間以上駐車した場合、自動車の保管

場所の確保等に関する法律により罰則があり、３

カ月以下の懲役または２０万円以下の罰金に処す

るとしています。こういった反則金や罰金がある

にもかかわらず違法駐車が減らないのは、言うま

でもなく違反行為者の自覚の低さや昨今の厳しい

治安情勢のもと駐車違反取り締まりのための人手

不足ということも一因して、違法駐車を十分に抑



－121－

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

止することが難しくなっているのではないかと思

われます。冬道での路上駐車は、消防車や救急車、

他の車両の通行を妨げたり、除排雪作業の大きな

支障になったり、歩行者への危険性が高くなって

しまいます。市の建設水道部では、除雪の妨げと

なる路上駐車をしないよう全戸にチラシを配布し、

市民に注意喚起を促しているところです。現状を

踏まえ、今後悪質な路上駐車を抑止するため、警

察署、名寄市交通安全運動推進委員会、名寄地区

交通安全協会連合会など各関係団体と連携を図り、

違法駐車車両にチラシを張るなどして交通の安全

を確保し、適切な道路環境にしてまいりたいと考

えています。

私からは以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、市立図書

館につきまして駐車場と北側通路の整備について

お答えをいたします。

御案内のとおり、市立図書館は施設改修を１０

月末に完了しまして、トイレや録音室等の環境改

善が図られるとともに、図書資料の安全な保管が

可能となりました。一方、施設外の駐車場や北側

通路におきましては、議員御指摘のとおり地盤が

悪いため、路面の凹凸がひどく、これまでも砂利

を敷いて路盤の補修を行っておりますが、数カ月

後にはまた凹凸状態に戻る状況となっております。

今後におきましても舗装など抜本的な対応を図る

まで時間を要すると判断をされますので、複数回

砂利を敷くなどこれまで以上にきめ細やかな対応

を実施し、路面状況の改善を図ってまいりたいと

考えております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたので、再質問をさせていただきます。

まず、ひまわり観光の観光入り込み客数につい

て伺いますが、２３年度が約２７万人、２４年度

が約２万 ０００人、２５年度が約１万 ０００

人とだんだん減少しているわけですが、減少した

要因は何だったとお考えですか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま再質問

をいただきました要因でありますけれども、第１

に映画の公開から２年が経過をいたしまして、そ

の効果が落ちてきたことが挙げられます。また、

平成２３年度からの詳細分析によりますと、入り

込み数のピークが８月上旬から中旬のお盆までと

なっておりまして、中でも土日に集中しておりま

したが、今年度はその時期の天候が不順でありま

して、特に土日にはほとんど雨天に見舞われたこ

とが大きな要因というふうに考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 年度ごとの比較はわか

ったのですが、年度ごとの目標数はありますか。

また、ことしはそれを上回っているのでしょうか、

下回っているのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 年度ごとの目標

数についてでありますけれども、名寄市観光振興

計画におきまして計画期間である平成２４年度か

ら３３年度の１０年間のうち、２６年度までは具

体的な数値目標は設定をしておりません。２７か

ら２８年度は２２年度比２５％増加、２９から３

３年度は２２年度比５０％増加としております。

ひまわり観光につきましては、２２年度はロケの

ため記録がないことから、２１年度比で考えます

と、２３年度は８１％の増、２４年度は５３％の

増、２５年度は２１％増となっておりまして、観

光振興計画における名寄市全体の入り込み数の目

標数値を大きく上回っている状況であることを鑑

み、映画による効果を踏まえ、２１年度比３０％

増の２万人程度と考えておりましたところ、今年

度は目標の１０％減となったところであります。

今後は、入り込み客数を２万人と設定をいたしま

して、名寄らしいひまわりを創出、維持、取り組
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みを展開してまいりたいというふうに考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 観光を目指していると、

観光客数が昨年と比べてどうなのか、目標数より

どうなのか、気になるところだと思います。それ

を目安として、比較することによって評価し、分

析し、反映するものだと思います。よく分析し、

来年以降に反映していただきたいと思います。

ことしもサンピラーパークのひまわり畑に行っ

てまいりました。上のほうは大変きれいに咲いて

いました。下のほうに行ってみますと、草に負け

ていて生育が悪く、草だらけの状態でした。昨年

と比べて大変悪い状態で、がっかりしました。い

かがなものかと思っています。既に始まっている

事業なのですから、やるからには当然連作障害と

か研究をして、そういうことがないようにしなけ

ればならないと思います。昨年より悪い状態なら、

お客さんは二度と来ないと思います。来年はそう

いうことがないよう、さらにきれいなひまわり畑

になるよう頑張っていただきたいと思います。

ライトアップひまわりを昨年から見に行ってい

ます。ひまわりがライトアップされ、昼間見るよ

り幻想的で、名寄の夜景も見えて大変きれいです。

しかし、残念ながらガとか虫が大変多くて気持ち

が悪いです。何か虫対策をやっていただけないも

のかと思いますが、いかがでしょう。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 御指摘ありがと

うございます。昨年度から実施しておりますライ

トアップひまわりにつきましては、今年度は１３

回実施をいたしまして、入り込み数は ３６７人

となっております。また、ライトアップと天文台

をセットにいたしまして、クラブツーリズムのツ

アーも今年度は１０回実施をされまして、３１８

名の方に東京から来ていただくこともありました。

既に来年のツアーの造成に向けてもライトアップ

の要望がありますし、ＪＴＢからも問い合わせが

あるなど、来年度も実施をしたいという考え方で

ございます。

ただ、今川口議員からも御指摘をいただきまし

たとおり、夜に光を照らすというものでございま

すから、当然虫は集まってきてしまいます。今年

度におきましても展望台等には距離を置いてライ

トを照らす等の対策を施しはいたしましたが、な

かなか難しい問題でございます。全国的にもガが

大量発生するといったことなど、自然のそういっ

たことには対策が難しい状況ではありますけれど

も、抜本的な対策というのはなかなかないと思い

ますが、虫が寄りつきにくい照明灯などがあるの

かどうなのか、ちょっと私どももわからないとこ

ろでありますが、専門業者とも協議を行いまして、

可能な限りそういった対策をとってまいりたいと

いうふうに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） ぜひ研究、努力をして、

よろしくお願いします。

観光振興計画を見ますと、平成２８年度の観光

入り込み客の目標数は約７４万人と平成２２年と

比べて約１５万人ふえる計画です。ひまわり畑の

目標数は、先ほど２万人と言われましたが、その

数字が妥当なのかどうかはわかりません。しかし、

年々観光客がふえていくよう努力をしなければな

らないと思います。ひまわり畑も年々きれいに整

備をしなければ、お客様はふえないと思います。

十分に分析をして、来年はふやすぞという意気込

みで頑張っていただきたいと思います。

次に、ご当地グルメ開発・ＰＲ事業について伺

います。ニチロ畜産がなよろ煮込みジンギスカン

を新商品として販売を開始して、道内の大手スー

パーや道外の首都圏などでも販売をしているとい

うことで、名寄市の知名度向上には大きな効果が

あると思います。さらに、テレビや雑誌などでも

取り上げられていますので、ＰＲという点では大

変効果が大きいと思います。一企業や一団体が名

寄のＰＲをしていただけることは、大変ありがた
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いことだと思います。しかし、市が力を入れると

なると市の職員が支援をすることになり、旅費や

宿泊費等も必要になってきます。かなりのお金を

使うわけです。それであればそれなりの成果を上

げなければならないと思いますが、成果は十分だ

と考えていますか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいまご当地

グルメ開発・ＰＲ事業についての再質問というこ

とで、特に煮込みジンギスカンの部分について御

質問をいただきました。成果につきましては、先

ほど答弁でお答えをいたしましたが、そのほかに

昨年に引き続きまして出展をいたしました地元な

よろ雪質日本一フェスティバルにおけるＮ―１グ

ランプリといったもので優勝させていただきまし

た。また、本年９月にはＳＴＶラジオの「日高晤

郎ショー」と連動するイベント、風土＆ＦＯＯＤ

フェスティバルに出展をし、番組で日高晤郎さん

に絶賛をしていただいたというようなこともござ

いました。また、ＨＴＢ等の番組でも紹介をして

いただいていることもございます。また、雑誌で

も今後掲載予定になるなど、まだまだ十分な対応

にならないかもしれませんが、さまざまなところ

で努力をしているところでございます。

市民の反応ですとか意見といったところについ

てでありますけれども、本年７月に駅前交流プラ

ザよろーなのオープン記念イベントの一環として、

なよろ煮込みジンギス艦隊主催のジンギあり戦い

というものをイベントとして行いました。これは、

市内６店を含む道内１３店のジンギスカンを味わ

って、好みのジンギスカンに投票していただくと

いう内容でございました。これは、市内外からも

もちろんですけれども、多くの市民にお越しをい

ただきまして、市民に根づいた食べ物としてジン

ギスカンを楽しんでいただいたというふうに認識

をしております。また、先ほどＮ―１グランプリ

を初め市内の数多くのイベントにも出展をいたし

ております。そのほかに市民見学会で提供をする

など、市民への浸透にも努めております。市民見

学会の際にもおいしかったと言ってくださった方

もおりまして、そのほかにつくり方を質問される

といったこともございまして、一定の市民の皆様

の関心の高さも実感をしているところでございま

す。

あと、職員の関係でございますけれども、これ

はきのうも佐藤議員のほうからも御質問をいただ

いております。イベントの出展の人員につきまし

ては、基本的には煮込みジンギス艦隊として民間

が中心になって対応しているということでござい

ます。先般の北海道・東北Ｂ―１グランプリｉｎ

十和田でも１５人派遣をいたしまして、そのうち

１３人が民間の方というようなことで対応させて

いただいておりました。ただ、どうしてもやっぱ

り市の職員も一定程度段取り等も含めて対応する

といったことがございますので、そういった部分

については今後も留意しながら対応していきたい

というふうに思います。

また、私ども営業戦略室の職員だけではなく、

他の部署の職員につきましても職員研修の一環と

いうことで各イベント等に参加協力していただい

ているということもありますので、あわせて報告

させていただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 私は、なぜ煮込みジン

ギスカンが名寄のご当地グルメなのだろうと考え

ています。そこで、名寄のジンギスカンの歴史を

調べてみました。名寄では、大正時代から綿羊の

飼育が始まり、智恵文の羊は昭和２６年には羊の

普及率全道一を達成し、全道でも有数の綿羊村と

して知れ渡っていたそうです。昭和１２年に智恵

文の山口さんが滝川の料理実習でジンギスカンの

調理方法を習得し、その調理方法を智恵文地区に

持ち帰り、各家庭に普及したのが煮込みジンギス

カンのルーツだそうです。北海道めん羊協議会顧

問の近藤さんに昭和２５年当時滝川市に垂れつき

ジンギスカンを販売していた商店が存在していた
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か確認したところ、滝川市内には存在しなかった

そうです。名寄市内の精肉店に聞き取り調査を行

ったところ、２３年には綿羊を垂れに漬け込んで

はかり売りをしていた店があったということで、

名寄市をジンギスカン発祥の地と自称するとのこ

とです。そのころ煮込みジンギスカンをご当地グ

ルメとして売り出しするのならわかるのですが、

今は名寄に羊はいないのです。昭和５１年には、

綿羊はゼロになってしまったそうです。使われて

いる肉はニュージーランド産です。

ご当地グルメについても調べてみました。ご当

地グルメは、日本の特定地域において地域振興活

動の一環として、伝統にこだわらず開発、発祥、

定着した料理の総称であると書いています。発祥

の地と自称するのですから、ご当地グルメでもい

いことになります。しかし、一般的にはご当地グ

ルメとしてＰＲするなら、地域の食材を使ったも

のではないのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） ただいま議員の

ほうから過去の歴史等も調べていただいて、いろ

いろと教えていただいたということでございます。

議員御指摘のとおり、名寄では羊もいないのにな

ぜジンギスカンなのかといったような意見だとい

うふうに思いますけれども、議員もお調べになら

れたように、昔から多くの市民に食されてきたと

いう意味でのご当地性、そしてもう一つは肉以外

の食材につきましては餅はもちろんですけれども、

タマネギからもやしまで、ほとんどが名寄産であ

るということをぜひ御理解いただきたいというふ

うに思っております。また、麺につきましても東

京都中野区とのコラボで一部そういった麺を使う

といったこともございますけれども、基本的には

市内製麺所の麺を使用しておりまして、肉につい

てもニチロ畜産の部分はニュージーランド産かも

しれませんけれども、私どもが提供するジンギス

カンにつきましては市内の精肉店から満遍なく仕

入れておりまして、イベントを開催するに当たっ

てもそういった経済効果もあるというふうに考え

ておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 現在市民の理解と認識

が十分ではないと思っています。今後市民の理解

をさらに深めていただくためには、もっと地域に

対して何か対策をとることが必要ではないかと思

います。また、現在食べられる店舗が１０店ぐら

いしかなく、大変少ないと感じています。店舗に

もお願いをして、ふやすことも必要ではないでし

ょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 御指摘のとおり、

市民理解、先ほども答弁でもお答えしましたが、

まだまだ十分ではないというふうに考えておりま

すので、そういった方策について考えていきたい

というふうに思っておりますし、市内でそういっ

たジンギスカンを食べることができるお店の拡大

につきましても、日ごろからそういったお願いは

しているのでありますけれども、なかなか広がっ

ていかないというのが実態でございまして、今年

度も１店ふえたということでございますので、も

う少々お時間をいただいて、努力してまいります

ので、よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） ご当地グルメとなった

ら、何よりもまず市民の人が認めて、地域の盛り

上がりが必要であると思います。市民の大半が納

得するものでないといけないと思います。大型鍋

の貸し出しもいいのですが、さらに理解をしてい

ただけるよう努力が必要だと思います。

次、なよろうについて伺います。大変多くの貸

し出し実績があります。市内でも重なって貸し出

せない状態があると思います。貸し出しがふえる

と汚れたり、傷んだりすることもあろうかと思い

ます。ぜひ着ぐるみの数をふやしていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。
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〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） おかげさまで多

くの市民の方々に利用をいただいているところで

ございます。具体的には、昨年度なよろうができ

たということでございまして、杉並区のイベント

での長期間の利用ですとか、１２月から３月の冬

の時期多く利用がございました。今年度は、よろ

ーなのオープニングイベントから始まりまして、

７月までのイベントシーズンに数多く利用されて

おります。その他の月に関しては、比較的安定し

た状況で貸し出しをしている状況でございます。

２年目に入りましたけれども、今後前年同月との

比較といった評価、比較をしながら、今後２体目

の導入について検討してまいりたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） ぜひお願いします。

次に、路上駐車について伺います。先ほど中村

部長の答弁の中で、長時間駐車、たしか昼間が８

時間、夜間が１２時間と言われたと思いますが、

逆ではないのでしょうか。昼間１２時間で夜間８

時間ではないかということです。先ほど昼間８時

間、夜間１２時間と言われたと思うのです。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 先ほどお答えしたと

おりということで、申しわけないですけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） わかりました。私が調

べたところでは、昼１２時間、夜８時間となって

おりますので、後で確認をしていただければと思

います。

２００６年６月、道路交通法が変わって、駐車

違反の取り締まりが民間委託されたとなっていま

すが、名寄市では民間委託されているのでしょう

か。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 駐車違反の取り締ま

りの民間委託の関係でありますけれども、今議員

おっしゃられたとおり２００６年に改正になった

ということで、違法駐車に対する民間の駐車監視

員による取り締まりが公安委員会の委任が可能に

なったということでございますが、名寄警察にお

いては実施をしておりません。また、つけ加えま

すと、道内の状況なのですけれども、道内では全

部で１３の警察署で実施をしておりまして、札幌

が９カ所の警察で実施をしております。あと、旭

川が２警察署、函館が２警察署という状況になっ

ております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） スピード違反や一時停

止違反で取り締まりを受けたという話は聞いたこ

とがあるのですが、名寄市では駐車違反で取り締

まりを受けたことって聞いたことがないのです。

取り締まりを受けた昨年の件数などは掌握されて

いますか。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 昨年の駐車違反の取

り締まりの件数ということで、名寄警察署にお伺

いをしました。取り締まり及び検挙の実績はある

ということなのですが、実数については公表でき

ないということの回答でございました。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） インターネットで調べ

ると、二千何年度に二百何十万件とかと載ってい

ましたので、公表されているのかなと思って伺い

ました。もちろん取り締まりは警察なのですけれ

ども、市民から駐車違反が多いという声も聞こえ

てきますので、警察にも伝えていただければと思

います。ここ数年路上駐車の状況が余り変わって

いないと思っています。１年に何回か、１回でし

たか、除雪の妨げになりますよというようなチラ

シは目にしますが、余り効果が上がっていないの

ではないかと感じています。現状はほとんど変化

がないように感じていますが、どう思いますか。
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〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 最初に申し上げまし

たとおり、市内、特に繁華街を中心に路上駐車と

いうのは目立つような状況にあろうかというふう

に思います。それについては、私ども単独で主導

権を持って注意喚起をするということにもなりま

せんので、警察と連携をとりながら、私どもがで

きる範疇で駐車されている車に駐車違反ですよと

いうようなステッカーを置いてくるですとか、あ

るいは広報を通じてそういった繁華街の写真等を

ナンバー等を伏せながら広報するですとか、ある

いは注意看板を設置をするとか、そういった方向

でいま少し検討させていただきたいというふうに

思ってございますので、御理解をいただきたいと

思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 除雪の邪魔になるから

だけではなくて、名寄市は安心して暮らせるまち

づくり、快適で安全なまちづくりとうたっている

わけですから、路上駐車は視界も悪くなりますし、

先ほども申しましたが、事故を誘発しているわけ

です。現在交通安全キャンペーン時にスピード注

意とかシートベルトを着用とか啓発されています。

キャンペーンは、注意喚起と周知のためにされて

いると思います。啓発時に路上駐車も入れてみて

はどうかと思います。市民に周知をし、理解、協

力をしていただければ減ると思います。私は、路

上駐車をなくすことも安心、安全で快適に暮らせ

るまちづくりの一つだと思っていますので、路上

駐車の減少に向けて何か対策をしていただきたい

と思います。

次に、市立図書館の駐車場と北側通路について

伺います。公共場所というのは、安全でなければ

いけません。たかが凹凸と言う方もいらっしゃる

かもしれませんが、かなり深いのです。市民の方

が大勢利用されるわけで、子供の利用もあるわけ

です。今は、雪が降ってわからないかもしれませ

んが、雨が降れば水もたまりますし、夜になれば

暗くて足をとられて転倒するという危険性もあり

ます。施設については、安全のための点検はされ

ていると思いますが、駐車場とか通路を含めた点

検も必要かと思います。そのような点検はされて

いるのか伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 図書館の施設の点検

につきましては、内外問わず図書館の職員が主に

実施をしているということでありますけれども、

必要に応じまして私ども総務部、それから建設水

道部と連携をとりながら対応させていただいてい

るということであります。結果として、一度整正

をした後にまた道路状況が悪くなるということが

あって、そういった状況の見過ごしがやっぱりち

ょっとあるかなというふうに感じておりまして、

この辺につきましてはしっかり状況を確認させて

いただきながら、適宜対応させていただくように

してまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 点検もされているとの

ことですが、定期的には行われているのでしょう

か。見逃すこともあると言われたと思うのですが、

チェックリスト等をつくって点検してはどうかと

思います。そうすることによって見逃すことも減

るのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 当然図書館には職員

がおりまして、日々点検できるような状況にもな

っております。どの程度でどのような補修が必要

かという判断は、なかなか現場の職員がやれるよ

うな状況にはないと思いますので、そこのところ

はしっかり総務部、それから建設水道部あわせて

対応させていただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） 以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） ちょっと待ってくださ

い。
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中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 大変申しわけありま

せん。先ほど川口議員がお話をしておりました取

り締まりの時間の関係なのですが、道路交通法で

日中１２時間以上、そして夜間は８時間以上とい

うことの駐車に関しての違反ということでござい

まして、先ほど川口議員が言われたとおり、大変

申しわけありませんけれども、夜間が８時間、日

中が１２時間ということで訂正をさせていただき

たいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇６番（川口京二議員） わかりました。

以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で川口京二議員の

質問を終わります。

１５時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ２時４４分

再開 午後 ３時００分

〇議長（黒井 徹議員） 再開いたします。

農業政策の大転換について外２件を、山口祐司

議員。

〇１７番（山口祐司議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告に従いまして、一般質問

させていただきます。

初めに、大項目の１番目、農業政策の大転換に

ついてでありますが、政府は１１月２６日、農業

の強化策を議論する農林水産業・地域の活力創造

本部の第９回会合において米政策を大きく転換し、

５年後の２０１８年度をめどに米の生産調整、す

なわち減反政策を廃止することや補助金を見直す

新たな政策を決定した新聞報道がありました。農

業者、そして農業団体も今のところ冷静に今後の

推移を見守ってはいますが、１９７０年から農業

の根幹をなしてきた減反政策であり、名寄市の基

幹産業である農業政策の大転換であります。詳細

な部分はまだまだわからないとは思いますが、現

時点での名寄市地域農業への影響についてどのよ

うに捉えておられるのかお聞かせをいただきたい

と思います。

また、今後の考え方と対応についてもお聞かせ

をいただきたいと思います。

２点目に、農産物及び特産品の販路拡大につい

てお伺いをいたします。現在名寄市では、加藤市

長の行政報告にもありますように、友好交流自治

体であります東京都杉並区での各種イベントなど

を通して地場産品のＰＲ活動に取り組まれており

ますが、それら名寄市のＰＲ活動の現状と今後に

おける新たな取り組みについてお聞かせをいただ

きたいと思います。

次に、道内外及び海外ビジネスの可能性につい

てお伺いをいたします。現在名寄市は、国内にお

いては山形県鶴岡市、東京都杉並区、海外ではロ

シアドーリンスク市、カナダカワーサレイクス市

との交流が行われています。今後は、台湾との交

流も始まろうとしておりますが、これら地域、国

とのビジネス展望についてどのように捉えておら

れるのかお聞かせをいただきたいと思います。

次に、青少年の健全育成とスポーツ振興につい

てお伺いをいたします。現在名寄市内には、放課

後児童対策として保護者が就労等によって昼間家

庭が留守になる環境にある児童の健全育成と安全

な生活の場所を確保するために４カ所の児童クラ

ブが設置されておりますが、小学生児童の放課後

活動について現状はどのように捉えておられるの

かお聞かせをいただきたいと思います。

２点目に、民間団体との連携、協力についてで

ございますが、子供たちの健全育成を目的に１９

９５年から行われてきたチームジャンプが２０回

目を最後として幕をおろしました。今後新たなイ

ベントの再構築をするとしていますが、今までも

市として協力されてきたとは思いますが、今後も

このような市民団体との連携、協力が重要と考え

ますが、御見解をお聞かせいただきたいと思いま

す。

３点目に、指導者確保の現状についてお伺いを
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いたします。総合計画の青少年健全育成事業では、

スポーツ、文化、レクリエーション事業の実施と

学校課外活動の推進をうたっておりますが、少年

団などの学校事業外の指導者確保の状況はどのよ

うなものなのかお聞かせをいただきたいと思いま

す。

以上、この場からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 山口議員からは、大

項目で３点にわたり御質問をいただきました。大

項目の１と２は私から、３は教育部長からの答弁

となりますので、よろしくお願いいたします。

大項目１、農業政策の大転換について、小項目

１、地域農業への影響について申し上げます。国

は、攻めの農林水産業のための農政の改革方向と

して、減反廃止を含めて大幅な見直し作業を行う

こととしております。主な内容としては、米の直

接支払交付金では激変緩和のため経過措置として

２６年産米から単価を１０アール当たり ５００

円に削減した上で、２９年産までの時限措置とし

て３０年産から廃止をする。日本型直接支払制度

の創設では、農業、農村の有する多面的機能の維

持、発展を図るため、地域内の農業者が共同で取

り組む地域活動を支援する。２６年度は予算措置

として実施することとし、２７年度から法律に基

づく措置として実施をする。経営所得安定対策で

は、畑作物の直接支払交付金は諸外国との生産条

件格差から生ずる不利を補うため、法改正により

認定農業者、集落への認定就農者に対して実施す

る。なお、２６年産は現行どおり全ての販売農家、

集落営農に対して実施をする。米、畑作物の収入

減少緩和対策は、農業者拠出に基づくセーフティ

ーネットとして実施をする。対象となる農業者は、

法改正により２７年産から認定農業者、集落営農、

認定就農者に対して実施をする。食料自給率、自

給力向上に向けた水田のフル活用では、食料自給

率、自給力の向上を図るため水田活用の直接支払

交付金により飼料用米、麦、大豆など戦略作物の

本作化を進め、水田のフル活用を図る。地域の裁

量で活用可能な交付金により、地域の作物振興の

設計図となる水田活用ビジョンに基づき、地域の

特色ある魅力的な産品の産地を創造するため、麦、

大豆を含む産地づくりに向けて助成を充実する。

米政策の見直しでは、需要に応じた生産を推進す

るため、水田活用の直接支払交付金の充実、中食、

外食などのニーズに応じた生産と安定取引の一層

の推進、きめ細かい需給、価格情報、在庫情報の

提供などの環境整備を進める。こうした中で、定

着状況を見ながら５年後をめどに行政による生産

数量目標の配分に限らない国が策定する需給見通

しなどを踏まえつつ、生産者や集荷業者、団体が

中心となって円滑な需要に応じた生産が行える状

況になるよう行政、現場が一体となって取り進め

る。米価変動補填交付金では、平成２６年産米か

ら廃止をする。以上の内容での見直しが行われ、

名寄市においても米の直接支払交付金の約２億円

の減額を初め、大きいものと考えており、今後詳

しい情報が入り次第、生産者はもとより関係機関、

団体と十分連携し、情報提供を行ってまいりたい

と考えております。

小項目２、今後の考え方と対応について申し上

げます。さきに御質問をいただきました植松議員、

山田議員と重複する部分もあろうかと思いますが、

お許しをいただきたいと考えております。減反政

策につきましては、施行されてから４０年以上続

いてきた政策であり、大幅な見直し作業により今

後の農業経営について心配されるところでありま

す。今まで以上に早期の情報収集を図り、関係機

関、団体で構成しております名寄市農業振興対策

協議会で十分に論議し、情報伝達に努めたいと考

えております。平成２６年度においては、人・農

地プランの充実、担い手対策として経営継承事業

の着手など、耕作放棄地や遊休農地への対策、モ

チ米のブランド化に向けての取り組みなど推進し

てまいりたいと考えておりますが、新農業・農村

振興計画でも想定していなかった大幅な農業政策
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の見直しが行われますので、関係機関、団体を初

め生産者の皆様の御意見を十分にいただきながら、

地域農業のあるべき姿について検討してまいりた

いと考えておりますので、御理解をお願いいたし

ます。

次に、大項目２、農産物及び特産品の販路拡大

についての小項目１について申し上げます。現在

名寄市内における農産物の販売経路については、

農業者の団体であるＪＡ道北なよろを中心とした

経済団体の販路と生産者みずからの直接販売があ

ります。市内においては、農産物直売所として道

の駅を初め農家個人の直売所を含め８カ所があり、

案内マップを作成し、広く市民に周知し、安全、

安心な農産物の提供に努めており、地産地消に取

り組んでいるところです。生産者の中には、農産

物の加工、販売まで手がけている方もおり、特産

品として販路拡大に向けてインターネット販売や

東京有楽町の交通会館にあるアンテナショップ、

北海道どさんこプラザでの展示販売、さらには九

州のデパートで開催された北海道物産展に出展し、

販路拡大に取り組んでいる事例もあります。

名寄市として地場産品のＰＲ活動としては、交

流自治体の東京都杉並区の庁舎内に設置されてい

るアンテナショップ「コミュかるショップ」で交

流自治体の物産などを販売しております。さらに、

各種イベントでは６月の東京アスパラまつりで名

寄を代表する農産物の一つ、グリーンアスパラガ

スをメーンにＰＲ、販売し、９月には初の試みと

して杉並区役所前においてＪＡ道北なよろが事業

主体となり、旬のスイートコーン、カボチャなど

名寄産の特産品を区民に産地ＰＲをするとともに、

販売促進を行っております。また、１０月には市

内民間団体が中心に杉並区阿佐ケ谷駅前でのイベ

ントで、名寄市特産品のＰＲや販売を行い、区民

との交流を深めています。新たな取り組みとして、

農林水産省の日本の食を広げるプロジェクト事業

の一つとして、食のモデル地域構築計画に応募し、

採択を受け、事業の推進に向け名寄市食のモデル

地域実行協議会を立ち上げ、日本一のもち米の産

地であることを市民の誇りと位置づけ、新しい餅

食文化と商品づくり、さらにプロモーションによ

る名寄のファンづくりなどもち米をテーマにして

名寄のＰＲ活動に取り組んでおります。

次に、小項目２について申し上げます。地場産

品のＰＲ活動でも申し上げましたが、交流自治体

の杉並区とは旧風連町が平成元年７月１３日に交

流自治体協定を締結し、多くの交流事業を展開し

てきました。平成１８年には、当初の精神を引き

継ぎ、合併後の新名寄市と杉並区との間で新たに

協定を締結しました。本市は、これまでふうれん

白樺まつりや東京高円寺阿波おどりなどの各種イ

ベントへの相互参加、小中学生の子供交流事業を

初めとする人的交流を中心に行ってまいりました

が、長い年月を経て信頼関係を築く中から、現在

は農産物及び特産品のあっせん、販売などの販路

拡大に取り組み、経済交流に発展し、幅広い交流

が行われているところであります。

さて、海外ビジネスの可能性についてですが、

サハリンとの交流を志向する道北の６市が連携し、

北海道産品の販路開拓、拡大を図り、稚内―コル

サコフ航路による貨物輸送の需要喚起を目指すべ

く、ユジノサハリンスク市内の商業施設で産品の

紹介、販売を行うユジノサハリンスク道北物産展

２０１３が開催され、名寄の特産６品目を販売し

たところであります。これも国際友好都市ロシア

のドーリンスク市との交流が２２年目を迎えた名

寄・ドーリンスク友好委員会が中心となり、人的

交流から経済交流に発展したものだと考えており

ます。今後も継続して開催することと発表された

ところです。今後のビジネスチャンスと捉え、経

済団体と連携を図り、検討してまいります。

新たな台湾との交流では、中学生の野球交流が

始まりですが、ことしＪＡ道北なよろでは名寄産

カボチャとユリ根を台湾に輸出し、海外ビジネス

に取り組んでいる状況です。今後は、名寄市の知

名度向上と観光ＰＲによる観光客誘致に取り組み、
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さらには交流の窓口を活用し、アンテナショップ

などの可能性を探りながら、杉並区などの交流都

市と連携し、経済交流に取り組んでまいりたいと

考えております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目３、青少年の健全育成とスポーツ振興につい

てお答えいたします。

まず、小項目１、小学生児童の放課後活動につ

いてでございます。名寄市の取り組みの概要を述

べさせていただきたいと思います。まず、児童館、

児童クラブでは、児童の安全な居場所を提供し、

指導員の見守りの中、児童の自主的な活動の支援

を行っております。児童が放課後安全に活動でき

る居場所として、家に家族がいる児童につきまし

ては一度帰宅した後に自由に遊びに来ることので

きる児童館がございます。児童館は、市内に２カ

所あり、名寄地区に名寄市児童センター、風連地

区には風連児童会館があります。児童館は、午後

５時まで開館をしており、子供たちが自発的にさ

まざまな活動に取り組めるよう児童厚生員が援助

をしております。名寄市児童センターでは、１日

平均２０人の児童が利用しており、風連児童会館

では１日平均１０人が利用をしております。

また、家族が就労などで家にいない児童につき

ましては、放課後直接学校から通うことのできる

遊びの場と生活の場を兼ね備えた放課後児童クラ

ブがございます。放課後児童クラブは、市内に４

カ所ありまして、公設では名寄南児童クラブと風

連児童クラブ、民営では学童保育所コロポックル

と共同保育所どろんこはうすの学童すまいるがご

ざいます。公設の２カ所は午後６時３０分まで、

民営につきましては午後７時まで開設をしており、

指導員が見守る中、子供たちは自由遊びや宿題な

どの学習活動をして、保護者が迎えに来るまでの

時間を過ごしております。利用児童数につきまし

ては、南児童クラブにつきましては１日平均６０

人、風連児童クラブにつきましては１日平均３０

人、学童保育コロポックル及び共同保育所どろん

こはうす学童すまいるにつきましては１日平均３

５人が利用をしております。児童館、児童クラブ

では、低学年の利用が多く、また障害のある児童

も利用しております。

このほか児童の安全、安心な居場所として、放

課後子ども教室があります。放課後子ども教室は、

文部科学省の補助を受けまして平成２４年度から

開設をしており、小学校６年生以上を対象に学習

習慣の定着を図るため、地域の教育経験者などが

学習の指導等に当たっております。毎週水曜日は、

名寄市の児童センターで名寄地区の児童約１７人

が利用しておりますし、毎週木曜日には風連の地

域交流センターで風連地区の児童７人が学習に取

り組んでおります。このほかに中学生では、名寄

地区で７人が市民文化センターでも利用をしてお

ります。子供たちの中には、名寄市民文化センタ

ーの多目的ホールでボール遊びをするなど社会教

育施設を利用している子供たちも多く見受けられ

ます。また、児童は学年が上がるにつれまして、

後ほど述べますけれども、スポーツ少年団での活

動であるとか、習い事等をする割合がふえてきて

いるというのが現実でございます。放課後の児童

の安全につきましては、名寄市青少年センターに

おいて町内会から推薦をされました指導員ととも

に、各学校のスクールゾーンや公園、河川敷、大

型店舗、またゲームセンターなどの巡視を行って

安全の確認や非行防止を図っております。市とい

たしましては、今後とも地域との連携によるさま

ざまな取り組みを通じて、放課後における子供た

ちの安全、安心な活動場所を確保し、学習やさま

ざまな体験、交流活動の機会を提供して、子供た

ちの社会性、自主性、創造性などを育み、地域全

体で子供たちが安心して暮らせる環境づくりを推

進してまいりたいと考えております。

次に、小項目２、民間団体との連携についてで

ございます。チームジャンプでございますが、チ
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ームジャンプにつきましては社団法人名寄青年会

議所の青少年委員会が中心となりまして、平成６

年度より毎月９月に開催をされてきましたチーム

でのロープジャンプ競技であります。事業は、青

年会議所と名寄市教育委員会、また小学校教員な

どから成ります実行委員会が主催をいたしまして、

子供部門と一般部門でのジャンプの回数を競うも

のであります。チーム全体が同じ目標に向かい、

集団行動の大切さや他人を思いやる心を育てるこ

とを目的に回数を重ねまして、約１００チーム、

５００人ほどが集う大きなイベント、競技とし

て続けられてきましたが、ことしの２０回を一つ

の区切りとして、事業の目的を達成したというこ

とで終了となりました。大会の大部分の参加者は

市内の小中学生であり、学校内でのクラス単位で

チームを編成して参加をしておられました。この

ことから、練習や大会を通じまして子供たちが目

的達成のために心を一つにしてお互いに協力し合

うチームジャンプというのは、協調性であるとか

社会性を育み、人格の形成にも大きな影響を与え

ていたと考えております。教育委員会といたしま

しても、当初より市内各学校の協力のもと支援を

させていただき、子供の健全育成に大きく貢献し

た事業と認識をしております。チームジャンプは

一旦区切りとなりましたけれども、青年会議所の

ほうではもし各学校でこの競技を行う場合には、

普及、審判員の派遣であるとか、また今後は形を

変えた青少年育成事業を模索をしていくというこ

とですので、教育委員会といたしましても引き続

きお手伝いのできる部分につきましては対応して

まいりたいと考えております。

次に、小項目３、指導者確保の現状についてで

ございますが、主にスポーツ少年団の指導者確保

の現況についてお答えをさせていただきます。こ

れまで市といたしましては、生涯スポーツの振興

として市民皆スポーツを目指し、年齢や体力に応

じたスポーツ活動の充実に努めてまいりました。

現在の名寄市のスポーツ少年団の登録数は、名寄

地区で２０団体、風連地区で５団体、計２５団体

が登録され、団体員は総計で男子が３３７人、女

子が１７２人、指導者につきましては９２人、計

６０１人が登録をされております。少年団は、講

習を受けました指導者が最低１人いなければ登録

ができません。さらに、２年以降からは２人の指

導者が必要になるということになっております。

少子化に伴いまして、年々団員の数も減少する部

分もあります。また、指導者の高齢化もあり、指

導員の確保が難しくなってきている団体もあると

認識をしております。

少年団を初めとするスポーツ指導者の育成確保

と技術力の向上を図るために、教育委員会では２

月にはアスリートとの交流事業なども予定をして

おります。野球少年団またはバレーボール少年団

のように学校型の少年団活動につきましては、教

職員の異動に伴いまして指導者の確保に苦労され

ている団体もあろうかと思っております。教育委

員会では、学校からの要望のあった種目の教員の

確保につきましては、上川教育局等に異動等での

配慮をしていただくようにお願いをしております

が、今後とも確保できるように努力をしていきた

いと考えております。また、質の高い指導者資格

として、日本体育協会で実施をされております公

認指導員等の資格、指導者講習会がございますが、

種目によっては約２００時間の講習を受けなけれ

ばならないというものもありまして、現実的には

受講するのが難しい現実があると思っております。

今後におきましては、引き続き名寄市内の各体育

協会、地域スポーツクラブ「ポポ」及び競技団体

との連携を図りながら指導者の育成確保の支援、

充実に努めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） それぞれ御答弁をい

ただきまして、大変どうもありがとうございまし

た。何点か再質問をさせていただきたいというふ

うに思います。



－132－

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

まず、１点目でございますけれども、農政の大

転換ということでございまして、政権がかわるた

びに農業というのは本当に猫の目農政ではないで

すけれども、常に変わっていくというのが、常と

いいますか、そういうような、私も農業をやって

いまして、常にそういうことを思っているわけで

ございますけれども、今回転作がなくなる。転作

といいますか、減反政策が廃止されるという新聞

報道がされたわけでございますけれども、これ一

般紙がかなり大きく報じた部分がありまして、一

方で農業新聞あたりは大転換とは言っていないわ

けです。確かに今まで反当１万 ０００円の部分

が来年から ５００円になりますよという話なわ

けでして、その分、その半分になった分を浮いた

お金を加工の稲ですとか米粉の部分に厚く補助し

ますよという部分でして、これ新聞の中では大転

換という形になっていますけれども、実際これが

本当に大転換なのかどうなのかというのはちょっ

と微妙な部分があるのかなというふうに私個人で

は思っています。これ民主党政権にかわったとき

に、２０１０年に戸別所得補償ということで水田

に対して反当１万 ０００円の補助されたわけで

して、このときにも私一般質問させていただいた

のですけれども、本州では１万 ０００円が当た

ることによって、今まで農地を貸していた方たち

が返してくれと。貸しはがしです。自分が１万

０００円をもらうために貸していた部分を返して

くれという、そういうような事例も聞かれたもの

ですから、北海道においてそういう事例があるの

か、そして名寄市においてそういう事例があるの

かということで、ここで一般質問させていただい

たことがあります。名寄市の場合は、その時点で

はなかったわけでありますけれども、それが今回

なくなろうとしているということは、あたかも減

反政策が廃止されるという、そういうニュース報

道になってしまっている部分があるのかなという

ふうに思っています。ですから、中身的に農業予

算というのは多分それほど変わっていかない部分

があるのかなというふうに思っています。いずれ

にしろ、まだ詳細は多分本当にわかっていないも

のですから、ちょっと余り変なことは言えないで

すけれども、冷静に今後とも注視していかなけれ

ばならない部分なのかなというふうに思っていま

すし、ぜひともこういう情報に関してはそれぞれ

農業団体ですとか、そういうところと綿密に情報

の共有をしながら、随時農家のほうに知らせてい

ただきたいなというふうに思っていますけれども、

そのことについて再度お願いをしたいと思います

けれども。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 先ほども答弁でお答

えしましたけれども、答弁でお答えしたというの

はおかしいですけれども、答弁しましたけれども、

できるだけ綿密に、できるだけ早急にいろんな情

報を早目にキャッチをして、キャッチした情報に

ついては農業振興対策協議会の中で御論議をいた

だいて、農業者の方に逐次伝えてまいりたいとい

うふうに思いますし、今月の中過ぎには北海道農

政事務所の係官に来ていただいて、対策協議会の

中で今後の政策の部分報告していただくことにな

っておりますので、そういうことも踏まえて、で

きるだけ細かい情報を農業者の皆さんに今後とも

お伝えしていきたいという考えでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） よろしくどうぞお願

いをしたいと思います。

先ほども申しましたように、２０１０年に始ま

った事業なわけなのですけれども、このときに先

ほどの貸しはがしの部分ではないですけれども、

やはり１万 ０００円をもらうようになったがた

めに農地の流動化という部分がかなりおくれたの

だと。一方ではそういう話もございますので、今

後また体制が変わってそういうものの農地の流動

化という部分も進んでいく部分もあろうかなとい

うふうに思いますので、その辺の見方というのは

名寄市として、中身がわからないからわからない
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という部分もあるかもしれないですけれども、そ

ういうものに対しての変動に対しての対応という

のもまた迅速にお願いをしたいなというふうに思

いますので、再度お願いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 農地の流動化につき

ましては、今後高齢化も急速に進んでいく部分も

ありますので、人・農地プランの中でも今後の地

域の担い手への農地の集積といった部分もありま

すので、そういった部分を通じて確実に地域の中

心となるべく形態に農地がスムーズに移行できる

よう人・農地プランの中でもきちんと検討してま

いりたいというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） ありがとうございま

す。これ年暮れになって、１１月の末になって出

てきた部分であります。それで、すぐ年明けて来

年の作付が始まるわけであります。まだ中身は本

当に見えないわけですけれども、年明け早々かな

りの部分が見えてくるとは思いますけれども、忙

しい部分もあろうかと思いますけれども、どうぞ

よろしくお願いをしたいと思います。

２つ目ですけれども、地場産品のＰＲのことで

ございますけれども、加藤市長を初め杉並区のイ

ベントですとか、もう本当に精力的にＰＲ活動を

されているわけでございますけれども、ＰＲ活動

という部分の成果といいますか、そういうものが

目に見えてきているのかといいますか、手応えと

いうものを感じながらやられているのかどうなの

か、その辺をちょっと。ＰＲだけではなくて、そ

の見返りではないですけれども、手応えを感じな

がらそれをＰＲ活動しているのかどうなのかとい

う部分をちょっとお聞かせいただきたいのですが。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 先ほどの答弁で申し

上げましたとおり、ことし初めての試みとして杉

並区役所前でスイートコーンの販売をやりました、

３日間。当初予定していたより短い時間でなくな

ってしまうという、やっぱり北海道のもので、新

鮮で安心なものへの、都会の方って求めている部

分もあろうかというふうに思います。そういった

部分では、本数も最終日に追加をしてやったとい

う実績がありまして、次年度はまたさらに本数を

ふやして、名寄市で生産される安全で安心な農産

物を広く都会の人にＰＲをしていきたいという考

えを持っています。手応えは十分にあるというふ

うに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） 手応えは十分にある

ということでございますので、北海道、そして名

寄市の農産物という部分では本当に本州に胸を張

って売れる作物が十分ございますので、スイート

コーンに限らず、いろんな野菜がありますので、

今後ともそういうＰＲ活動という部分を推し進め

ていただきたいなというふうに思います。

それから、ユジノサハリンスクの道北物産展２

０１３についてなのですけれども、名寄特産品６

品目を完売したというふうに聞いているわけなの

ですけれども、内容についてもうちょっと詳しく

お聞かせをいただきたいと思いますけれども、ど

なたも行かれている方はいないのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 道北物産展、６都市で

の対応ということで、それぞれの６都市について

は御承知されていると思いますので、あえてお話

をさせていただきませんが、トマトジュースを初

め市内のお菓子も含めて６品目ということであり

ます。この狙いは、提唱したのが旭川市さんであ

りまして、ちょうど北海道とサハリン州の友好提

携１５周年と、それからユジノサハリンスクと旭

川市が交流都市なのです。そして、あわせて稚内

市とユジノサハリンスクが交流都市と。それと、

重ねて稚内市とコルサコフというのは港あるので

すが、そこも含めて交流都市だということと、名

寄市はもちろんドーリンスクと交流都市というこ

とで、そういう６都市それぞれがサハリンとゆか
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りがあるということで、そこに士別さんも加わっ

たということなのですけれども、今回は試みとし

て北海道の道北都市のそれぞれの物産のよさをサ

ハリン州の皆さんにお知らせをしたいというのが

１つと、もう一つは物産そのものについては検疫、

特に農産物は検疫があって実際サハリン州ででき

ていなかったのです。というのは、ウラジオスト

クという沿海州のところまで行って２週間ほど検

疫をするのにかかるというものを今回イベントに

合わせてコルサコフでそういう対応ができないか

という試験を含めてやらさせてもらったというこ

となのです。それで、私どもも当初は農産物とい

うふうに考えていたのですけれども、農産物につ

いてはそれぞれのバッティングするということも

あって、今回はお試しも含めてやっていきたいと

いうことでしたので、一応６品目というのは名寄

産の加工品を含めたものが主となったということ

で、御理解をいただきたいというふうに思います。

先ほども部長の答弁のほうで触れておりました

けれども、今後の展開については１年で終わりた

くないというのが旭川市さん含めての考え方であ

りますが、今担当レベルで明年度の取り組みにつ

いてはことしの取り組みの検証をして、来年をど

うするかということについてはまだ一定の結論が

出ていないということでありますので、この点に

ついては御理解をいただきたいと思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） 検疫ですとか、そう

いう部分、難しい部分が多分あるのだなというふ

うに聞いていたわけですけれども、この６品目、

名寄から出された６品目というのは何々を持って

いかれたのか。それから、ほかの市と競合しない

ような形で多分持っていかれたのだろうというふ

うには思うわけですけれども、６品目のちょっと

品物を教えていただきたいのですが。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 全てではないのです

けれども、申しわけないですけれども、切り餅、

それからトマトジュース、市内のお肉屋さんがつ

くっているジンギスカンの垂れ、瓶売りですけれ

ども、それとお菓子などを持っていっているとい

うふうに伺っております。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） これは、加工品とい

いますか、生ものではないということになるので

すけれども、検疫の部分というのは農産物に関し

てどうしても気になる部分があるのですけれども、

やはり北海道の農産物、名寄市の農産物を今後そ

ういうサハリンのほうに送るような形というのは

かなり難しいハードルがあるのか、その辺ちょっ

とお聞かせいただきたいです。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 直接物産を交流させる

というのは、必ず商行為が必要になってくるとい

うことですから、基本的に受けるロシア側のそう

いう商社と送る側の商社、それぞれありますし、

特に今ロシア政府とは一定の国交ありますから、

そこは十分に対応できるかと思うのですが、国交

のない国との例えば物流のあり方だとかというこ

とは、これからそれぞれ模索をしていかなければ

いけないということです。さらに、今回物産展と

いうことで、イベントに合わせて対応しようとい

うことで始めましたので、そこはまだまだ課題が

あります。特に農産物の物流に対してどこが対応

するかというと、市の部分は一定程度ＰＲをする

というところだとか、そこの取りつけに入る前段

の対応するということで、実質的に商行為、経済

行為するのは少なくてもＪＡを中心とした対応で

なければやっていけないのではないかというふう

に思っているところであります。今回先ほど経済

部長、杉並区の中でのスイートコーンの話ししま

したが、これはＪＡがぜひやらせてほしいという

ことでの対応です。これを市が取り次いだという

ことですから、ＪＡが主体的にやるということも

サポートしていきたいというふうに思っています
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ので、特に海外との経済のやりとりについては農

業団体がしっかりとそこのところを見きわめても

らうということも必要なので、それぞれの情報を

交換しながらやっていきたいと思いますし、系統

でいきますとＪＡのほう、ホクレン通じて海外と

のやりとりをしているということも聞いておりま

すので、その辺の情報入手と、さらには名寄市と

して、あるいはＪＡ道北なよろとしてどういうふ

うに地元産のものを海外との交流に使っていくか

ということもこれからの研究課題ですので、今回

の物産展はあくまでも一過性ということで、結論

が出るようなそういう取り組みではありませんの

で、その点については御理解をいただきたいと思

います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） ありがとうございま

す。やはり行政としての立場といいますか、商行

為までは行政としてはタッチできないといいます

か、そういう部分だろうというふうには思うわけ

ですけれども、ただこういう機会でございますし、

難しさというのはまだまだ今お話聞いた中では本

当に難しいのだろうなというふうには思うわけで

すけれども、近隣の士別ですとか旭川、今回の参

加した６市とまたいろいろ連絡を密にしながら、

売るのは農協なりホクレンなりという形になるか

もしれないですけれども、何とか地元の野菜を販

売できるような形を行政としてバックアップとい

いますか、そういうものが必要ではないかなとい

うふうに思いますので、そういう部分で求めてお

きたいなというふうに思っています。

それから、この部分に関しては終わりますけれ

ども、加藤市長、本当にトップセールス、先ほど

からも出ていますように３年８カ月トップセール

スという形で表に出しながら活動されてきたと思

うのですけれども、こういうロシアとの関係もあ

りますし、それから先ほど言いました台湾との交

流もこれから始まります。そういう部分で今後の

ＰＲに込める思いといいますか、そういう部分を

ちょっと抽象的過ぎますけれども、お聞かせいた

たければなというふうに思いますけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 海外との交流ということ

で、今後の展望ということだというふうに思いま

す。日本国内で見ると、もう既に人口減少社会に

入っていると。とりわけ北海道はもう１０年以上

前から人口が減少しているという中で、経済とい

う切り口だけ見ると、道内あるいは日本だけで見

ると先行きになかなか明るい展望が見出せないの

かもしれない。しかし、一方で世界はまだ人口が

爆発的に伸びていると。加えてロシアもそうです

けれども、特に台湾を初め東アジアというのはま

だまだ人口もふえて、また経済も非常に伸びてい

るということを考えると、経済的側面からいうと

こうした地域、国とつながっていくということは、

ある意味では地域のこれからの生き残りという意

味では必要なことなのではないかというふうに私

は思っています。加えて今回台湾に関しては、子

供たちの人的交流ということをスタートさせるわ

けですけれども、地域の、あるいは日本の文化と

伝統をしっかりと大事にしながらも、しかしグロ

ーバルに発想できる子供たちをこれから育成して

いくと。このことは、必ずこの地域にとっていろ

んな意味での振興につながっていくというふうに

確信をしています。この芽がしっかりと花開いて

いくようにこれからも頑張っていきたいというふ

うに思うので、ぜひ応援、御協力をお願い申し上

げたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） 大変どうもありがと

うございます。今台湾のお話も聞かせていただい

たわけなのですけれども、先日ちょっと新聞の報

道でありましたけれども、東川町が観光案内所を

台湾のほうにつくるのだという記事が載っていた

わけでありますけれども、台湾の方というのは北

海道に憧れみたいなものがあるようでして、やは



－136－

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

りそういう憧れを現実のものとして情報として提

供して、そして来ていただくという、そういう形

というのは本当に全く交流のないところからそう

いうものというのはできないとは思いますけれど

も、この機会でございますので、そういう部分も

前向きにまた考えていただければなというふうに

思います。求めておきたいと思います。

それでは、３点目の部分に移りたいと思います。

３点目につきましては、子供たちの放課後課外活

動の充実と安全についての質問ということになる

わけなのですけれども、今回児童クラブの内容等

お聞きをしたわけでございますけれども、児童ク

ラブの南児童クラブが６０で、風連が３０名とい

う形だったと思うのですが、６０名ということは

地域的にもかなり広い範囲から来なければいけな

い部分というのはあるのだと思うのですけれども、

今後の児童クラブの増設の部分の考え方というの

はおありになるのか、ちょっとお聞かせいただき

たい。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 名寄市の放課後、学

童保育のことでよろしいでしょうか。答弁の中で

は、現状についてお話しさせていただきましたけ

れども、お話をしていなかったのは、名寄市の学

童保育につきましては施設と、それから学校区を

組み合わせていただいているというのが現状であ

ります。今お話ありました南児童クラブというの

は、現在名寄南小学校の校区の子供たちが主に来

ておりますし、風連につきましては風連地区の風

連中央小学校の子供たちが来ております。これは、

いずれもいわゆる公設の児童クラブでありますが、

このほかに先ほど申し上げました民営の部分で、

コロポックルにつきましては名寄市街地の名寄小

学校の校区と東小学校の校区の子供たちが来てい

ます。また、共同保育所どろんこはうす学童すま

いるのほうにつきましては、西小学校と豊西小学

校ということで、学校区で分けさせていただいて

いるというのが現実です。ただ、この中にありま

して、南小学校はどうしても学校自体が校区も広

いですし、子供たちが多いという現状もあります。

この中で課題ということでありましたら、民営と

公設との保育料の若干の差があるということと、

もう一つは特に東小学校の子供たちにしてみれば、

現在のコロポックルがもともとあったところより

も少し西のほうにずれましたので、学校からの学

童保育のところまで行く間が若干距離が遠くなっ

たという部分での不安感等がございます。こうい

った２つの課題もございますし、もう一つは状況

的な変化として、保護者の方が随分働く方がふえ

てきて、学童保育につきましてはこれからも減る

ことはないという状況、そういった課題が教育委

員会としては認識している点でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） 今回総合計画のほう

もちょっと見せていただきまして、計画の中には

校下ごとに児童クラブを設置をしたいという部分

が出ているわけなのですけれども、今後の考え方

だとは思いますけれども、やはり住民の親御さん

からもそういう要望というのは多分あろうかとは

思うのですけれども、そういう方向というのは考

えになっているかどうか。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 議員御指摘の学校ご

とに児童クラブがあるというのは、ある意味大変

理想の姿かと思っております。先ほどの課題と現

状を捉える中で、その部分につきましては教育委

員会としても関係部署や学校ときちっとこれから

検討していかなければだめな大きな課題と考えて

おります。また、先ほどの東小学校のように、や

っぱり地域の大きな課題でもありますので、これ

から子供たちの放課後のあり方についてきちっと

研究をスピード感を持ってやりたいという認識は

持っておりますので、御理解いただければと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） ありがとうございま
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す。

児童クラブのことはおいておきまして、次に指

導者の関係の話をちょっとさせていただきたいの

ですけれども、やはり子供たちを安全に見守りな

がら指導をしていくという、その体制というのは

今後も最も重要な部分ではないかなというふうに

思っているわけなのですけれども、指導者不足と

いうのは今後出てくるだろうなと。なお一層出て

くる部分があるのかなというふうに思っています

けれども、指導者を育成する部分の難しさも先ほ

どの答弁の中でお聞きをしたわけなのですけれど

も、今団塊の世代が定年退職されているわけでご

ざいますけれども、そういう方々の力をかりる。

地域の力もかりていかなければいけない。そうい

う方々の力もかりていかなければ、今後難しいの

かなというふうに思うわけでありますけれども、

その辺のお考えといいますか、何かそういう形を

つくり上げていく指導者の養成をしていくような

お考えというのはありますでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 小学生の少年団活動

におけるスポーツへのかかわり方というのは、小

学生でスポーツすることはすばらしいということ

を自覚をして、小学校だけでなくて多分中学、高

校と、もしくはそれ以上の学校という中で連続性

を持たせた指導が必要かなと思っております。今

のお話は取っかかりとしての少年団の部分ですけ

れども、大きな意味では地域にあった小学校、中

学校、高校という連携がまず必要だということは

認識をしております。現在少年団の指導者につき

ましては、主にそれにかかわります競技団体ござ

います。野球であれば野球連盟であるとか、柔道

であれば柔道連盟であるとか、そういったところ

から少年団の育成の方々を出していただいて、指

導いただいているという現実がございますが、今

議員がおっしゃったようにそれぞれの競技団体も

構成員が高齢化をしてくるという部分でございま

す。そういった中で団塊の世代も含めまして、活

動的な６０代の方をお願いをするというのは大変

有効な方法かと思いますが、それぞれスポーツ部

門は得意分野がございますので、その辺について

は配慮をしていかなければだめだなと思っており

ます。

地域の方々のという御意見もございました。ま

さに地域の方で息の長い指導をしていただけると

いう部分は、学校の先生等はどうしても異動等が

ございますので、そういう意味では息の長い指導

をいただくという部分では地域の協力を得るとい

うことも大変大切なことかなと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 山口議員。

〇１７番（山口祐司議員） 大変難しい部分もあ

ろうかというふうに思うわけですけれども、将来

を担う名寄市の子供たちの放課後、それから課外

活動がなお一層充実したものになりますように、

今後ともまた御指導いただきたいというふうに願

っておきたいと思います。先ほど言いましたよう

に、指導者の育成の部分に関しましても本当に急

がれるといいますか、そういうものの対策という

ものをなお一層求めて、質問を終わらせたいと思

います。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で山口祐司議員の

質問を終わります。

なよろコミュニティバスの実証運行について外

３件を、奥村英俊議員。

〇２番（奥村英俊議員） 議長から御指名をいた

だきましたので、順次質問をしていきたいという

ふうに思います。

１点目は、なよろコミュニティバスの実証運行

について質問いたします。私自身６月の第２回の

定例会から取り上げさせていただいていましたが、

いよいよこの１２月２０日からこの間の運行の見

直しを実施をするということになりました。そこ

で、改めて今回の最大の見直し点と今後の市民の

皆さんへの周知についてお伺いいたします。

また、交通弱者の方や市民の方の利用促進につ

いてもお伺いします。
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次に、市道の除排雪についてですが、昨年の除

排雪体制を見直し、ことしについては重要幹線、

幹線道路の排雪回数をふやすことと道路幅を確保

する、そういう除雪方式に変更するという取り組

み、それについては理解をしますが、生活道路に

ついてはどのような変更、変化があるのかお伺い

します。

３点目は、地域の振興についてです。先月町連

協主催でまちづくり懇談会が実施されました。私

も東地区の懇談会には出席したところですが、地

域の要望や意見に対し、各部長からの説明もあり

ましたが、まとめる形で加藤市長からも地域の要

望に対していろいろ考えているとの話がありまし

た。そこで、東地区の懇談会で出ていました生活

用品の調達に苦労している。商店がないのだとい

う話、それから学童保育の整備のこの２点につい

て、具体的な市長のお考えについてお伺いしたい

というふうに思います。

あわせて営業戦略室が商店の出店等にかかわる

中小企業振興条例の各制度の窓口になっています

が、この営業戦略室の役割をどう考えているか、

これについても市長のお考えをお伺いしたいとい

うふうに思います。

４点目に、名寄市福祉及び社会教育関係団体活

動推進補助金の利用者の負担のあり方についてで

すが、本年度から既に契約金額が変更になってい

ます。利用者の方の部分については据え置きとい

うことでありますけれども、その変更額と現在の

市が負担している金額、それから、その差額につ

いてお伺いをし、壇上からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ただいま奥村議員から大

項目で４点にわたっての質問をいただきました。

大項目３を私から、大項目１、４を総務部長から、

大項目２を建設水道部長からそれぞれ答弁をさせ

ていただきます。よろしくお願いします。

地域の振興についてということでございます。

今年度も名寄市の町内会連合会の主催によりまし

て、市内１０会場におきましてまちづくり懇談会

が開催をされ、東地区の会場に参加をされた方か

ら商店がない、あるいは学童保育の整備について

の御要望をいただいたところであります。まず、

商店がないという御要望でありますが、市内中心

部も含めて市全域にわたりまして商店数が減少し

て、特に東地区並びに北地区で日用品を購入でき

る商店が不足をしておりまして、商工の振興並び

に買い物弱者などの点において問題の一つとなっ

ている声はさまざまな場面でお聞きをしておりま

す。現行の中小企業振興条例に基づく助成制度は、

都市計画の観点から商業地域への集積を図ること

から、優遇的な取り扱いとしておりますが、商業

地域以外の新規開業などに係る助成制度も定めて

はおります。しかし、現状を見るとこれらの制度

が商店の不足している地域への新たな店舗展開の

後押しにはなっていないというのが現状だという

ふうに思います。商工振興における行政の役割、

限界と言えるのかもしれませんけれども、商店の

進出にはやはり事業者の経営判断が何よりも優先

されるべきものであります。買い物環境の改善に

おける行政の対応として、商店を進出する事業者

への情報提供、優遇策等による支援、あるいは商

店進出にかわる代替の措置等を考えるところでご

ざいます。市としては、新規の商店進出等に対し

て相談並びに中小企業振興条例に基づく支援など

一定の体制を整えており、他自治体の例を参考と

した今後の見直しも含めて今後情報、あるいはも

ちろん相談があれば速やかに対応してまいりたい

と考えています。また、商店進出にかわる代替の

措置として、現在試験運行に取り組んでおります

コミュニティバスがその一つとして考えておりま

すが、このほかにも宅配等に取り組む事業者もご

ざいます。これらの普及に向けた取り組みについ

ても調査研究をしてまいりたいと考えております。

続いて、東地区の学童保育についてでございま

すけれども、保護者、特に低学年の方には通所に

当たっての不便感を持っておられます。また、市
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内には公設と民間の施設があり、校区により通所

が割り振りをされているといったことから、官民

で差のある保育料について負担感が多いといった

ことも事実でございます。これらの解消のために

通所への不安解消については、該当学童保育所へ

の通所の見守りの強化をお願いをしたり、保育料

については民間学童保育所利用支援を本年度より

実施をし、不十分であるかもしれませんが、負担

感の軽減を図っているところでございます。

小項目２の営業戦略室の役割というお尋ねがご

ざいました。中小企業振興条例では、本市におけ

る中小企業者等の自主的な努力を基調として高度

化する地域経済社会に適合する企業経営のために

必要な助成等を行い、中小企業の振興を図ること

を目的としております。現在各種助成、融資制度

については営業戦略室が所管をしておりますが、

これらの制度を活用する中小企業者の方には、単

に助成制度の相談だけではなく、経営指導などの

総合的なアドバイスを提供できる窓口が必要であ

るというふうに考えております。しかしながら、

助成制度を申請する事務的な流れは中小企業者が

営業戦略室に直接相談をする形であり、行政に商

工振興に係る専門的なプロパー職員を配置するこ

とは現段階では困難であることから、市では中小

企業振興条例の中で商工会並びに商工会議所に対

して商工業の総合的な振興を図るための事業及び

中小企業者に対する指導体制を強化するための経

費の一部を補助してございます。これらの制度を

有効活用するためにも商工会並びに商工会議所で

国や道などの制度を含めた各種助成制度、さらに

は経営に関する相談など商工振興に係るワンスト

ップ的な相談窓口として確立できるよう商工会並

びに商工会議所を経由するような形で現在の助成

の流れを変更すべく関係機関と検討を行ってきて

おりまして、今まで以上に商工会、商工会議所と

の連携をしっかりと図っていくことができるシス

テムを確立する中で、各制度の周知はもとより利

用や御相談が気軽にできる体制を整えてまいりた

いと考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目の

１及び４につきまして答弁をいたします。

まず、大項目の１、なよろコミュニティバスの

実証運行につきまして、１２月の見直しについて

でありますが、この間の利用実績はもとより聞き

取りやアンケートによる公共交通利用状況調査、

市内３カ所において開催をいたしました地域懇談

会など約９００名にも及ぶ市民の意見や要望など

を踏まえ検討してまいりました。今回の見直しの

最大のポイントは、市民要望の最も強かった駅前

での乗り継ぎの課題を改善をするため、新たに乗

り継ぎなしの東西回り、いわゆる８の字路線を１

時間に１便設けたことにあります。また、利便性

を確保するため、西回り単独運行便を半数程度継

続し、西回り区間は３０分に１便、東回り区間は

１時間に１便のパターンダイヤとし、さきに開催

をいたしました名寄市地域公共交通活性化協議会

におきまして確認をいただきましたので、１２月

２０日の見直しに向けまして現在準備を進めてい

るところであります。

また、市民への周知につきましては、概要版の

チラシを１２月広報と同時に全戸配布をさせてい

ただいておりまして、限られた時間の中で引き続

きバスの車内、新聞、ＦＭラジオ、ホームページ

等を通じまして情報提供を図るとともに、緊急雇

用創出推進事業を活用したバスアテンダントの配

置によりまして高齢者を直接案内をするなど、き

め細やかな利用案内にも配慮してまいりたいと考

えております。

次に、利用促進と交通弱者への対策についてで

ありますが、今回の見直しでは東西回りの新設や

ダイヤの見直しによるパターンダイヤ化、ＪＲや

ほかのバス路線との接続改善による利便性の向上

が一定の利用促進につながるものと考えておりま

す。このほかにも東西の行き来には、現状利用料
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金１５０円に乗り継ぎ料金５０円を加えた２００

円が必要でありますけれども、今回の見直しでは

東西回り乗り継ぎを含め一律１５０円の料金設定

としたほか、バス路線やダイヤ等をパソコンやス

マートフォンから手軽に検索できるインターネッ

トサイト、タッチｄｅマップの開設によりまして

若者への利用促進策も講じております。さらには、

今月１日から来月２月１６日までの約２カ月半、

バス路線沿線の商店と連携をしましたバスに乗っ

てお買い得キャンペーンを実施をしておりまして、

今後もさまざまなイベント等とあわせた利用促進

策を展開をしてまいりたいと考えております。

次に、大項目の４、名寄市福祉及び社会教育関

係団体活動推進補助金につきまして、利用者の負

担のあり方についてでありますが、本事業につき

ましては平成２１年度より現在の運行委託業務が

行われておりますが、この間の単価契約につきま

しては委託事業者による企業努力によりまして、

業務開始以降平成２４年度まで４年間据え置かれ

てまいりました。しかし、近年の燃料単価の高騰

などによりまして本年度見直しが行われましたが、

利用者負担の周知が遅くなり、利用団体より不利

益が生じるとの指摘を受け、今年度につきまして

は利用者負担を据え置くとしたところであります。

御質問の平成２５年度における契約金額につきま

しては、昨年度に比べ時間単価で ０００円の上

昇となっており、１時間単価が ０００円から

０００円、３時間までの最低料金が２万 ０００

円から２万 ０００円に、半日が３万 ０００円

から３万 ０００円に、１日が６万円から６万

０００円とそれぞれ見直しとなっております。ま

た、市の差額負担分でありますが、１０月末現在

でありますが、社会福祉関係が約１４万円、社会

教育関係が約１３万円となっております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 私からは、大項

目の２、市道の除排雪について、小項目の１、生

活道路の対応についてお答えをいたします。

平成２５年度の除排雪につきましては、昨年の

大雪による経験に基づき、今後の除排雪事業の見

直しを春から進めてまいりました。今冬から交通

の確保を第一に考え、道路ごとに除雪幅員の設定

を行い、その中で道路の種類を重要幹線道路、幹

線道路、生活道路の３種類に分類して、今年度は

試行で進めてまいりますが、重要幹線道路と幹線

道路につきましてはカット排雪や積み上げ除雪に

より幅員の確保を行い、生活道路につきましては

除雪により幅員の確保を行うことで冬期間におけ

る安心、安全な生活道路を確保してまいりたいと

思います。

また、重要幹線、幹線道路を常に高質な除排雪

で交通確保を行い、雪堆積場の新設により排雪ダ

ンプの往復時間の短縮が図られるため、生活道路

への排雪作業や大雪に対する対応をスムーズに進

めることができるものと考えております。

なお、パトロールや除雪業者からの情報により、

幅員が確保できなく危険である場合につきまして

は、直営により可能な限り対応したいと考えてご

ざいます。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） それぞれ御答弁をいた

だきました。質問した順番で再質問をしていきた

いというふうに思います。

まず、コミュニティバスの関係です。９００人

に及ぶ皆さんの意見を聞きながら今回の見直し案

をまとめたということで、そういう意味では聞き

取り、それから地域での意見懇談会、いろいろさ

れた中でしっかりと分析をして、今回の見直し案

になったというふうに私も思っています。そうい

う意味では、その点について評価をさせていただ

きたいというふうに思います。さらに、今回の見

直しだけではなくて、今後のこれからの課題、そ

ういったものも含めて整理をされているというこ

とも資料を見て読み取れますし、今後の対策、し
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っかりできているなというふうに思うところであ

ります。緊急雇用の事業が使えたということもあ

ったと思いますけれども、意見懇談会でのしっか

りした取り組みがこういう形になったのだという

ふうに思います。とりわけ乗り継ぎの解消という

ことで、多くの市民の皆さんからそういう要望が

あったということでそういう形になったというふ

うに思います。

ただ、この１２月にとりあえずこの間のまとめ

として見直しの運行をするということであります

けれども、実証運行自体は２７年３月までという

期間があるというふうに……ですよね。それで、

先ほど言いましたこの先の課題も一定整理されて

いますけれども、２７年３月までは実証運行とい

うことでありますので、その後の事業者の引き継

ぎのこともあると思います。そのことも含めた検

証、見直しということも必要だというふうに思い

ますけれども、その辺の考えについて教えていた

だきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今後の見直しという

ことでありますけれども、今回の見直しは第一弾

の見直しというふうに考えております。今回さま

ざまな調査をさせていただいておりましたが、そ

れを最初に一番大きな課題として捉えたのがいわ

ゆる８の字、乗り継ぎがないような運行体制とい

うことでありまして、まずはそのことを最大の課

題として今回取り組みを行ってまいりたいという

ふうに考えておりますけれども、これ以外にも実

は新たな路線の要望というのをいただいておりま

す。特に大橋地区の部分につきましても要望いた

だいております。路線の変更につきましては、認

可が絡みまして、最低でも３カ月程度かかるとい

うことでありまして、実は今回の見直しには間に

合わなかったということであります。これから先

もまだ実証運行続きますので、こうした課題につ

きましてもどこかの時点でしっかり織り込むとい

うことは考えておりまして、おおむね路線の変更

の案につきましては私どものほうでも少し練って

いる部分がございまして、おおむね認可の関係で

３カ月程度かかるということもありますので、こ

れにつきましては４月以降もう一段の見直しも可

能かなというふうにも考えておりまして、まずそ

このところはできるだけ柔軟な形で実証運行をし

てまいりたいというふうに考えております。

それで、現在当面の計画として実証の運行の期

間が２７年３月までということでありましたけれ

ども、実はこの計画期間の考え方につきましては

駅前から新しくできる市民ホールまで、１つにぎ

わいを創出するというのも大きな課題としてあり

ましたので、今回市民ホールが若干完成がずれる

ということもありまして、ここのところは新たに

市民ホールに向けてのコミュニティバスのかかわ

りについてもしっかり検証する必要があるだろう

というような判断をしておりまして、これは今後

国とのすり合わせが少し必要になってきますけれ

ども、事業期間につきましてももう一年程度延ば

せないかなというふうにもちょっと考えておりま

して、これにつきましては随時国のほうと検討さ

せていただければというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 既に次の改善というか、

そういうことも見据えているようでありますし、

事業年度の拡大も含めてということでお話であり

ます。市民ホールまでのルートも検証というか、

そういうことも考えていくということのお話でし

たので、今回の見直しで一番よかったというか、

大事だったのは、どれだけ多くの人たちの意見を

聞きながら、机上の話ではなくてしっかり利用者

の立場に立った見直しができるかということだっ

たと思うのです。そういう意味では、本当に多く

の皆さんの意見をしっかり分析をされて、この先

を見据えてという形でなっているのだというふう

に思いますので、事業期間延長するに当たっても

そういった手法をとりながら、最終的に利用され

る皆さんのための足になるように、ぜひ取り組み
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をしていただきたいというふうに思います。

そういう観点でもう一点、利用促進ということ

がこの後もう一つの課題であるというふうに思い

ます。今回は、乗り継ぎも含めて１５０円に据え

置きというか、１５０円に統一しましたというこ

とが１つあるというふうに思いますけれども、や

はりふだん利用する人から、利用促進策としては

先ほどありましたキャンペーンとか、そういうこ

とも一時的にはすごく必要なものだというふうに

思いますけれども、事日常的に利用する人にとっ

てはやはり利用金額が決め手なのだというふうに

思うのです。今回１５０円ということでありまし

たけれども、日常的に利用する人、あるいは初め

て乗る人、それから市外から来てコミュニティバ

スあるのだなということで利用してみようと思う

人たちが利用しやすい、そういうことを考えたと

きに、１５０円ではなくてワンコイン、１００円

というのもありかなというふうに思うのです。私

たちも例えば視察や研修でほかのまちに行ったと

き、駅前から含めてコミュニティバス走っている

のよく見ますけれども、そこそこによりますけれ

ども、ワンコインであったり、それなら乗ってと

いうふうな感じのところも随分実際にあります。

そういう意味では、１つワンコインという考えが

ないのか。

それから、実際にバスを利用する人は車のない

方、それからそういう意味ではバスしか利用する

交通機関がない方、特に高齢者であったり、妊産

婦であったり、運転免許を返上した人、そういっ

た人たちになっていくのだというふうに思います。

障害のある方については、そういうふうに割引制

度というのはありますけれども、そういう人たち

に対する割引制度や無料パスのそういった制度に

ついてのお考えはないか、これについて前回の質

問の中でも担当のところからは返事いただいてい

ますので、市長としてどういうふうにお考え、市

長のお考えがどうなのかというのを少しお聞かせ

いだだければというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） コミュニティバスの利用

促進について、ワンコインでありますとか、高齢

者、妊産婦、運転免許自主返納者等々今具体的な

数々の提案をいただきました。先ほどからお話し

していますが、今回の見直しに当たっては公共交

通利用状況調査、地域懇談会、約９００人から直

接御意見を伺っているということです。路線、ダ

イヤについての御意見を本当に多くいただいたの

でございますけれども、利用料金にかかわる御意

見は一切なかったというふうに聞いています。加

えて先ほど来お話しのとおり、この事業は終了す

るとその後実証運行後のバス事業者への移行とい

うこと、これがありまして、これを考慮する必要

もあるということで、今回当然路線の見直しとい

うこともあったので、効果のことも含めてたくさ

ん一度にいっぱい薬を飲むと何が効いたのかわか

らぬということになりますから、一律今回は１５

０円の利用料金とさせていただいたということで

あります。

加えてさまざまな高齢者だとか妊産婦、いろん

な方の利用者、これの割引、無料パス等という考

え方は、それぞれの受益者の負担、あるいは利用

者の公平性の問題ということもしっかりと検証し

ながら進めていかなければならぬ問題なのだろう

というふうに思います。いずれにしても、今貴重

な御提言いただきましたので、今後も見直しを図

っていくという予定でありますから、今のいただ

いた御意見も踏まえて、公共交通の活性化の専門

部会の中でも非常に御議論いただいているという

ことでありますけれども、そうした皆さんとの御

議論もしっかりとしながら、次期の第２弾の見直

しもあるということでありますので、その中で今

のいただいた御提言を必要性検討してまいりたい

というふうに思っていますので、よろしくお願い

いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 今回の聞き取りという
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か、いろんな意見の中で、実際にはお金の話なか

ったということで話ありました。見直しという中

でそういうのが出てきてもいいのかなというふう

に思いますけれども、とりわけ路線というか、乗

り継ぎなり、そういった不便さを解消ということ

で、皆さんそういう意味では意見を出していただ

けたのだというふうに思います。利用するほうか

らすると、安いほうがいいという話は変な話です

けれども、お金を出すに当たってポケットから１

５０円、１００円、どちらがといえばやはり１０

０円を出してという形がそういう意味では簡単と

いうか、ではバスに乗ってみようかということも

含めてなるのではないかというふうに思うもので

すから、その点についてはぜひ次回の見直しに向

けて検討、研究ではなくて、しっかり１つ塀を跳

び越えて、ジャンプしていただいて、取り組みを

していただきたいというふうに思っています。例

えばワンコインもやります、いろんな人たちの割

引や無料パスもやります、全部一遍にはきっと、

できればいですけれども、お金のこともあります

し、先ほどありました事業者への引き継ぎのとき

のそういった負担のあり方も含めていくと難しい

のかもしれません。ただ、どうすれば一番今まで

乗っていなかった人も乗ってくれるのか。今回の

アンケートの中でも車がなくなったら乗るわとか、

乗り継ぎがなくなったら乗るわとか、やっぱりそ

ういう意見が実際にありました。だから、そうい

うことも含めて、これが１００円になったら乗る

わなのかもしれないのですよ。そうしたら、そう

いう人たちにきちっとアピールできれば、ふだん

車があってもやっぱり少しバスを使ってみようと

いうふうになるのではないかというふうに思いま

すので、そういったことについて市長はどうです

か。市長もそういうふうに思いますか。ぜひ。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） さまざまな議論を聞いて

今回こういうことになっているということであり

ますから、今議員も恐らくたくさんの市民の皆さ

んの意見をお聞きになってきょうこうした御提言

もいただいているというふうに思いますので、ぜ

ひこの提言も踏まえて検討部会の中でしっかりと

見直しを検討してまいりたいというふうに思いま

すので、ぜひよろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） ぜひ一人でも多くの人

に乗っていただけるような、そして公共交通を絶

やさない形で続けていっていただけるようにお願

いをしたいというふうに思います。

次に、除雪の関係です。生活道路の関係ですけ

れども、除雪により幅員の確保をしていくという

ことが生活道路の関係でいえば大きな変化という

ことなのかもしれません。そこで、排雪全体の生

活道路の占める割合というのは何％になるか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 排雪対象となる

重要幹線、幹線道路と、それから生活道路につき

ましては、総体の排雪延長が１４ １キロござい

ます。重要幹線、幹線道路につきましては４ ４

キロで、２ ５％の割合であります。生活道路に

つきましては１０ ７キロで、７ ５％というこ

とでございますけれども、１回の排雪費用、これ

幹線、重要幹線では約 ５００万円ぐらいであり

ます。生活道路につきましては、１回の排雪金額、

これは約１億 ３００万円になります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 今割合のほうを教えて

いただきました。あわせて排雪の金額も教えてい

ただきました。生活道路１回やると１億 ３００

万円。今年度の取り組みの中でも生活道路の排雪

は１回ということであります。１回でこれぐらい

かかる。重要幹線、幹線については１回で ５０

０万円。この大きな差があるというのは、先ほど

延長の部分もあると思いますけれども、具体的な

違いをちょっと教えていただいていいですか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 確かに延長もあ
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りますけれども、重要幹線、幹線道路につきまし

てはほとんどが除雪機械が貸与の機械になってご

ざいます。生活道路の排雪につきましては、業者

が持っている機械で対応しています。これは、北

海道の単価を使用させていただいておりますけれ

ども、その差が約３倍ぐらい違ってございます。

それによるこの差額であります。これは、今言っ

ている数字につきましては１回でありますけれど

も、これを延長キロ単価に直しますと重要幹線、

幹線でキロ３６万 ０００円、生活道路ではキロ

当たり１０９万円、約３倍ぐらい違ってございま

す。ただ、これも貸与する機械によって３倍も全

てが３倍ではなくて３倍以上になる場合もありま

すし、３倍以下になる場合もあります。今回のも

のにつきましては約３倍違ったと、そういうこと

であります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 今回重要幹線、幹線に

ついては、大きな変更、排雪回数を大幅にふやす

ということであります。ただ、実際に生活をして

いる市民の皆さん、生活道路７ ５％、４分の３

の７割を超える人たちが生活道路のところに住ん

でいる。その皆さんにとってやはり幹線の道路の

確保も重要ですけれども、実際には家の周りの状

況、それがどういうふうに変わったかということ

がそういう意味では大事なことなのだというふう

に思います。家の周りに雪がなくなるということ、

そういう意味では解かしたりできればいいですけ

れども、そういうこともなかなかないですし、や

はり排雪という形になるのだというふうに思いま

す。その中でことしの除排雪は、雪の状況にもよ

るとは思いますけれども、除排雪の姿が変わった

のだな、そういうことを実感をしてもらうために

は、排雪のことについて少し具体的に言うとやっ

ぱり生活道路の排雪について手を入れていくこと

が必要ではないかというふうに思います。１回し

かやらないということではなくて、今回の議会の

初日にもありましたけれども、熊谷議員のほうか

らあった排雪 ５回とか、それを具体的にどうい

う形にするのかというのは研究したりすることが

必要だというふうに思いますけれども、そういう

ことがあるとすれば、１回来たからもう来ないし、

この冬も大変だなということではなくて、必要に

応じてどこをちょすかというのはあるかもしれま

せんけれども、市民の皆さんも少し安心感が違う

のではないかというふうに、市がやっている除排

雪の体制が変わってよかったねということを実感

できるのではないかというふうに思います。

また、排雪ダンプの助成についても、今回は一

般分でも ４００台の予算化だというふうに思い

ます。去年はもっと多くて、実際に金額的にも

６００万円ぐらいかかっていたのだというふうに。

ことしの予算９８０万円、６００万円以上の、予

算上のあれですけれども、大きな差があります。

そういう意味では、排雪自体の回数をふやすとい

うことと、もう一つは排雪ダンプ助成の増額をす

ることによって、当初は家のところにためておい

てください。だけれども、たまったら捨ててくだ

さい。それには市のほうも助成をしますという形

で、今は回数も制限なくしましたよね。そういう

意味では、それで利用が多くなったというふうに

思いますし、さらにそれでダンプの助成の増額を

０００円から例えば ０００円、 ０００円上

げたりすることによってダンプの利用がふえれば、

その分最終的には市としても排雪をする量が少な

くなっていく。金額的に変わるかというのはあり

ますけれども、それにもつながっていくのだとい

うふうに思います。そういう意味でそういう取り

組み、考えがあるのかないのかお考えをお聞きし

たいというふうに思います。

あわせてもう一つ、名寄市市道及び私道除排雪

助成事業というのもありますよね。大体商店街の

ところの方が実際に利用していたりということで

あると思いますけれども、そういったものについ

て、例えば町内会単位で利用ができたり、金額的

なことがちょっとあれですけれども、そういうこ
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とが可能なのかどうか、それも含めてお答えいた

だきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 今３点ほど御質

問をいただきました。まず、生活道路の排雪の回

数でありますけれども、シーズン１回ということ

でこれまで進めてきております。２５年度も原則

は１回ということで進めているということで、こ

れまでまちづくり懇談会の中でもお話をさせてい

ただきましたけれども、近年やっぱり排雪の回数

の増の要望が確かに多い状況にございます。しか

しながら、近年の生活道路の排雪は市内にある除

雪業者の機械力によりますと最大で３セット、通

常で２セットという体制で実は行っておりまして、

生活の排雪につきましては４０日から４５日、昨

年は３セットでも４５日くらいかかった状況でご

ざいます。降雪量や排雪の深さにもよりますけれ

ども、例年では１月中旬から始めて２月の下旬、

量によっては３月の初めまで排雪を行っているこ

ともございます。２回目の排雪は、先ほども言い

ましたけれども、降雪状況にもよりますけれども、

雪解けの時期に入ってしまうということもござい

ます。生活道路につきましては、シーズン１回と

いうことで、基本は１回の排雪ということで市民

の皆さんにこれまで御理解をいただいてきたとこ

ろであります。しかしながら、近年の温暖化など

によりまして異常気象が発生してございます。当

初一等最初に行った生活道路の排雪にあっては、

２回目の排雪を昨年なんかも実は行ってございま

す。そういったことで原則は１回でありますけれ

ども、降雪状況によっては昨年も２回目に入って

おりますし、その前の年にも実は入っております。

ただ、 ５回となりますと、今１０３キロを４５

日間かけてやります。ただ、４５日間は単純に４

５日間でなくて、その中に業者さんの休みの日が

入りますので、時期的にはもっと多分かかると思

います。それに ５ですから、約５０キロになり

ますと、単純に割り返すと２０日間ぐらい逆にふ

えると。そうしますと、２カ月ぐらいの排雪の期

間になってしまうので、まず雪がない状況になる

のと、もう一点は機械力と人がいないということ

であります。ことしも３セット、それ以上にでき

ないかということで協議をやってまいりましたけ

れども、そこは早急には難しいという判断で、そ

れですべきということではありませんけれども、

今回いろいろ模索して考えたのが幹線道路をとり

あえずは広くとろうと。生活道路は、これまで排

雪するときにはまた幹線道路に雪が積もっていて、

ダンプルートがどうしても狭くなります。そうす

ると、幹線道路のほうに１セット、どうしても排

雪になりません。そうすると、生活道路が２セッ

ト、幹線が終わったら１セット回して３セット、

そういう状況の中でこれまでやってきた状況であ

ります。それを何とか少しでも、一日でも二日で

も早くしろということで、今回幹線についてはま

めに排雪回数をふやそうと。そして、生活道路を

一日でも二日でも早く終わらそうということで考

えております。それは、ことしから試行というこ

とになりますけれども、それがうまくいくと言っ

たら言葉おかしいのでありますけれども、うまく

いったら、逆に言ったら今まで ０５回が １回

になるかもしれませんし、 ２回になるかもしれ

ません。そんなことも模索しながら今回考えたの

であります。そういうことで御理解をいただけれ

ばと思います。

それと、助成ダンプの関係でございます。助成

ダンプにつきましては、これも率直に言いますと

需要に対して供給が合わないというのが去年実は

事例がありました。要するに昨年は今助成してい

るダンプ台数が非常に足りないということになり

ました。これは、大雪によるものもありますけれ

ども、実は生活道路のほうに使っているというこ

ともありまして、重なった状況の中では要するに

ダンプ台数が足りないということで、前回も熊谷

議員のほうからお話ありました足りない分につい

ては、４トンダンプだとかそれ以下のダンプで去
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年は皆さん対応していただいたということなので

すけれども、４トンダンプにつきましてもちょっ

といろいろ調べましたら、お金を取れる４トント

ラックとお金を取れないトラックがあるというこ

とが実はわかりました。それは、運送法の中で調

べましたけれども、そういったことも含めますと

個人で持っているトラックがどれだけあるかとい

うことをまずは調べていかなくてはならないもの

ですから、相当に時間がかかるのかなと思ってご

ざいまして、助成のダンプがふえるということで

は大変いいことなのでありますけれども、実質業

者の部分では非常に機械力もないということで、

難しいということでございますので、できれば当

面は現行のままで対応させていただきまして、将

来的には１０トンダンプ以下も含めてどういう対

応をしていくのかということも含めて検証、また

課題になっていくのではないかと思ってございま

す。

あともう一点は、私道の除雪と市道の排雪とい

うことでございます。これは、先ほど議員も言い

ましたけれども、私道の除雪につきましては実は

１件で、栄町の自衛隊官舎のところが１件ござい

ます。あと、市道の排雪につきましては、５丁目

とか大通、あとは商店街の関係でやっておりまし

て、５０％の支援をしている状況でございます。

そんなことでこれらも対応しておりますけれども、

これが実質的に今度は本当に市道の中でどう対応

していくかというのはこれからの課題になろうか

と思ってございます。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 詳しくお話をしていた

だいたので、そうかなというのはありますけれど

も、やはり市民の皆さんにとっては家の周りの雪

がどれだけなくなるかということを求めているの

だと思います。それで、そういう意味ではそれは

不満であったり、そういう形になって直接言った

り、例えば会議の中で話が出てくるのだというふ

うに思います。そこは、先ほどありましたように

０が １や ２目指しているというのもわかり

ますけれども、そこを具体的にしていくというこ

とを次の中では明らかにしていただきたいという

ふうに思います。

それと、ダンプも機械力という話もありました

けれども、皆さんにやはり少し負担をしていただ

くけれども、雪どんどん投げてくださいという話、

結果的にそれが回っていけば市の負担も減ってい

くというふうになるというふうに私は思うので、

そういった具体の施策を打ちながら、今回打って

いるのもありますけれども、お金もかけていただ

いて、少し改善をしていただきたいと思います。

去年は、２億 ０００万円ほど除雪にかかったの

だと思います。ことしの当座の予算は４億円程度

です。実は、毎年の決算のときに不用額大体２％

ぐらい、これは皆さんが予算化されているもの、

何とか使わずに済んで残っているのが２％あるの

だというふうに思います。そういうもの４億円ぐ

らいあるのです。だから、お金のほうはそういう

意味では少しやりくりしようと思えばできるので

はないかと。それが直接皆さんの実感につながれ

ば、私はぜひすぐ手をつけるべきだというふうに

思いますけれども、それについて市長はどうお考

えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 不用額でということのお

話ありましたけれども、当初予算ではあらかじめ

足りない部分を財政調整基金を取り崩してやって

いって、これは当然不用額もある程度見越した中

でということでの調整ということですから、そこ

を使ってという理屈にはなかなかならないのかな

と。その中でもっとたくさん予算つけて満足にや

っていくべきだというお話は受けとめさせていた

だきますが、先ほど来長内部長がお話を熱く語っ

たように、なかなか今現状でのマンパワーと機材

と、そしていろんな雪堆積場も今回新たに設置を

する中で、今できることで、走れることでという
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ことの中で新たな除雪方法も試行してまいるとい

うことであります。少しでも前倒しをして、でき

るだけ生活排雪道路もたくさん除雪をできるよう

な試みをしていくということであります。ぜひ御

理解をいただきながら、これでパーフェクトだと

も思えないし、雪の状況にもよるのだというふう

に思いますので、これらも含めて結果をまた分析

研究をしながら、さらに市民の皆さんの御意見も

聞きながら、時間かかるかもしれませんが、除排

雪事業をさらにしっかりと市民の皆さんが満足で

きるように邁進をしていきたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 除雪に随分時間をとり

ました。余り時間がかかってはいけないのだとい

うふうに思います。ここは、やっぱりスピード感

を持って具体の皆さんの要望に応えていく。原課

のほうもそういう意味では、すごく今回考えなが

ら大きな変更をしていったのだというふうに思い

ますから、その点をぜひ次回の改善の中で変わっ

ていくということが実感できるようにしていただ

ければというふうに思います。

次に、地域振興の関係ですけれども、午前中の

駒津議員、それから先ほどの山口議員からもあれ

でしたので、少し重なりますけれども、商店街の

出店の関係です。北地区、東地区からそれぞれ地

域の要望というような形で出ていました。具体的

にどうやったらお店を出せるということについて

は、誰がやっても難しい。現状の中では難しいの

かもしれません。ただ、私が考えるのは、先ほど

ちょっとありました営業戦略室のところで制度を

持っていて、相談を受けたり、商工会議所との連

携をとる。それは普通のことだと思うのです。で

はなくて、営業戦略室がいわゆるそういう制度を

やはり持ち出して、例えば直接当たるとか、そう

いう役割を担ってもいいのではないかというふう

に思うのです。イベントやああいう形での業務も

含めてあるから、時間的に大変かもしれませんけ

れども、それだけが仕事ではなくて、そういった

地域の要望に応える、そういった施策を自分たち

のところで、そういう意味ではありますから、そ

れをどういうふうに活用していくか、そういうふ

うな動き、働きをしてもらうようにするのが市長

の役目では、使命ではないかというふうに思いま

すし、そういうための営業戦略室ではないかとい

うふうに思いますけれども、その点についてはど

うですか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 可能性のあるところに１

件１件というのは、どんなような効果が、ちょっ

とどういうところに行ったらいいのかというのが

なかなか見えにくいところがあると思います。そ

の中で商工会議所さん、商工会さんは、そうした

情報をしっかり多分持っているのだというふうに

思います。その中でしっかりと連携しながら、そ

うした効果的な動きをしていきたいということで

ございます。今持っている施策あるいは振興条例

等も見直していくということもしますけれども、

それも発信をしていくということは当然議員おっ

しゃるとおり大事だというふうに思いますので、

より効果的にそうしたことを発信、発揮できるよ

うに、商工会、商工会議所さんとさらに連携をし

てやっていくというお話でありますので、ぜひ御

理解をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 私自身は、もう一歩進

んで、営業戦略室自体が実際に直接当たったりも

してもいいと思うのです。それで、それがそのま

まつながるかどうかというのはあるけれども、連

携をしながら、あわせてそういうことをしてもい

いかというふうに思いますので、そういう取り組

みもしていただければというふうに思います。

もう一点、学童保育の関係です。理想的な形は

各校区ごとにということはこの間ずっと言われて

いるというふうに思います。ただ、具体的にそれ

が進んでいるかというと、そういうふうにはなっ
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ていません。従前どおり、市が公設である分、そ

れから民間のある分ということから一歩も進んで

いないのです。結局今回の東の地区での話でも出

たように、やはりそういったお子さんを抱えてい

る人からすれば、何とかならないのということで

す。それは、市も直接この場にいてあそこで発言

した人のお話も聞かれていて、内情もわかったの

ではないかというふうに思いますけれども、そこ

でやはり放課後の居場所の確保ということでしょ

うから、何らかの形で具体的に少し手をつけるべ

きだというふうに思います。そういう意味では、

公設の児童クラブとか、そういうのがあればベス

トですけれども、そうでないとすれば簡易の児童

館、ミニ児童館みたいなこととか、例えば空き家

を活用してのそういったミニ児童館、子供大体２

時半ぐらいから、例えば５時なら５時、５時半ぐ

らいまでそこにいてもらって、誰か１人指導者の

方というか、がいれば、その間は安心してそこに

いることができる、そういったことにはちょっと

なるのではないかというふうに思います。市だけ

でそういうことを取り組むのでなくて、そういう

ことをやってくれる民間の、事業としてやれるか

どうかというのありますけれども、協力をしてく

れる人がいないかとか、もう一つは、これ地域と

しても大きな課題だというふうに思うのです。そ

うだとすると、地域連絡協議会、東の校区にあり

ます。例えばそういうところに働きかけをして協

力をしてもらう。例えば時間のある方にその時間

いてもらったり、当然それに必要な安全の確保と

か、そういうこともあるかと思いますけれども、

そういったことを少し手がけてもいいのではない

かというふうに思います。連絡協議会にもしやっ

てもらうとすれば、それに必要なお金やそういっ

た設備については一定の整備が必要なのかもしれ

ませんけれども、新たに新しいものを建ててしっ

かり整備をするということでなくていいわけです

から、そこは少し手がつくのではないかと。そう

いった少し具体の施策を協議、研究ではなくて、

していく時期にもう来ているのだというふうに思

いますけれども、今のそういった手法も含めて市

長、どうお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） ここであらかじめ会議

時間を延長いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 東地区におきまして、特

に放課後学童、児童クラブの問題、私も個別に御

提言もいただいていまして、痛いほどわかってい

るつもりであります。東地区だけでなくて、学童

に関しては先ほど山口議員の中で鈴木部長も答弁

をいたしましたが、名寄市全域でそれぞれの運営

形態がばらばらになっていると。このことがやは

り全市的問題と捉えています。その中で今平成２

７年４月に向けて子ども・子育て支援新制度施行

されることが予定されていると。それに伴ってこ

とし１１月に名寄市では子ども・子育て会議を設

立しました。現在きめ細かなニーズ調査を行って

いまして、この中でもまだ全部取りまとめてはい

ませんけれども、非常に建設的に、また切実な御

提言もいただいています。近年近所づき合いも含

めて核家族化だとか、働く親がふえてきているだ

とか、さまざまな環境も変わってきているといっ

た中で、特に子供の放課後の居場所確保というの

は抜本的に見直しをしなければならぬ時期に来て

いるというふうに認識はしていまして、ぜひ今ど

うするという具体的な政策ちょっとお話できませ

んけれども、しっかりと横断的に内部協議して、

そんなに遠くない、近い時期に解決ができるよう

にやってまいりたいという覚悟でありますので、

よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 制度的なものも含めて

国の動向もあるということで、ただ、今あったよ

うに２７年とか、少し先なのですよね。そういう

意味では、それまでの間どうするということもこ
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れはやっぱり必要なことだというふうに思います。

そういう意味では、お金をかけないでできること

ってあるのかなというか、それと地域との連携も

含めてできることがあるのではないかという、私

はそういうふうに思って先ほど話ししましたので、

ぜひそういったことを具体的に検討、実施をして

いただければというふうに思います。

最後になりますけれども、時間が余りないので、

従前の福祉バス、生涯学習バス、それが変わって

名寄市福祉及び社会教育関係団体の活動推進補助

金ということで、バスの利用についての補助をし

ているということになっています。業者の方のほ

うの金額というか、単価が上がってくるのは、こ

れは今燃料が上がっていたり、例えば維持管理も

含めてそういうのはしようがないというか、ある

のだというふうに思います。ただ、当時無料だっ

たものがこういうふうに制度を変えて一定の負担

をしていただく、そういう形になったと思います

けれども、そのときにこうした値上げがやっぱり

あるのだということを話しながら負担の話をして

いたのかなというのがあります。当然あるのだと

いうふうに理解してくれて負担ももう決まってい

ればいいですけれども、そうでないとするとやは

りこういった値上げについては、利用者の方の割

合はそのままですけれども、具体の金額は契約上

で変わってくるということだとすると、上がるた

びに、そういう議論があるたびに上がっていくと

いうことではなくて、これは一定のルールという

か、あるべきだというふうに思うのです。今年度

も周知がおくれて据え置きということになりまし

たけれども、そういうことではなくて、例えば５

年間は据え置いて、その間に状況が変わっていっ

て、それまで業者の方に協力や努力をしていただ

くことになるかもしれませんけれども、あるいは

市がそういったものについて負担をする。そうい

ったことで実際の利用者にとっては５年間は据え

置き、その後例えば値上がりがあるとすればそこ

に向けての議論、それも当然５年たったから値上

がりではないわけですから、そういった議論をし

っかりした上で理解をしてもらって、値上げがあ

るとすれば了承してもらえるかどうか、そういう

ふうなことをすべきだというふうに思いますけれ

ども、そのことをお伺いして、もう時間がないよ

うなので、それについてお伺いします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） こうした行政サービ

スにつきましては、これまでも私ども受益と負担

という基本的な原則がございまして、こうした市

民負担の公平性の観点から、さまざまな施策、料

金体系をまとめさせていただいているというよう

な状況があります。当然利用する市民、それから

利用されない市民、そうした市民の皆さんがおり

まして、利用しない市民の皆さんが税金として負

担していただく部分がいわゆる公費の負担という

部分になるわけでありまして、一方、当然利用さ

れる皆さんが負担するのが受益者の負担というこ

とであります。これ当然負担する方がいて、一方、

乗らないけれども、要するに利用しないけれども、

やっぱり税金として負担される方がおりますので、

受益と負担の考え方をしっかり理解をいただくと

いうことが１つ前提になるだろうというふうに考

えております。こうした考え方につきましては、

しっかり市民の皆さんの理解をいただきながら、

改めて負担のあり方についても検討をしていくと

いう必要があろうかと思いますので、今議員御提

言の例えば５年というお話もちょっといただきま

したので、今後の利用者負担のあり方含めてさま

ざまな形で検討する機会はこれからございますの

で、そうした御意見も１つ参考にさせていただき

ながら検討はさせていただきたいなというふうに

考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で奥村英俊議員の

質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ５時０２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 川 村 幸 栄

署名議員 佐 藤 靖

平成２５年１２月１２日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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平成２５年第４回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年１２月１３日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２０号 社会保障の安定財源の

確保等を図る税制の抜本的な改革を行

うための消費税法の一部を改正する等

の法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

日程第４ 意見書案第１号 森林・林業・木材産

業施策の積極的な展開に関する意見書

意見書案第２号 過疎対策の積極的推

進を求める意見書

意見書案第３号 積雪寒冷地域対策の

推進を求める意見書

日程第５ 報告第１号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第６ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２０号 社会保障の安定財源の

確保等を図る税制の抜本的な改革を行

うための消費税法の一部を改正する等

の法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

日程第４ 意見書案第１号 森林・林業・木材産

業施策の積極的な展開に関する意見書

意見書案第２号 過疎対策の積極的推

進を求める意見書

意見書案第３号 積雪寒冷地域対策の

推進を求める意見書

日程第５ 報告第１号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第６ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤
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１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 大 石 健 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

生活保護基準引き下げの影響について外２件を、

川村幸栄議員。

〇１番（川村幸栄議員） おはようございます。

通告順に従いまして、質問をさせていただきます。

まず、大きい項目１点目、生活保護基準引き下

げの影響について伺います。ことし８月から生活

保護基準の引き下げが行われました。今回の削減

は、１９５０年に現行の生活保護制度となってか

ら前例のない規模と言われ、３年間で約６７０億

円の削減に及ぶと言われています。全国各地で引

き下げ反対の不服審査請求が出されているところ

であります。特に引き下げ幅が大きいのが子供の

いる世帯です。基準引き下げは、生活保護制度利

用者ばかりではなく、非課税世帯の住民税の限度

額にも影響が出るなど、利用していない人たちに

も影響は大です。介護保険料、高額療養費の限度

額、保育料や最低賃金などにも影響があります。

就学援助については、以前の質問で影響の出ない

ようにしたいとの答弁がありましたが、その考え

に変わりはないでしょうか。

そこで、お伺いをいたします。１つ目に、基準

引き下げによる名寄市の事業への影響について伺

います。事業数、全事業の利用者数、影響者数に

ついてお知らせください。

２つ目に、生活保護制度利用者への影響はどう

なっているでしょうか。扶助費の削減額について

お知らせください。

３つ目に、申請状況についてお伺いします。去

る１１月７日の参議院厚生労働委員会で、生活保

護法改正案と生活困窮者自立支援法案が審議入り

した中で、日本共産党の小池晃議員の質問で明ら

かになった親族の援助が保護受給の要件であるか

のように誤解されかねない内容となっている書類

を送りつけ、申請を断念させていたことについて、

この通知書や調査書などの書類は民間会社が作成

し、１０月末現在で全国の５１９の自治体が利用

していたことが明らかになりました。そこで、名

寄市の対応についてお伺いをします。

大きい項目２つ目、介護保険制度の見直しによ

る影響について伺います。厚労省は、１１月２７

日、社会保障審議会介護保険部会で介護保険制度

の見直し案を示しました。全国約１５０万人が利

用する要支援者向けサービスを訪問、通所介護は

市町村が行う事業に移すとしています。事業費に

は上限を設けるなど、厳しく利用の抑え込みを進

めようとしています。特別養護老人ホームの入所

については、要介護３以上に限定する一方、認知

症の人を抱える家族らの批判を受けて、特養以外

での生活が著しく困難な場合は例外として入所を

認める方針に転換しています。制度発足以来１割

となっていた介護保険の利用料については、介護

費用が増大し続けているとして、一定の所得があ

る人は２割負担に引き上げることを提起していま

す。まさしく保険あってサービスなし、公的保険

としての存在意義が問われる事態となっています。

介護の社会化といって介護保険制度をスタートさ

せました。ところが、今は本人と家族による自助

を基本に共助で補い、最後に公助で対応。発足時

と全く逆の方向に進み、社会保障そのものが解体

という状況です。厚労省の予定どおりに進めば、

２０１５年度から実施となる見通しです。
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そこで、伺います。１つ目に、介護サービス利

用者への影響はどうなっているでしょうか。軽度

といっても認知症の初期症状や体の不自由さ、疾

病などさまざまな生活の困難を抱えている中で、

ヘルパーなどの専門家の援助を受けることで何と

か在宅での生活を維持しているのです。特に認知

症の人は、初期に専門的なケアがなければ急速に

悪化する場合があると言われます。まさに命綱で

あり、それが取り上げられたら重度化、重症化、

地域の破綻をも招きかねません。

２つ目に、介護サービス利用者への対応はどう

なっているでしょうか。不安が広がっています。

周知、また支援をどうしていくのか、具体的に親

切にお知らせしていくことが必要だと思います。

３つ目に、介護労働者への影響について伺いま

す。介護サービス利用者が介護保険サービスから

外されることになり、多くの介護事業所の経営を

直撃することになります。事業としての展開がな

くなるのではないでしょうか。介護事業者の倒産、

そこで働く介護労働者の失業が懸念されます。介

護労働者の離職を促し、利用者から必要な介護を

奪うのではないか危惧されるところであります。

大きい項目３つ目、食教育の充実に向けて伺い

ます。人間として豊かに育てる可能性を持つ学校

給食を通した食教育について伺います。２００８

年、５４年ぶりに学校給食法第２条、学校給食の

目標が改正されました。この中では、給食の食材

は自然に育まれた食材を使用し、生産者や調理従

事者の労働によって安全でおいしい給食となり、

健康的な食事や伝統的な食文化について学び、理

解を深めるものでなくてはならないとしています。

まさに食の教科書、教材として学校給食を活用す

るということが求められていると思います。

そこで、伺います。１点目、食育の現状につい

てお知らせください。第２次名寄市食育推進計画

が本年３月まとめられています。平成２０年につ

くられた名寄市食育推進計画、なよろっ子食育プ

ラン、その結果、食育に対する関心が高まり、地

産地消などの取り組みも着実に進展している一方、

食生活におけるアンバランス化や欠食、中食の増

加などの傾向も見られる状況にあるとあります。

早寝早起き朝御飯、子供の生活習慣病の状況、ま

た給食残滓の状況等お知らせをいただきたいと思

います。

２つ目に、栄養教諭の配置増について伺います。

現在センター方式でいうと ５００人以下で１人、

５００人から ０００人で２名の栄養教諭が配

置基準となっています。現在名寄市では、２名の

栄養教諭が市内１４の小中学校を巡回し、各学年

ごとで食教育を行っておられますが、肥満や偏食

などの食の指導を行うには配置増が望まれるとこ

ろです。お考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。

３つ目に、安心、安全な給食を求めるところで

ありますが、地産地消、そして地場産品の積極的

な活用に取り組まれ、安心、安全な給食を提供し

ていただいているところでありますが、さらなる

安心、安全な給食への取り組みについて伺いたい

と思います。今大きな問題になっているＴＰＰで

は、食の安全、ポストハーベストや農薬、また牛

肉のＢＳＥ検査等が危惧されているところであり

ます。また、福島第一原発では、別の排水溝から

国の基準を超える放射能汚染水が直接海洋に流出

している可能性があるということが先日１１日ま

でにわかりました。食材への放射能汚染の影響が

危惧されます。安心、安全な給食を望むところで

すが、お考えをお聞かせをいただきたいと思いま

す。

以上でこの場からの質問といたします。よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） おはようござい

ます。川村議員からは、大項目３点にわたり御質

問をいただきました。大項目１と２は私から、大

項目３は教育部長から答弁させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。
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初めに、大項目１の生活保護基準引き下げの影

響について、小項目１、引き下げによる名寄市の

事業への影響について申し上げます。本市におけ

る生活保護の生活扶助基準の見直しに伴い影響を

受ける事業について、内部調査に基づき現時点に

おいて判明した事業数は４０件、利用者数は延べ

でおおむね１万 ０８９人を把握しておりますが、

平成２６年度以降の非課税限度額が決定されてい

ないため、その影響を受ける延べ人数については

把握することが困難と考えております。なお、本

市の平成２５年度の住民税非課税世帯数はおおむ

ね ４００世帯であります。

政府では、生活扶助基準の見直しに伴い、他の

制度に生じる影響についてはできる限りその影響

が及ばないようにするため、去る２月５日に全閣

僚で対応方針を確認されたところであります。就

学援助費支給事業、除雪サービス事業及び市営住

宅家賃減免については、前年度の生活保護基準を

用いて算定しており、今年度については引き下げ

前の基準を用いておりますので、影響はありませ

んが、平成２６年度については平成２５年度の生

活保護基準を用いるため、影響を受ける方が出る

ことも考えられることから、不利益をこうむらな

いように引き続き平成２４年度の基準を用いてま

いりたいと考えております。

また、介護保険料の段階区分や保育料の減免に

係る階層区分や高額介護サービス費などについて

は、平成２５年度の住民税非課税限度額による非

課税世帯等を参照としているため、影響はありま

せんが、平成２６年度の税制改正については年末

の税制改正大綱で決定されますので、政府として

他の制度への影響を避ける方針を確認しているこ

とから、基本的な方針を踏まえて閣議決定が行わ

れるものと期待をしております。また、一部報道

によりますと、本年４月の消費税増税を考慮し、

平成２６年度も非課税限度額を据え置くとの報道

がなされております。

なお、各地方自治体においても改めて政府の対

応方針の趣旨を理解し、適切に判断、対応するよ

うに、去る９月３日付で厚生労働事務次官通知が

発出されたところでありますので、本市におきま

しても引き続き適切な対応を検討してまいります。

次に、小項目２の生活保護制度利用者への影響

についてお答えします。本年８月１日から生活保

護費のうち、食費や光熱費など日常生活の費用に

充てる生活扶助の基準額が引き下げられましたが、

平成２５年度の基準生活費はおおむね見直し前の

基準生活費の３分の２と見直し後の基準生活費の

３分の１を合計した額となり、世帯内の年齢構成

や稼働世帯については毎月の収入額の変化により

変動はございますが、名寄市全体の生活保護受給

世帯の影響については約 ６％程度の引き下げと

考えております。また、子供のいる世帯について、

その影響額を計算したところ、４０代の母と就学

前の子供の２人世帯では月額約 ３００円、３０

代の母と中学生、小学生の子供の３人世帯では月

額約 ６００円、３０代の母と中学生２人の３人

世帯では月額約 ８００円、４０代の母と高校生、

中学生、小学生の子供の４人世帯では月額約 ５

００円の引き下げ額となっており、教育扶助の引

き下げはありませんが、世帯人員の多い世帯に引

き下げの影響が多く見られる状況となっておりま

す。

次に、小項目３の申請状況についてお答えしま

す。本市の生活保護の相談体制につきましては、

担当課に専門の生活保護相談員を配置し、相談員

とケースワーカーの２人体制で相談に対応してお

ります。相談に当たりましては、相談の内容を丁

寧にお伺いしますが、離婚を考えているが、養育

費の請求や児童扶養手当の手続はどうしたらいい

のか、家族をずっと家で介護してきたが、この先

が不安であるなど、現在は生活困窮な状態ではな

く、直ちに生活保護の申請意思がない場合などさ

まざまな相談があります。そのような方には、関

係部署と連携しながら、生活全般の総合的な総合

窓口として他方他施策の活用についての助言等を

平成２５年１２月１３日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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させていただきながら、不安や悩みの解決に当た

っております。

また、相談の内容が生活困窮等による場合には、

生活保護の制度や申請の権利について説明し、そ

の上で保護申請の意思を確認し、申請の意思を示

された方にはその場で申請書を交付させていただ

いております。

なお、相談室のテーブルの上には申請書を常時

配備しております。

本年の生活保護の開始状況につきましては、１

１月末日現在で１９件となっており、主な開始の

理由といたしまして預貯金等の減少による方が９

件、定年に伴う失業の方が３件、その他理由によ

る方が７件となっております。また、去る１１月

７日の参議院厚生労働委員会において一部生活保

護システムによる扶養義務に対する照会文書にお

いて、生活保護において扶養義務が保護を受ける

ための要件であると誤認させるおそれのある表現

となっているとの御指摘があり、本市においても

同一の生活保護システムを使用しており、システ

ムの基本様式が不適切な表現となっていたため、

厚生労働省の指示を受け、直ちに表現を改めたと

ころであります。今後も生活保護行政の執行に当

たりましては、相談の内容を丁寧にお聞きし、そ

の方の不安を解決するために相談内容を的確に判

断し、生活保護の申請意思を示された方には直ち

に申請書を交付し、必要な調査を行い、保護の要

否判定の上、必要な方に対し確実に保護を実施す

るように生活保護制度の適正な執行を図ってまい

ります。

次に、大項目２の介護保険制度の見直しによる

影響について、小項目１の介護サービス利用者へ

の影響について申し上げます。今般の介護保険制

度の見直しにつきましては、政府の社会保障制度

改革国民会議の報告を受けて、厚生労働省の社会

保障審議会介護保険部会において介護保険法の改

正に向けたさまざまな議論が行われており、１２

月２０日開催予定の第５４回介護保険部会におい

て介護保険制度の見直しに関する意見案について

の取りまとめが行われる予定であります。厚労省

は、当初要支援の予防給付全てを市町村事業に移

行するとしておりましたが、当初案を修正し、予

防給付のうち訪問介護と通所介護だけを地域支援

事業の新しい総合事業に移行させることが検討さ

れております。

名寄市における１０月末の要支援認定者数は、

要支援１が２８５人、要支援２が１４６人で、合

わせて４３１人となっている状況であります。そ

のうち訪問介護利用者が７３人、通所介護利用者

が９１人、訪問介護と通所介護の両方を利用して

いる方が２７人、合わせますと１９１人の方が利

用しており、要支援認定者の４４％を占めている

状況にあります。移行に当たってのサービスの単

価は、市町村が決定することになり、サービスを

利用する方の自己負担も一定の枠組みに沿った上

で市町村が設定することになりますので、現時点

では自己負担についても未定ではありますが、本

市においては現在利用しているサービス事業所の

変更などもなく、引き続き利用していただけるよ

う検討してまいります。

また、厚労省は当初特別養護老人ホームの新規

入所を要介護３以上の方に限定する方針でありま

したが、当初案を修正し、やむを得ない事情があ

る場合は特例として要介護１、２の方も入所を認

める方針で検討されております。厚労省が示した

やむを得ない事情としては、１つには認知症で常

時の見守りが必要、１つには知的障害、精神障害

を伴い、地域生活が困難、１つには家族のサポー

トが期待できない、１つには家族による虐待が深

刻の４つであり、市町村が関与し、施設ごとの入

所判定委員会を経て特例的に入所を認めるもので

あります。さらに、既に入所している方が改正法

施行後に要介護１、２になった場合、また改正法

施行後に要介護３以上で新規入所した方が要介護

１、２になり、特例要件に該当する場合には、継

続入所できることが検討されております。この内
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容で介護保険法の改正が行われた場合には、施設

入所者への影響は少ないものと考えております。

さらに、介護サービスの利用者負担につきまし

ては、これまで一律１割負担でありましたが、一

定以上の所得のある方に限り２割負担をしていた

だく必要があるとして検討されております。社会

保障審議会介護保険部会の素案では、一定以上所

得者の具体的水準として、厚労省が示した合計所

得金額１６０万円以上または１７０万円以上の２

案のほか、部会の委員から複数の意見が提出され、

素案にも示されているところです。厚労省案が実

施された場合、本市では本年４月１日時点の６５

歳以上の第１号被保険者で推計しますと、合計所

得金額が１６０万円以上となった場合は１ ５％

の方が対象となり、そのうち現在介護認定を受け

ている方が ６％、同じく１７０万円以上となっ

た場合は１０％の方が対象となり、そのうち現在

要介護認定を受けている方の ６％に影響がある

ものと考えられます。

次に、小項目２の介護サービス利用者への対応

について申し上げます。今回の介護保険制度の見

直しにつきましては、来年の通常国会に改正法案

が提出されるものと考えておりますが、要支援１、

２の方の訪問介護、通所介護の利用が市町村が行

う新しい総合事業に移行することになりますが、

移行時期につきましては平成２６年度に策定する

第６期介護保険事業計画に基づき、市町村の選択

により平成２９年度から全ての市町村において新

しい総合事業を実施することが予定されておりま

す。新しい総合事業に移行される方への周知につ

きましては、準備期間も十分にありますので、対

象となる利用者に対し担当のケアマネージャーよ

りその他の制度改正を含め説明を行うとともに、

広報、ホームページ等や各種福祉関係団体の会合

等での説明などを通じて周知を行い、利用者及び

市民の皆さんに混乱が生じることのないように対

応を図ってまいりたいと考えております。

最後に、小項目３の介護労働者への影響につい

て申し上げます。介護報酬の見直しにつきまして

は、３年に１度の介護保険事業計画の開始初年度

にあわせて実施されております。平成２６年度に

ついては計画年次の途中ですが、消費税の引き上

げが実施されることに伴い、現在社会保障審議会

介護給付費分科会等で議論が行われているところ

です。なお、制度改正に伴う介護報酬の改定につ

きましては、同分科会において今後議論が行われ

るものと考えており、まだ詳細は示されておりま

せんが、地域支援事業のサービスの単価設定につ

いては市町村が決定することで議論が進められて

おりますので、一部介護予防事業が地域支援事業

に移行されましても、当面は現サービス提供事業

所を利用していただけるよう検討するなど、介護

サービス事業所への影響も十分考慮して、今後決

定される介護保険制度の介護報酬などを参考に単

価設定を検討してまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目３、食教育の充実に向けてをお答えさせてい

ただきます。

まず、小項目１、食育の現状についてお答えを

いたします。近年食生活を取り巻く社会環境が大

きく変化をし、食生活の多様化が進む中、幼児期

からの朝食の欠食、小中学生の１人で食事をする

個食、思春期の痩せ、肥満など子供の食生活や健

康状態において懸念される問題が増加をしており

ます。名寄市におきましても基本的な生活習慣の

確立の柱として、早寝早起き朝御飯を提唱してお

ります。平成２５年度の全国学力・学習状況調査

の生活習慣にかかわる調査におきましても、小学

校６年生と中学校３年生の傾向でありますけれど

も、朝食につきましては全国の状況と比べて小中

ともやや低い状況にあります。また、就寝につき

ましては早寝の傾向、起床におきましては小学校

のほうがやや早起きの傾向があるということにな

っております。また、ことし３月に制定をいたし
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ました第２次名寄市食育推進計画の中の朝食の欠

食状況では、小学生は学年が上がるにつれての増

加の傾向となっており、全体の４％を占める結果

が出ております。朝食の欠食は、単に朝食を食べ

ないというだけではなく、就寝、起床、睡眠時間

も含めました生活習慣全体に影響を及ぼすもので

あり、その改善のためには児童生徒の家庭との連

携が欠かせないものとなっております。このよう

に子供たちが将来にわたって健康に生活ができる

よう、栄養や食事のとり方など正しい知識、望ま

しい食習慣を身につけさせることは極めて重要な

ことになってきております。

子供の生活習慣と肥満などにかかわる独自の調

査については行ってはおりませんが、北海道教育

委員会が実施しました平成２３年度の公立学校児

童生徒等の健康状態に関する調査では、内科検診

などの所見ではありますけれども、肥満傾向の児

童生徒は１％に満たない数字となってはおります。

市内の各学校におきましては、栄養教諭を中心に

教職員、学校給食センターと連携、調整を図りな

がら、児童生徒一人一人が健康で豊かな食生活、

食習慣を身につけるよう食育の指導に努めており

ます。また、学校農園の活動の中で、子供たち自

身が農産物の生産、収穫などの農作業体験や食事

づくりに取り組んだり、地域の生産者との交流な

どを通して、食に対する感謝の心を身につけてお

ります。さらに、保護者にとっても地産地消や食

育の取り組みを知ることで、家庭での食生活のあ

り方を考え直すきっかけにもなっております。

また、給食センターでは、施設見学に訪れる児

童に対しまして給食食材の納入から調理の状況、

残食処理までのビデオ作成をし、上映をし、学校

給食と食育についての理解を深めていただいてお

ります。給食の残滓、残食につきましては、給食

献立におきましても残食の多いメニューについて

は減らすための創意工夫を行うことや献立の見直

しを図るなどを行っております。平成２４年度の

主食の残食調査結果では、残食率は ５％と前年

度の１ ８％と比べ低くなっている状況でありま

す。今後も栄養教諭が行う市内小中学校における

栄養、食育指導、マナー等食に関する指導をより

一層充実するよう努めてまいります。

次に、小項目２、栄養教諭の配置増についてで

あります。名寄市では、平成２０年４月より学校

栄養教諭制度を導入をし、名寄小学校と風連中央

小学校を在籍校として２名の栄養教諭を配置をし

ております。また、学校給食センターの業務も兼

務をしており、１日交代で在職校及び学校給食セ

ンターに勤務するという体制になっております。

栄養教諭の配置数につきましては、国の法律と道

費負担教職員定数配置基準によりまして、児童生

徒数が ５０１人以上から ０００人以下は２人

となっておりまして、名寄市では今年度の児童生

徒数が １３７人であることから、基準に準じた

配置数となっております。また、給食センターで

は臨時栄養士を２名配置をしており、一般給食及

びアレルギー給食のそれぞれの業務を担当をして

おります。これによりまして学校栄養教諭が学校

行事または食育指導等で不在になることがあって

も給食センター業務である給食調理、衛生管理等

を対応しており、栄養教諭が食育指導に専念でき

る体制をつくっております。今後も栄養教諭によ

る計画的かつ継続的な食に関する指導を各学校と

連携を図りながら進めてまいります。

小項目３、安心、安全な給食についてでござい

ます。学校給食センターでは、名寄の豊かな地場

産食材を積極的に活用し、地域との連携を図りな

がら安全、安心な学校給食を提供をしております。

地場食材の使用率につきましては、平成２４年で

６ ２％となっております。食材の選定につきま

しては、食品添加物を使わない食材や国内産食材

を使用するなど、安心、安全な給食の提供に努め

ております。また、福島原発事故の影響によりま

す食材の放射能汚染に関しましては、細心の注意

を払いながら使用しているのが現状となっており

ます。特にこれから迎えます野菜の端境期には、
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関東、東北地方での野菜を使用せざるを得ない状

況がありますが、購入時には産地、生産者を確認

し、また本年度からはこれらの地域のＪＡなどで

独自に行っております放射能自主検査情報をイン

ターネット等で確認をし、また直接電話で問い合

わせするなどして、食品の放射能検査情報を的確

に把握をしながら、安全な食材の納入に努めてお

ります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたので、再質問をさせていただきたいと

思います。

まず最初に、生活保護基準引き下げの影響につ

いてであります。報告では、基準引き下げによる

名寄市の事業の影響数約４０件というようなこと

でありましたし、またこの全事業の利用者数が１

万 ０００人を超えている状況にあると。大きな

影響があるというふうに受けとめています。この

中で今御答弁いただいた中では、就学援助であっ

たり、市営住宅の利用者さん、また除雪の部分も

２４年度の基準を用いていくというふうなことの

御答弁でしたので、安心はしながらも、しかし先

ほど厚労省から引き下げに伴う通達があったとい

うことで、適切に対応するというようなお話でし

たけれども、その適切な中身がさっぱり具体的で

ないというふうに私は思うのです。今下げていく

中で、２４年度の基準を用いていくけれども、こ

の基準がいつ変わるかしれないという不安もさら

にあるのかなというふうに思っていますが、その

点についてお考えをもう一度お聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） このたびの生活

保護の引き下げにおきましては、生活扶助基準の

見直しとして３年をかけて実施されるということ

になっておりますが、政府では物価等勘案、最終

民間消費支出なども勘案しながら、毎年度国民の

消費動向や消費経済情勢を総合的に勘案して、予

算編成過程において翌年度の基準額を検討してい

くということでありますので、３年かけて減額し

ていくということにはなっていますが、毎年毎年

その経済状況で判断していくということもござい

ますので、その辺の状況も見きわめながら、平成

２７年度以降につきましては本市の経済状況も確

認しながら検討させていただきたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） ３年をかけてというこ

とであります。ただ、先ほどの御答弁いただきま

した現在生活扶助を利用されている方、また母子

家庭の方々の実例を挙げていただいて、影響額い

ただきました。月多いところ ０００円から ０

００円というような、１カ月にこれだけというの

はやはり子育て中の方々にとっては非常に大きい

影響になってきているかなというふうに思ってい

ます。今回引き下げの理由として、今おっしゃっ

たように経済動向、デフレで物価が下がっている

からだということが理由の一つになっていますけ

れども、大きな家電類ですと下がってはいるかも

しれませんが、日常生活における中での物価は下

がってはいません。上がっているというふうに思

います。私たち北海道でいえば、灯油、ガソリン、

上がっています。生活保護基準以下で暮らしてい

る方々が生活保護を受けられないでいる、こうし

た方々の捕捉率といいますか、こういった方が多

い中で、やはり世論も使ったバッシングが行われ

てこの基準が引き下げになったのだというふうに

私は思っているのですが、しかし生活保護を制度

を利用している方々ばかりではなくて、先ほど報

告があったように、ほぼ全ての市民の方々にも影

響を及ぼしているというところら辺では非常に危

惧するところでありますし、また市の経済状況も

見ながらという、今部長のお話もありました。そ

ういったところら辺に大きくかかわってくるのか

なというふうに思っているのです。生活保護世帯

の方々、扶助費のほぼ全てが消費に回るわけです
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から、地域経済への影響も大きいというふうに考

えるのですが、この点についてお考えをお聞かせ

ください。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 生活保護費の基

準額は、国民の最低生活費、ナショナルミニマム

でありますので、例えば最低賃金は法律で生活保

護との整合性を図ると決められておりますが、そ

れ以下ではだめだということでありますが、こと

しの最低賃金改定でも北海道は生活保護の道内平

均７４１円よりも７円も安いというような状態で

あります。また、それにより最賃が最低生活費、

生活保護費の水準を下回る逆転現象が全国で唯一

解消されていない地域ということも認識しており

ます。それらにより、働いても貧困な状態がある

ということもあります。いわゆるワーキングプア、

年収２００万円以下の方、非正規労働者の方が多

いというような状況、またひとり親家庭の増加と、

あと働く方の、親の所得の減少による子供の総体

的貧困率が１ ７％、６人に１人の子供が貧困な

家庭に育っておられるというような状況も認識し

ております。また、さらには年金、児童扶養手当

の特例水準の解消と、あとマクロ経済スライドの

実質のスタートがされたということによる収入の

減少もあることも認識させていただいております。

日本の生活保護の捕捉率につきましては、これは

ちょっとニッセイ基礎研究所のレポートによりま

すと、厚生労働省が０７年の国民生活基礎調査を

もとに２０１０年に算出した捕捉率は３ １％と

いうことで、一説には２０％ぐらいではないかと

いう試算もありますが、諸外国に比べると極めて

低いものと認識しております。捕捉率の低さは、

日本の国民性ですとか、例えば勤勉性や自助努力

の精神をあらわしているものとは思いますが、真

に生活困窮に陥った場合には憲法が保障する当然

の権利であるという国民的な合意形成を進めてい

くということも必要ではないかと考えております。

今臨時国会で成立をいたしました生活困窮者自立

支援法の詳細はまだ承知はしておりませんが、国

会審議等を見ておりますとワンストップ型の総合

窓口が設置されまして、この自立支援の実行が困

難になったときは生活保護への移行を促すことが

できるということでもありますので、水際作戦と

捉えるのではなくて、生活保護にアクセスをでき

る窓口が１つふえたと考えることもできるのでは

ないかと考えております。いずれにいたしまして

も、生活困窮者からの御相談を受けた場合にはき

め細かな対応をさせていただきながら、必要な方

に確実に保護を実施してまいりたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 今部長がおっしゃった

ように、やっぱり憲法に保障されている生活を維

持するということです。生活保護法第１条では、

憲法第２５条の理念に基づいて、国が国民に最低

限度の生活を保障するとしているわけで、今回の

基準の引き下げ、今御報告があったように政府の

統計でも３割ぐらいだということでありますので、

捕捉率を上げることが必要でありますし、今回の

基準の引き下げは国民生活の最低生活基準として

生活保護のあるべき姿が問われているのではない

かというふうに思っています。

そこで、捕捉率を上げていかなければならない

というふうに思うのですが、申請の問題です。こ

の間私も何回も相談に来られた方々へ申請書を渡

していただきたいというふうに申し上げてきたと

ころでありますが、先日参議院の厚生労働委員会

で明らかになった書類、親族の扶養が保護の要件

でないことの説明が一切ない中で、親族が援助し

なければ申請者が保護を受けられないかのような

誤認を導く内容となってこの保護申請をした方々

の親族に文書が送られていたということでありま

す。こういったことなのですけれども、扶養義務

者の扶養は保護に優先して行われるという生活保

護法の規定は、扶養を保護の前提とするものでは

なく、親族が援助を拒んでも保護の判断には影響

平成２５年１２月１３日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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しない。仕送りなどがあれば、その分を収入と認

定して保護費を減額するという意味だということ

ですが、間違いありませんでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 先ほども申し上

げましたが、１１月７日の参議院の厚生労働委員

会におきまして、御党の小池晃議員の御指摘によ

りまして全国の３分の１の自治体で使用しており

ます生活保護システムの扶養義務調査の文書が生

活保護において扶養義務が保護を受けるための要

件であると誤認させるおそれのある表現が使われ

ていたものでありまして、本市におきましても同

じシステムを使用していたため、厚生労働省の指

示を受け、１１月１２日付で改善を行ったところ

であります。なお、これにより申請を取り下げた

り、受給を辞退したりするケースはないものと考

えております。

原因といたしましては、システムの基本様式の

確認作業が不足していたものと考えております。

直ちにシステムの他の様式についても点検を行い

まして、ほかに不適当と思われるものはございま

せんでした。また、生活保護の手引やしおりには

このような表現はなされておりません。そのこと

を確認しております。今後は、様式など十分な点

検を行いまして、より慎重な事務の執行を図って

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 適切な対応をしていた

だきたいというふうに思います。このことで申請

を断念した方がいないと思っているというふうな

お話がありましたけれども、非常に不愉快な思い

をしているという話を私は聞いていますので、ぜ

ひその部分内部で検討していただき、先ほど申請

者にはすぐ申請書をお渡ししてというふうな必要

な対応をしていきたいというふうなことでしたの

で、本当に親切な対応を望むところであります。

先ほど部長からお話があったように、今回１２月

６日に生活保護法改正案と生活困窮者自立支援法

案が衆議院本会議で可決成立いたしました。最低

限度の生活を保障する法律を衆参合わせてわずか

十数時間の審議で改悪してしまったわけですけれ

ども、今の文書がありましたけれども、この法案

の先取りだったのではないかというふうに私は思

っていますし、今回決められた、先ほどは新たな

アクセスする道がふえたというふうなことでした

けれども、窓口での申請拒否や親族への扶養を強

制することだと。それを強化するものになってい

ると。やっぱり水際作戦と言わなければならない

ことを指摘し、本当に相談に来られた方々への対

応、十分に心して行っていただきたいと、そのこ

とを求めたいと思います。

次に、介護保険制度の問題です。先ほど中身に

ついてもいろいろ御報告をいただきました。今こ

の案が示されているという状況ですので、これか

ら法案ができて出されていくわけですけれども、

その前に介護サービスを受けている方々、また高

齢になってそろそろ認定もしてもらおうかなと思

っている方々にとっては、介護保険のサービスを

受けることができないのではないかというような

不安が広がっているわけです。先ほど周知徹底し

ていきたいということでした。このサービス利用

の実績見せていただく中でも包括支援センターへ

の相談、 ２８２件のうち８０２件が申請も含め

て介護や福祉サービスについての相談になってい

ます。非常に不安であるし、この制度の中身もわ

かりづらいということだというふうに思うのです。

それがさらにまたわかりづらい。保険料は払って

いるけれども、どこからサービスを受けられるの

か、私はどのサービスを受けることができるのか、

非常に不安が広がっているところでありますので、

ぜひこの点を親切丁寧にしていただきたいという

ふうに思っています。

それから、時間がなくなりましたので、この部

分はお願いをしておくところなのですが、あと今

回自治体の事業へ移していく。そして、ＮＰＯや
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ボランティアの活用を狙っているということです。

この辺について私は非常に危惧をしています。き

のうの介護労働者に関する御答弁の中で、介護ボ

ランティアやサポーター養成講座を行っていると。

今後も進めるというお話でしたけれども、養成講

座を行っていくのはいいかというふうには思うの

ですが、しかしボランティアの方々に今国が進め

ようとしている担わせるということ、専門家の代

替や公的介護保険サービスの代替を求めること自

体私は間違っているというふうに思います。訪問

介護を担う訪問ヘルパーさんが行う援助、単なる

家事の代行ではなくて、やっぱり利用者の方々と

関係を築きながら生活援助を行う。そして、心身

の状況や生活環境に応じて働きかけて生活への意

欲を引き出す専門職だということであります。で

すから、ボランティアとは違うという、この辺の

あたりについてのお考えを聞きたいというふうに

思いますが。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 今議員から御指

摘がございましたように、本当に介護の研修を積

んだスキルを持ったホームヘルパー等がその方の

状態に応じた処遇、サービスを提供していくとい

うことは必要かと考えておりますし、またボラン

ティアを養成するといたしましてもそれぞれ市町

村格差が広がっていく可能性もございますので、

当市といたしましては先ほども申し上げましたけ

れども、当面は平成２９年から移行されるという

ことでございますので、その間にボランティアの

より一層の技術の習得等を図りまして、またさら

には移行時におきましては現サービス事業所を利

用させていただきなから、弾力的な対応をとらさ

せていただきたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 実は、ちょっと調べた

ら、介護保険部会の中で厚生労働省自身が住民の

互助活動による生活支援サービスや見守り活動は

十分とは言えないと述べています。訪問介護やデ

イサービスにかわって要支援者の地域生活を支え

得る地域資源が整っていないことを認めているわ

けです。ですから、今おっしゃったように地域間

の格差も非常に生まれてくるだろうというふうに

思いますし、現在のサービスを維持しようと思う

と、自治体にも大きな負担がのしかかってくると

いうことだというふうに思います。厚労省は財源

確保しているかのように言っていますけれども、

しかし事業費には上限を設けるというようなこと

で利用の押さえ込みを進めていますので、やはり

こうした中では自治体としても大変な御苦労をし

ていかなければならないし、もちろん介護保険制

度を利用する、また介護している家族の方々も大

変だというところであります。

そこで、市長にお願いをしたいというふうに思

うのですが、私は介護難民つくってはならないと

いうふうに思っています。次々の負担増に対して

市民の命と暮らしを守るという防波堤になってい

ただく。そのことが何より強く求められます。社

会保障確保のための要請をほかの要請とあわせて

強く国に求めていただきたいというふうに思いま

すが、お考えをお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 国の財政状況に関しては、

私が申し上げるまでもなく皆さん御承知のとおり

でありまして、もう未曽有の非常に厳しい状況だ

と。これは、まさに入りと出のバランスが全くな

っていないということであって、今いかに入りを

ふやしていくか、あるいは出を制していくのかと

いう改革の最中だと。その中での介護保険も含め

て、今社会保障の大改革の最中だということであ

りまして、その中で当然社会保障あるいは介護制

度もより効率的あるいは地域の実情に合った効果

的な改革をしていくということは、これは方向と

してはそのとおりなのだろうというふうに思って

います。そのことを踏まえて、この間も全国市長

会、北海道市長会、これらで介護保険制度の会計

についての提言は行ってきていまして、北海道市
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長会では本年１１月に平成２５年度の秋季重点要

請事項ということで、介護保険制度の円滑な運営

についてを初めとする２０項目、これを本道選出

国会議員、中央省庁に対して、いわゆる北海道特

有の積雪寒冷地における訪問事業の長距離移動の

問題、あるいは山間へき地における人材受け皿確

保の問題について対応を要請してきております。

全国市長会においても平成２６年度国の施策及び

予算に関する介護保険制度に関する重点提言５０

項目を全国市長会で決議をして、１１月２５日に

全国会議員、関係省庁へ要請をしてきたところで

ございます。先ほど来の１２月２０日に最終取り

まとめが行われる予定となっています介護保険制

度の見直しに関する意見、これの会議の中でも市

長会でも積極的に発言をしているということで、

先ほどありましたように要支援者の予防給付市町

村事業の移行の当初案が修正をされて、より地域

のさまざまな実態に応じた新しい総合事業になる

ということに変更されているでありますとか、先

ほどの特養の新規入所の案件のやむを得ない事情

を対象とする措置等々の緩和もこうした市長会等

の提言が通ってきてこのような形で修正をされて

きているというふうに承知をしています。これか

らもぜひそれぞれの地域の実情に合った制度とな

るようにしっかりと目配りをし、要請をしてまい

りたいというふうに思います。よろしくどうぞお

願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 今市長のほうから御答

弁いただきましたけれども、やはりこの間最初に

案が示されたものから随分変わってきています。

それは、やっぱり国民の声であったり、市長も参

加の全国市長会の要望であったり、こういった中

で変わってきているのだというふうに思います。

最終的に本当に国民、住民のための介護保険制度

になるような要請をさらに強めていただくことを

お願いしたいと思います。

最後に、食教育に向けて再度御質問をさせてい

ただきたいと思います。栄養教諭の配置増の件で

ありますが、第２次名寄市食育推進計画の教育現

場での推進方向の中では、先ほど部長の答弁があ

りましたように学校では栄養教諭を中心に教職員

と学校給食センターの連携、調整を図りながら児

童生徒一人一人が正しい食事のあり方や望ましい

食習慣を身につけられるよう給食指導を行い、ま

た保健だより、給食だよりを活用した栄養指導、

地域の食文化に親しむための料理教室を実践し、

食べ物の安全性や食事バランスの大切さを学び、

健康に関する正しい知識を深めますとあり、その

実践に積極的に取り組んでいただいているという

ふうに思います。配置基準では、 ００１人以上

で３名の栄養教諭というふうになっているのです

が、配置基準の中で単独校、自校方式でやられて

いるところでいえば５５０人以上の学校で１人、

５４９人以下の学校で４校に１人という基準にな

っています。小規模校が多い名寄市です。全体の

人数だけではない判断も必要かというふうに思う

のですが、その点についてのお考えをお聞かせい

ただきたいのと、もう一つ、先ほど給食だよりの

お話もしました。給食だよりとともに毎月いただ

きたいむという情報が発行されています。旬の食

材や時期に合った食の話題など情報の提供が行わ

れているのですが、保護者ばかりでなく多くの市

民の皆さんにもぜひ見ていただきたいと私は思っ

ています。これホームページで見ることができる

のですが、残念なのが当月分だけなのです。です

から、これ毎月毎月積み重ねていただきたいなと

いうふうに思います。１２月では風邪を引いたと

き何を食べればいいのかというような、こんな情

報もあり、１１月では御飯が一番、こんな状況に

なっていますので、このホームページでの情報公

開についてのお考えもあわせてお聞かせをいただ

いて、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） まず、栄養教諭の配

置のことでございますが、議員御指摘のとおり自
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校方式の学校給食のあり方につきましては２名よ

りも多く配置できるという基準がございますが、

名寄市におきましては共同調理場方式、いわゆる

センター方式を採用しておりますので、その基準

に沿いましての配置となっていることを御理解い

ただきたいと思います。また、名寄には小規模校

等も多い状況ですけれども、今後適正配置計画の

中でどのような配置計画になるかはわかりません。

いずれにしましても、栄養教諭が学校の先生方と

家庭と協力をして、きちっとした食教育指導をや

っていきたいということは考えておりますので、

御理解いただきたいと思います。

また、いただきたいむについてでございますけ

れども、これにつきましては議員御指摘のとおり

ホームページで当月分については見られるように

なっておりますけれども、残念ながら毎月書きか

えをする関係で、バックナンバーというのですか、

それが見られないような状況になっております。

これについては、食教育もしくは食育の大変すば

らしい情報が載っておりますので、バックナンバ

ーも掲載できるように担当のほうと協議をしてま

いり、改善をしたいと考えておりますので、御理

解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

今後の名寄市の行方と市民の声外２件を、熊谷

吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） おはようございます。

通告順に従い、順次御質問申し上げたいと思いま

す。

大きな１点目、今後の名寄市の行方と市民の声

について、１つに加藤市政の評価と住みよい名寄

市の展望についてでありますが、先日加藤市長は

次期名寄市長選挙出馬について市議会の場を通じ

て市民に明らかにしました。この間の３年８カ月、

執行者として市政を担当しての自己評価を求める

とともに、今後の市内外の情勢を踏まえた名寄市

の展望と課題についてお聞かせをいただきたいと

思います。

２つ目に、市長等の役割と責任についてであり

ますが、今任期中の主要な政策、事務事業等の実

行において執行者として各種条例等に基づき誠実

に対応し、かつ公平で公正な行政の役割と責任を

どのように果たしてきたのか、その過程の中では

市民の不信、不満の声も多々伝わってきます。答

弁を求めたいと思います。

３点目には、行財政改革と市民満足度について

でありますが、行財政改革が進み、財政健全化指

数など数値的にはその改善方向に向かいつつあり、

一定の評価もできます。しかし、それが必ずしも

市民全体から見て行政に対する信頼性が強まり、

かつ満足度が高まっているとは言えないという市

民の声もございます。どのように認識をされてい

るのかお聞かせいただきたいと思います。

４点目には、今後の総合計画のあり方について

でありますが、近年先進自治体では国の財政的情

勢の見通しの不安や首長の任期である４年との整

合性を図るとともに、総合計画に連動する財政に

関する条例も制定し、かつ基本計画を柱にした実

施計画も情報公開しながら、真の住民自治を目指

しております。名寄市の今後のありようについて

の答弁を求めたいと思います。

５点目は、地域自治区の前進と名寄市自治基本

条例についてでありますが、現在名寄市は自治基

本条例に基づき行政主導のまちづくりから住民自

治を目指す過程にあり、自治の原点である町内会

や市民の側にもまだ克服しなければならない課題

もございます。しかし、先進自治体を見る限りで

は、その過程で地域のことは地域で決めるための

制度や予算の配置等行政として具体的な形を提示

しながら、その役割、責任も果たしているところ

であります。それに比較して名寄市の対応は、消

極的かつスピード感が感じられない相を持ってお

ります。能動的な対応を求めたいと思います。

大きな２つ目、特定秘密保護法と市民生活、活

動への影響についてでありますが、安倍総理大臣
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の趣味でもあります日本を取り戻すの一つであり

ました特定秘密保護法案が自民党、公明党の暴挙

により１２月６日、強行採決をされました。私一

地方議員ではありますが、市民の声を代弁し、怒

りと不安と大いなるきな臭さを覚え、断固この場

をかりて抗議をしたいと思います。市長におかれ

ましては、３万市民を預かる市長としてその見識

と今後地方自治体との関係や市民生活、活動にも

影響するものと考えますが、その認識、見識を問

いたいというふうに思います。

大きな３点目、最後になりますが、幌延への核

廃棄物の持ち込みについてであります。現在幌延

町で行われている深地層処分研究施設の工事は、

北海道、幌延町、今の原子力機構による３者の協

定が２０００年１０月に締結をされ、そのとき北

海道の核抜き条例制定とあわせて現在に至ってお

ります。そして、２０年間の研究終了後は直ちに

地下施設を埋め戻すことになっております。しか

し、安倍政権は原発再稼働、原発の輸出、核廃棄

物の地層処分の動きを強める中で、来年にも処分

候補地を全国１００カ所指定し、札束で懐柔をし

ようとしております。食料基地北北海道に位置す

る名寄市としての現状認識ととるべきその対応を

お聞きをしたいと思います。

以上申し上げて、この場における質問を終わり

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 熊谷議員から大項目で３

点にわたっての御質問をいただきました。大項目

１は私から、大項目２、３は総務部長から答弁を

させていただきます。

まず、大項目１の今後の名寄市の行方と市民の

声について申し上げます。まず、この間の市政運

営の自己評価と将来展望、課題についてというお

話でございました。平成２２年４月、市長就任以

来、この間議会を初め多くの皆様に支えられ、そ

の責務を果たすことができたことに改めて感謝と

お礼を申し上げます。

さて、市政を担当しての自己評価ということで

ありますが、民間出身の青年市長として発想や行

動力を生かしたセールスにより本市の財産である

地域資源の情報発信に努め、南相馬市や台湾との

新たな交流、新たな可能性が生まれたのを初め、

今和食が世界的に注目を集める中でマスターソム

リエである高野豊さんを通じ本市のモチ米が伝統

手法による日本酒やみりんに使用されるなどブラ

ンド化の推進につながっているほか、西田敏行氏

らの観光大使への任命、有森裕子さんのひまわり

まちづくり大使への任命など著名人とのつながり

は本市のＰＲはもとより市民らによるひまわりリ

レーランの開催など新たな取り組みを生むことと

なりました。また、住民が主役であるとの観点か

ら、市民サービスの向上や職員の適正化や職員提

案の導入、杉並区等への職員派遣を初めとする人

材育成など行財政改革にも努めてきたところでご

ざいます。

また、私が行政運営の中心に据える総合計画の

進捗状況でありますが、前期計画では当初１９６

事業の計画に対し２５２の事業を実施、後期計画

においても当初は１６９事業に対して平成２５年

度までに１７４事業を実施するなどローリングに

よる見直しにより当初計画を上回る状況でござい

ます。

公約としていた取り組みについては、行政総合

案内所の設置によるきめ細かな市民対応を初め安

心の暮らしに欠かせない市立総合病院の充実、食

肉センター改修による畜産経営の安定化と障害者

５名を含む１９名の雇用の創出、玄米ばら集出荷

施設への支援や有害鳥獣焼却施設の整備などを通

じた基幹産業農業の振興のほか、南の玄関口であ

る道の駅には年間４０万人が訪れ、本市の観光振

興と地場産品の売り上げに貢献をしており、市立

天文台は観光資源としての注目も高まり、開館以

来約５万 ０００人が訪れているほか、野外施設

等を生かしたイベント開催等により交流人口の獲

得にも努めてまいりました。また、 ７００人が
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駐屯すると言われ、地域づくりに欠かすことので

きない陸上自衛隊名寄駐屯地の堅持、基礎自治体

の持続と発展に必要な措置等については国や道に

対して市長会、関係市町村、団体等と連携をし、

精力的に提言、要望等に取り組んできたところで

ありまして、健全財政を堅持をする中でさまざま

な取り組みを進めてまいったところでございます。

振り返りますと、まだ道半ばの取り組みもありま

すが、この間の取り組みを通じ、市民満足度の向

上や地域の活性化、さらには市民との協働の推進

に一定の成果を残せたものと考えております。

また、本市の展望と課題については、地方自治

体も厳しい地域間競争にさらされる中、本市の展

望は市民の財産である地域資源の有効活用、そし

て市内外への情報発信にあると考えております。

そのためには、官民が一体となり地域の知恵を結

集をして地域振興に取り組むことが必要であり、

そのシステムづくりと国の制度やニーズなどの一

層の情報収集が課題であると考えております。

次に、公平、公正な行政の役割と責任について

でございます。市政運営においては、公平、公正

であることが大前提であり、この間も常にその精

神に基づき全力で取り組んでまいりました。その

推進に当たっては、本市のまちづくりのルールを

定めた名寄市自治基本条例により広報を初めホー

ムページやフェイスブック、コミュニティーＦＭ

などの通信媒体を通じ、またアンケート調査の実

施や審議会、意見交換会の開催のほか、パブリッ

クコメントなどの実施を通じて市民への積極的な

情報提供と市民参加に努めてきたところでありま

す。しかしながら、地方自治体においては市民ニ

ーズに対応したきめ細やかなサービスに努める一

方で、最大公約数での選択あるいは財源、規制な

ど一定の条件下での選択を迫られる場面も少なく

はなく、必ずしも全ての市民の皆さんに全ての場

面で御満足いただける状況にはなってはいないと

認識をしておりますが、その都度議会を初め市民

の皆さんと協議をして意見を交わしながら、最善

の方策を選択してきたと信じておりまして、市民

との協働により公平、公正なまちづくりを推進し

てきたと確信をするものであります。

次に、財政健全化と市民満足度について申し上

げます。財政健全化については、平成２４年度決

算における実質赤字比率、連結実質赤字比率はと

もにゼロで、実質公債費比率は１ １％、将来負

担比率は５ ５％と行財政改革等の効果より改善

傾向にあり、今後における一層の少子高齢化と人

口減少への対応や合併算定がえの終了など将来に

備えた基金残高も合計で６１億 ０００万円に達

しております。

さて、財政健全化の一方で、市民からの信頼や

市民満足度に対する認識についてでありますが、

市長就任以来さきに開催をしたまちづくり懇談会

を初め各種会議等での議論やイベント等への参加、

さらには日々の業務などを通じて各階層の方々か

らさまざまな御意見、御提言あるいは苦言なども

含めてお伺いする機会があり、これらの声を真摯

に受けとめて公平、公正の立場から明るく元気な

まちづくりに向けて取り組んできたところであり

ます。その成果のあらわれの一つが住みよさラン

キングにおける道内ランク１位といったところに

結びついていると考えているところです。その要

因は、対象都市７９０団体ございますが、病床数、

介護老人施設の定員数、出生数による安心度が全

国２４位、小売業年間販売額及び大型小売店舗面

積による利便性が６９位、公共下水道、合併浄化

槽普及率、都市公園面積、転入、転出人口比率、

新築住宅着工数などの快適度が１２２位と。これ

らが上位にありまして、第三者機関が市民満足度

を支える本市の暮らし、環境について客観的なデ

ータをもとに定量的に高い評価を受けたことに大

いなる意義があるというふうに受けとめておりま

す。しかしながら、市民の価値観が多様化し、住

民ニーズが複雑化する中、また国、道、市町村が

役割分担のもとに連携をしながら進められる行政

システムと歳入の多くを国に求める本市の財政構
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造の中では、必ずしも全ての市民の皆さんがひと

しく満足いただける状況にはないと認識しており

ますが、今後とも常に市民一人一人が主役である

といった観点に立ち、職員ともども市民満足度の

向上を目指し、さらなる努力を積み重ねてまいる

所存でありますので、議員各位を初め市民の皆様

の御協力をお願いを申し上げます。

次に、今後の総合計画のあり方についてでござ

います。平成２３年の地方自治法改正に伴い、総

合計画策定は法による義務づけから自治体の判断

に委ねられることになりました。本市においては、

平成２１年度、これに先立ち名寄市自治基本条例

を制定をし、まちの将来像を明らかにし、総合的

かつ計画的な市政運営を進めるため、総合計画の

策定を義務とし、現在に至っているところであり

ます。

さて、こうした流れの中で御質問がありました

ように、総合計画の形態にも変化があらわれてき

ていると認識をしております。その象徴的なあら

われが計画期間を４年とし、市町村長任期との整

合性を図るといったものであり、社会経済情勢の

変化が急な時代の中で柔軟に対応しやすいこと、

あるいは公約と行政運営とが連携をしやすい点に

あるというふうに思われる一方で、期間が短く環

境変化等の影響等を強く受けるため、計画として

の安定性に欠けるといった危惧もされるところで

もあります。また、実施計画の公開については本

市においても毎年総合計画推進市民委員会でロー

リングをお示しをし、意見をいただいているほか、

決定後は市のホームページに掲載をして情報公開

に努めているところでございます。

総合計画の推進を支える財政に関する条例につ

いては、平成２１年に施行となった地方公共団体

の財政の健全化に関する法律による新たな健全化

判断指標に基づく財政規律の確立のもとに、地域

独自の判断指標を盛り込んだ財政運営基本条例と

して制定をしている自治体もございます。これら

の自治体における財政運営においては、財政にお

ける基本理念、情報の共有あるいは情報の公開、

事業や使用料、負担金、また補助金等の定期的な

見直し、中期財政計画の策定など既存の財政運営

の原則を条例で制度化をしております。また、市

民が主体的に財政にかかわる機会を確保すること

を目的として制定をされております。課題として

は、条例により財政規律を過度に重視することで

弾力的な財政出動が難しくなり、必要な事業を見

送る可能性あるいは社会情勢に的確に対応できな

い事態が想定をされております。名寄市の財政運

営では、既に同様な手法で財政規律を確保しなが

ら進めておりますが、市民がより主体的に財政に

かかわるあり方について先行する市の条例、制度

の研究も進めてまいります。いずれにいたしまし

ても、今後の総合計画のあり方については第２次

総合計画の策定作業において本市に適した総合計

画のあるべき姿を議会を初め市民の皆さんと十分

議論をする必要があると考えております。

次に、地域自治区の前進と自治基本条例につい

てでございます。本市では、地域自治区を展望す

る組織として平成２０年度から小学校区を基本と

した地域連絡協議会が設置をされ、現在は８組織

が清掃活動や防災活動、交流事業やイベントなど

に取り組んでいる状況にございます。地域連絡協

議会は、自治基本条例が目指す市民が主体のまち

づくりの中心を担う主要な組織の一つと考えてお

り、その形態は学校を中心とする地縁の結びつき

によるコミュニティーに当たります。自治基本条

例では、市民及び市は地域特性を踏まえ、コミュ

ニティーの自主性及び自立性を尊重しなければな

らないと規定をしており、またその設立の経過を

踏まえて市では協議会の自主性を尊重しながら支

援を行ってきたところでありますが、本年度は発

足当時より支援をしている交付金の見直しも行い、

使途の自由度を高めたほか、上限額も変更したと

ころであります。また、代表者会議を開催をして

市からの情報提供と地域相互の情報交換を行い、

参加した代表者から継続した取り組みが求められ
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たところでもあります。今後における市の対応に

ついてでありますが、協議会の自主性を尊重しな

がら、先ほど申し上げた代表者会議の継続した開

催による情報の提供、情報公開や市交付金を初め

とする支援策を積極的にＰＲするなど活動の助長

を図るため、対応を強化をしております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目２

と大項目３についてお答えをいたします。

まず、特定秘密保護法と市民生活への影響につ

いてでありますが、特定秘密保護法は衆議院では

１１月２６日、参議院では１２月６日にそれぞれ

可決成立をしております。この法案は、我が国の

安全保障に関する情報のうち、防衛、外交、スパ

イ活動などの特定有害活動の防止、テロ防止の４

分野２３項目を特定秘密として指定をし、その漏

えいを防止し、国と国民の安全を確保することを

目的としている法案でありますが、政府に秘密の

範囲を恣意的に定められ、国民の知る権利や報道

の自由が侵害されてしまうのではないかという不

安から、一部報道機関や日弁連などさまざまな団

体からもこの法案に反対する声が出されておりま

す。大量破壊兵器や国際テロ活動などに適切に対

処するためには、外国との情報の共有と我が国の

情報管理が万全であることが前提となりまして、

秘密保全に関する体制の整備が必要であることは

認識しているところであります。しかし、現時点

では国民の知る権利や取材や行動の自由などに対

する具体的な対応が十分示されているとは言いが

たく、またこの地方における対応や影響も見えて

おりません。今後国では、この法律施行における

さまざまな補完がなされるものと認識しておりま

して、今後ともこの推移を注視し、行政や市民生

活への影響を見きわめてまいりたいと考えており

ます。

次に、幌延への核廃棄物持ち込みについてであ

りますが、報道によりますと御指摘のとおり経済

産業省では高レベル放射性廃棄物の最終処分場候

補地選定作業について国主導で適地を選ぶ方式に

することとし、最終処分場に適した地域を全国１

００カ所程度指定をし、年内にまとめるエネルギ

ー基本計画に盛り込む方針とされております。ま

た、幌延深地層研究センターにつきましては、当

該センターの地下施設に関し国が検討している２

カ所の深地層研究施設の統廃合について、幌延存

続を直接働きかけるため、幌延町長と幌延町議会

議長が文部科学省を訪問するとの新聞報道にも接

しております。幌延深地層研究センターにつきま

しては、３者協議におきまして１つとして放射性

物質を持ち込むこと、使用することはないこと、

２つとしまして研究終了後は研究施設を閉鎖し、

地下施設を埋め戻すこと、３つとしまして研究実

施区域は将来とも放射性廃棄物の最終処分場並び

に中間貯蔵施設を設置することはないことなどが

確認をされておりまして、現状私どもはこの協定

が全てとの認識を持っております。本市の基幹産

業は農業であり、食の安全に係る環境保全は常に

重要な問題でありますことから、今後とも核廃棄

物等に係る問題についての情報収集を進め、間違

いのない対応を図ってまいりたいと考えておりま

す。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 来春出馬表明をした

割には、市長の話は長かったけれども、余り新鮮

味が感じられませんでした。加藤市長自身民間出

身で、社長として有能な経験を持っておりますけ

れども、新たな世界に入りながら、４年近く首長

在任をされて、特に聞きたいことは自治法上の担

任事務だとか日常的にも首長の役割、責任、大き

さについては随分その重さを自覚をされて執行に

当たってきたものと思います。ただ、権限、役割

が大きいだけに、またいろいろやりがいだとか苦

労の反面、一つ一つの政策や事業の執行に当たっ

ての結果責任みたいなもの、当然うまくいかない
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場合には求められているし、自覚もされてきたの

ではないかと思いますが、この４年弱、いろいろ

これから指摘をする事業等の関係でおわびだとか

反省はあっても、結果責任が形に見えるようなも

のというのはそう伝わってこなかったと思うので

すが、そのことについてどのようにお考えでしょ

うか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 首長の責任ということで、

余り行政を知らない中でこの世界に入ってきて、

日に日にその重さを痛切に感じながら、あるいは

民主主義といいますか、そうした意味での首長の

決断というのは当然しっかりとした手続を踏んで

出されるべきだということを改めて痛感をしまし

て、この間も先ほど来申しましたとおりさまざま

な場面を通じてそうしたさまざまな決断に当たっ

ては市民の皆さん、あるいは議会の皆さんに議会

を通じて逐一お話をしながら、しっかりと事に当

たってきたというふうに、理解を得ているという

ふうに私としては考えております。その後の決断

の結果については、当然これは市民の皆さんが事

ある場面で、あるいは選挙において判断をしてい

ただくということになるのだろうというふうに思

いまして、それぞれ、それぞれの場面においてさ

まざまな手続のそご等に関してはその場、その場

でおわびをしたりとかということはしてきました

けれども、私としてはこの間至らない部分はあっ

たかもしれませんけれども、しっかりと対話を通

じていろんな決断をしてきたものというふうに判

断をしているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 相変わらずおわびと

か反省は私どももよくするのですけれども、結果

責任みたいの、今社会全体が政治家も含めてバッ

ジ外せば済むのか、今も選挙違反の問題でいろい

ろ話題になっていたり、鉄道の問題でも社会的な

事件が発生していますけれども、首長というのは

まさに名寄市の最大権力者であり、権力があるだ

けに自治基本条例の中では役割、責任は明記され

ていますけれども、どのような一つ一つの失敗だ

とか、失敗や失点、失政というのは必ずつきもの

なのですが、目に見えるような結果責任みたいの

をとることによって、やっぱり加藤市長、よく本

当に緊張感持って公平、公正に頑張っているなと

いう信頼感もまたそこに高まるゆえんでもあるか

なという感じがしておりまして、ちょっと権力、

責任の割には結果責任みたいのは余り見えるよう

なことはなかったなという感じがしております。

少し具体的なことで、４年弱私も主要な事業、

政策の関係でちょっと振りかえらさせていただき

ながら、また具体的なものを求めていきたいので、

最大権力者ですから、利害にかかわる団体や市民

も含めて余り耳の痛い話は市長には伝わらない、

あるいは大きな批判というのは出ないのかもしれ

ません。きのう川口議員のやりとりを聞いて、ひ

まわりだの煮込みジンギスカンの、あるいは他の

関係でも率直に市民の声をお伝えになった川口議

員の姿勢に私も学ぶものがあったなという感じが

して、日常的にたくさんそういうことがまた市長

の耳にどんどん、どんどん入って、全市内的な雰

囲気というのはどういうものなのかというところ

あたりが伝わればもう少しまた変化も出るかもし

れませんが、１つ先般私どもの植松議員が取り上

げました公設民営の最たる名寄の魚菜市場の関係

をお尋ねしますが、条例の１０条で職員という項

がありまして、市場に場長ほか必要な職員を置く

ということになっていまして、今年度当初予算で

特別会計全体のうちの ５００万円のうち、やや

９５２万円ほど人件費を計上して、過去からずっ

とそうですけれども、この公設民営の職員の役割

というのはどのように定められているのかお聞か

せいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 公設民営ということで、

この間市場の運営をさせていただいておりまして、

予算で位置づけしておりますのは特別会計という
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ことで位置づけされていることは議員承知のこと

だというふうに思っておりますけれども、基本的

に収益の上がるものについてはその収益をもって

その事業に充てるというのが特別会計の中であり

まして、そういう面で市場会計については特別会

計の中で運営をさせていただいているということ

であります。

さらに、今御指摘のございました職員の配置で

ありますが、これは場長は当該職員をもって充て

るということでございまして、この職員の役割に

ついては、かつては競りを行っているときに適正

に競りが行われているか等々の監督等々を行って

きたということでありますけれども、現行ではそ

れぞれの市場運営がスムーズにいっているかとい

うことで、常駐はしておりませんけれども、その

都度連絡をとり合いながら市場運営に努めてきた

ということでございますので、その点については

申し上げたいというふうに思います。

以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 規則の第４６条には、

報告及び改善措置の申し入れというのがございま

して、市長が必要があるときには市場関係事業者

と話をしながら、その業務だとか財産もしくは資

料、帳簿の検査もできるというふうになっており

まして、今回１３２名ですか、生産者に ５００

万円ほど迷惑。市の発表にももう銀行からの情報

を直前に聞いただけにしかわからなかったと、こ

ういう話で、今後の問題については買い受け人の

皆さんにいろいろ汗をかいていただいて、できる

だけ早く形が見えそうだということで、それはそ

れとしてこれからの先の話は触れませんけれども、

いわゆる名寄市の役割が担当は営業戦略室になる

のですけれども、もっと当該の指定会社から１年

も２年も前からそういう信号、シグナルみたいの

は出ていることに気がついていなかったのかどう

か、改めてお聞かせいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 市長からの見解という

ことでお尋ねありますけれども、市長から指示を

受けて私のほうで対応させたということもござい

ますので、私からお答えさせてもらってもよろし

いでしょうか。

この間さきの使用料の減免の折にそれぞれ経営

改善計画を立てていただいてまいりました。ただ、

株主総会の日程で御案内をいただいて、計数的な

ものについてはその都度株主総会での関係書面に

ついては目にしていたところであります。大変厳

しい経営を余儀なくされているなということにつ

いては認識をさせていただきましたし、さらには

銀行さんから資金調達ということもありますので、

その点についてはそれぞれ銀行さんからも内々的

に情報をいただいてまいりました。ただ、私ども

としては株式会社、丸鱗さんの経営ということで

社長を含めて経営厳しい中でそれぞれの経営改善

あるいは経営の立て直しも含めて、ぜひ会社内部

でしっかりと議論していただきたいということで、

そこは私のほうからも出向いてお話をさせていた

だいた経緯がございます。ただ、残念ながら結果

としては残念な結果に終わったわけでありますけ

れども、これまで市場が果たしてきた役割という

のは本当に大なものがございまして、そこは熊谷

議員御承知のことだというふうに思いますが、そ

ういう面では何とか丸鱗さんにも立て直しをして

いただきたいという気持ちで、それなりのお願い

をしてきたということでございますので、それに

ついては御理解をいただきたいというふうに思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 市長、冒頭私言った

ようにやっぱり結果責任というのは、営業戦略室

が担当ではあるのだけれども、市長直属というふ

うに言われる特別な営業戦略室なのですけれども、

指定会社は最終的には債権処理も含めて１２月２

６日にやられていることで、それはほとんどの責

任はそこにあるのだというふうに思いますが、公
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設民営の一方の側の役割責任が全くそういう情報

もつかみ切れていない、指導もし切れていないと

いうところあたりは、大変地域の皆さんに迷惑を

かけたり、買い受け人の皆さんに今一生懸命汗を

かいていただいたということでは、まさに小さい、

大きいは別にしても結果責任は残ると思うのです

けれども、どうお考えですか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 久保副市長からもありま

したとおり、当然市としては市場に職員も置いて

いるということでありますけれども、この施設が

市民の皆さんにとって有効に当初の目的を果たす

ために、いわゆる市場が安定的に安心ができる食

料をしっかりと市民の皆さんに供給できているの

かというところでの監視というか、指導というこ

とだというふうに思います。その中で経営そのも

のの中身に対しての責任というのは、やはりここ

は株式会社というところでの一定の線は引かなけ

ればならないということだと思います。当然この

間指導もしてきたということで、その指導が足り

ないのではないかというふうに言われればそれは

そうかもしれませんけれども、一方で経営とその

たな子と経営者の関係といいますか、そこは一線

を画してしっかりとさせていただいたということ

でありまして、その部分に関して、そこはその結

果責任ということがどういう意味かちょっとわか

りませんけれども、大変今回のことに対しては残

念なことでありますけれども、それに尽きるとい

うことでありまして、それに対して債権者の皆さ

んに対してどう責任をとるとかということには、

我々としてはそこまでの責任はないというふうに

判断をしているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 私も所管常任委員会

に一時席を置きましたけれども、使用料減免のと

きにも随分私どもの議員からも使用料だけの問題

ではなくて会社経営全体についてどのような状態

になっているのかという指摘があったり、今市役

所も体制変わりまして前任の時代からいろいろ資

金状態や運転資金の課題認識がほとんどなかった

のではないかと思うのです。営業戦略室、本当に

よく頑張っております。それは、もう市長のいろ

んな指示もあって、イベントやら、ひまわりやら、

本当に東京にも出かけなければならぬ、あれもこ

れもという中で、これも本来業務の一つですよね、

条例、規則に定められた。そこにかかわり切れな

かったというのは、やっぱり人事配置の問題やら

監督責任は残るのです。

また、これ一旦ここに置いておきまして、次の

ことを聞きますけれども、よろーな、公正、公平

という問題でいくと先ほど市長は公平、公正にも

努めてきたと。しかし、財政に限りがあって最大

公約数でいろいろ答えも出さなければならぬとい

う、その御苦労は十分わかります。この間よろー

なの建設、あるいはもう既に順調に今使われては

いるようですけれども、西條さんに一旦売った用

地の駐車場としての整備費含めて五千数百万円か

けて買い取らなければならぬ。その前段にも駐車

場は狭いのではないかという指摘があって、お答

えがあったのは南広場を活用するとかいろいろと

いう話で、根本的な設計変更に即応した対応とい

うのは答えを出さないまま、３者協定が事実上不

履行状態で結論を出さなければならぬということ

についてのいろんな不満もございました。それだ

け今までも議論をしてきましたけれども、会議所

さんが入る、会議所ばかりではありませんけれど

も。これから言うことを誤解を受けてもあれです

けれども、私も先般新会頭さんの就任祝にも行っ

てきましたし、若い長谷川副会頭ということで、

大いなる商業振興やまちの発展にも期待をかける

人たちだなというふうに思っておりますけれども、

それはそれとして過去の政策、事業の関係でいく

と、余りにも会議所さんに優遇というか、なれ合

いというか、そういう過程がなかったのかどうか。

公平、公正という視点でいくと、まだ多くの市民

の中には疑義が残っていますが、市長、今どのよ
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うに感じていますか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 駅横の複合交通、今よろ

ーなと言いますけれども、含めた民間事業者と行

政との協働の開発ということで、この間さまざま

な紆余曲折がありまして、いろいろと当初の民間

事業者が描いていた計画が二転三転して、それは

やはり経済状況の問題もあったということであり

まして、そのことも含めて計画も逐次見直し、変

更していかざるを得ない状況であったと。このこ

とは、市民会館が建てかえをして、それぞれまた

新しい機能として新たに２つの場所に移って機能

を分化させていくと。そうしたことも含めて、よ

りその時期、時期に計画が紆余曲折ありながらも

タイムリーな施策を打ってきたものというふうに

私たちは自負していまして、これは市民の皆さん、

議会の皆さんにもその都度逐一我々はしっかりと

真摯に御説明をし、御報告を申し上げて結論を出

してきたというふうに思っていまして、というこ

とでございます。

商工会議所の件にしてもお話のとおりだと、今

のとおりでありまして、当然ある意味では公的な

機関でありますから、そこに対して一定の行政と

しての仕事もお願いをしながらという立場でもご

ざいます。その中でも当然商工会議所独自の機能

も持っていただいているということも鑑みて、さ

まざまな御提案もさせていただき、これもしっか

りと議論をさせていただいて結論を得たものとい

うふうに私は思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） その都度議会や市民

の皆さんにも説明をされてきたということで、私

どもも前に進めなければならぬという意識もある

から、議会では数字上の問題は賛成はするのです、

予算の関係は。しかし、それで全てオーケーです

ということではないのです。３者協定不履行状態

と私あえて使っているのですけれども、甲乙丙、

丙が会議所さん、中に入りなから市と民間会社と

つなぎながら、中心街の活性化やまちのにぎわい

を取り戻すためにという役割がありながらも、残

念なことにそう見られていないなという不平や文

句があるから、今も残るのです。新体制になった

から、大きく変わるという期待は私も持っている

のですけれども、非常に小さい話ですけれども、

冷房問題ありますよね。会議所さんで冷房を設置

してくれと、私のところだけ。それを受けた市の

職員のほうもそのまま私どもや市民に一旦説明し

たことがありまして、その感覚がもうわからない。

施設全体を冷房にしてくれとか、あるいは同時に

名寄市の公共施設も全部いろいろ優先順位をつけ

てやるという前提の提案ならまだ理解もできるけ

れども、やっぱり周りがよく見えていないのでは

ないかということなのです。あの問題以来、新年

度も学校関係もいろいろ冷房施設を含めて整備を

されるという予定もあるようですけれども、改め

て聞きますけれども、今 ３００万円という負担

金はいただいたけれども、バス会社の２９平米に

相当する家賃、減免、２分の１をされているよう

ですけれども、それと同様に扱った場合、会議所

さんの入居料というのは仮にいただくとすればど

のぐらいになるか、そのどのぐらいか押さえてい

ますか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 入居料の関係につき

まして、ただいま手持ちの資料を持ち合わせてお

りませんので、後ほどお答えをしたいというふう

に思います。大変申しわけないです。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 私も既に担当のほう

から入居契約書……もういいよ。部長、いいのだ。

入居契約書いただいているから、数字は押さえて

いるのです。

それで、担任事務なのです、要するに市長の。

それで、入居契約書をして実質的には実費毎月１

０万円前後の光熱水費その他含めていただいて、

それは当たり前の話です。家賃は無料で、実費入
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ると。これをやっぱり担任事務ということではな

くて市民にわかるように、公平、公正ということ

を考えれば公益財団法人としての一定の役割も会

議所のほうで明記をされて、準公共的な、総合的

な商業経済団体だという、もう理解できるのです。

そうしたら、バス会社に５割、半分減免するのな

ら８割減免するとか、要するにわかるようにしっ

かりして入居契約をすることのほうが、いやいや

最後は１００％に相当すると、そういう公共的な

役割。仮にそうであってもしっかり見えるような

市民説明があってしかるべきで、なぜこの議論が

あえて蒸し返しで出るかとなると、市長の主な後

援団体がほとんどそこにおられるということがあ

るから、また市民の中に煙が出るのです。市長、

どうですか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） たくさん入居しておりま

すけれども、私の後援団体だけでないというふう

に認識しています。それぞれ商工会議所の持って

いる公的な、今まさにお話あった立場のとおりで

の公共的な担い手、そして経済の担い手としての

役割を鑑みての今回の判断であると。また、バス

事業者も民間団体とはいいながらも公共的な役割

も担っていただいているということでの減免措置

をさせていただいたということは、説明はこの間

もさまざまな場面でさせていただいているという

ふうに思っていますし、改めて説明が足りないと

いうことであれば、それは本当に申しわけござい

ませんでしたということでしたけれども、その事

例に関しては全く誰を優遇するとか、そういうこ

とではなくて、公平、公正な判断に基づいた今回

の決断だったというふうに考えておりまして、ぜ

ひ御理解をいただきたい。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） まだ任期４カ月ほど

ございますから、市民ホールの関係についてもさ

まざまな課題はずっと残ったまま実施に動き出し

ていますから、時間の関係で二つ三つとふやすわ

けにもいきませんけれども、改めて一つ一つの政

策、事業の失点、失政、不祥事とまではいかぬけ

れども、公平、公正に欠けるようなことをおさら

いをしていただいて、一定のけじめが市民に見え

るような形があったほうがより加藤市政の信頼感

が強まるような気がいたしまして、いま一度課題

としてお預けをしておきたいと思いますが、いか

が考えますか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） これからももちろんであ

りまして、今後とも公正、公平な判断にしっかり

と努めて市政を運営していくということでござい

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 大きな権限イコール

いろいろ順調にいかないときには結果責任も伴う

のだということについての自覚を強く求めておき

たいと思いますが、次に進めます。

行革、行財政改革と市民満足度の関係ですけれ

ども、財政健全化法の持つ意味というのは、私の

認識では法律に基づいていますけれども、究極的

にはこれは夕張問題を含めた極端に財政状態が悪

くなった場合の警告を意味するものだというふう

に思っていますが、そういう認識でよろしいです

か。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） よろしいかと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） それで、お答えもさ

っき答弁をいただいたのですが、この健全化法そ

のものは多治見市のことを頭に置きながら市長も

恐らく先ほど答弁したのではないかと思います。

これは条例の関係です。かなり現行法のままでい

けば、市民の皆さんも名寄は絶対安全だなという

感覚ではなくて、実際のやっぱり個別事情を反映

するような、名寄市で独自の財政指標とか基準を

持つことが非常により市民が財政のことについて

理解ができることになるのかなと思いますが、先
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進自治体の例は幾つかありましたけれども、基本

的なところの押さえだけちょっとお聞きをしてお

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 繰り返しの答弁になるか

もしれませんけれども、そうしたことも含めてぜ

ひ研究していきたいと。あわせてまちづくり懇談

会等でも毎回財政の問題に対しては丁寧に説明し

ているわけでありますけれども、こうした機会を

もっともっとふやして、市民の皆さんにも財政の

ことをしっかりと理解をしていただいて、みずか

らがそうした主体的に判断していただけるように

さらに我々も工夫、努力をしていかなければなら

ないなということは思っておりますので、ぜひや

っていきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 財政全般は、仕組み

も含めていつも町連の主催でまちづくり懇談会や

っておられますが、市が言うことはいつも合併算

定がえで何ぼ少なくなります、国の交付税動向も

まだ状況わかりません、政権が云々というような

ことで、防波堤を張りながら説明をするわけで、

ばふらっと市民もわかるということはあるのです

が、今全体に言ったようなことや何かでも具体的

にはやっぱり名寄的な財政指標、基準を条例で定

めることによって、より財政的な住民自治の感覚

が伝わる。家庭に置きかえた場合にどうかという

ことと比較をするようなわかりやすい説明がもっ

ともっと求められているのかなという感じがして、

今の市民説明ですとほぼ役所的な尺度を念頭に置

きながら、専門的なことも含めて説明されますか

ら、よくわからないのです。いっそそれは先進事

例の例であって名寄的にということはないでしょ

うけれども、話かえますけれども、今回はあえて

市長が露出をして答弁を一生懸命していただいて

いますが、佐々木副市長、一回ぐらいお答えをい

ただきたいのですけれども、骨格予算になるとい

うことで、恐らくは骨格だけを詰めた仕事のやり

方をしていないと思いますが、市長選挙以降の政

策的な予算というのはどのぐらい頭に置いておら

れるのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 今財政課のほうで、

きのうかおとといの質問の中でも二百十七億円程

度政策、それから骨格含めて過去の経験則からい

うとその程度の規模になるのではないかと。ただ、

具体的なことにつきましてはまだ査定全部終わっ

ておりませんので、市長査定も終わっておりませ

んので、その段階については整理をして、この間

地域経済の関係で急ぐものについては継続事業も

含めてしっかり対応してまいりたいと思います。

それから、まちづくり懇談会でこの間住民の皆

さん方に何を説明したかったのかというと、名寄

市の財政が規模が合併して大きくなっても基本的

には交付税に大きく依存しなければならないのだ

ということで、財源超過、交付税に依存しない団

体についてはほとんど自賄いでできるということ

も含めて、一定の財政規律をみずからつくること

もできるのではないかなというふうに思っていま

す。そういう面では、市民の皆さん方から合併算

定がえって本当に大変なのだねと。合併するとき

にはそういう話は聞いていなかったと。合併特例

債が七十何億円使えて、基金が１１億 ０００万

円という話は聞いたけれども、そういうふうに将

来的に行政の効率化を求めなくてはならぬだなん

て、そんなこともちょっとありましたので、それ

から熊谷議員おっしゃいました市独自の財政規律

を定める条例等については、先ほど市長言いまし

たようにどれが望ましいのかについては検討して

はまいりたいと思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 財政基準、新たな名

寄市独自の基準や指数を設けるということは、答

弁に市長はいろいろ環境変化、財政変化で柔軟に

対応し切れないなんていうことを言っていました

けれども、いつまでもそういうことを言わないで、
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状況変化があればあるなりにその段階でしっかり

説明をして、その理由を理解をいただく。あるい

は、市民の意見等しっかりそこで交換をすればい

いわけでありまして、それがまた独自の指標を定

めないという理屈にはならないと思うので、十分

今副市長のお答えをいただいたわけなのですけれ

ども、恐らくずっと黙っていて、副市長、市長一

生懸命言ったことに、それからきのう、きょう、

おとといの話を聞いて余り大風呂敷広げたような

答弁しないほうがいいなというふうに下向いてい

たのでないかと思うのですけれども、そこは余談

でありますけれども、次へ進めたいというふうに

思います。

時間がないので、先に大きな２番目のほうに、

特定秘密保護法、総務部長にお答えいただかなく

て市長にお答えいただきますけれども、時間の関

係で。ちょっと答弁ではいただけないのは、一部

の意見というような言い方で日弁連だとか報道の

関係を言っておりましたが、そういう認識ではい

けないのではないかと思います。聞き間違えたか

も……市長、この秘密保護法の問題についてもき

ょうから公布になったのです。１年後に施行とい

うことで、私はまだまだこれから廃案を、凍結の

動きやら、地方自治体やら、特に名寄市は基地を

抱えているということからすると、住民にふだん

交際をしている隊員の皆さんやＯＢの皆さんたく

さんいますから、そういうところにまで何か気を

使わなければならぬような息苦しい感じをかつて

の時代をしっかり知っている人は大変心配をして

います。市長、ちょっと一部報道がとかという認

識のままでよろしいのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 多くの報道機関からもそ

うした報道があったというふうには思っています。

国際社会で日本がいろんな役割を果たしていく意

味での特定秘密保護法というのは、ある意味では

必要な側面はあるというふうに認識していますけ

れども、特定秘密保護の特定秘密の中身が余りに

も曖昧だということは、報道等でしか接していま

せんけれども、これは私も同様の認識を持ってい

まして、施行されたということでありますけれど

も、後の１年間でさまざまな議論をしっかりと注

視をして、この地方における行政生活、市民生活

の影響がどんなことにあるのかということをしっ

かりと見きわめさせていただきたいというふうに

思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 北海道新聞の北海道

内の世論調査、政府与党の自民党、公明党の支持

者ですら廃案、慎重派が自民党が７９％、公明党

内が９１％。これは、やっぱり何を物語っている

かという。安倍政権を支持はするけれども、それ

ぞれの政党は指示するけれども、大変拙速でよく

わけのわからない知る権利を奪うような、あるい

はかつての治安維持法を想起をするようなことと

ダブることが解明されないまま強行採決だという

ことなので、加藤市長、一流大学を出て勉強され

ていますから、やっぱり戦前、戦後の近代史をも

う少ししっかりお勉強されて、名寄市民とともに

この問題について施行されるまでの間考えていた

だきたいと思うのですけれども、どのように答弁

しますか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 当然１月からの通常国会

の中でもこの件に関してはいろんな議論がされて

いくというふうに思いますので、その議論をしっ

かりと注意深く見きわめさせていただいて、我々

の行政、市民生活、自治体にどんな影響があるか

というのを改めて注意深く見きわめさせていただ

きたい、このように思っています。よろしくお願

いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 私どもの議会の中で

も事前の幹事長会議の中でこれに反対をする意見

書を予定をしていましたけれども、残念なことに

一部会派の反対もあって実らなかったのですけれ
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ども、これからも恐らくは、特に自衛隊の基地が

ございまして、本当に息苦しくなく自衛隊員の皆

さんともおつき合いをスムーズにできるような、

あるいはもっともっと知る権利、民主主義や基本

的人権が大切にされるような運動は私自身も追求

していきたいというふうに思いますので、あえて

取り上げさせていただきましたので、市長のほう

もより勉強されて課題に取り組んでいただきたい

というふうに思います。

以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で熊谷吉正議員の

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

１３時から議員協議会を行いますので、ここで

会議を休憩し、議員協議会終了後再開をいたしま

す。

休憩 午前 ０時０４分

再開 午後 ３時５５分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第３ 議案第２０号 社会保障の安定財源

の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための

消費税法の一部を改正する等の法律の施行に伴う

関係条例の整理に関する条例の制定について、１

２月１１日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

佐藤靖議員。

〇９番（佐藤 靖議員） それでは、議案第２０

号にかかわって何件か御質問をしたいと思います

けれども、今回５４本ということでありますので、

きのうまでいろいろ電卓をたたいて数値の精査を

させていただきましたけれども、合わない。それ

には、ここにも提案理由の説明の中にもありまし

たけれども、やはり改正内容は２５年の現行云々

で５％内で現行使用料などによって整えて求める

という。この整えるというものの普通にいえば今

の現行料のを ０５で割って、 ０８を掛けると

数値が出て、１０円以下は切り捨てると新料金が

出るというのが普通ですけれども、今回この整え

てという方式を使っている。つまり ０５で割っ

て数字が合わなかったら整えると。もとの料金に

整えて、そこからまた数字を割り出すという２つ

の方式を使っていることで非常にわかりにくいの

だと思うのですけれども、算出の方法の仕方とし

てそのやり方というのは正しいかどうなのか。正

しくないことはないと思うのですけれども、物に

よってそれを使い分けるという手法が正しいのか

どうなのかを含めて、いま一度御説明をいただき

たいのと第１９条で名寄市民会館条例の一部改正

というのを行っております。改正のためには、こ

の別表を掲載をして現行料金と新料金を掲載して

いるのですけれども、その中に食堂の使用料とい

うのをまた今回も設定をしている。それを現行欄

をそのまま生かして改正をしていますけれども、

市民会館大ホール以外は楽屋的に部屋を使うとい

うのは、それは理解をしますけれども、特に食堂

というのはもう既になくなって久しい施設であり

まして、それをそのまま今回の中で消費税を上乗

せをしてその表を議決しろというのは非常に無理

があるような気がしますけれども、この見解をお

知らせをいただきたいと思います。

また、第２２条の名寄市風連日進レクリエーシ

ョンセンター条例の一部改正及び第４２条の名寄

市ふうれん望湖台自然公園条例の一部改正では、

他条例との整合性及び市民の公平性を保つために

利用料金の算出において１０円未満の端数が生じ

たときは、これを切り捨てた額とするという一文

が加えられておりますけれども、この文言を加え

ているという場所が、条文というのが利用にかか

わる料金、これを括弧によって以下利用料金とい

うという、要するに文言説明をしている部分の後

ろにこの利用料金の算出において１０円未満の端

数が生じた場合はそれをという表記を入れている

のですけれども、これは他の条例と比べても文言
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説明の後に料金の切り捨ての部分が入ってくると

いうのは整合性に欠けると思うのですけれども、

ある意味では整合性に欠けている、不適切だとい

うふうに思いますけれども、見解をお伺いをして

おきたいと思います。

また、名寄市風連日進レクリエーションセンタ

ー条例の中では、児童生徒に４時間を超えるとき

１時間につき２５円という、ここが全く改正をし

ないということになっておりますけれども、これ

が議員協議会の中で副市長が御説明いただいた部

分なのかもしれませんけれども、２５円という数

字が出てくるところはみんな今回は改定をしてい

ないと。それが１０円以下の端数がつくという解

釈なのかわかりませんけれども、その見解をお知

らせをいただきたいと思います。

さらに、第２７条、名寄市廃棄物の減量及び処

理に関する条例の一部改正で、備考の中で別表第

２中手数料の額の欄を削るという表現があります

けれども、ここは何を書いているかというと粗大

ごみの取り扱いを書いている場所でありまして、

粗大ごみは１００センチ以下２０キロ未満につい

ては処理券１枚、６０キロ未満でしたか、忘れて

しまった。それは処理券２枚という表現をされて

いますが、そのところは全く削るというふうにな

っていますけれども、それは料金改定に当たらな

いのかどうなのか見解をお知らせをいただきたい

と思います。

最後に、第４５条の名寄市都市公園条例の一部

改正で、別表第３に記載されております競技会、

展示会、博覧会その他これらに類する催しの１平

方メートル当たり２５円、これは先ほど２５円と

同じ解釈だと思いますけれども、もう一方、水面

１艇一月につき１８０円という消費税というか、

使用料の表記がありますけれども、ここでも１８

０円に対する消費税の上乗せがされておりません

けれども、これはどういう解釈であるのか。

さらに、第４７条及び第４８条の名寄市準用河

川管理条例の一部改正、名寄市普通河川管理条例

の一部改正では、別表第２の土地占有料などの記

載にも消費税の上乗せはされておりませんけれど

も、その見解をお伺いしておきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） まず、算出方法の考

え方でありますけれども、今回私どもがまず一番

に行いましたのは、いわゆる内税になっておりま

す原価をしっかり出すということから始めており

ます。そのために ０５で割り返しをして、そし

て正式な正しい原価をまずは出すということの作

業から始めております。それで、その場は一番ポ

イントになるのが出した原価にもう一度 ０５を

掛けて、もとの数字に戻るかどうかでございます。

もし戻らないということであれば、これは正式な

原価ではありませんから、私どもはそういう判断

のもと、考え方を統一しながらやりまして、一定

程度端数処理、１円を加えてもう一度 ０５を掛

けまして、そして円未満を切り捨てという形でや

りましたので、そしてもう一つは、やはり ０５

で割り返して、そのままいわゆる端数処理が必要

ないものもございますので、これこの間内税でそ

れぞれ料金体系決めてきた、まさにその税金のな

せるわざと。消費税のなせるわざで、こうした料

金体系になっているという判断のもとで、考え方

としては議員御指摘とおり２通りの考え方が一度

に混在をしているという、そんな形になろうかと

思いますけれども、原価を正式に導き出すという

考え方からすると、私どもとしてはこれは１つ統

一された手法であるというふうに考えておりまし

て、今回の算出方法では問題はないというふうに

考えています。

それから、市民会館のお話もございまして、今

回私どもが条例提案させていただいた中身としま

しては、すべからく現在の条例をそのままもとに

しながら、そこで設定をされております、いわゆ

る別表で設定をされております料金のみに対して

消費税の案分をかけていくという、そんな手法を

やっておりまして、条例そのものにある種手を加
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えるというようなことは一切行っておりません。

しかしながら、今御指摘のありましたとおり市民

会館の食堂につきましてはもう数年にわたりまし

て使用の実態がないと。それを改めてまた議会で

議決をいただくという、その辺の申しましたら違

和感、まさに私どもも持っております。そういっ

た意味では、今回条例の改正には至っておりませ

んけれども、市民会館につきましては施行規則を

持っておりまして、その施行規則の中で現状の対

応と合わない部分については一定程度整理が必要

という判断もちょっとありましたので、施行規則

の中で当面の間ということで、食堂スペースにつ

きましては通常の貸し室、貸しスペースとしての

扱いで整理をさせていただいております。これ市

民会館につきましては、一定程度役割を終えまし

て、今後市民ホールができた後に当然取り壊しと

いうのがございますので、これは当面の間そんな

施行規則の中で対応させていただいて、現状運用

としては問題ないような形で整理をさせていただ

いております。

それから、文言の説明ということで、括弧でく

くった後にまた新たに言葉が続くというところが

１つございますけれども、私どもこの件に関して

はうちの法制担当のほうもちょっと調べておりま

したけれども、合併以降、これは以前からであり

ますけれども、旧名寄市の条例の中で同じような

くくりで文言整理をさせていただいているところ、

条例が実はほかにもございます。例えば名寄市営

球場条例でありますとか、それから名寄市テニス

コート条例でありますとか、実は結構ございまし

て、これ慣例的に名寄市が使っていたということ

でありまして、それは現状法制の段階では踏襲を

したということであります。これ実際にそういう

法整理をするに当たり、条例の整理をするに当た

りまして、当然第一法規含めて確認をさせていた

だいておりまして、扱いとしては一般的ではない

ということでありますが、法的には問題ないと。

条例の意味としてしっかりわかれば問題はなしと

いうような、そんな判断もいただいておりますけ

れども、この間合併以降それぞれ旧風連町、それ

から旧名寄市が抱えていた条例のいわゆる立て方

含めて、ある意味そのまま踏襲しながら現在の条

例に至っているという部分も結構実はございます。

これにつきましては、使用料等の見直しにつきま

しては新市として平成２８年まで一定程度考え方

なりを統一をして示させていただくということも

申し上げておりますけれども、こうした整理の一

環としまして、こうした条例の立て方としてある

意味少し整理をさせていただくということも視野

に入れて今後対応させていただければというふう

に思います。

それから、２５円のお話もございましたが、実

は今回の条例提案に当たりましては基本的に消費

税が加算をされて料金が変わるもののみ提出をさ

せていただいております。そういったことでいき

ますと、２５円はこれ割り返しの計算をしていき

ますと２５円九十何銭という形にもなりまして、

いわゆる切り捨てると。１円未満切り捨てますと

２５円そのままということになりますので、これ

につきましては今回消費税が織り込まさっても料

金としては変わらないということで、今回の条例

にはのせておりません。そういったものが多数ご

ざいます。

それから、ごみ処理に係る粗大ごみのお話でご

ざいますが、これどうしても条例の説明としては

非常にわかりにくいというところで、これは大変

申しわけないのですが、例規類集の別表、改めて

ちょっと見ていただければと思いますけれども、

別表にて定める金額という項目が別表のほうに載

っておりまして、ここに実は２０６円置くという

意味でございます。それから、別表の第２のほう

で削るというのは、いわゆる取り扱い区分、それ

から指定ごみの処理券の枚数、これ粗大ごみの形

によりまして指定ごみに係る処理券の枚数が１枚

とか２枚とかというふうにもなるわけですが、こ

こを削るということではなくて、その隣に手数料
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の額という項目がございまして、ここのところを

削らせていただくという意味でございます。そし

て、あわせまして備考のほうには今回全体的な先

ほど説明させていただきました対応としまして１

０円未満を切り捨てるという、この基本的な考え

方も織り込まさせていただいておりますので、こ

れにつきましては備考の欄に改めて入れさせてい

ただいているというところであります。

それから、水面のお話もちょっといただきまし

て、これ１８０円ということで、変わっていない

のではないかということであります。これ実は課

税と非課税の区分がございまして、１カ月未満占

有される場合については、これは土地の場合もそ

うですけれども、いわゆる課税の該当になります。

これ消費税法の中で実は説明をされております。

それで、１カ月を超えるものについては初めて非

課税ということでありますので、今回１８０円が

変わらないというのは１カ月を超えるということ

で、非課税対象になっているということで変わっ

てはいないということになりますので、よろしく

お願いしたいと思います。

（何事か呼ぶ者あり）

〇総務部長（扇谷茂幸君） 失礼しました。準用

河川につきましても基本的には今と同じというこ

とでありまして、１カ月を超えるものは非課税と

いうことになりますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇９番（佐藤 靖議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたけれども、やっぱり算出の仕方が今総

務部長御説明いただいたことでいうと、結局は今

の使用料なり料金が基本になると。つまり今の料

金を ０５で割って、 ０５掛けてもとの料金に

戻して、合わなかったら今の料金に調整をして出

すというのだったら、初めから今の料金に ０３

を掛けたほうがストレートにお金が出てくると考

えるのが、それが一番わかりやすい。割って原価

を出して、原価からこうやってやってやっていく

と合わないから、もう一回それを整えてもとに戻

して、またそれで出していくというからこんがら

がってくるので、だからそのやり方が正しいやり

方だと思うので、一般市民の皆さんにとっては単

純に今の料金は ０５、要するに消費税の５％が

かかった料金が掲載されているなら、これに ０

３を掛けたら一定程度出るだろうと。そうしたら、

金額は違うものが出ると。例えばそれでやってい

くと、極端なあれですけれども、 ９円、９０銭

であっても切り捨てると、１０円以下だったら。

ところが、１銭でもある意味では超えていたら切

り上げて入ってくると。そういう何かわかりづら

いようなシステムになってきているので、それ正

しいのだと思う。間違ってはいないと思うのです

けれども、もうちょっとわかりやすく御説明をい

ただければと思います。

市民会館の部分については、誰も今あそこで食

堂をやっているとは思っていませんし、私どもも

市民会館は要するに大ホールがやっているときの

楽屋だと。時には、大きいステージになってくれ

ば食堂の部分も、ある意味では食堂ではあるけれ

ども、食堂スペースではあるけれども、控室とし

て使うかもしれないから、この料金に入っている

のだと解釈はできますけれども、その辺も一定程

度丁寧にされたほうが規則の中で運用されるのな

ら、その辺も明確になってわかりやすくしていく

ほうがいいと私は思いますし、とにかく文言の関

係もそうですけれども、やっぱり条例は要するに

プロである職員の皆さん、あるいは我々みたいな

常に接するような議員がわかるものでなくて、一

般の市民の皆さんが見てわかりやすいというのが

条例の基本だし、だから今言われたような条例主

義というのが言われているのは、それ規則や要綱

ではなくて条例に盛り込むというのはそういう意

味では重要だというふうに言われているのだと思

いますので、余り同じ名寄市の条例の中にあっち

にもこっちにも、こっちもあっちもというのは、

２８円というのは一つの目安だと思いますけれど

も、できればなるべく早くわかりやすく統一され
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る取り組みをぜひ行っていただきたいと思います。

２５円のものはわかります。ただ、今の説明で

うちのほうでもいろんな協議をした中で、１つや

っぱりわからないのがあるのです。この説明もや

っぱりしておかなければいけないのは、第２７条、

名寄市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部

改正で、別表第１中２０円を２１円とするという。

消費税かかっているのです。だから、２５円以下

は全部かからないので、これはかけませんでした

という説明は当たらないと思うのです。いろんな

理由があってここはかかっていると思います。こ

れ気がついている議員もいらっしゃると思います

けれども、やっぱりその説明もちゃんとされたほ

うがいいというふうに思いますので、あとのほう

はわかりました。別表の部分の読み方と非課税の

部分についてはわかりましたので、今言った３点

について御答弁いただければ。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 現行料金に５％の消

費税が入っていますので、それに３％の税を上積

みすると５％の消費税にさらに消費税が３％上積

みされるということで、利用者側にとっては端数

切り上げになってしまって不利益をこうむるとい

うことがありましたので、それと今後の消費税増

税の考え方が現行のところ８％で、状況を見なが

ら１年半後には１０％と。年金財政をどう整える

かという形でいうと、恐らくヨーロッパ並みとい

うのでしょうか、１０を超えて１２とか１３とか、

場合によっては１５を超えて１７、１８とかとい

うことで、多分その辺がターゲットになっている

と思いましたので、基本的には消費税を掛ける原

価ということで、それを出して明確にすることの

ほうが望ましいということで、一旦その辺の数値

をしっかり押さえておく必要があるということで、

今回そのような提案をさせてもらいました。平成

元年と９年ということで、３％、５％ということ

でやったのですけれども、そのときの書類を見て

いても結果しかないのです。そして、その後に平

成１４年だと思うのですけれども、ごみの手数料

が出てきました。そういう面でいうと、先ほどの

２０円で問題になったのはもともと原価について

はベースが８０円でした。袋の大きさによって半

分の４０円と。さらに、そこからもっと小さくす

る袋として２０円とやったのです。２０円を ０

５で割り戻ししますと１９円九十何銭かになって、

０５を掛けても戻らないのです。２０円に ０

５を掛けると２１円なのです。そういう計算を平

成１４年当時にやらないで、まず８０円、半分だ

から４０円、４０円の半分で２０円と。それが全

部税込み表示という形でやったものですから、そ

このところを２１円であるところを２０円にしま

して、今回の計算でいうとそこに ０８掛けます

ので、ベースが２０円とすると２１円６０銭とい

うことになりますので、今回はそこは本来の正し

い姿に戻させていただきましたということであり

ますので、ちょっと先ほどの説明で全てのいろん

なたくさんのケースあったものですから、そこか

ら外れた例外として改めて説明させていただいて、

御理解を賜りたいなと思います。

以上です。お願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 市民会館のお話もご

ざいまして、それで今申し上げましたとおり実態

といわゆる使い方が乖離をしている部分がござい

ます。ここのところは、今回の条例の中で整理を

しますと、それに類するものも含めて全て条例本

体をいじらないといけないというところもござい

まして、この時間のない中で一定程度しっかりし

た消費税に係る周知期間を持ちたいという私ども

のこれまでの作業のそんな事情もございまして、

これにつきましては新たに期間を設けまして、や

はり条例の文言整理も含めてさせていただきなが

ら、いわゆる旧風連町、旧名寄市の条例の整合に

ついてもぜひしっかり対応させていただければと

いうふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。
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〇９番（佐藤 靖議員） それぞれわかりました。

次回来年度の１０％になるかどうかというのは、

景気動向もあるけれども、もし１０％になったと

きは今回の計算方法が一つのベースとなって計算

をしていってよろしいということですよね。その

基本だけ確認をさせていただいて、終わりたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 今回の原価を定める

ということ、明らかにするということで、消費税

の将来の引き上げに対しても対応できるというこ

とで考えていますので、それで進めたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 川村幸栄議員。

〇１番（川村幸栄議員） 私からは、２点ほどお

伺いをしたいというふうに思います。

今の佐藤議員の２７条の廃棄物の問題はよくわ

かりました。これ私も随分悩んだところでした。

私は、今市民負担増についてどのように考えら

れているのかについて伺いたいと思います。これ

は、喫緊の資料なのですけれども、総務省の家計

調査２０１２年平均から試算されているのですけ

れども、収入２００万円以上２５０万円未満の方

々にとって消費税８％、年収に比率で負担率が

６％になっています。 ０００万円以上の方、こ

れが ２５０万円未満で名寄市にはどのくらいの

方がいらっしゃるのでしょうか。比率でいうと

１％というふうになっていて、これは逆進性がさ

らにあらわになってきているということだという

ふうに思います。さらに、年間の賃金が２００万

円以下で働いている方々がこれは国税庁の資料か

らつくっているのですけれども、 ０００万人超

えています。年々上がっていますし、そして年間

の平均賃金の推移で見ますと１９９８年ぐらいが

ピークだったでしょうか、これも厚生労働省の資

料からつくっているのですが、年々下がってきて

います。近い数字でいうと年間平均賃金３７７万

円というふうに出されていて、本当に大変な暮ら

しをしている中で、今回国が定めた８％の消費税

増税ですけれども、これをどうしても市民に負担

をしてもらわなければならないのかどうか、この

部分を非常に懸念をしています。

もう一つは、第４０条のピヤシリスキー場の条

例にかかわってでありますけれども、例えば今さ

きの一般質問の中でも出されていましたけれども、

日進地区の開発ということで振興に取り組んでい

るという中でありますけれども、これを見てみま

すとピヤシリスキー場リフト券は３００円を３０

８円ですから、３００円ということになりますけ

れども、宿泊 ０００円を １７２円、そして浴

場５００円を５１５円に改めるというふうになっ

ています。たくさんのお客さんに、市民にも来て

もらいたいし、市の外からも来ていただきたいと

思っているときに消費税が上がるからということ

にここに転嫁するということ、転嫁、先ほど指定

管理者の部分の御説明もありましたけれども、こ

の点についてのお考えをお聞かせいただきたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 今回の消費税の関係

につきましては、初めてのケースではなくて平成

９年に５％になったものについて消費、サービス

の提供に伴って利用する方々に３％の増税分を負

担していただくという形になっています。これの

財源の使途につきましては、今現在 ０００兆円

の国、地方を超える長期債務残高を抱えながら、

私たちの子供や孫たちに将来の借金の返済を押し

つけるような形の財政運営が果たして望ましいの

かどうか、こういう観点と少子高齢化でふえ続け

る、やっぱり高齢者、介護、医療、それから子育

てについても一定の財源を付与して、より福祉施

策の充実もしたいという話であります。その中で

もし市がかけないとした場合に、例えば下水道料

金、上水道料金についても事業会計でやっている

関係上、かけなくてもその分の負担をさせられて、

実質市民の皆さん方からいただいた料金でできる
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仕事の数が減ってきてしまう、こういう状況でも

ありますので、これまでと同じような形で税の転

嫁をお願いしようとするものです。ただ、議員が

おっしゃるようにこれだけデフレが続いてきてい

て、５年間も６年間も賃金が上がるどころか正規

職員から非常勤職員に切りかわっている状況の中

でいかがなものかということについては、私自身

もやはり景気が少し回復をして、少なくてもわず

かでもいいから定期昇給があるような社会が望ま

しいのではないかなと思っています。そういう状

況の中で今回の国の政策としては、平成９年と、

同時に簡易給付という形で、十分とは思っていま

せんけれども、簡易給付で１万円と。年金生活者

についてはさらに ０００円を上積みをするとい

う形での、少ないかもしれませんけれども、対策

は打たれている中で、片一方では制度を市が協議

をして２６年４月以降ベースアップが少しでもで

きるように、いいほうに経済を回していくという

一つの方策もワンセットになって進められており

ますので、この辺では十分な対応かどうかは別に

しましても、今公明党さんを中心にしながら、児

童手当受給者についての増額もどうかと。それか

ら、できれば１０％のときには軽減税率の適用も

ついてということで、できるだけ低所得者の人方

に対する一定の配慮をもっと充実させるべきだと

いう御意見もあって、今現在進行形でお話が進ん

でいるのではないかなという情報も得ております

ので、そういう部分の政策全体を考えまして、消

費税は全国的に遍在性の少ない税財源でもありま

すので、使途が社会保障費の維持、拡大というこ

とでありますので、この辺については一般税で賄

わないで、利用する皆さん方に御負担を願うと、

そういう考えでありますので、ぜひ御理解を賜り

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 将来への借金をつくら

ないということで、今国は借金財源がある中で消

費税をふやしていくというような国の、政府の代

弁をしていただいたように感じましたけれども、

私は一般質問でもさせていただきましたけれども、

あらゆる社会保障への負担が次々にされていると。

もういち早く生活保護者への削減は進んでいます

し、介護保険料もそうです。医療費の負担も増で

す。ですから、私は軽減税率も消費税を増税して

おいて軽減税率というのはないのではないかとい

うふうに思っています。もちろん食料品だとか、

また例えば報道の新聞だとか、そういったものに

対する税をかけないというやり方は、私はいいと

は思うのですけれども、しかし消費税を増税して

おいてこういうやり方はないのではないかなとい

うふうに思っています。先ほども紹介したように、

逆進性が非常に強くなってきていると。これが今

おっしゃったように１０％になると、さらに負担

が２００万円台の方々でいうと年収に比して ５

％も負担になってきて、ほとんどが生活費に、収

入が生活費として出ていくわけですから、こうし

た方々の暮らしがますます大変になってくるとい

うふうに思っています。

あと、全ての事業に対して転嫁がされているわ

けですけれども、やはり事業や、また一般市民の

皆さん方の暮らしにかかわる部分で大きく圧迫す

るものにはかけないという方策もあったのではな

いかなというふうに思っています。今まで３％、

５％になっていったときにかけてきたから、今回

もかけるということではなくても済むのではない

かというふうに感じているところですが、この部

分について再度お考えをお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 市の使用料、手数料

全てに消費税がかかっているわけではなくて、非

課税項目については国として一定のルールをつく

っておりまして、医療費であるとか大学の授業料

等についてはその顕著な例でありまして、各種証

明手数料についても同じような扱いになっている

と思っています。先ほど言いましたように、国の

税制体制の中でどのような形で住民の皆さん、国
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民の皆さん方に御負担願うかということとこの消

費税も地方消費税と国の消費税とワンセットにな

っておりまして、今回消費税がふえた分は地方の

固有の財源の地方交付税のほうにもカウントされ

るということになっておりますので、この辺はで

きるだけ低所得者に対する温かい救済措置という

か、そこは国のほうで考えてもらわなければなら

ないものの、やはり不足する分については施設を

利用しない、サービスの提供を受けない一般の市

民の方々に負担が覆いかぶさる形にもなりますの

で、この辺はしっかり受益者負担の考え方の中で

施設を利用する方々、サービスの提供を受ける方

々に御負担をお願いしたいと。その使用料自体も

少なくても最低でも５％程度、それから多くても、

スキー場関係が一番多いのかもしれませんけれど

も、３０から３５と。基本的には、ごみ使用料と

か、ごみ手数料とか、パークゴルフ場の使用料に

ついては議会とも相談した中では２５％でという

ような話もさせていただきましたので、できるだ

け一般税で賄える部分は賄いながら、受益者負担

の考え方で負担願っている分について、かかる消

費税については受益者の皆さんにお願いをしたい

と、こういう考えでありますので、ぜひ御理解賜

りたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 最初の質問の中で、

ピヤシリスキー場の条例の一部改正の部分で、

０００円が １７２円に、５００円を５１５円に

ということで御提案をしていますけれども、この

部分については利用料金の上限を指しているもの

でありまして、川村議員御存じのとおりピヤシリ

温泉についてはここで上限５００円と。旧条例で

いくと５００円と言っていますけれども、現在は

４００円ということで、それ以内の料金設定をさ

せてやっておりますので、その辺については上限

を設定させていただいているだけだということな

ので、御理解をいただきたいというふうに思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 今の件は理解をさせて

いただきます。

また、全てにというところはちょっと私も勘違

いをして言ってしまいました。非課税の部分もあ

るということですけれども、ただ何回も言います

ように税の徴収の仕方が満遍なくというふうに言

われますけれども、私はやはり逆進性の強い消費

税によって税を皆さんから負担していただくとい

うのはあってはならないというふうに思っていま

すので、またいろいろ御苦労されながらこの計算

もしていただいたのだというふうには思いますけ

れども、しかし市民負担をさらにふやさない方策

というのもぜひ検討していただきたい、そのよう

に思います。国からの地方消費税も入ってくると

いうことでしたけれども、その点についてもさら

なる負担が大きいわけですから、決算のときにも

指摘させていただきましたけれども、やはり地方

も、そして地方に住む国民もみんな負担が大きく

のしかかってきているということを私は強く申し

上げて、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議がありますので、

起立により採決を行います。

議案第２０号を原案のとおり決定することに賛

成の議員の起立を求めます。
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（起立多数）

〇議長（黒井 徹議員） 起立多数であります。

よって、議案第２０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第４ 意見書案第

１号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開

に関する意見書、意見書案第２号 過疎対策の積

極的推進を求める意見書、意見書案第３号 積雪

寒冷地域対策の推進を求める意見書、以上３件を

一括議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外２件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認め、採決

を行います。

本件を原案のとおり決定することに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外２件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第５ 報告第１号

例月現金出納検査報告についてを議題といたし

ます。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 閉会中継続

審査（調査）の申し出についてを議題といたしま

す。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申し出のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、申し出のとおり決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、平成２５年第４回定例会を

閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午後 ４時３６分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 大 石 健 二

署名議員 植 松 正 一

平成２５年１２月１３日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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質 問 通 告 表 （一般質問）

平成２５年第４回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 高 橋 伸 典 １．自治体による婚活支援で少子化対策を

（Ｐ ３０） (1) 本市の未婚状況と対策について

(2) 地域・少子化危機突破支援プログラム推進事業について

２．雑誌スポンサー制度について

３．カラーバリアフリー対策の確立について

(1) 色覚障害の実態について

(2) 学校における色覚障害の今後の取り組みと対策について

４．「トムテ文化の森」の移管について

(1) 移管状況と今後について

２ 佐 藤 靖 １．平成２６年度予算編成にかかわって

（Ｐ ４０） (1) 市長訓令及び事務連絡について

(2) 概算要求と予算規模の見通しについて

(3) 市長選後の政策予算の見通しについて

(4) 財政展望について

２．改めて観光行政のあり方を問う

(1) 成果と評価

(2) 将来の見通し

３．名寄市立総合病院にかかわって

(1) 看護師寮の必要性

(2) 看護師人事交流の可能性

(3) 院内案内対策の現状と課題

(4) 病床ベッド対策と入院患者の健康保持向上対策等について

４．名寄市立大学にかかわって

(1) 学内売店等の必要性について

(2) 地域も利活用可能な商店等の必要性について

３ 東 千 春 １．名寄市の将来を見据えた加藤市政の展望は

（Ｐ ５２） (1) 加藤市政の実績と評価について

平 成 ２ ５ 年 第 ４ 回 １ ２ 月 定 例 会
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(2) 名寄市の将来像と次期４年間で目指すものは

２．市民に親しまれるホールづくりに向けて

(1) ソフト事業に対する基本的な考えと予算について

(2) 主催事業の計画と事業企画委員会について

(3) 市民との積極的な関わりについて

(4) 管理運営のあり方について

(5) ホールと小ホールの音響照明設備のクォリティーについて

(6) 市民会館の弾力的な運用について

３．名寄産業高校と地域の産業について

(1) 農業や建設業など地域産業との関わりについて

(2) 生徒の資格取得にかかわる支援の考え方について

(3) 地域の人材確保のために間口維持の支援策を

４ 植 松 正 一 １．農業振興施策について

（Ｐ ６３） (1) 本市の基幹産業である農業への本年度の状況は

(2) 新年度の予算編成での重点施策について

(3) 名寄魚菜卸売市場の自己破産による現段階での状況と今後の対

応、対策について

２．林業振興施策について

(1) 今後の市有林管理での施策は

(2) 名寄市の新たな森林経営計画の内容で

ア 森林整備の推進について

イ 木材利用での公共建築物での利活の考え方について

ウ 森林所有者への利益還元について

(3) 木質バイオマスエネルギーでの、庁内委員会で公共施設や産業施

設への利活用方策と進捗状況について

５ 山 田 典 幸 １．名寄市の農業振興施策について

（Ｐ ７４） (1) 米政策転換に伴う影響について

(2) 当市としての今後の農業振興策について

２．名寄市の教育行政について

(1) 全国学力・学習状況調査の結果から

ア 当市の現状について

イ 今後の課題と改善策について

３．ピヤシリスキー場の運営について

(1) 今シーズンの集客対策について
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(2) 各関係団体との連携について

６ 佐々木 寿 １．行財政運営について

（Ｐ ８８） (1) 公益目的通報について

(2) 不当要求の対応について

２．雇用広報活動について

(1) Ｕターン情報の発信について

３．防災・消防について

(1) イベント屋台の安全管理について

(2) 防災共同訓練の成果について

４．介護福祉について

(1) 介護職の人材育成について

７ 駒 津 喜 一 １．安全で快適な市民生活のために

（Ｐ ９８） (1) 小型、中型家電のゴミ処理について

ア 回収ボックスの設置等

２．地域経済の活性化について

(1) 中小企業振興条例の施策について

ア 空き店舗対策等について

イ 雇用の促進について

(2) 企業誘致の取り組みについて

８ 竹 中 憲 之 １．快適で安全な環境づくりについて

（Ｐ１０７） (1) 水・大気にかかわる安全問題について

(2) 旧焼却施設と炭化センターについて

(3) リサイクルの推進と最終処分場について

２．名寄市立総合病院の現状と課題について

(1) 経営の現状と課題について

(2) 看護体制変更後の病棟の変化について

(3) 看護体制変更にともなう看護師の労働条件の変化は

(4) 災害時における院内の体制について

(5) 救命救急センター設置の見通しについて

９ 川 口 京 二 １．観光の振興について

（Ｐ１１８） (1) ひまわり観光について

ア 現状の課題について
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イ 今後の取り組みについて

(2) ご当地グルメ開発・ＰＲ事業について

ア 成果と課題について

イ 今後の方向性について

(3) マスコットキャラクターについて

２．路上駐車について

(1) 現状の認識について

(2) 対策について

３．市立図書館について

(1) 駐車場と北側通路の整備について

１０ 山 口 祐 司 １．農業政策の大転換について

（Ｐ１２７） (1) 地域農業への影響について

(2) 今後の考え方と対応について

２．農産物及び特産品の販路拡大について

(1) 地場産品のＰＲ活動と新たな取り組みについて

(2) 道内外及び海外ビジネスの可能性について

３．青少年の健全育成とスポーツ振興について

(1) 小学生児童の放課後活動について

(2) 民間団体との連携協力について

(3) 指導者確保の現況について

１１ 奥 村 英 俊 １．「なよろコミュニティバス」の実証運行について

（Ｐ１３７） (1) １２月の見直しについて

(2) 利用促進と交通弱者への対策について

２．市道の除排雪について

(1) 生活道路の対応について

３．地域の振興について

(1) 市民生活にかかわる地域のバランスについて

ア 東地区・北地区の課題と要望（まちづくり懇談会から）

(2) 営業戦略室の役割について

４．名寄市福祉及び社会教育関係団体活動推進補助金について

(1) 利用者の負担のあり方について

１２ 川 村 幸 栄 １．生活保護基準引き下げの影響について

（Ｐ１５３） (1) 基準引き下げによる名寄市の事業への影響は
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(2) 生活保護制度利用者への影響は

(3) 申請状況について

２．介護保険制度の見直しによる影響について

(1) 介護サービス利用者への影響は

(2) 介護サービス利用者への対応は

(3) 介護労働者への影響について

３．食教育の充実にむけて

(1) 食育の現状について

(2) 栄養教諭の配置増について

(3) 安心・安全な給食を

１３ 熊 谷 吉 正 １．今後の名寄市の行方と市民の声

（Ｐ１６４） (1) 加藤市政の評価と公正な住みよい名寄市の展望について

(2) 市長等の役割と責任について

(3) 行財政改革と市民満足度について

(4) 今後の総合計画のあり方について

(5) 地域自治区の前進と自治基本条例について

２．特定秘密保護法（案）と市民生活（活動）への影響について

３．幌延への核廃棄物の持ち込みについて
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平成２５年第４回名寄市議会定例会議決結果表

平成２５年１１月２９日～平成２５年１２月１３日 １５日間

本会議時間数 １５時間２９分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市青少年問題協議会条例の一部改正につ ― ― 25.11.29
第 １ 号

いて ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について【なよろ健康の ― ― 25.11.29
第 ２ 号

森】 ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について【名寄公園パーク ― ― 25.11.29
第 ３ 号

ゴルフ場】 ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について【天塩川さざなみ ― ― 25.11.29
第 ４ 号

公園】 ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について【名寄市北国雪国 ― ― 25.11.29
第 ５ 号

ふるさと交流館】 ― ― 原 案 可 決

― ― 25.11.29
第 ６ 号 指定管理者の指定について【名寄市営牧野】

― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について【名寄母子里地区 ― ― 25.11.29
第 ７ 号

共同牧場】 ― ― 原 案 可 決

― ― 25.11.29
第 ８ 号 指定管理者の指定について【名寄東病院】

― ― 原 案 可 決

― ― 25.11.29
第 ９ 号 市道路線の廃止について

― ― 原 案 可 決

― ― 25.11.29
第 １ ０ 号 市道路線の認定について

― ― 原 案 可 決

― ― 25.11.29
第 1 1 号 定住自立圏形成協定の変更について

― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市一般会計補正予算（第６ ― ― 25.11.29
第 １ ２ 号

号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市国民健康保険特別会計補 ― ― 25.11.29
第 １ ３ 号

正予算（第３号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市介護保険特別会計補正予 ― ― 25.11.29
第 １ ４ 号

算（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市下水道事業特別会計補正 ― ― 25.11.29
第 １ ５ 号

予算（第２号） ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

平成２５年度名寄市個別排水処理施設整備事 ― ― 25.11.29
第 １ ６ 号

業特別会計補正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市公設地方卸売市場特別会 ― ― 25.11.29
第 １ ７ 号

計補正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市病院事業会計補正予算 ― ― 25.11.29
第 １ ８ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市水道事業会計補正予算 ― ― 25.11.29
第 １ ９ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜 ― ― 25.12.13

本的な改革を行うための消費税法の一部を改 ― ― 原 案 可 決
第 ２ ０ 号

正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について

意 見 書 案 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に ― ― 25.12.13

第 １ 号 関する意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 25.12.13
過疎対策の積極的推進を求める意見書

第 ２ 号 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 25.12.13
積雪寒冷地域対策の推進を求める意見書

第 ３ 号 ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 25.12.13
例月現金出納検査報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

― ― 25.12.13
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定
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